
    
      
        
      
    

  













































  
   本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

   本电子书的封面和插画等图像是为了方便读者欣赏，而从本作品的出版物中选取、使用。

   


   本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

   本电子书的排版基于出版物进行调整，以尽量还原纸质书的阅读体验。

   また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

   由于不同阅读系统的适配能力存在差异，因此在文字、图片等方面可能出现排版错误或显示错误的问题。

  

 
  
   　CONTENTS

   　CONTENTS

   


   


   
    プロローグ　金輪奈落十王裁決

    序章　金轮奈落十王裁决

    第一章　楽園監獄都市・横浜

    第一章　乐园监狱都市・横滨

    第二章　Stand back, prisoner.

    第二章　Stand back, prisoner.

    第三章　フラスコの生命

    第三章　烧瓶中的生命

    第四章　伝説は舞い降りた

    第四章　传说降临

    第五章　そして、男は楽園へと至る

    第五章　于是，男人抵达乐园

    第六章　機械仕掛けの神

    第六章　机械降神

    エピローグ　痕、なぞって

    终章　抚触伤痕

    あとがき

    后　记

   

  

 
  
   


   


   


   口絵・本文イラスト　クレタ

   封面・刊头插画／クレタ

  

 









  
   


   
    プロローグ　金輪奈落十王裁決

    序章　金轮奈落十王裁决

   

   


   


   


   『判決──被告人ベルトール゠ベルベット・ベールシュバルトを懲役２０９９年に処する』

   『判决——判处被告人贝尔多尔・贝尔维特・贝尔修瓦尔特有期徒刑2099年』

  

 
  
   　──その判決が下る少し前に遡る。

   　——将时间回溯到判决下达的稍早之前。

   


   　被告人がいる。

   　被告人在此。

   　裁判官がいる。

   　法官在此。

   　書記官がいる。

   　书记官在此。

   　弁護人がいる。

   　辩护律师在此。

   　検察官がいる。

   　检察官在此。

   　ただ傍聴人だけが欠けており。

   　唯独缺少旁听人。

   　ただ被告人だけがヒトであった。

   　唯独被告人是人类。

   　証言台に座らされた被告人──ベルトールは、しかし口を開く事を許されていない。

   　被要求坐在证人席上的被告人——贝尔多尔，却连开口说话都不被允许。

   　全身を拘束され、防声具で顔の大部分を覆われているからだ。

   　因为他全身被拘束，大部分的脸都被防声具覆盖。

   　被告人の感覚器官でこの法廷で有効なのは、防声具で覆われていない片目と、そして両耳くらいなものである。

   　被告人在这法庭上能用的感觉器官，只有没被防声具覆盖的单眼，以及双耳。

   　この場にいるベルトール以外、その全てが機械である。

   　在场除了贝尔多尔以外，全都是机械。

   　黒いバケツを逆さにしたようなそれは、
     
      現想融合
     ファンタジオン前に存在したモデムのように赤と緑色の光を明滅させている。

   　像是把黑色水桶倒过来的物体，就像现想融合前存在的调制解调器一样，闪烁着红绿两色的光。

   　機械検察官が、存在しない起訴状を朗読する。

   　机械检察官朗读不存在的起诉书。

   『──公訴事実』

   『——公诉事实。』

   　無機質な男性の合成音声が、法廷に響く。

   　无机质的男性合成语音响彻法庭。

   『被告人は本日午後八時頃、横浜市父祖領域内に許可なく侵入し、領域内に存在する被告人を含む全ての人的、物的資源は父祖の所有物であるにもかかわらず、まるで自分に自由の権利があるかの
     
      如
     ごとく振る舞うという教典の
     
      冒
     ぼう
     
      瀆
     とく的行為に及んだ』

   『被告人于本日下午八点左右，未经许可侵入横滨市父祖领域内，领域内包含被告人在内，所有的人力、物力资源皆为父祖所有，被告人却做出仿佛自己拥有自由权利的举动，犯下亵渎教典的行为。』

   　次いで、機械裁判長が黙秘権の告知を行う。

   　接着，机械法官告知缄默权。

   『被告人、
     
      貴方
     あなたには黙秘権があります。貴方はこの法廷において黙秘し、答えたくない質問に答えなくても構いません。質問に答えても構いませんが、貴方がこの法廷で発言した事は不利な証拠として扱われる可能性があります』

   『被告人，你有保持沉默的权利。你有权在这法庭上保持沉默，有权拒绝回答不想回答的问题。你也可以回答问题，但你在这法庭上发言，有可能会被视为对你不利的证据。』

   「……」

   「……」

   　黙秘も何も、被告人は口を塞がれているのだから発言する事などできはしない。

   　别说保持沉默了，被告的嘴巴被堵住，根本无法发言。

   　被告人の発言は許されない。

   　被告不被允许发言。

   　そう、この裁判は茶番である。

   　没错，这场审判是一场闹剧。

   　初めから全て決まっているのだから。

   　因为从一开始就已经决定好结果了。

   　形骸化した裁判であり、手続きや流れも関係ない子供のごっこ遊びと同等である。

   　这是一场徒具形式的审判，和无关手续及流程的小孩子过家家没有两样。

   『被告人、検察官が今述べた事について、何かありますか？』

   『被告人，对于检察官刚才陈述的内容，你有什么想说的吗？』

   「……」

   「……」

   　裁判官の問いかけに、被告人は返さない。

   　被告没有回答审判官的问题。

   　返せない。それも当然だ、被告人は口を塞がれているのだから。

   　他无法回答。这也是理所当然的，因为被告的嘴巴被堵住了。

   　無意味。

   　毫无意义。

   　理不尽。

   　毫无道理。

   　口を開けない相手に、問いかける事のなんと滑稽な事か。

   　对一个无法开口的人提问，是多么滑稽的一件事。

   『何もないようなので、検察官、冒頭陳述をお願いします』

   『看来你似乎没有想说的。检察官，请进行开场陈述。』

   『はい。ではまず──』

   『是。首先——』

   　
     
      喋
     しゃべっているのは裁判官と検察官だけだ。

   　发言的只有审判官和检察官。

   　検察側の冒頭陳述が終わり、裁判官の音声が響く。

   　检察官的开场陈述结束后，审判官的声音响起。

   『弁護人、冒頭陳述をどうぞ』

   『辩护人，请进行开场陈述。』

   『……』

   『……』

   　機械弁護人は一切反応しない。

   　机械辩护人没有任何反应。

   　他の裁判用機械には先程から光が明滅しているのに対し、弁護人には光がない。

   　其他审判用机械从刚才开始就一直闪烁着红绿两色的光，但辩护人却没有光。

   　初めから動いていないのである。であるならば、反応がないのは当たり前である。

   　从一开始就没有在动。既然如此，没有反应也是理所当然的。

   　意味のある事をせず、意味のない事をする。

   　不做有意义的事，只做无意义的事。

   　その両方を行う不合理の塊が、この意味不明な裁判だ。

   　同时进行这两件事的不合理集合体，就是这场莫名其妙的审判。

   『検察側は被告人が我が都市横浜市に対し、非常に重大な違反を犯した事は父祖の名において明白であり、証明は不要であると考えております』

   『检察官认为，被告人对我等都市横滨市犯下了非常重大的违规行为，这一点在父祖之名下是显而易见的，因此不需要证明。』

   　証明は不要。

   　不需要证明。

   　それは裁判の否定に他ならない妄言だが、それに対して抗議の声はない。

   　这番话无疑是否定审判的胡言乱语，但没有人对此提出抗议。

   　この場に常識がないのであれば、常識こそが非常識なのだ。

   　如果这里没有常识，那么常识就是非常识。

   『求刑を述べます』

   『接下来陈述求刑。』

   　理不尽は続く。

   　不讲理还在继续。

   『父祖の支配領域に対する不当な侵入──支配領域侵入罪、懲役６６６年』

   『对父祖的支配领域进行不当入侵——支配领域入侵罪，判处666年徒刑。』

   『父祖の支配領域での騒乱──支配領域騒乱罪、懲役２１７年』

   『在父祖的支配领域内引起骚乱——支配领域骚乱罪，判处217年徒刑。』

   『支配領域に不法侵入した時点で父祖の所有物となり、存在を
     
      遡
     そ
     
      及
     きゅうする事で外から侵入したという事になり、領域より脱出していた事に等しい──支配領域脱出罪、懲役３３３年』

   『在非法入侵支配领域时，被告人便成为父祖的所有物，追溯其存在后，可视为从外部入侵，等同于从领域中逃脱——支配领域逃脱罪，判处333年徒刑。』

   『法廷で裁判官の質問に対する黙秘──法廷黙秘罪、懲役３１３年』

   『在法庭上对审判官的质问保持沉默——法庭沉默罪，判处313年徒刑。』

   『法定で裁判官の質問に答えず、挑発的な態度を取った──法廷侮辱罪、懲役99年』

   『在法庭上不回答审判官的质问，采取挑衅的态度——法庭侮辱罪，判处99年徒刑。』

   『領域に侵入し、父祖の所有物になったにもかかわらず都市に対して何ら貢献した様子が見られなかった──非貢献罪、懲役４０３年』

   『入侵领域，成为父祖的所有物后，却未对都市做出任何贡献——非贡献罪，判处403年徒刑。』

   『ＴＭ不足──
     
      瞑
     めい
     
      想
     そう
     
      浮
     ふ
     
      泛
     はん
     
      罪
     ざい、懲役20年』

   『ＴＭ不足——瞑想浮泛罪，判处20年徒刑。』

   『ガイアの声を聞く努力を怠った──大地
     
      誹
     ひ
     
      毀
     き
     
      罪
     ざい、懲役20年』

   『怠于倾听大地之声——大地诽谤罪，判处20年徒刑。』

   『父祖のお手を煩わせ、チャネリングを阻害した──交神阻害罪、懲役20年』

   『劳烦父祖，妨碍通神——交神妨碍罪，判处20年徒刑。』

   『横浜市で規定されているよりも著しく長い頭髪──男子頭髪規定違反、懲役４年』

   『头发明显比横滨市规定的长度更长——违反男子头发规定，判处4年徒刑。』

   『横浜市で規定されているよりも高い身長──男子身長規定違反、懲役４年』

   『身高明显比横滨市规定的身高更高——违反男子身高规定，判处4年徒刑。』

   　黙秘権があると言ったのに黙っていたら罪になる、喋れない状況なのに喋らなかったから罪になる、ただ髪が長いだけで罪になる。
     
      大凡
     おおよそ、現代文明とは思えない馬鹿馬鹿しさ。

   　明明有缄默权，保持沉默却成了罪；明明处于无法说话的状态，不说话却成了罪；只是头发长了点，却成了罪。这愚蠢的程度，让人难以想象是现代文明。

   　ふざけた裁判の、冗談のような求刑内容である。

   　这场胡闹的审判，求刑的内容也像在开玩笑。

   　だがそんなふざけた場において、それ以外の全てが真面目に進行していた。

   　然而，在这个胡闹的场合，除了这些以外的一切都进行得非常认真。

   『検察は以上を求刑致します』

   『检察官求刑完毕。』

   『わかりました。弁護人、弁論をどうぞ』

   『我明白了。辩护人，请进行辩论。』

   『……』

   『……』

   　証言はなく。

   　没有证言。

   　尋問はなく。

   　没有询问。

   　弁護もない。

   　没有辩护。

   　ここで行われるのは裁判ではない。

   　这里进行的不是审判。

   　検察官。

   　检察官。

   　弁護人。

   　辩护人。

   　裁判官。

   　审判官。

   　それらが全て正しく機能してこそ裁判である。

   　这些角色都正确发挥机能，才称得上是审判。

   　弁明も弁護の余地も存在しないここで行われているのは、既に決定した量刑を言い渡すだけの作業でしかない。

   　在这里，没有辩解和辩护的余地，只是将已经决定好的量刑宣读出来而已。

   　ただ粛々と判決が下されるだけだ。

   　只是庄严地宣判而已。

   　それは、裁判の
     
      真
     ま
     
      似
     ね
     
      事
     ごとにすぎない。

   　这不过是模仿审判罢了。

   『被告人、最後に何か言うことはありますか？』

   『被告人，最后还有什么要说的吗？』

   「……」

   「……」

   『では、判決を言い渡します』

   『那么，现在宣判。』

   　意思表示の一切が許されぬ被告人であるが、防声具によって隠されていない片目だけは、
     
      爛
     らん
     
      々
     らんと被告人の意思を表明しているようだった。

   　被告人被禁止表达任何意见，但唯一没有被防音装置遮住的那只眼睛，却仿佛在表明着被告人的意志。

   『判決──』

   『判决——』

   　──そうして時は初めに戻る。

   　——于是时间回到最初。

   　判決が宣告される。

   　判决被宣告了。

   　懲役２０９９年。

   　2099年徒刑。

   　判決を言い渡された不死の魔王、ベルトール。

   　被宣判的不死魔王，贝尔多尔。

   　この男の顔に絶望や不安といった色は一切ない。

   　这个男人的脸上没有丝毫绝望和不安的神色。

   　
     
      鷹
     おう
     
      揚
     よう。

   　从容。

   　悠然。

   　悠然。

   　泰然。

   　泰然。

   　余裕。

   　从容。

   　
     
      綽
     しゃく
     
      綽
     しゃく。

   　绰绰有余。

   　一切を縛られ、一切を封じられて
     
      尚
     なおこの男は不自由でなかった。

   　即使被束缚，被封印，这个男人依然没有感到任何不自由。

   　むしろこの状況を楽しんでいるようですらあった。

   　甚至可以说，他似乎在享受着这个状况。

   　彼はただにやり、と防声具の下で
     
      獰
     どう
     
      猛
     もうな笑みを浮かべた。

   　他只是在防音装置下咧嘴一笑，露出狰狞的笑容。

   　この状況こそが、彼の望んでいた事であるかのように。

   　仿佛这个状况正是他所期望的。

   　声を発せぬはずの魔王は、しかし防声具の下で確かに、楽しそうにこう言った。

   　本应无法发出声音的魔王，在防音装置下确实地开心地这样说道。

   


   「この狭い監獄に……余を縛り付けられると思わぬ事だな」

   「别以为……这狭小的监狱能束缚得了余啊」

  

 









  
   


   
    幕間

    幕间

   

   


   


   　大きな災厄があった。

   　巨大的灾厄降临。

   　それは突如として人々の頭上、天高くに出現した。

   　它突然出现在人们的头顶，高高在上的天空。

   　世界にできた〝
     
      虚
     うろ〟。

   　那是出现在世界上的『虚』。

   　経度、緯度、標高、海抜、自転、公転、あらゆる要素を無視して、その〝虚〟は生命体の上に現れた。観測できる〝虚〟は一つだけ、だが地上のあらゆる存在が視認できた。

   　经度、纬度、海拔、自转、公转，无视所有要素，那个『虚』出现在生命体之上。能够观测到的『虚』只有一个，但地上的所有存在都能用肉眼看见。

   　それが前兆。

   　那是前兆。

   　次いで起きたのは揺れだった。

   　接着发生的是摇晃。

   　地震大国と呼ばれる国に住む住民であっても──
     
      或
     あるいはだからこそ──異様を認識できる空間の揺れ。

   　即使是住在被称为地震大国的国家的居民——或者正因为如此——也能认知到空间的摇晃是异常现象。

   　そうして二つの異なる世界は融合した。

   　就这样，两个不同的世界融合了。

   　二つの世界を巻き込んだその大災厄に、まだ名前が付いていない頃。

   　在那个将两个世界卷入的大灾厄还没有名字的时候。

   　大災厄の影響によって引き起こされた地殻変動と空間
     
      歪
     わい
     
      曲
     きょくで、陸地と隔離されてしまったとある『島』に、取り残された人々がいた。

   　由于大灾厄的影响而引起的地壳变动和空间扭曲，导致某个『岛』与陆地隔离，有一群人被留在了那里。

   　異なる世界の人々は、突如起きた大災害に不安に
     
      蝕
     むしばまれ、未来に絶望していた。

   　不同世界的人们，因为突然发生的大灾害而被不安侵蚀，对未来感到绝望。

   　もう自分達は助からず、世界は終わるのだと。

   　认为自己已经无法得救，世界即将终结。

   　その中で、一人の男が演説をしている。皆を勇気づけるように。

   　在这之中，一名男子正在演讲，试图给予大家勇气。

   「これは、神が与え
     
      給
     たもうた試練なのです」

   「这是神给予的考验。」

   　そう男は言った。

   　男子如此说道。

   「終末が訪れ、人類は滅び、我々は救済の舟に乗り損ねてしまった」

   「末日降临，人类灭亡，我们错过了救赎之船。」

   　笑顔で必死に語りかける男の声に、人々は少しずつ耳を傾けていった。

   　男子带着笑容拼命诉说，人们渐渐开始倾听他的声音。

   「ですが必ず、救われます！」

   「但是，我们一定会得救！」

   　身振り、手振りが聞く者の目を、耳を、そして心を
     
      惹
     ひきつける。

   　他的身姿，他的手势，吸引了听众的视线，耳朵，以及心灵。

   「だからその時まで、絶望せずに共に手を取り合って協力しましょう！　話す言葉が、肌の色が、主義主張が、信じるものが、種族が違う事がなんだと言うのです！　我々には心がある！　全員の魂に、高次元の存在へと成る権利があるのです！」

   「所以在那之前，不要绝望，让我们携手合作吧！语言不通，肤色不同，主张不同，信仰不同，种族不同又怎么样！我们有心！所有人的灵魂，都有成为高次元存在的权利！」

   　男の演説に拍手が起こった。

   　男子的演讲得到了掌声。

   　だが男はわかっていた、頭の中と心は冷え切っていた。

   　但是男子很清楚，听众的内心和头脑都冷透了。

   　ここにいる全員を生かすだけの物資は、この場所に存在しないことを。

   　他知道，这个地方没有足够的物资让在场的所有人活下去。
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   　二人の人物が、薄暗い部屋にいる。

   　两个人物，身处昏暗的房间。

   　一人は男だ。

   　其中一人是男性。

   　中肉中背で、僧衣のようなものを羽織っており、シルエットだけではその種族まで判別ができない。

   　中等身材，身披类似僧衣的服装，仅凭轮廓无法判断其种族。

   　その男には肉体がなかった。

   　这名男性没有肉体。

   　空間上に投影されたホログラムだからだ。

   　因为他是投影在空间上的全息影像。

   　もう一人は種族どころか性別も、年齢もわからない。

   　另一人别说种族，连性别和年龄都无从判断。

   　全身を黒い
     
      鎧
     よろいで覆っているからだ。

   　因为他全身覆盖着黑色铠甲。

   　鎧が羽織る
     
      外
     がい
     
      套
     とうには、剣を抱く竜が描かれており、黒の大剣を背負っている。

   　铠甲上披着的外套上描绘着抱着剑的龙，背上背着黑色的大剑。

   『──《
     
      救世教会
     ギルド》からの報告は以上。何か質問は？』

   『——《救世教会》的报告到此为止。有什么问题吗？』

   　黒い鎧から、声が発せられた。

   　黑色铠甲发出声音。

   　鎧は外部音声出力装置を
     
      嚙
     かませている
     
      為
     ためか、ややくぐもり、エフェクトを掛けたような男の声がした。

   　或许是因为铠甲装有外部发声装置，声音有些模糊，像是经过特效处理的男性声音。

   「本当にこの『島』に来るのですか？　そのベルトールという男は」

   「那个叫贝尔多尔的男人，真的会来这座『岛』吗？」

   『さぁ……俺は詳しい話はよくわからんけど、ここに竜がいるなら来んじゃねえの』

   『谁知道……我也不清楚详情，但既然这里有龙，他应该会来吧。』

   「なんともあやふやな話ですね……」

   「真是模棱两可……」

   『俺に言われたって知らねーよ、んじゃ帰るわ』

   『跟我说也没用，那我回去了。』

   　金属の擦れる音と共に外套を
     
      翻
     ひるがえし、鎧は男に背を向ける。

   　伴随着金属摩擦声，铠甲转身背对男人，外套随之翻动。

   「もう行かれるのですか？　せっかく来たんだ、
     
      食事
     サバを出しますよ」

   「已经要回去了吗？难得来一趟，我请你吃顿饭吧。」

   『俺は遠慮しておきます。つかヒトが食っていいやつなのか？　そもそもこの島が通信遮断してなきゃ俺がこんな所に来る必要もなかったんだ、それに俺ぁ
     
      下
     したっ
     
      端
     ぱだから雑用が多くて忙しいんだよ。
     
      極東商人連盟
     ＦＥＭＵへの介入、
     
      新生光明結社
     イルミナティ、
     
      ３Ｕ
     スリーユー、
     
      秘匿会
     オーダー、シドニックネット……世の中のわるーい連中と戦わなきゃならねえし、それにアキバで下手こいた《
     
      無貌
     バカ》から引き継いだ子守りもあるしな。ここ来るついでに近くで別の任務があってよかったぜ全く……』

   『我就不用了。话说那玩意儿是人能吃的吗？说到底，要不是这座岛切断了通讯，我也没必要来这种地方。而且我不过是底层人员，杂务多得要命。介入远东商人联盟、新生光明结社、3U、秘匿会、西迪尼克网络……必须和世上这些坏蛋战斗，还得照顾从秋叶原搞砸的《无貌》那边接手的孩子们。来这里的路上顺便在附近接了其他任务，真是的……』

   　うんざりしたような声を出しながら、鎧は再び背を向けて歩き出す。

   　铠甲发出厌烦的声音，再次转身迈步。

   　扉が開いた瞬間、薄暗い部屋に光が差し込んだ。

   　门打开的瞬间，光线照进昏暗的房间。

   　鎧が出ていき、部屋が影と静寂に満たされた。

   　铠甲离开后，房间充满影子与寂静。

   　
     
      上
     シャン
     
      海
     ハイ市での『白狼事変』で《
     
      竜殺し
     ドラゴンスレイヤー》が殉死、ロサンゼルス市での『真昼の赤い月事件』で《
     
      聖女
     メイデン》が新たな神秘の
     
      蒐
     しゅう
     
      集
     しゅうに成功、秋葉原市の『禍福女神捕獲計画』失敗の責任で《
     
      無貌
     フェイスレス》が降格。

   　《屠龙者》在上海市的『白狼事变』殉职，《圣女》在洛杉矶市的『白昼红月事件』成功搜集到新的神秘，《无貌》因秋叶原市的『祸福女神捕获计划』失败而降职。

   　それらによる内部人事の変動で、己──《
     
      父祖
     プロジェネター》を第四席へ昇格。

   　内部人事变动后，自己——《父祖》升格为第四席。

   　以上が《
     
      救世教会
     ギルド》からの通達だった。

   　以上是《救世教会》的通知。

   　全て自分には興味がない。

   　自己对这些事毫无兴趣。

   　自分が何かの組織の何番目になろうとも、やる事に変わりはない。

   　自己在什么组织排第几名，要做的事都不会变。

   　組織に在してはいる。だが志を共にしているわけではない。

   　自己在组织里，但并非志同道合。

   　組織とは、自分達の計画の為に互いを利用し合うだけの関係だ。組織はこちらに技術と資金を提供し、こちらは組織の目的の手伝いをする。

   　组织与自己只是互相利用的关系，为了实现自己的计划。组织提供技术与资金，自己则协助组织实现目的。

   　そしてもうすぐその関係も終わる。

   　而这种关系也即将结束。

   　自身の計画が佳境に入ったのだから。

   　因为自己的计划已经进入佳境。

   「もうすぐだ皆。絶対に私は皆を連れて、皆で一緒に理想の世界を、平和な世界を──」

   「各位，就快了。我一定会带着大家，大家一起创造理想的世界，和平的世界——」

   　それは男の口から自然と出た言葉だった。

   　男人自然而然地脱口而出。

   「あれ……？」

   「咦……？」

   　男は不思議そうに首を
     
      捻
     ひねる。

   　男人疑惑地歪着头。

   「皆って誰だっけ？」

   「大家是指谁？」

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   　妹が欲しかった。

   　我想要妹妹。

   　というよりは、お姉ちゃんになりたかった。

   　应该说，我想当姐姐。

   　自分は一人っ子だから、年下の家族が欲しかった。

   　因为我是独生子，所以想要有个年纪比我小的家人。

   　
     
      嗚呼
     ああ、だから──

   　啊啊，所以——

   


   　
     
      混
     こん
     
      沌
     とんとした海に星が
     
      瞬
     またたいている。

   　星星在混沌的大海上闪烁。

   　
     
      彗
     すい
     
      星
     せいのように、流星のように、ファミリアが、コンピュータが、サーバがトラフィックの光を飛ばし、光は尾を引いて別のヒトに、機械に
     
      繫
     つながっていく。

   　如同彗星，如同流星，法米利亚、电脑、服务器发出交通流量的光芒，光芒拖着尾巴连接到其他人、机械。

   　この光の一条一条が
     
      紡
     つむぐ光と
     
      霊素
     エーテルの網こそ、一つの魔法を構成する術式である。

   　这些光芒一条一条交织而成的光与灵素之网，正是构成一个魔法的术式。

   　機械を介してヒトは世界と繫がり、そうして作り出された膨大な情報の構造物はこう名付けられた。

   　人类透过机械与世界相连，如此创造出来的庞大情报构造物被如此命名。

   「──エーテルネットワーク」

   「——以太网络。」

   　少女はその魔法の名を呼んだ。

   　少女呼唤那个魔法的名字。

   　エーテルネットワークとは、無数の機械が相互に接続しあい、
     
      数多
     あまたの呪文で形成され、様々な術式で構築された複合魔法。一つの混沌とした巨大で広大な
     
      海
     ソラである。

   　以太网络是由无数的机械相互连接，由众多咒文形成，由各种术式构筑而成的复合魔法。它是一个混沌的巨大海洋。

   　その混沌の海の中を漂う少女がいる。

   　在那混沌的海洋中漂浮着一名少女。

   　チャイナ・ドレスの上にドワーフ・ジャケットを羽織った少女だ。

   　那是一名在旗袍上披着矮人外套的少女。

   　仮想空間上である為に、その姿は彼女の
     
      分身
     アバターである。

   　因为是在虚拟空间上，所以那副模样是她的分身。

   　普通であれば現実世界とは異なる
     
      分身
     アバターを
     
      纏
     まとうのだが、彼女は
     
      律
     りち
     
      儀
     ぎに普段の自分の格好をエミュレートしている。

   　一般来说，分身会与现实世界不同，但她却规规矩矩地模拟了自己平时的打扮。

   　だが顔だけはドクロウサギのホロ・マスクで隠していた。

   　但只有脸用骷髅兔的全息面具遮住了。

   　この海はエーテルネットワークの術式を視覚情報に落とし込んだエーテルネットマップ。彼女のうなじに埋め込まれた情報端末──ファミリアが表示している仮想の空間だ。

   　这片海洋是将以太网络的术式转化为视觉信息的以太网络地图。是她脖子上植入的终端——法米利亚所显示的虚拟空间。

   　魔法という技術が確立されて以来、一つの魔法の術式規模としては記録上最大のもの、それがエーテルネットワークである。

   　自从魔法这种技术确立以来，以太网络就是记录上最大的魔法术式规模。

   「『混沌と矛盾こそが、この広大な海の本質である』アーサー・ダニエルズ著『電子から
     
      霊素
     エーテルへ』より引用」

   「『混沌与矛盾正是这片广阔海洋的本质』，引自亚瑟・丹尼尔斯着『从电子到灵素』。」

   　その言葉も少女が知っていたわけではない。エーテルネットワークの辞典から人造精霊が引用してきたものをコピーしただけだ。それは知識ではなく、単なる行為である。

   　这句话少女并不知道。只是从以太网络的辞典中复制了人造精灵引用的内容。那不是知识，只是单纯的行为。

   　魔法というのは非常にシステマティックな代物だ。

   　魔法是非常系统化的产物。

   　通常、魔法は術式の規模が大きくなればなるほどに術式の論理強度は増すが、それ故に不安定になり、構築難易度は上がる。

   　通常，魔法的术式规模越大，术式的逻辑强度就会越强，但因此变得不稳定，构筑难度也会提高。

   　一文字でも呪文が抜けたり、不要な呪文が足されたりすれば、途端に術式は自己矛盾を引き起こしてその構築を保てなくなり、論理強度を失って破綻、魔法そのものが崩壊するのである。

   　只要咒文少了一个字，或者多了不必要的咒文，术式就会立刻引发自我矛盾，无法维持构筑，失去逻辑强度而出现破绽，魔法本身就会崩坏。

   　故に、こう言われる。

   　因此，人们这么说。

   「魔法は矛盾を許容しない」

   「魔法不容许矛盾。」

   　これは魔法学における六つの大法則の一つ、第一法と呼ばれる法則である。

   　这是魔法学的六大法则之一，被称为第一法则的法则。

   　だがこのエーテルネットワークという巨大な魔法は、秒ごとに呪文や術式の増減によって論理的矛盾が引き起こっているにもかかわらず、論理強度を維持し、崩壊していない。

   　但是这个名为以太网络的巨大魔法，尽管每秒都会因为咒文和术式的增减而引发逻辑矛盾，却维持着逻辑强度，没有崩坏。

   「では
     
      何故
     なぜ常に矛盾し続けるエーテルネットワークは崩壊しないのか」

   「那么，为什么经常处于矛盾的以太网络没有崩坏呢？」

   　少女は
     
      虚
     こ
     
      空
     くうに問う。そして少女はその答えを知っている。

   　少女向虚空问道。然后少女知道那个答案。

   　それはあまりにも膨大な術者が同時に、そして常時発動しているが為に、エーテルネットワークという魔法が混沌による矛盾を容認する特性を獲得したからだ。

   　那是因为有数量庞大的术者同时且经常发动，所以名为以太网络的魔法获得了容许混沌矛盾的特性。

   　
     
      即
     すなわち、エーテルネットワークというのは第一法を踏破した唯一の魔法なのである。

   　也就是说，以太网络是唯一突破第一法则的魔法。

   　その巨大さで獲得した混沌による矛盾の容認によって多少の誤差はエーテルネットワークという魔法そのものが修正してしまうのだ。

   　由于其巨大而获得的混沌，容许了矛盾，因此以太网络这个魔法本身会修正些许的误差。

   　言うなれば、エーテルネットワークとは生きている魔法である。

   　换句话说，以太网络是活的魔法。

   　もしエーテルネットワークという巨大にして強固な術式の論理強度を持つ魔法を破壊しようとするならば、この惑星そのものを消滅させる規模の破壊力が必要になるだろう。

   　如果想破坏以太网络这个巨大且坚固的术式，拥有逻辑强度的魔法，需要足以消灭这个星球的破坏力吧。

   　それは事実上、エーテルネットワークは破壊不可能な魔法である事を意味する。

   　这实际上意味着以太网络是无法破坏的魔法。

   「やっぱここが一番落ち着くんだよなぁ……」

   「果然还是这里最让人安心啊……」

   　少女は人類が作り出した最高にして最大の魔法の中をくらげのように漂う。

   　少女在人类创造出来的最强大魔法中，像水母一样漂浮。

   　浮遊感とまどろみが彼女を包む。

   　漂浮感和困意包围着她。

   　物心付いた頃から触れてきたそこは、彼女にとっては第二の故郷でもあった。

   　从懂事开始就一直接触的那里，对她来说也是第二个故乡。

   「何したいんだろうなー、あたし」

   「我到底想做什么呢？」

   　現実から離れる程に、強く現実を意識してしまう。いや、そもそもネットの世界が現実ではないというのが幻想なのだ。ネットの世界も、現実世界の延長線上に過ぎない。ネットの中は物理世界でないだけで、どうしようもなくリアルなのだ。

   　越是远离现实，就越强烈意识到现实。不，说到底网络世界并非现实的幻想。网络世界不过是现实世界的延伸。网络中只是没有物理世界，但非常真实。

   　現実は厳しい。

   　现实很残酷。

   　肉体は
     
      脆
     もろく、手足も意識も認識の外に拡張しないし、一歩踏み出しても歩幅より広くは歩けない。

   　肉体脆弱，手脚和意识也无法扩张到认知之外，就算踏出一步，也无法走比步伐更宽的距离。

   　身体能力は平均的、保有魔力量も放出魔力量も平均以下、世界を支配したいとも思わないし、世界を救う事もないし、五百年の時を待つ辛抱強さもないし、
     
      復
     ふく
     
      讐
     しゅうの炎に身を焦がす事もない。ちょっとネットに詳しくて魔法をいじるのが得意なだけの、普通の小娘。

   　身体能力是平均水平，保有魔力量和放出魔力量也低于平均水平，既不想支配世界，也不会拯救世界，既没有等待五百年时间的耐心，也没有被复仇之火灼烧。只是稍微熟悉网络，擅长操作魔法的普通女孩。

   　それが自分だ。

   　那就是自己。

   　ならばせめてこの無限に広大で、小さな世界でのみ得られる万能感に浸っていたい。

   　那么至少想沉浸在只有在这个无限宽广，狭小的世界才能得到的万能感中。

   　ここも現実なのだから、いいでしょ？　そう少女は考える。

   　因为这里也是现实，所以没关系吧？少女这么想。

   　目を閉じて、耳を澄ませる。

   　闭上眼睛，侧耳倾听。

   　──シ。

   　——シ。

   　声が聞こえる。

   　听到了声音。

   　──ハシ。

   　——ハシ。

   　誰かが呼んでいる。

   　有人在呼唤。

   　──タカハシ。

   　——タカハシ。

   　少女の事を、呼んでいる。

   　有人在呼唤少女。

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   「──ちょっと
     
      高
     たか
     
      橋
     はし？　聞いてます？」

   「——喂，高桥？你在听吗？」

   　少女──高橋は大きく
     
      身体
     からだを揺さぶられ、強制的にエーテルネットワークの
     
      全没入
     フルダイブから
     
      浮上
     ログアウトさせられた。

   　少女——高桥的身体被用力摇晃，强制从以太网络的完全沉浸中浮起。

   　目を開くと、
     
      浮上
     ログアウト時のノイズで目の前が一瞬だけ
     
      霞
     かすみ、焦点が合わない。

   　睁开眼睛，浮起时的噪音让眼前一瞬间模糊，无法对焦。

   　少しずつ彼女──高橋の視界がはっきりとしてくる。

   　她的视野——高桥的视野逐渐变得清晰。

   　網膜投影型仮想ディスプレイに表示されたインターフェイスが再起動される。

   　显示在视网膜投影型虚拟显示器上的界面重新启动。

   　高橋がいるのは、とある中華料理屋だ。

   　高桥在某家中华料理店。

   　店内は狭く、薄暗く、そして
     
      賑
     にぎやかだ。

   　店内狭窄，昏暗，而且热闹。

   　客と店員、そして小型のホログラムモニタから流れるニュース番組のキャスターの声を耳にしながら、高橋は店内を見回す。

   　顾客和店员，以及小型全息投影显示器中播放的新闻节目的主播的声音传入耳中，高桥环视店内。

   　光量の少ないオレンジの照明、油が
     
      染
     しみ付いてペタペタする朱色の円形テーブル、黄ばんだ壁には
     
      色
     いろ
     
      褪
     あせたポスターと手書きのメニューが貼られている。

   　光线昏暗的橙色照明，沾满油污的红色圆形桌子，泛黄的墙壁上贴着褪色的海报和手写的菜单。

   　烤羊肉串。

   　烤羊肉串。

   　蛋炒[image: ]。

   　蛋炒。

   　[image: ][image: ]。

   　。

   　[image: ][image: ]。

   　。

   　メニューに書かれた文字は、ファミリアの自動翻訳ソフトがなければ何と書いてあるのかすらわからないし、メニューの下部に表記されている二次元コードを目で見るかＰＤＡの内蔵カメラで読み込まなければ注文も支払いもままならない。

   　菜单上的文字，如果没有法米利亚的自动翻译软件，甚至不知道上面写了什么，菜单下方的二维条码，不看或者不使用PDA内置的相机读取的话，就无法点餐和付款。

   　香辛料の効いた食欲を唆る匂いと共に、合成タバコの煙や、テルミ油の臭いが入り混じっている。

   　香辛料的香味刺激着食欲，合成烟草的烟味和特里米油的气味混杂在一起。

   　高橋が座っているのは四人がけのテーブル席で、テーブルには
     
      烏
     ウー
     
      龍
     ロン
     
      茶
     ちゃの入ったグラスが三つある。

   　高桥坐在四人座的座位上，桌上放着三个装着乌龙茶的玻璃杯。

   　そして目の前にはとんでもない美少女がいた。

   　然后眼前有一位惊为天人的美少女。

   　長い銀髪、薄紅色の瞳、雪のように白い肌。

   　银色的长发，淡红色的眼睛，如雪般白皙的皮肤。

   　少女を構成する全ての要素が調和し、少女の冠に美を
     
      戴
     いただかせている。

   　构成少女的所有要素都协调地融合在一起，使少女的冠冕上戴上了美丽。

   　一見すると普通の人間の少女にしか見えないが、彼女は死を超越した存在。不死であり、年齢も高橋と比べれば途方もない程に
     
      歳
     とし
     
      上
     うえである。

   　乍一看，她只是个普通的少女，但她是一个超越死亡的存在。她不仅不会死，年龄也比高桥大得多。

   「すごい美少女がいると思ったらなんだマキナか……」

   「还以为是位惊为天人的美少女，原来是玛姬娜啊……」

   「え……び、美少女ですか？　も、もう高橋ったら。えへ、えへへへへ……」

   「哎……美，美少女？高，高桥你真是的。哎嘿，哎嘿嘿嘿嘿……」

   「
     
      騙
     だまされちゃ駄目よマキナ」

   「别被骗了玛姬娜」

   　マキナの隣に座る少女がそう言った。

   　坐在玛姬娜身旁的少女说道。

   「どうせこいつネットやってたのよ」

   「反正这家伙肯定又在上网了」

   「え〜？　やってないよお……友達とお
     
      喋
     しゃべりしてる時に
     
      全没入
     フルダイブでネットなんてやるわけないじゃーん。何言ってんの
     
      緋
     ひ
     
      月
     づきったら〜ちょっと寝てただけだって〜」

   「哎？我才没有……和朋友聊天的时候怎么可能上网嘛。绯月你胡说什么呢，我只是稍微睡了一会儿而已」

   　緋月と呼ばれた少女も、マキナに負けず劣らずの美少女である。

   　被称为绯月的少女，也是位不输给玛姬娜的美少女。

   　長い金の髪をツーサイドアップにしており、
     
      尖
     とがってはいるもののエルフのものより短い耳は、彼女がハーフエルフである事を示している。

   　她将金色长发扎成双马尾，尖尖的耳朵比精灵的要短，表明了她是半精灵的事实。

   　何より目立つのは、左の
     
      緋
     ひ
     
      眼
     がんと右の金眼、つまりオッドアイだ。

   　最引人注目的是她左眼的绯红和右眼的金色，也就是所谓的异色瞳。

   　先日秋葉原市で起きた都市を二分する事件の当事者であり、秋葉原市を統治する王権の〝元〟所有者でもある。

   　她是前些日子秋叶原市发生那起将城市一分为二的事件的当事人，也是统治秋叶原市的王权的“原”所有者。

   「寝ていたのでしたら仕方ないですね……ん？　あれ？　いやちょっと待ってください、そもそも他人と喋ってる時に居眠りこくのも相当失礼では!?」

   「既然睡着了那也没办法……嗯？哎？不对等一下，和别人说话的时候打瞌睡不是很失礼吗！？」

   「へへっ」

   「嘿嘿」

   　高橋は頭をかきながらウィンクをし、舌を出しておどけてみせる。

   　高桥挠着头眨了眨眼，吐了吐舌头。

   「諦めなさいマキナ……そういう女よこいつは」

   「放弃吧玛姬娜……这家伙就是这样的人」

   「そうですね……」

   「是啊……」

   　緋月とマキナ、二人は互いに肩を付け合って困ったように首を
     
      捻
     ひねった。

   　绯月和玛姬娜两人肩并肩，一脸困惑地歪着头。

   　そんな二人を横目に、高橋は天井に近い壁の隅に表示された店内のホログラムモニタから流れるニュースの音声に耳を傾ける。

   　高桥斜眼看着两人，听着从天花板附近的墙角处显示的店内全息显示器播放的新闻。

   『違法薬物であるスクリームの
     
      蔓
     まん
     
      延
     えんを危惧したＦＥＭＵが、スクリーム根絶の声明を発表しました。一方でその強硬的な姿勢は
     
      Ｇ
     グレイテスト
     
      ６
     シックスの反発も大きく──』

   『FEUMU对违法药物尖叫的蔓延感到担忧，发表了根除尖叫的声明。另一方面，其强硬的态度也引起了G6的强烈反对——』

   「商人連盟も何かと大変だねぇ……」

   「商人联盟也真不容易啊……」

   　それを右から左へと流しながら、まるで大変と思ってなさそうな声音で高橋は言った。

   　高桥一边左耳进右耳出地听着新闻，一边用完全不觉得麻烦的语气说道。

   　流れていたのは昨今ネットでも賑わっている違法薬物関連のニュースだ。

   　播放的是最近在网络上也引起热议的违法药物相关新闻。

   　ニュースに名前が挙がっていたＦＥＭＵ──
     
      極東商人連盟
     Far East
     
      商人
     Merchant
     
      連盟
     Unionは、ＩＨＭＩ等を含む
     
      Ｇ
     グレイテスト
     
      ６
     シックスのいずれにも属さない企業を中心に構成された極東の経済団体であり、ヤクザ・ギルドとも
     
      繫
     つながりが強い。

   　新闻中提到的FEUMU——极东商人联盟，是以不属于包含IHM在内的G6任何一家企业的极东经济团体为中心构成的，与黑社会和公会也有着密切联系。

   　そこで高橋は、自身の隣の席に先程まであった人物がいなくなった事に気付いた。

   　这时，高桥注意到刚才还坐在自己旁边的人不见了。

   「あれ、ベルちゃんは？」

   「咦，小贝尔呢？」

   　この店には四人で入店し、高橋の隣に座っていた人物の姿が、ネットをしている間に消えていたのだ。

   　四人一起进入这家店，而坐在高桥旁边的人，在他上网的期间消失了。

   「ベルトール様でしたら食べ終わった後に配信するって出ていっちゃいましたけど」

   「贝尔多尔大人吃完饭后说要去直播，就出去了」

   「ほーん。どうすんだろうねえ、今回の目的は。配信してるくらい余裕あるなら大丈夫だと思うけど」

   「嚯，这次的目的会是什么呢。既然有空直播，应该没问题吧」

   「わかんないわよ、意外と行き当たりばったりかも」

   「谁知道呢，说不定是走一步算一步」

   　緋月の言葉に、マキナは頰を膨らませる。

   　听到绯月的话，玛姬娜鼓起了脸颊。

   「そんな事ありませんよっ！　ベルトール様は常に深謀遠慮なお方……そんな行き当たりばったりだなんてありえません。ええ、多分」

   「才没有那种事！贝尔多尔大人总是深谋远虑……怎么可能走一步算一步。嗯，大概吧」

   「わかってるわよ、冗談冗談」

   「我知道啦，开玩笑的」

   「んで、マキナと緋月はなんの話してたの？」

   「话说，玛姬娜和绯月在聊什么？」

   「『メビウスプロトコル』シーズン３の話」

   「《梅比乌斯协议》第三季」

   　高橋の質問に、緋月がそう答えた。

   　绯月回答了高桥的问题。

   「高橋は
     
      観
     みました？」

   「高桥看了吗？」

   「そりゃ観たよー配信直後に全部観たね。やっぱオ゠オラウの脚本はサイコー。でも最近はなんだろうな……売れてきて置きに行ってる感あるんだよね。昔のギラギラがない」

   「当然看了，一上线我就全看了。O・Orau的剧本果然最棒了。不过最近感觉……有点卖座后就敷衍了事了，没有以前那种激情」

   「黙りなさいオタク。今あれ観てないのベルトールくらいでしょ。マキナはシェギン好きなのよね」

   「闭嘴，你这宅男。现在还在看那个的只有贝尔多尔了吧。玛姬娜喜欢雪金吧」

   「シェギンが死ぬとこで私すごい泣いちゃって……推しの死、
     
      辛
     つらいです」

   「雪金死的时候我哭得可厉害了……推的角色死掉，好难受」

   「え〜？　マキナって意外と涙脆いよねぇ」

   「诶？玛姬娜意外地泪点低呢」

   「いや、私はわかるわよ……私はモロー推しだけどシェギンもいいから辛かったわ」

   「不，我懂……我推莫罗，但雪金也不错，所以很难过」

   「緋月って顔の好みわかりやすいですよね……」

   「绯月喜欢的类型真好懂……」

   「ね」

   「是啊」

   「い、いいでしょ別に!?」

   「有，有什么关系嘛！？」

   　マキナ、高橋、緋月の三人の声が、狭い店内の隅でかしましく響いている。

   　玛姬娜，高桥，绯月三人的声音在狭小的店内角落吵闹地回响着。

   　マキナが頰に手を当てて、切なそうに
     
      溜
     ため
     
      息
     いきを
     
      吐
     つく。

   　玛姬娜用手托着脸颊，难过地叹了口气。

   「自我をなくし、親友と敵対するシェギン。もう元に戻る事はないのを理解しながらも何か助ける手段があるんじゃないかと葛藤するモロー。はぁ……観ていてしんどかったですね……」

   「失去自我，与好友敌对的雪金。莫罗虽然知道她已经无法恢复原状，但还是纠结着有没有什么办法能救她。唉……看着看着就难受起来了……」

   「わかる！　わかるわ！　あのシーンは涙なくては語れないわね……」

   「我懂！我懂！那一幕没有泪水是说不出来的……」

   「緋月は話せますねぇ！」

   「绯月你很懂嘛！」

   　共感しあって握手を交わすマキナと緋月に対し、高橋は眉を
     
      顰
     ひそめて唇を尖らせる。

   　玛姬娜和绯月互相握手表示共鸣，高桥则皱起眉头，嘟起嘴来。

   「マジー？　あたしあそこさっさと
     
      殺
     やれや！　って気分で観てたけど」

   「真假？我看着的时候只想着“快点杀了她！”」

   　高橋の発言に、対面の二人はやや引いた表情をする。

   　高桥的发言让对面的两人露出有点退避三舍的表情。

   「高橋ってそういうとこありますよねー」

   「高桥你就是有这种地方呢——」

   「ちょいちょい悪いオタク感あるわよね高橋って」

   「高桥你时不时会有点像坏宅呢」

   「何でよ!?　そもそも職業柄悪いオタクだよ！」

   「为什么啊！？说到底，我这职业就是坏宅啊！」

   　高橋はグラスに入っている烏龍茶をぐいと飲み干し、溶けかかった氷をガリガリと
     
      嚙
     かみ砕きながら続ける。

   　高桥一口气喝干了玻璃杯里的乌龙茶，咔嚓咔嚓地咬碎融化的冰块继续说道。

   「そもそもさー、あたしなんつーの？　リアリストだからああいう殺すだの殺さないだの葛藤する展開って好きじゃないんだよね。さっさと殺れやっつー、ぬるい事してんじゃねーよってね」

   「说到底啊——我怎么说呢？我是现实主义者，所以不喜欢那种纠结着杀不杀的展开。快点杀了她，别做这种半吊子的事」

   「じゃあ高橋は私達がそういう場面に陥った時に
     
      躊
     ちゅう
     
      躇
     ちょなく殺すんですか？」

   「那要是我们陷入那种情况，高桥你会毫不犹豫地杀了我们吗？」

   「殺すね！　もしあたしがそういう場面になったとしたら
     
      潔
     いさぎよく
     
      介
     かい
     
      錯
     しゃくしてやるね！　そりゃもうノータイムよ」

   「会啊！要是我陷入那种情况的话，我会干脆地帮你们介错的！当然是秒答」

   　そう冗談めかして高橋は言う。

   　高桥半开玩笑地说道。

   「
     
      脆
     もろい友情ですね……」

   「真是脆弱的友情呢……」

   「これだから悪いオタクは……」

   「所以说坏宅就是这样……」

   「どーせ悪いオタクだよ！　おめーらが化け物になったら一瞬で
     
      葬
     ほうむってやるからぬぁ！」

   「反正我就是坏宅啊！要是你们变成怪物的话，我一瞬间就能葬送你们的！」

   　そう言いながら高橋は「いッ」と歯を見せて二人を威嚇して、グラスの中の氷を全て口の中に流し込み、それらを勢いよく嚙み砕いて飲み込んでから椅子から立ち上がる。

   　高桥一边说着一边露出牙齿威吓两人，然后把杯子里的冰块全部倒进嘴里，一口气咬碎后吞了下去，从椅子上站了起来。

   「あれ、高橋どこ行くんですか？」

   「咦，高桥你要去哪？」

   「あたしもさんぽ！　あたしがいない間にあたしの悪口言うの禁止だかんね！」

   「我也去散步！我不在的时候禁止说我的坏话！」

   「言いませんよ……」

   「才不会说呢……」

   「私らをなんだと思ってるのよ……」

   「你把我们当成什么了啊……」

   「女が三人以上集まってて一人抜けると悪口言うってネットで見た！」

   「我网上看到的！三个女人聚在一起，只要少了一个人就会说坏话！」

   「そうなんですか？　定命の話はちょっとわかんなくて……緋月は知ってます？」

   「是吗？我不太懂这个俗语……绯月你知道吗？」

   「いや、私に聞かれても……そもそも昔からあんま友達いないからわかんないわ」

   「不，你问我我也不知道……而且我从以前开始就没什么朋友，所以不清楚」

   「悲しくなるからやめよっかこの話！」

   「别说了，越说越伤心！」

   　そう言って、高橋は二人に背を向けて、店を出て行った。

   　高桥说完，背对着两人走出了店。

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   「ふぅ〜」

   「呼」

   　細い路地にある小さな中華料理屋『星竜飯店』から出た高橋は大きく伸びをし、硬い椅子で凝り固まった自分の尻を
     
      揉
     もみほぐし、冷たい空気を吸い込むとすえた臭いが
     
      鼻
     び
     
      腔
     こうをついた。

   　高桥从位于小巷里的中华料理店『星龙饭店』出来后，伸了个大懒腰，揉了揉坐在硬椅子上坐得发僵的屁股，吸了一口冷空气，一股酸臭味扑鼻而来。

   　
     
      泥濘
     ぬかるんだ地面、積み上げられたビールケース、頭上に張り巡らされた細いケーブル、中華料理屋の古いピンクの
     
      霊素反応灯
     エーテルネオンが明滅を繰り返している。

   　泥泞的地面，堆积如山的啤酒箱，头上布满的细电缆，中华料理店的旧式粉色灵素反应灯闪烁着。

   　彼女がマキナや緋月と入っていた中華料理屋も、立っている路地も、新宿市のものではない。

   　她和玛姬娜，绯月一起进的中华料理店，以及她现在所处的小巷，都不是新宿市的。

   　ここはゴアール市。

   　这里是戈尔市。

   　ゴアールという名は竜の
     
      咆
     ほう
     
      哮
     こうに由来し、元々アルネスに存在した都市の名である。

   　戈尔这个名字来源于龙的咆哮，原本是存在于阿尔内斯的都市的名字。

   　新宿市の南方。衛星都市間で唯一開通している鉄道に揺られて、ベルトール、マキナ、
     
      高
     たか
     
      橋
     はし、緋月の四人はその都市に来ていた。

   　新宿市的南方。贝尔多尔，玛姬娜，高桥，绯月四人乘坐着卫星都市间唯一开通的铁路，来到了这座都市。

   　ゴアール市は険しい山々に囲まれた港湾都市であり、東の埋め立てられた港湾地区と、西の険しい鉱山地区に分かれている東西でアップダウンの激しい都市だ。

   　戈尔市是一座被险峻山脉包围的港湾城市，分为东边填海的港湾地区和西边险峻的矿山地区，是一座东西高低落差很大的城市。

   　港湾地区は旧称で第一横浜市という都市であり、第二次都市戦争後に鉱山地区に存在していたゴアール市に統合されるという秋葉原市と似た経緯を持つ。

   　港湾地区旧称第一横滨市，和秋叶原市一样，在第二次都市战争后被矿山地区的戈尔市合并。

   　それ故、戦中世代は
     
      未
     いまだにゴアール市の事を横浜と呼ぶ者がいるし、現在のゴアール市でも通貨単位として横浜円が採用されているという入り組んだ──あるいは統合された都市ではよくある──事情を持つ。

   　因此，战争年代的人们至今仍把戈尔市称作横滨，现在的戈尔市也采用了横滨圆作为货币单位。这种复杂——或者说合并后的都市经常发生的情况。

   　彼女達がゴアール市まで来たのは、とある目的の
     
      為
     ためであり、到着した一行は、適当に入った中華料理屋で食事と休憩をして、現在に至るというのがことのあらましである。

   　她们来到戈尔市是为了某个目的，到达后随便找了一家中华料理店吃饭休息，然后就到了现在。

   　彼女の視界、網膜投影型仮想インターフェイスには気温や湿度、大気汚染状況、
     
      霊素
     エーテル濃度等様々な情報が表示されている。

   　在她的视野中，网膜投影型虚拟界面显示着气温，湿度，大气污染状况，灵素浓度等各种各样的信息。

   　インターフェイスの隅にある時計を見やる。現在時刻は──

   　她看向界面角落的时钟。现在时间是——

   「午後七時半、か。さて、ベルちゃんのとこでも行くか〜」

   「晚上七点半啊。那么，去贝尔酱那里吧～」

   　高橋はファミリアを思考操作して、ブラウザのウィンドウを表示する。

   　高桥用思考操作法米利亚，打开了浏览器的窗口。

   　動画サイト『ＭＩＭＩＣ』へアクセスし、とあるチャンネルを開く。

   　她访问了视频网站『MIMIC』，打开了某个频道。

   　チャンネルのカタログには、チャンネル主がライブストリーミング中であると通知がされており、そのまま配信ページにアクセスすると、一人の男が配信中であった。

   　频道目录上显示着频道主正在直播的通知，直接访问直播页面后，一个男人正在直播。

   　長く美しい黒髪、闇色の瞳、整った美しい
     
      顔
     かんばせ。

   　黑色的长发，暗色的眼睛，端正的容貌。

   　絶世の美男子が、視界内のウィンドウに表示された。

   　绝世美男子出现在视野内的窗口中。

   　彼こそがチャンネル主、ベルトール゠ベルベット・ベールシュバルトである。

   　他就是这个频道的主理人，贝尔多尔・贝尔维特・贝尔修瓦尔特。

   　恐らくタブレット型ＰＤＡに内蔵されたカメラ機能を利用して外で配信しているのだろう。仮想背景を使用せず、ゴアール市の景色がチラチラと映り込んでいる。

   　他大概是在用平板型PDA内置的摄像头功能进行直播吧。没有使用虚拟背景，画面中时不时会映出戈尔市的景色。

   　今から約五百年前、アルネスという世界で勇者によって滅ぼされたが、現代に復活した不滅の魔王。

   　约五百年前，在名为阿尔内斯的世界被勇者所消灭，但在现代复活的不灭魔王。

   　なのだが──

   　然而——

   『はぁぁぁぁ!?　「西方遠征に向けてじっくり内政するのが正解だった」だと!?　
     
      素人
     しろうとが！　なんにもわかっておらんな……！　あそこは軍事力で勝っているアドバンテージを
     
      活
     いかして南方に展開するのが正解なのだ！　まあ突発的な大災害イベントのせいで全ておじゃんだったが、それは結果論であって……ああ!?　「ランダム要素ケアする動きもしろ」だと!?　せいぜい縮こまって空が落ちてくるのを憂いていろ！　
     
      莫迦
     ばか者共が！』

   『哈啊啊啊啊！？「为了西方远征而好好发展内政才是正确答案」！？外行人！什么都不懂……！那里应该活用军事力量的优势向南方展开才是正确答案！虽然因为突发的大灾害事件而全泡汤了，但那是结果论……啊啊！？「也考虑一下随机要素」！？你们就缩在角落里担心天空掉下来吧！一群蠢货！』

   　外配信中に、以前やっていたターン制ストラテジーゲームのネット対戦配信の内容について視聴者のコメントと
     
      喧
     けん
     
      嘩
     かをしていた。よくある事である。

   　在户外直播中，他和观众们就以前玩过的回合制战略游戏的网络对战直播内容吵了起来。这是常有的事。

   　こうして視聴者と喧嘩をしているベルトールを見ると、真実を知り、彼の不死性や魔王としての力を
     
      目
     まの当たりにした高橋であっても、本当にそんなすごい存在だったのかたまに懐疑的になってしまうのであった。

   　看着贝尔多尔和观众们吵吵闹闹的样子，就算高桥知道真相，亲眼目睹过他的不死性和魔王之力，也不禁怀疑他是否真的那么厉害。

   「やってんねえ」

   「真有他的」

   　高橋はうんうんと何度か
     
      頷
     うなずく。

   　高桥连连点头。

   　身内というのもあるが、単純に配信者ベルトールのファンなのである。

   　虽然有部分原因是高桥是他的家人，但高桥也是直播主贝尔多尔的粉丝。

   　こうして視聴者と喧嘩しているのも日常的なものだ。

   　像这样和观众吵架也是家常便饭。

   「どこにいるのかな〜。ま、あたしちゃんの
     
      眼
     めからは逃れられんのだがね」

   「他在哪呢～不过，他逃不出我的法眼就是了」

   　ファミリア内にインストールされている３Ｄ地図アプリを起動し、配信を遡り、ベルトールの配信画面内の背景を読み込む。

   　高桥启动了安装在法米利亚内的3D地图APP，回溯直播，读取贝尔多尔直播画面内的背景。

   　人造精霊の演算によって地図アプリと照らし合わせると、地図アプリ内に配信中のベルトールが現在いる予測場所が表示される。

   　通过人造精灵的演算和地图APP进行比对后，地图APP上显示出了贝尔多尔现在可能在的位置。

   　ＰＤＡにメッセージを送ったり、《
     
      念話
     ウィスパー》を応用した通話アプリを使ったりと連絡手段はあるが、ベルトールの配信中にはよっぽどの事がない限りは連絡を入れないと高橋は決めていた。

   　虽然有给PDA发消息，或者使用应用了《念话》的通话APP等联络手段，但高桥决定除非有什么大事，否则在贝尔多尔直播时不会联络他。

   「こんなんあたしじゃなくても即特定されてそうだけど……突撃とか大丈夫なのかな」

   「这种程度的话，就算不是我也会马上被找到吧……突然去突击他没问题吗」

   　ベルトールならば大丈夫だろうと納得する。

   　高桥觉得贝尔多尔应该没问题。

   　視界に高橋はじっと空を映す。

   　高桥的视野中一直映着天空。

   「ゴアールにいても新宿にいても、秋葉原に行った時だって空の色は変わらんねえ」

   「在戈尔也好，在新宿也好，在秋叶原也好，天空的颜色都是一样的」

   　約八十年前の大災害、
     
      現想融合
     ファンタジオン後に起きた地殻変動、異常気象、空間変異といった自然災害の爪痕は、八十年を迎えようとしている現在においても、
     
      未
     いまだ色濃く残っている。

   　约八十年前的大灾害，现想融合后发生的地壳变动，异常气象，空间变异等自然灾害的痕迹，即使在即将迎来八十年的现在，也依然鲜明地残留着。

   　ゴアール市も例外ではない。

   　戈尔市也不例外。

   　元々は多くの水源と
     
      霊脈
     エーテラインの流れで、豊かな土地だったのだが、地殻変動によって周囲を険しい山々に囲まれて、土地も瘦せてしまったのだ。

   　原本是水源丰富，灵脉流经的肥沃土地，但因为地壳变动，周围被险峻的群山包围，土地也变得贫瘠。

   　ゴアール市を囲む山々は、元々地中に存在していた鉱脈が隆起してできたものだと言われている。

   　围绕戈尔市的群山，据说是原本存在于地下的矿脉隆起形成的。

   「竜神の怒りに触れたから山で隔離されたなんてオカルトじみた話もあるけど、要出典って感じね」

   「虽然也有因为触怒龙神而被山隔离这种超自然的说法，但感觉需要出处」

   　ネット百科事典のゴアール市のページをファミリアで表示しながら、高橋は
     
      呟
     つぶやいた。

   　高桥一边在法米利亚上显示网络百科的戈尔市页面，一边喃喃自语。

   　成り立ちが似ていながら、電気街と魔法街で分かれていた秋葉原市と異なるのは、二つの都市、文化が完全に融合している点だ。

   　与虽然形成过程相似，但分为电器街和魔法街的秋叶原市不同，两个城市的文化完全融合在一起。

   　貿易の要所となっているゴアール市は文化の
     
      坩
     る
     
      堝
     つぼであるが、特に港湾地区は複数の文化、建築様式が
     
      絡
     からみ合って成立しているよく言えば多様性のある、悪く言えば無秩序な都市である。

   　作为贸易要地的戈尔市是文化的大熔炉，尤其是港湾地区，是多种文化，建筑风格交织而成的，说得好听点是有多样性，说得难听点就是无秩序的都市。

   　高橋は路地から大通りへと出ると、遠くに聞こえていた
     
      喧
     けん
     
      騒
     そうが一気に押し寄せてきた。

   　高桥从巷子走到大街上，远处传来的喧嚣声一下子涌了过来。

   「すんげ〜なぁ」

   「好厉害啊」

   　夜のゴアール市の街並みを見て、高橋は自然と声を漏らしていた。

   　看着夜晚的戈尔市街景，高桥自然地发出感叹。

   　通りの入り口に設置された巨大で
     
      豪
     ごう
     
      奢
     しゃな牌楼。

   　设置在街道入口的巨大奢华牌楼。

   　頭上にいくつも浮かぶ赤地に金字の
     
      提灯
     ちょうちん。

   　浮在头顶的红底金字灯笼。

   　古い民家の他に立ち並ぶのは、クラシックな雰囲気の帝冠様式や、質実剛健な東ドワーフ様式の建築物。

   　除了古老的民宅之外，还有古典风格的帝冠式建筑，以及质朴刚健的东矮人式建筑。

   『ラーメン・汁・ド・レ』『全身もみほぐし』『廃品回収カネヤス・ゴアール店』『食べ放題』立ち並ぶ色とりどり
     
      霊素反応灯
     エーテルネオンの看板には、
     
      共通語
     エルフごよりも日本語、中国語、ドワーフ語が多く浮かんでいる。

   『拉面・汁・德』『全身按摩』『废品回收兼八・戈尔市店』『吃到饱』五颜六色的灵素反应灯招牌上，比起共通语，日语，中文，矮人语更多。

   　そしてそれらの上を走るのは、単車型の
     
      空走車
     フライトビークル。

   　在这些招牌上方行驶的是，单车型的空走车。

   「夜のゴアールは新宿とも秋葉原市ともまた違って、別の世界に来たみたい」

   「夜晚的戈尔和新宿还有秋叶原市都不一样，感觉像是来到了另一个世界」

   　ゴアール市は新宿市と比べると一様に背の低い建物が多く、代わりに路地の複雑さは秋葉原市電気街もかくやといった具合に入り組んでおり、大通りは非常に混み合っている。

   　戈尔市和新宿市相比，低矮的建筑比较多，但巷子的复杂程度不输秋叶原市的电器街，大街上非常拥挤。

   　大通りを歩く者の数としては三百万人都市の新宿市の方が圧倒的だが、密集度合いで言えば大通りであっても道が狭いゴアール市の方が上だ。

   　以走在大街上的人数来说，三百万人口的新宿市是压倒性的多，但以密集程度来说，即使是大街，戈尔市的街道也更狭窄。

   　路地などはヒトが二人すれ違うのがやっと、オーガやオークといった
     
      身体
     からだの大きな種族では、一人でいっぱいいっぱいなくらいである。

   　小巷里只能勉强让两个人擦肩而过，食人魔和半兽人这种体型庞大的种族，一个人就占满了整个小巷。

   「『不法な客引き、ビラ配り、メルニウスの押し売りにはご注意ください』……？」

   「『请注意非法揽客，发传单，梅尔尼乌斯的强迫推销』……？」

   　道端の電柱に立てかけられている看板の文字を読み上げる。

   　高桥念出了立在路边电线杆上的看板上的文字。

   　看板の横には、屋台で焼きメルニウスを売っているオークのおばちゃんに強引に押し売りされている若い人間の男性がいた。

   　看板旁边，半兽人老婆婆在摊位上卖着烤梅尔尼乌斯，强行推销给一位年轻的人类男性。

   　ふと高橋が横に目を向けると、通りにはみ出るように
     
      黒火石
     イブリスタを彫って作ったであろう、火の色が
     
      喪
     うしなわれた竜の石像が置かれている。

   　高桥不经意地看向旁边，发现路边放着一尊用黑火石雕刻而成的龙石像，龙石像的火焰颜色已经褪去。

   　石像は長い事手入れをされていないのか、随分汚れてしまっているように見えた。

   　石像似乎很久没有保养了，看起来脏兮兮的。

   「この辺、昔は竜信仰があったのかな」

   「这附近以前有龙信仰吗？」

   　ゴアール市の街並みを眺めているだけでも楽しいが、観光に来たわけではないのだ。

   　虽然光是眺望戈尔市的街景就很有趣，但高桥并不是来观光的。

   　寒空の下、ふと一つの言葉が想起された。

   　在寒冷的天空下，高桥突然想起了某句话。

   　特にきっかけがなくとも、昔あった嫌な思い出や恥ずかしい記憶が
     
      蘇
     よみがえり、叫びながらのたうち回りたくなる例の感覚に似ていた。

   　就像那种明明没有特别的契机，以前的讨厌回忆和羞耻记忆却突然复苏，让人想要一边大叫一边在地上打滚的感觉。

   　──高橋って悩みとかなさそうでいいよね。

   　——高桥看起来好像没什么烦恼，真好啊。

   　そんな事を、以前学校の友達に言われた事がある。

   　以前学校的朋友曾经对高桥说过这样的话。

   　確かにお気楽な感じを出しているし、あまり悩みなどを表に出さない性分ではあるが、人並みに悩みくらいある。

   　虽然高桥确实给人一种无忧无虑的感觉，也不太会把烦恼表现在脸上，但他也和普通人一样有烦恼。

   　だがそれは世界を支配してやるとか大真面目に言う
     
      奴
     やつとか、そんな奴を五百年も
     
      一
     いち
     
      途
     ずに待ち続けた奴とか、
     
      復
     ふく
     
      讐
     しゅうの為に今までの生活を全て捨てる奴とか、そんな連中の悩みに比べれば自分の悩みなどちっぽけであってないようなものだ。

   　但是和那些认真地说要支配世界的人，或者是一心一意地等待那种人五百年的人，又或者是为了复仇而舍弃至今为止所有生活的人相比，自己的烦恼根本微不足道。

   　そうでなくとも、路地裏に
     
      溢
     あふれている
     
      浮
     ストリー
     
      浪
     トチル
     
      児
     ドレンと違って両親は健在だし住む家も帰る場所もあり、ちゃんとした教育も受けており食うに困っていない。

   　即使不是这样，自己也和小巷子里的流浪儿不同，父母健在，也有家可回，受过良好的教育，不会为生活所困。

   　
     
      霊竄士
     エーテルハッカーだって趣味の延長で、親に対する反抗半分、道楽半分のようなものだ。自分はきっと、何一つ、本気ではない。

   　灵窜士也只是兴趣的延伸，一半是对父母的反抗，一半是出于个人喜好。自己肯定没有认真看待任何事。

   「ここにいるのだって、楽しいからだもん。楽しくなくなったら
     
      止
     やめればいいし」

   「会在这里也是因为觉得开心。要是不开心了，放弃就好了。」

   　自分は勇者にも魔王にもなれない、大枠で見たら一般人であり、大業を成す事もせず、ただひっそりと小悪党として生きていくのだろう。

   　自己既当不了勇者也当不了魔王，从整体来看只是个普通人，不会成就什么大事，只会作为小恶棍悄悄地活下去吧。

   　そして、そんな自分にはやはり悩みなんてないのだ。

   　然后，这样的自己果然不会有烦恼。

   　そんな事を、考える。

   　高桥思考着这些事。

   　通りの果て、東の牌楼を抜けると
     
      波
     は
     
      止
     と
     
      場
     ばに出て真っ黒な海が見えた。

   　穿过街道尽头的东侧牌坊，来到码头，便能看见漆黑的大海。

   　夜の闇を液体にしたような、寒々とした海だ。

   　那是一片仿佛将夜色化为液体的冰冷大海。

   「さむ」

   「好冷。」

   　海から吹き付ける肌を裂くような冷たい風に吹かれて身震いをし、着ているドワーフ・ジャケットのポケットに深く手を突っ込んだ。

   　从海上吹来的冷风刺骨，高桥冷得直打哆嗦，把手深深地插进矮人外套的口袋里。

   　ドワーフ・ジャケットは腕が長く、そして太く、胴が短いという身体的特徴のあるドワーフの鉱山労働者が着用していたジャケットで、元来寒さに強い作りの上に耐寒魔法が付呪されているが、耐寒領域結界内でも海風は身を裂くような寒さだ。

   　矮人外套是手臂长而粗，身体短的矮人矿工穿的外套，原本就耐寒，还附有耐寒魔法，但在耐寒领域结界内，海风还是冷得刺骨。

   　３Ｄ地図アプリに表示されたベルトールの予測ポイントに
     
      辿
     たどり着く。

   　高桥到达了3D地图APP上显示的贝尔多尔的预测点。

   　周囲にヒトはまばらであり、釣りをしている者や、ドラム缶の周囲に集まって暖を取っている者などがいた。

   　周围人很少，有钓鱼的人，也有聚集在铁桶周围取暖的人。

   「あ、いた」

   「啊，找到了」

   　予測ポイントにベルトールはいた。

   　贝尔多尔在预测点。

   　リアルタイムで配信を流しながら探していたので、ちょうど配信は終わった所なのはわかっていた。

   　因为是一边直播一边找的，所以知道直播正好结束了。

   　ベルトールの様子を遠目に見ながら、

   　远远地观察贝尔多尔的样子，

   「何してんだ……」

   「他在干什么……」

   　強い風が吹く
     
      埠
     ふ
     
      頭
     とうで、
     
      係船柱
     ボラードに片足を載せ、膝に
     
      掌
     てのひらを置いて夜の海を
     
      睨
     にらむように、その男はポーズを取っていた。

   　在强风吹拂的码头，他单脚踩在系船柱上，手掌放在膝盖上，仿佛在瞪着夜晚的大海，摆出这样的姿势。

   　統合暦２０９９年の現代っ子である
     
      高
     たか
     
      橋
     はしにはなんなのかよくわからなかったが、何やらノスタルジーの匂いを本能で感じていた。

   　对于生活在统合历2099年的现代的高桥来说，虽然不知道那是什么，但本能地感受到了某种怀旧的气息。

   （でも、べらぼうに様になってんだよなぁ）

   （不过，看起来很帅啊）

   　黒いジャージが海風にはためき、ジャージの下には『魔王』と漢字で大きく書かれたＴシャツ。決してお
     
      洒
     しゃ
     
      落
     れとは言い
     
      難
     がたい野暮ったい格好なのにもかかわらず、顔の良さとスタイルの良さでファッションとして完成させていた。

   　黑色的运动服在海风中飘扬，运动服下穿着印有大大的“魔王”二字的T恤。虽然这身打扮绝对称不上时髦，但因为他的长相和身材都很出众，所以看上去很时尚。

   　この男前という文字の擬人化こそが魔王ベルトールである。

   　这个男人就是魔王贝尔多尔。

   [image: ]

   「ベールちゃん」

   「小贝尔」

   　彼の背に高橋が声をかけると、ベルトールはゆっくりと振り返る。

   　高桥从背后叫他，贝尔多尔缓缓地转过身来。

   「高橋か」

   「是高桥啊」

   「どったの？　
     
      黄昏
     たそがれちゃって」

   「怎么了？一副无精打采的样子」

   「議論が白熱してしまったからな、少しクールダウンしている所だ」

   「因为争论太激烈了，所以正在冷却一下」

   「配信見てたよ〜。てか議論というよりは喧嘩じゃあ……？」

   「我看了直播哦。话说，那与其说是争论，不如说是吵架吧……？」

   「そういう見方もあるな。多少喧嘩した方が信者もアンチも盛り上がる、盛り上がれば余に献上される信仰力も上がる。配信者と視聴者は対等の関係などと
     
      宣
     のたまう者もいるが、余からすれば食う者と食われる者の関係だ。ま、それでも余に金や信仰を献上している以上は大事な民草ではあるがな」

   「也可以这么说。稍微吵一下，信徒和反对者都会更兴奋，兴奋起来的话，献给余的信仰力也会增加。虽然也有人宣称直播者和观众是对等的关系，但余认为这是吃与被吃的关系。不过，既然他们向余献上了金钱和信仰，那他们就是重要的子民」

   「その割にはよく投げ銭感謝してるけど……」

   「虽然这么说，但你经常感谢他们打赏……」

   「形でも感謝しておけば喜ぶだろう？」

   「形式上感谢一下，他们也会高兴吧？」

   　ベルトールにとって、ライブストリームというのは単に生活をする
     
      為
     ための仕事ではない。

   　对贝尔多尔来说，直播不仅仅是为了生活的工作。

   　ライブストリームという手段を用い、信仰力という霊的上位存在が信仰を受ける事によって得られる力の源を手に入れているのだ。

   　他通过直播这一手段，获得了灵级格上位存在通过接受信仰而获得的力量源泉。

   「外出て配信って居場所特定とか大丈夫なの？　こっちにもファンいるんじゃない？」

   「外出直播的话，不会被人锁定位置吗？你在这边也有粉丝吧？」

   「問題ない。外出時には軽い認識阻害を掛けるようにしているからな。余と直接会っている者には効果が薄いが、常人ではまず見破る事はできん」

   「没问题。外出时余会施加轻微的认知阻碍。虽然对直接见过余的人效果不彰，但普通人是无法识破的」

   「なる程ねえ。んでどうなのさ、信仰力の集まり具合とやらは」

   「原来如此。那信仰力的收集情况如何？」

   「秋葉原の一件で余の姿が露出した事もあって順調に増加傾向にある。配信中に余とは公言していないから、
     
      噂
     うわさが噂を呼んでいる状態だな。おかげで限定的にではあるが全盛期に近い力を発揮する事もできるようになった」

   「因为秋叶原那件事，余的真身暴露了，所以正在顺利增加。因为余没有在直播中公开身份，所以现在是传闻在不断扩散的状态。多亏了这个，虽然有限制，但余已经能发挥接近全盛时期的力量了」

   「へえ、どんくらい限定的なの？」

   「哦，限制是什么样的？」

   「そうだな、条件が
     
      揃
     そろって……」

   「这个嘛，条件齐全的话……」

   「うん」

   「嗯」

   「大体一秒くらいだな」

   「大概一秒左右」

   「短っ！」

   「好短！」

   「確かにそうだが……それ以外にいくらか出力が必要な魔法が
     
      解禁
     アンロツクされたからな。余が世界を
     
      震
     しん
     
      撼
     かんさせる日も近い」

   「确实很短……不过除此之外，余还解禁了一些需要输出的魔法。余震撼世界的日子也不远了」

   「用語がもう完全にゲームに染まっちゃってんだよな……まー、秋葉原のはばっちり顔映ってたもんねぇ。
     
      流石
     さすがにベルちゃんより
     
      緋
     ひ
     
      月
     づきの方が話題になってたけど」

   「用语已经完全被游戏影响了……不过，秋叶原那次确实把脸拍得很清楚。虽然绯月比小贝尔更出名」

   　言いながら、高橋は視界内で仮想ディスプレイを起動。エーテルネットワーク上のろくでなし共が集まる匿名掲示板を開くと、中指を立てた緋月のコラージュされた画像や動画──当然無許可だ──が大量に表示された。

   　高桥一边说，一边在视野内启动虚拟显示器。打开艾瑟德莱特网络上无赖们聚集的匿名留言板，上面显示着大量绯月竖起中指的合成图片和视频——当然是未经许可的。

   　一連の流れと美少女が中指を立てるというインパクトの強さが、エーテルネットワーク上の一部で流行してミーム化、フリー素材化し一躍時の人となったのである。

   　这一连串的事件和美少女竖起中指的冲击性，让绯月在艾瑟德莱特网络上成为一部分人的流行，甚至被当成免费素材，一跃成为当红人物。

   「して、高橋よ」

   「那么，高桥啊。」

   「ん？」

   「嗯？」

   「
     
      此
     こ
     
      度
     たびの
     
      探訪
     クエスト、その目的はわかっているな？」

   「你明白这次探访的目的吧？」

   「当然」

   「当然。」

   　と言って高橋は胸を張る。

   　高桥挺起胸膛。

   「六魔侯それぞれの足跡が記された魔導書、魔侯録。秋葉原市で見事
     
      黒
     こく
     
      竜
     りゅう
     
      侯
     こうシルヴァルドの魔侯録を手に入れた私達は、そこに記されていたこの都市にやってきたのであった！　こんな感じっしょ？」

   「记载着六魔侯各自足迹的魔导书，魔侯录。我们成功在秋叶原市取得黑龙侯希瓦尔德的魔侯录，根据书中的记载，我们来到了这座都市！是这样没错吧？」

   　それこそが彼女達がここ、ゴアール市まで来たとある目的である。

   　这就是他们来到这里——戈尔市的目的。

   　高橋の言葉に満足したように、ベルトールは
     
      頷
     うなずいた。

   　贝尔多尔满意地点头。

   「うむ。ただ観光に来たつもりではないようだな」

   「嗯。看来你不是单纯来观光的。」

   「あたしをなんだと思ってんのさ!?」

   「你把我当成什么了！？」

   「冗談だ、許せ」

   「开玩笑的，原谅我。」

   　言って、ベルトールは笑った。

   　贝尔多尔笑着说道。

   「魔侯録の封印の解除が思っていた以上に……本当に思っていた以上に時間が掛かったが……解除できたのだから良いとしよう。その魔侯録に記されていた座標こそが──」

   「魔侯录的封印解除比想象中……真的比想象中更花时间……不过既然成功解除了，那就无所谓了。记载在那本魔侯录上的座标正是——」

   　ベルトールは東へ指を向ける。

   　贝尔多尔指向东方。

   　埠頭の先、海の向こうへだ。

   　指向码头的前方，大海的彼端。

   　ゴアール市は、正確にはシルヴァルドの魔侯録に記された座標の都市ではない。

   　戈尔市，准确来说并不是希瓦尔德的魔侯录上记载的座标都市。

   　記された座標、指の先、遠く。

   　记载的座标，手指的前方，远处。

   　夜の闇のその向こうには金属を幾重にも積み上げた人工の島と表現するべき巨大な構造体のシルエットが
     
      聳
     そびえている。

   　在夜色的彼端，耸立着一个巨大的结构体轮廓，那应该形容为由多层金属堆叠而成的人工岛。

   


   「横浜市だ」

   「横滨市。」

   


   　横浜市。

   　横滨市。

   　旧称第二横浜市。ゴアール市と統合した第一横浜市とは別の、もう一つの横浜市だ。現在では一般的に横浜市と言えば海上の第二横浜市の事を指す。

   　旧称第二横滨市。与戈尔市合并的第一横滨市不同，是另一个横滨市。现在一般提到横滨市，指的是海上的第二横滨市。

   　海の上に存在する現在の横浜市の実態は、エーテルネットでも噂程度の情報しか仕入れる事ができなかった。

   　存在于海上的现在的横滨市，其实际情况只能从以太网络上得到传闻程度的情报。

   　
     
      現想融合
     ファンタジオン時に、元々アースの日本に存在した神奈川県横浜市の一部の土地が、地殻変動と水位上昇によって遠く海上に隔離されてしまったのが元であり、そこに取り残された人々が住んでいるらしいという事しかわからないのだ。

   　只知道在现想融合时，原本存在于亚斯日本的神奈川县横滨市的一部分土地，由于地壳变动和水位上升而被隔离在遥远的海上，而被留在那里的人们似乎就住在那里。

   　こちらからはその全容は、点々と
     
      灯
     ともる航空障害灯のような、赤く
     
      滲
     にじんだ光によって造られた輪郭で確認できる。

   　从这边可以确认到其全貌，就像点点的航空障碍灯一样，由渗出的红光形成的轮廓。

   　光が滲んでいるのは、周囲の景色が
     
      歪
     ゆがんでいるのが原因だ。

   　之所以会渗出光，是因为周围的景色扭曲了。

   「あの景色が歪んでるのって……」

   「那个景色扭曲了……」

   「異界化による空間
     
      歪
     わい
     
      曲
     きょく、だな」

   「是异界化导致的空间扭曲吧」

   　高橋の
     
      呟
     つぶやきにベルトールが頷く。

   　贝尔多尔点头回应高桥的低语。

   　異界化。

   　异界化。

   　それは空間上に異常を来す空間変動の一種である。

   　那是空间上发生异常的一种空间变动。

   　異界化すると、その空間上に元々存在していたものが、機能を有したまま狂う。

   　一旦发生异界化，原本存在于那个空间上的东西，就会在保持原有功能的情况下发生错乱。

   　新宿市の地下ではアースの旧新宿駅とアルネスの旧ネルドア地下大聖堂が
     
      現想融合
     ファンタジオンの際に異界化し、新宿駅の姿を狂わせた巨大で異常な迷宮を構築するに至った。

   　亚斯的新宿市地下，亚斯的旧新宿站和阿尔内斯的旧尼尔德亚地下大教堂在现想融合时发生了异界化，构筑出了一个巨大而异常的迷宫，新宿站的外观也发生了错乱。

   　そして空間歪曲は異界化によって生じた空間の歪みであり、物理的な干渉ができなくなった空間の状態を指す。

   　而空间扭曲是异界化产生的空间扭曲，指的是物理干涉无法进行的空间状态。

   　天を覆う分厚い雲やそれに伴う気温の低下といった気候変動や、ゴアール市を覆う鉱山の隆起といった地殻変動等と同じく、
     
      現想融合
     ファンタジオンという大災厄で二つの世界が融合した際に生じ、空間に残された爪痕の一つである。

   　和覆盖天空的厚厚云层以及随之而来的气温下降等气候变动，以及覆盖戈尔市的矿山隆起等地壳变动一样，是两个世界在现想融合这一大灾难中融合时产生的，残留在空间上的痕迹之一。

   「見た感じ、横浜市全体を覆ってるっぽいね」

   「看起来，整个横滨市都被覆盖了呢」

   　空間歪曲は大小存在するが、都市を丸ごと覆う規模の空間歪曲を見るのは高橋も初めてだった。

   　空间扭曲有大有小，但高桥也是第一次看到覆盖整个城市的规模。

   　海上で異界化が発生していた為なのか、空間歪曲以外の異常は見受けられない。

   　也许是因为异界化发生在海上，除了空间扭曲以外没有发现其他异常。

   　陸路、空路、海路問わず歪曲が存在するルートは輸送コストの増大を招く為に空間の矯正が必要になる事が多いが、この規模の空間歪曲ではそれも難しい。

   　陆路，空路，海路，所有存在扭曲的路线都会导致运输成本的增加，因此需要对空间进行矫正，但如此规模的空间扭曲很难矫正。

   　横浜市とは、海と空間歪曲によってできた、まさに絶界の孤島である。

   　横滨市被海和空间扭曲所覆盖，俨然是一座绝界的孤岛。

   「あそこに六魔侯の一人、黒竜侯シルヴァルドさんがいると」

   「据说六魔侯之一的黑龙侯希瓦尔德就在那里」

   　高橋の言葉にベルトールが頷いた。

   　贝尔多尔点头回应高桥的话。

   「うむ。どうやら随分長い期間あの場から動いていないようだな」

   「嗯。他似乎已经在那里待了相当长的时间了」

   「あんな隔絶された場所でよく自活できてんなあ。ところであれどうやって行くの？　物理的に行き来できなくない？」

   「真亏他能在那种与世隔绝的地方自给自足啊。话说，要怎么去那里？物理上不是无法往来吗？」

   「それをこれから探ろうと思ってな」

   「我正准备去探探情况」

   「なるほど、聞き込みだね！」

   「原来如此，去打听消息啊！」

   　その時だ。

   　就在这时。

   「イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ！」

   「咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿！」

   　大きな叫び声と共に衝突音が繁華街の方面、牌楼の付近で響いた。

   　伴随着巨大的叫声，牌坊附近传来一阵撞击声。

   「きゃあああああああ！」

   「呀啊啊啊啊啊啊啊！」

   「うお!?　危ねえ！」

   「呜哦！？好险！」

   　人々は皆一様に頭を抱えて低い姿勢でその場から退避していく。

   　人们都抱着头，压低身子逃离现场。

   「おーおー、見ろ高橋、事故だぞ」

   「哦哦，高桥快看，出事故了」

   「アチャー。
     
      空走車
     フライトビークルが建物に……」

   「哎呀，空走车撞到建筑物了……」

   　一台の単車型
     
      空走車
     フライトビークルが、建物の一室に突っ込んでいた。

   　一辆摩托车型的空走车撞进了建筑物的一个房间。

   　
     
      瓦
     が
     
      礫
     れきと
     
      硝子
     ガラスが舞い落ち、通りに降り注いでいる。前方不注意か、あるいは機体の不備か、事故の原因は
     
      定
     さだかではない。

   　瓦砾和玻璃碎片散落一地。不知道是驾驶不注意还是机体有问题，事故原因尚不明确。

   　
     
      喧
     けん
     
      騒
     そうの中から、通行人の話し声が高橋の耳に入ってくる。

   　在喧闹声中，行人们的交谈声传入高桥耳中。

   「さっきの事故、どうも乗ってた
     
      奴
     やつ、
     
      薬物依存症
     ジャンキーっぽいな。事故る前の挙動が完全にラリった時のそれだったし叫んでたし」

   「刚才的事故，好像是因为驾驶嗑药了。出事前的举动完全就是嗑药后的状态，还一直大喊大叫」

   「最近多いよなぁ……その手の事故とか事件。スクリームってそんないいもんなのか？」

   「最近这种事故和事件还真多啊……scream有那么好吗？」

   「さぁなぁ。薬なんて大抵
     
      身体
     からだぶっ壊すし、やらないにこしたこたねえよ」

   「谁知道呢。反正毒品基本上都会把身体搞坏，还是别碰为妙」

   「俺らにゃ安心安全な
     
      電薬
     テクノがあるしな」

   「我们还有安心安全的电药呢」

   「ちげえねえ、ギャハハハ！」

   「没错，哈哈哈哈！」

   　言って、話していた二人はがっちりと握手をした。

   　说着，两人紧紧握了握手。

   　その話をベルトールも聞いていたらしい。

   　贝尔多尔似乎也听到了他们的对话。

   「スクリーム？」

   「scream？」

   　と、
     
      高
     たか
     
      橋
     はしに
     
      訊
     たずねる。

   　他向高桥问道。

   「数年前から増えだした薬の名前だね」

   「几年前开始增加的毒品的名字」

   「ふむ……」

   「唔……」

   「
     
      電薬
     テクノじゃなくてちゃんとした
     
      違法薬物
     イリーガル。原料になってる赤マンドラゴラ自体が栽培禁止にされてんだよね。マンドラゴラって一口に言っても何種類も存在するけど、違法薬物の材料となるのがその赤マンドラゴラなの」

   「不是电药，而是真正的违禁药物。作为原料的红色曼德拉草本身就被禁止栽培了。曼德拉草虽然有很多种，但能作为违禁药物材料的只有红色曼德拉草」

   　高橋は己の知識を補足するように、高速でファミリアの検索エンジンを起動。スクリームについての情報を流し込む。

   　高桥为了补充自己的知识，高速启动了法米利亚的搜索引擎，将scream的相关情报输入进去。

   　言ってしまえばニュース記事を読み上げているだけなのだが、ベルトールに良い格好をしたいという安っぽい
     
      見
     み
     
      栄
     えである。

   　说白了就是念新闻报道的内容，但高桥还是想在贝尔多尔面前耍帅，以此来满足自己廉价的虚荣心。

   「ふむ、なるほど。薬か……余らには関係のない話だな」

   「唔，原来如此。药物啊……和我们没什么关系呢」

   「だね。んでどっから聞き込み行く？　ゲームとかだと酒場だよね。行くか、酒場に！」

   「是啊。那要从哪里开始打听呢？游戏里的话都是去酒馆。走吧，去酒馆！」

   「いや、別にそこらの者に
     
      訊
     きけばよかろう」

   「不，随便找个路人问就行了吧」

   「あれえ？　こういう時ゲームを参考にした行動するんじゃないのお？」

   「咦？这种时候不是应该参考游戏的行动吗？」

   「ふーやれやれ、余がゲームばかりしているゲーム脳だと思っているのか？」

   「呼，真是的，你以为我是满脑子游戏的死宅吗？」

   「それは結構思ってる」

   「我确实这么想」

   　高橋の言葉を軽くあしらって、ベルトールは
     
      埠
     ふ
     
      頭
     とうの縁に腰を掛け、小汚い格好をして釣りをしているドワーフの老人へと話しかける。

   　贝尔多尔对高桥的话置若罔闻，坐在码头的边缘，向一个穿着邋遢正在钓鱼的矮人老者搭话。

   　海は夜の闇が滲んで暗く、中は見えないが、海面には汚物のようなものが膜を張り、大小様々なゴミなどが漂流している。

   　夜晚的黑暗渗入海中，虽然看不见海里，但海面上漂浮着一层类似污物的膜，还有各种各样的垃圾漂浮在上面。

   「釣れるか？」

   「能钓到吗？」

   「いいや。こんなもんばっかだな。糸を垂らして海を眺めてるだけさ」

   「不，都是这种东西。我只是垂着钓线眺望大海而已」

   　老人が笑いながら片手で
     
      叩
     たたくのは、大きめの瓶のような容器だった。

   　老人笑着用一只手拍了拍一个大瓶子一样的容器。

   　中には粘度の高そうな赤い液体と、海綿状になった
     
      萎
     しなびた果実のようなものが入っており、容器の側面には漢字とアルファベットと数字の書かれたラベルが貼り付けてある。

   　里面装着粘稠的红色液体，以及海绵状的干瘪果实，容器侧面贴着写有汉字，字母和数字的标签。

   「なんだそれは」

   「那是什么？」

   「さあなぁ。たまにこの辺に流れ着いてくるんだ。中身は海に捨てて、瓶だけ
     
      貰
     もらっとる」

   「谁知道呢。偶尔会漂到这附近来。我把里面的东西扔进海里，只留了瓶子」

   「ふむ……」

   「唔……」

   　ベルトールは、顎で海の向こうに見える横浜市を指す。

   　贝尔多尔用下巴指了指海对面的横滨市。

   「一つ訊ねるが、あそこに行く方法は何かないか？」

   「我问你，有没有什么办法能去那里？」

   「……なんだお前さん、あそこに行きたいのか？」

   「……怎么，你想去那里吗？」

   「うむ」

   「嗯」

   　首肯するベルトールに、老人は
     
      竿
     さおの先を見つめながら困ったように頰を
     
      搔
     かく。

   　贝尔多尔点了点头，老人看着钓竿的前端，有些为难地挠了挠脸。

   「事情は知らんがやめときな、としか言えねえな。俺もここに来て長いが……あそこに行こうとした物好きは何人か知っている。でも帰ってきた奴は一人も知らない。俺が知ってるのは、あそこは昔、この都市の前身の一部だったって事くらいだ」

   「虽然不知道你有什么事，但我只能说，还是算了吧。我在这里待了很长时间……知道有几个好事之徒想去那里，但没有一个人回来过。我只知道，那里曾经是这个都市的前身的一部分」

   「その口ぶりからするとあそこに行った者もいた、という事か？」

   「听你的口气，是有人去过那里吗？」

   「そいつらが実際に
     
      辿
     たどり着いたかどうかも知らんよ。だがそうさな……あそこに行けるかどうかって話なら、不可能じゃないかもしれねえな」

   「我也不知道他们是不是真的到了那里。不过……如果只是能不能去那里的话，或许不是不可能」

   　老人の言葉に、高橋が首をかしげる。

   　老人的话让高桥疑惑地歪了歪头。

   「ん？　行けんの？　空間歪曲で入れなさそうだけど」

   「嗯？能去吗？空间扭曲了，应该进不去吧」

   「こいつはどこから流れ着いたと思う？」

   「你觉得这玩意是从哪里漂过来的？」

   　言って、老人は容器の蓋を指で叩く。

   　说着，老人用手指敲了敲容器的盖子。

   「え？　この流れからするともしかして……」

   「咦？从这个流向来看，难道……」

   「そう。こいつはどうも横浜市から流れ着いてきてるんじゃないかって話なんだ」

   「没错。我猜这玩意儿是从横滨市漂过来的」

   　それを聞いて、ベルトールは
     
      合
     が
     
      点
     てんがいったように声を上げた。

   　听到这话，贝尔多尔恍然大悟。

   「なるほど、その容器が横浜市から流れてくるのが本当だと仮定すれば、空間歪曲という一枚の幕で都市全体を覆っているように見えて、その実大小無数の空間歪曲が重なって形成されているのだろうな。空間歪曲生成の理屈からいえばむしろそれが当然か」

   「原来如此，如果假设这个容器是从横滨市漂过来的，那么虽然看上去像是有一层空间扭曲覆盖着整个都市，但实际上是由无数大大小小的空间扭曲重叠而成的。从空间扭曲的生成原理来看，这倒是很正常」

   「
     
      横浜市
     あっちから
     
      ゴアール市
     こっちに輸送船が来てるっつー
     
      噂
     うわさもあるから、本当なら船が通るくらいの隙間もあるってわけだ。それに上空の方まで覆ってるわけでもねえ、俺も何度かあそこに小型の飛空艇が行き来してるのを見た事あるからな」

   「听说横滨市有运输船会来戈尔市，如果这是真的，那应该至少有船能通过的缝隙。而且空间扭曲也没有覆盖到上空，我也见过小型飞空艇在那里来来往往」

   「船が来るという事はどこかで横浜市の船が停泊するのか？」

   「有船来，也就是说横滨市的船会停泊在某个地方吗？」

   　ベルトールの言葉を受け、老人は
     
      頷
     うなずいて倉庫街の方を指差す。

   　听到贝尔多尔的话，老人点了点头，指向仓库街的方向。

   「危ねえから俺は近づかんしよく知らんが、どうもこの先に横浜市が所有してる港と倉庫があるらしい。でも行くのはおすすめしねえぞ。この辺り取り仕切ってるヤクザ・ギルドの縄張りの中だし、勝手に入りでもしたら殺されっちまっても文句は言えねえからな」

   「因为太危险了，所以我不会靠近那里，也不太清楚，但听说前面有横滨市所有的港口和仓库。不过我可不推荐你去。因为那里是掌控这一带的黑手党・公会的地盘，擅自闯进去的话，就算被杀也没法抱怨」

   「大丈夫だ、問題ない。情報感謝する、助かったぞ」

   「没事，没问题。感谢你的情报，帮大忙了」

   　老人に礼を告げ、二人はその場を去った。

   　向老人道谢后，两人离开了那里。

   　そして向かう先は老人が指差した先、倉庫街だ。

   　然后他们前往老人所指的方向，也就是仓库街。

   　
     
      人
     ひと
     
      気
     けがなく、
     
      灯
     あかりも乏しい倉庫街を、ベルトールと高橋は並んで歩く。

   　贝尔多尔和高桥并肩走在人烟稀少，灯光也稀疏的仓库街。

   「んでさ」

   「我说啊」

   　と、高橋が口を開いた。

   　高桥开口道。

   「これもしかしなくても横浜市所有の港だか倉庫だか行く感じだよね？」

   「我们现在要去的，该不会是横滨市所有的港口或仓库吧？」

   「うむ。今日は情報収集だけのつもりだったが、期せずして収穫があったからな。ちょうど
     
      其方
     そなたも来ていた事だしこのまま偵察に向かう」

   「嗯。今天本来只是打算收集情报，但没想到意外有了收获。而且你正好也来了，所以就直接去侦察了」

   「マキナとか
     
      緋
     ひ
     
      月
     づきとか呼んでこなくていいの？」

   「不把玛姬娜和绯月叫来吗？」

   「偵察に何人も必要なかろう。人数が増えれば増えるだけ目立つ」

   「侦察不需要那么多人吧。人数越多越显眼」

   「そりゃまあそうなんだけどさ……」

   「话是这么说没错……」

   　高橋に戦闘能力はほとんどない。

   　高桥几乎没有战斗能力。

   　放出魔力量も保有魔力量も平均以下であり、身体能力も並である。ファミリアに攻撃魔法はインストールしてあるが、あまり使う事はない。

   　放出魔力量和保有魔力量都在平均以下，身体能力也一般。虽然法米利亚里安装了攻击魔法，但很少使用。

   　ファミリアは、古くは選ばれし者だけが専有していた魔法という神秘を万人が扱える技術にしたが、全てのヒトが全ての魔法を自在に使えるようになったわけではないのだ。

   　法米利亚将只有被选中的人才能专有的魔法这种神秘，变成了万人皆可使用的技术，但并非所有人都能自由使用所有魔法。

   「偵察に限って言えば余と
     
      其方
     そなたの編成が人数と対応力のバランスが最も良い」

   「仅限于侦察的话，朕和你的组合在人数和应对能力的平衡上是最合适的」

   　一応信頼して貰っているのだろうと、高橋は前向きに捉える。

   　高桥认为，这应该算是对自己有所信赖，于是往好的方向理解了。

   　自分にできる事は後方支援であり、戦闘面ではベルトールとて最初から期待していないだろう。

   　自己能做的只有后方支援，战斗方面贝尔多尔从一开始就没期待过自己吧。

   「んじゃあいっか」

   「那好吧」

   　──高橋はこの数時間後に、自分がこう発言したのを後悔する事となる。

   　——高桥在几个小时后，后悔自己做出了这样的发言。

   　ほどなくして、二人は目的の場所に辿り着いた。

   　不久后，两人到达了目的地。

   　高いフェンスで行く手が
     
      阻
     はばまれており、物々しいゲートが一つ。

   　高高的围栏挡住了去路，只有一个戒备森严的大门。

   「『高電圧注意』『ここより先横浜市領土につき立入禁止』『フェンスに近づく場合警告なしに発砲する場合があります』と。物騒だねぇ」

   「『注意高压电』『前方为横滨市领土，禁止进入』『靠近围栏时可能会无警告射击』。真危险啊」

   　どの看板にも、隅に
     
      波止場用
     バウンサ
     
      心棒組合
     ーギルドとサインがある。

   　每个看板的角落都有码头保镖工会的标志。

   　ゲートの周囲には何台もの監視カメラとガード用のマギノロイドが二体、狭い守衛室の中で監視カメラをチェックするはずのオーガの守衛が椅子に座って船を
     
      漕
     こいでいる。

   　大门周围有好几台监视摄像头和两台警卫用的魔导人偶，本应在狭窄的警卫室中检查监视摄像头的食人魔警卫正坐在椅子上打瞌睡。

   「高橋」

   「高桥」

   　その一言だけで高橋はベルトールの意図を
     
      汲
     くみ取れる。

   　仅仅这一句话，高桥就明白了贝尔多尔的意图。

   　ゲートを開けろ、そう彼は言外に告げているのだ。

   　他的言外之意是，打开大门。

   　染まってきてんなー、と高橋は思いつつも、悪い気はしない。

   　高桥一边想着自己也染上了恶习，一边并不觉得反感。

   「ベルちゃんがあたし抱えて飛び越えちゃ……うのはまずそうだね。結界ありそうだし」

   「贝尔酱抱着我跳过去……好像也不行啊。感觉有结界」

   　職業柄、高橋はこういった警備が厳重な建物や区画に入る事も多い。

   　出于职业关系，高桥经常进入这种警备森严的建筑物和区域。

   　そして高橋の経験上、往々にしてこういった所には感圧、魔力反応、他にもいくつか複合した結界が張られているのである。

   　而根据高桥的经验，这种地方往往都布有压力，魔力反应，以及其他几种复合的结界。

   　この手の防御能力を持たない探知に特化した結界は物理的に侵入を拒まない分、解呪もすり抜けも難しい。

   　这种不具有防御能力，专门用于探知的结界，由于不会物理性地拒绝入侵，因此很难解咒或者钻空子。

   「できなくはないが、
     
      其方
     そなたがいるのだから正面から入るのが正道であろう。それに力押しばかりでは余のステルススキルも育たんからな。ステルスゲーなのに
     
      何故
     なぜか毎回無双ゲーになってしまうと評判だ」

   「虽然不是做不到，但既然有你在，从正门进去才是正道。而且老老实实硬来的话，余的潜行技能也得不到锻炼。明明是潜行游戏，不知为何每次都会变成无双游戏，余的潜行游戏就是如此受好评」

   「後半は無視するね。オッケー、ボス」

   「后半部分就无视吧。OK，BOSS」

   　彼女、高橋は
     
      霊竄士
     エーテルハッカーだ。
     
      霊竄士
     エーテルハッカーのやる事といえば一つしかない。

   　她，高桥是灵窜士。灵窜士能做的只有一件事。

   　
     
      霊竄術
     エーテルハックである。

   　那就是灵窜术。

   「フタバちゃーん、よろしくー」

   「FUTABA酱，拜托了」

   　高橋は自身の持つ三体の人造精霊の内の一体、フタバをファミリア内で起動する。視界の隅で美少女アバターが立ち上がり、
     
      忙
     せわしなく小さなウィンドウを開閉している。

   　高桥在法米利亚内启动了自己拥有的三个人造精灵之一，FUTABA。视野角落的美少女虚拟形象站了起来，忙碌地打开又关闭着小小的窗口。

   　フタバは情報処理全般を担当する人造精霊だ。市販のファミリアに標準的に搭載されているタイプのものを、個人的にカスタマイズしたものである。

   　FUTABA是负责处理所有情报的人造精灵。是将市售法米利亚标准搭载的类型，经过个人定制而成的。

   　フタバが周囲の機械やファミリアの通信状況をキャッチし、仮想ディスプレイ上に表示する。

   　FUTABA捕捉周围机器和法米利亚的通信状况，在虚拟显示器上显示出来。

   　視界内で、エーテルネットワークで相互接続されている機械が様々な色の光の線として可視化され、飛び交っている。

   　视野内，通过乙太网络相互连接的机器被可视化为各种颜色的光线，来回交错。

   　ゲートの開閉は守衛室側で一括管理されており、それ以外の通信は一切遮断されている。エーテルネットワークから守衛室の中へ直接アタックを仕掛ける事はできない。

   　大门的开关由守卫室统一管理，除此之外的通信全部被阻断。无法从乙太网络直接攻击守卫室。

   　逆に言えば、守衛室さえ掌握してしまえばいいだけの話だ。

   　反过来说，只要掌握守卫室就行了。

   「ま、基本に忠実だわな。アオイー」

   「嘛，基本就是忠于套路。小葵」

   　次いでアオイを呼び出す。フタバの隣に、別のアバターが表示される。

   　接着她叫出了小葵。FUTABA的旁边显示出了另一个虚拟形象。

   　アオイは映像や視覚の
     
      改
     かい
     
      竄
     ざんに特化した人造精霊だ。

   　小葵是专门篡改影像和视觉的人造精灵。

   　通常、二体以上の人造精霊を同時に起動すると、ファミリアのハングアップや強制終了だけでなく、脳に強い負荷が掛かり、最悪の場合死に至る。

   　通常，同时启动两个以上的人造精灵，不仅会导致法米利亚当机或者强制关闭，还会对大脑造成强烈负担，最坏的情况甚至会导致死亡。

   　だが高橋の脳が持つ高い処理能力は、三体までの人造精霊の同時起動を可能にした。古い時代の魔導士としての才はないが、彼女には現代のウィザードの才が備わっていた。

   　但是高桥的大脑拥有很高的处理能力，可以同时启动三个以上的人造精灵。虽然她没有古代魔导士的才能，但具备了现代巫师的才能。

   　エーテルネットワークから切り離されているのはゲートのセキュリティだけで、監視カメラとマギノロイドはオンライン状態になっている。

   　被从乙太网络中分离出来的只有大门的安保系统，监视摄像头和魔导人偶处于在线状态。

   　フタバによって経路を割り出し、監視カメラとマギノロイドをエーテルネットワーク上からハッキングして侵入。どことも知れない民間警備会社の防壁など、高橋からしてみればあってないようなものだ。

   　通过FUTABA计算出路径，从乙太网络上黑入监视摄像头和魔导人偶。对高桥来说，这种不知名的民间警备公司的防火墙，形同虚设。

   「んー、ちょろいね」

   「嗯，真简单」

   　難なく監視カメラとマギノロイドのセキュリティを突破し、アオイによって改竄されたループ映像に差し替え、マギノロイドの聴覚センサも狂わせ、
     
      高
     たか
     
      橋
     はしとベルトールの姿を認識できなくする。

   　轻松突破监视摄像头和魔导人偶的安全系统，用小葵篡改后的循环影像替换掉原来的影像，魔导人偶的听觉传感器也失效了，无法识别高桥和贝尔多尔的身影。

   　高橋は堂々と守衛室に向かって歩いていく。マギノロイドの視界内に入っているが、今の高橋は透明人間と同義だ。

   　高桥堂堂正正地走向守卫室。虽然进入了魔导人偶的视野，但现在的高桥和透明人一样。

   　全く反応されないまま守衛室の扉を開け、居眠りをしている守衛のファミリアの背後に立つ。守衛は全く起きる気配がない。

   　守卫室的门在毫无反应的情况下被打开，高桥站在正在打瞌睡的守卫法米利亚身后。守卫完全没有要醒来的迹象。

   　守衛のファミリアは、ゲートの制御端末と有線接続されていた。守衛のファミリアからの認証がなければ、開かないシステムになっているようであった。

   　守卫法米利亚和大门的控制终端通过有线连接。看来没有守卫法米利亚的认证，大门就无法打开。

   　感知結界といい、港の倉庫のセキュリティにしてはかなり厳重だ。が、末端の意識の低さまではどうしようもなかったようだった。

   　感知结界也是，作为港口仓库的安全系统来说相当严格。但是，末端的意识却很低。

   「よっと」

   「嘿咻」

   　ジャケットのポケットからファミリアの接続端子付きケーブルを取り出して自身のファミリアに接続、眠っている守衛のファミリアの空いているソケットにケーブルの端子を差し込み、有線接続をする。

   　从夹克的口袋里取出法米利亚的连接端子线，连接到自己的法米利亚上，然后把线的另一端的端子插进守卫法米利亚的空插口，进行有线连接。

   「んがっ!?　な、なんだぁっ!?」

   「嗯嘎！？怎，怎么回事！？」

   「おっと、面倒だから起きないでくれ
     
      給
     たまえよ」

   「哎呀，别起来，麻烦死了」

   　端子を差し込んだ瞬間に起きてしまった守衛に、有線接続で直接《
     
      催眠
     スリープ》の魔法を流し込む。

   　在插进端子的瞬间，守卫醒了过来，高桥用有线连接直接把《催眠》的魔法灌进去。

   「はうっ」

   「哈呜」

   　そのまま糸が切れた人形のように、守衛は再び強制的に眠りについた。

   　守卫就像断了线的人偶一样，再次强制陷入睡眠。

   　
     
      霊竄術
     エーテルハックも万能ではない。

   　灵窜术也不是万能的。

   　エーテルネットワークから切り離されたものに対してはどうやっても接続できないので、こうして物理的なケーブルを媒体として有線接続が必要となる。

   　对于从乙太网络上分离出来的对象，无论如何都无法连接，所以需要像这样用物理线缆作为媒介进行有线连接。

   　そもそもが無線で論理防壁を難なく突破する高橋の腕前が異常なのであって、
     
      霊竄士
     エーテルハッカーはソーシャルハックや有線接続を用いるのが基本だ。

   　说到底，高桥的无线连接轻松突破逻辑防护墙的本领是异常的，灵窜士基本都是使用社会工程学和有线连接。

   　そして有線で接続さえしてしまえば論理防壁もほとんど意味がなくなり、丸裸も同然になり、魔法の効果は
     
      覿
     てき
     
      面
     めんとなる。

   　而且只要进行有线连接，逻辑防护墙就几乎失去意义，形同赤身裸体，魔法的效果立竿见影。

   「あたしなんかが直接《
     
      催眠
     スリープ》使っても防がれちゃうけど、有線接続してるなら一発で寝落ちしちゃうんだもんねえ」

   「我直接使用《催眠》的话会被防住，但有线连接的话，一发就能睡着呢」

   　高橋のファミリアと守衛のファミリアを
     
      繫
     つなぐケーブルは
     
      霊素
     エーテルによる擬似神経と同等のものが生成され、高橋のファミリアから守衛のファミリアを直接操作可能となる。

   　连接高桥的法米利亚和守卫的法米利亚的线缆，生成了和灵素的拟似神经同等的东西，高桥的法米利亚可以直接操作守卫的法米利亚。

   　守衛のファミリアを介して制御端末に接続。トラップを警戒しながらゲートの制御権を掌握し、拒むように閉じていたゲートが、迎え入れるかのように自動的に開いていく。

   　通过守卫的法米利亚连接控制终端。一边警戒着陷阱一边掌握大门的控制权，原本拒绝般紧闭的大门，像迎接般自动打开了。

   「うむうむ、任務完了」

   「嗯嗯，任务完成」

   　守衛のファミリアに接続していた方のケーブルの接続部をジャケットの裾で拭いながら、高橋は守衛室から出ていく。

   　高桥一边用夹克的下摆擦拭着连接守卫的法米利亚的线缆的连接部，一边走出守卫室。

   　地味な仕事だ。と高橋は自覚している。

   　高桥自己也明白，这是个不起眼的工作。

   　新宿市でベルトールの信仰力を上げた時のような、派手な仕事の方が
     
      稀
     まれだ。
     
      霊竄士
     エーテルハッカーの仕事なんていうのは地味で気付かれない程にいい腕なのである。

   　在新宿市提高贝尔多尔的信仰力时那样华丽的工作是很少见的。灵窜士的工作就是不起眼到不会被注意到的程度。

   　ただそれと彼女の持つ自己顕示欲や承認欲求を満たしたいという気持ちがなくなるわけではないし、彼女も割り切っているつもりだった。

   　但是这并不代表她没有自我表现欲和被承认欲，她也打算看开点。

   「鮮やかなものだな」

   「真是漂亮啊」

   　守衛室の
     
      側
     そばで待機していたベルトールが、高橋に感心したような声をかける。

   　在守卫室旁待机的贝尔多尔，用佩服的声音对高桥说道。

   　だから──こうして自分の仕事をベルトールに褒められるというのは、彼女にとって
     
      得
     え
     
      難
     がたい喜びなのである。

   　所以——像这样自己的工作被贝尔多尔夸奖，对她来说是难得的喜悦。

   「まねー」

   「没什么」

   　気恥ずかしさを隠しながら、高橋は普段どおりに言う。

   　高桥掩饰着害羞，像平时一样说道。

   「でもこんくらいはあたしじゃなくても誰でもできるよ」

   「不过这种程度，就算不是我，谁都能做到」

   「謙遜をするな、
     
      其方
     そなたの腕前はよく知っている。よくやった」

   「别谦虚了，我很清楚你的本事。干得漂亮」

   「……ま、こういう簡単な事ならいくら振ってくれてもいいんだけどさ」

   「……嘛，这种简单的事，要怎么夸我都可以」

   　この男に頼られる、任されるという事に彼女はえも言われぬ幸福感を覚えていた。

   　被这个男人拜托，被他依赖，让她感受到了难以言喻的幸福感。

   「うりうり」

   「我戳我戳」

   「なんだ急に……」

   「怎么突然……」

   　恥ずかしくなった高橋に肘で脇腹を
     
      突
     つつかれ、ベルトールは鬱陶しそうな視線を向ける。

   　高桥害羞起来，用手肘戳了戳贝尔多尔的侧腹，贝尔多尔则用厌烦的视线看向她。

   「まったくもーあたしがいなきゃベルちゃんなんにもできないんだから」

   「真是的，没有我的话，贝尔酱什么都做不了」

   「ふっ、余を
     
      侮
     あなどるなよ？　余とて常に成長を続けている男、
     
      其方
     そなた程ではないが、
     
      霊竄術
     エーテルハックの基本くらいは勉強している」

   「哼，别小看我哦？我也是个不断成长的男人，虽然比不上你，但灵窜术的基础还是学过的」

   「ほんとー？　あたしの仕事なくなっちゃうじゃーん。んで、こっからがゴアール市じゃなくて横浜市の領地なんだ」

   「真的吗？那我的工作不就没了吗。然后，从这里开始就是横滨市的领地了」

   「そのようだな」

   「看来是这样」

   　言いながら、二人は境界を超えた。

   　说着，两人越过了境界线。

   「横浜市の領土っていうけど……当然ながら別にゴアールと変わらんね」

   「说是横滨市的领土……当然，和戈尔不一样」

   「うむ、とりあえず周囲にヒトの気配や魔力の反応はないが」

   「嗯，总之周围没有人的气息和魔力的反应」

   　そのまま一番近い倉庫の中へと入る。

   　两人直接走进了最近的仓库。

   　倉庫には粗末なコンテナボックスがいくつも並んでおり、他にはこれといって目立つものはない。

   　仓库里排列着几个粗糙的集装箱，除此之外没有其他显眼的东西。

   　高橋がコンテナボックスの前に駆け寄り、縁に手を置いてぴょんぴょんと跳ねる。

   　高桥跑到集装箱前，把手放在边缘上，蹦蹦跳跳地跳着。

   「中身なんだろーねこれ」

   「这里面装着什么呢」

   「開けてみるか」

   「打开看看吧」

   「おっいいねえ」

   「哦，好主意」

   　単純な魔法と物理の二重錠しか掛けられておらず、ベルトールは魔力を込めて素手で二重錠を引きちぎり、コンテナボックスを開く。

   　集装箱上只施加了简单的魔法和物理的双重锁，贝尔多尔注入魔力，徒手扯断了双重锁，打开了集装箱。

   「ん……？」

   「嗯……？」

   　高橋が
     
      覗
     のぞくと、中には細かな赤い結晶が入った透明の袋が大量に詰め込まれていた。

   　高桥探头一看，里面塞满了装着细小红色结晶的透明袋子。

   「これって……」

   「这是……」

   　袋を手に取り視覚情報から人造精霊が検索を掛け分析を即座に開始。

   　高桥拿起袋子，从视觉信息开始检索人造精灵，立即开始分析。

   　すぐに結果が出た。

   　结果很快就出来了。

   「中身の成分を分析しないと確定とは言えないけど、これ多分スクリームじゃ……」

   「虽然不分析里面的东西的成分就无法确定，但这个大概是尖叫……」

   「ふむ……どうやら少しずつ見えてきたようだな」

   「嗯……看来渐渐有点眉目了」

   「じゃあ、スクリームの輸出元って……横浜市……？」

   「那么，尖叫的出口……是横滨市……？」

   「ああ、恐らくヤクザ・ギルドが横浜とゴアールのブローカーを──」

   「嗯，恐怕黑手党公会是横滨和戈尔的中间人——」

   　そこで、だ。

   　就在这时。

   


   「警告します」

   「警告」

   


   　背後から機械的な音声が響いた。

   　背后响起了机械般的声音。

   「ここは父祖の支配領域です。父祖の許可なく支配領域に立ち入っており、逮捕、連行、勾留、裁判の対象となります。抵抗する場合は神罰が執行される事となります」

   「这里是父祖的支配领域。未经父祖许可进入支配领域，将被逮捕、押送、拘留、审判。抵抗者将被处以神罚」

   　高橋が振り向くと、そこにいたのはＩＨＭＩ製の戦闘用マギノロイドが数機。自動小銃型の魔導銃を構えている。

   　高桥回头一看，那里有几台IＨＭＩ制造的战斗用魔法人偶。它们举着自动步枪型的魔导枪。

   　だが
     
      覆皮
     カバースキンもない旧式の
     
      人形型
     ドロイドタイプ、第二次都市戦争時に投入された
     
      骨
     こっ
     
      董
     とう品だ。外にいた警備用マギノロイドの方が数段マシである。

   　但它们是连覆皮都没有的旧式人偶型，是第二次都市战争时投入的古董。外面的警备用魔法人偶还比它们强得多。

   （さぁベルちゃんっちゃっちゃと無双して片付けちゃって！）

   （来吧小贝尔，快点无双解决它们！）

   　この程度、ベルトールの相手ではない。それどころか、高橋だけでも対応できる。

   　这种程度的对手，贝尔多尔根本不在话下。而且就算只有高桥也能应付。

   　ベルトールを横目で見ると、何やらＰＤＡをタッチ操作している。

   　高桥侧眼看向贝尔多尔，他正在操作ＰＤＡ。

   （この状況であってもＰＤＡいじってるなんて、
     
      流石
     さすがに余裕だね！）

   （在这种状况下还在玩ＰＤＡ，真是游刃有余啊！）

   　ＰＤＡの操作が終わったらしく、ベルトールは口を開く。

   　ＰＤＡ的操作似乎结束了，贝尔多尔开口道。

   「よし」

   「好」

   　だが彼の口から出た言葉は、高橋がまるで予想していないものであった。

   　但他口中说出的话，完全出乎高桥的预料。

   


   「わかった、投降しよう」

   「我知道了，投降吧」

   


   　ベルトールは両手を挙げて、膝をつく。

   　贝尔多尔举起双手，跪在地上。

   「うんうん。え？」

   「嗯嗯。哎？」

   　完全な無抵抗。

   　完全不抵抗。

   　降参の姿勢。

   　投降的姿势。

   「ええええええええ〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜!?」

   「哎哎哎哎哎哎哎哎～～～～～～～～～～～～～～！？」

   　倉庫の中、高橋の叫び声が響き渡った。

   　仓库中，高桥的叫声回响着。

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   　──一方その頃。

   　——另一方面，同一时间。

   　ゴアール市の小さな中華料理屋で
     
      緋
     ひ
     
      月
     づきとマキナは、高橋とベルトールが戻るのを待っていた。

   　在戈尔市的小中华料理店里，绯月和玛姬娜正在等高桥和贝尔多尔回来。

   「遅いわね、二人共」

   「他们俩好慢啊」

   「何してるんでしょうねぇ」

   「不知道在做什么呢」

   　席は高橋が出て行った時と同じなので、現在も二人は隣り合って座っている。

   　座位和高桥离开时一样，现在两人也并排坐着。

   「
     
      油
     ユー
     
      淋
     リン
     
      鶏
     チー頼んでいい？」

   「我可以点油淋鸡吗？」

   「別にいいですけど、食べますね緋月……油淋鶏三皿目だし……」

   「可以是可以，绯月你可真能吃……这是第三盘油淋鸡了……」

   「ここの油淋鶏
     
      美味
     おいしくて……いつ頃戻ってくるのかしらね」

   「这里的油淋鸡太好吃了……他们什么时候回来啊」

   「あ、ベルトール様からメッセージが届きましたよ」

   「啊，贝尔多尔大人发消息来了」

   　言って、視界の仮想ディスプレイ内に、ベルトールのＰＤＡから送られてきたメッセージを表示させたマキナは
     
      烏
     ウー
     
      龍
     ロン
     
      茶
     ちゃの入ったグラスを口へと運ぶ。

   　说着，玛姬娜在视野中的虚拟显示器上显示出贝尔多尔发来的消息，然后将装着乌龙茶的玻璃杯送到嘴边。

   「ぶ────っ！」

   「噗————！」

   　そして吹き出した。

   　然后喷了出来。

   「きったな……」

   「脏……」

   「え……え!?」

   「哎……哎！？」

   　マキナは目を見開き、勢いよく立ち上がったせいで椅子が盛大な音を立てて倒れた。

   　玛姬娜瞪大了眼睛，猛地站了起来，椅子也倒在地上发出巨大的声响。

   　店内の視線がマキナに注がれ、緋月は恥ずかしそうにマキナの服の裾を引っ張るが、マキナはそれどころではない様子でわなわなと震えている。

   　店内的视线都集中在玛姬娜身上，绯月害羞地拉了拉玛姬娜的衣角，但玛姬娜却颤抖着，似乎没有在意周围的目光。

   


   「ええええええええ〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜!?」

   「哎哎哎哎哎哎哎哎～～～～～～～～～～～～～～！？」

   


   　中華料理屋の中、マキナの叫び声が響き渡る。

   　玛姬娜的叫声在中华料理店里回响。

   「ど、どうしたのよ」

   「怎，怎么了」

   「ベルトール様が……」

   「贝尔多尔大人他……」

   「ベルトールが？」

   「贝尔多尔怎么了？」

   　数秒の間を置いて、
     
      錆
     さびついた機械のような動きで首を緋月に回し、マキナは言う。

   　停顿了几秒后，玛姬娜用生锈的机械般的动作将头转向绯月，说道。

   「ベルトール様が横浜に行っちゃいました……」

   「贝尔多尔大人去横滨了……」

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   　夢を見ている。

   　我正在做梦。

   　下へ、下へ。

   　向下，向下。

   　誰かが叫んでいる。

   　有人在喊叫。

   　己という存在に、魂に課せられた使命を果たせと叫んでいる。

   　在喊叫，要我完成自己这个存在，以及灵魂被赋予的使命。

   　誰かが呼んでいる。

   　有人在呼唤我。

   　下へ、下へ、外へ、外へと呼んでいる。

   　向下，向下，向外，向外，呼唤着我。

   　何かが見える。

   　我看见了什么。

   　とても大きく、とても力強い存在が見える。

   　我看见了非常巨大，非常强大的存在。

   　それは畏れと同時に敬いの念を抱く存在である事を。少女は知らない。

   　少女并不知道，那是让人在感到畏惧的同时，也会产生敬意的存在。

   


   　五時を知らせる起床の鐘の音が鳴り響く。

   　告知五点的起床钟声响起。

   　少女、
     
      青
     あお
     
      葉
     ば１００Ｆの覚醒はいつも同じ時間だ。

   　少女，青叶100F的清醒时间总是相同。

   　一分一秒たりとも
     
      違
     たがえた事はない。

   　一分一秒都没有偏差。

   　目に入るのはいつものシミひとつない真っ白い天井。

   　映入眼帘的是平时那没有一丝污渍的纯白天花板。

   　いつもの真っ白いシーツ、いつもの真っ白いカーテン。

   　平时那纯白的床单，平时那纯白的窗帘。

   　いつもの自分の部屋だという事を確認してからむくり、と起き上がり、伸びをする。女子頭髪規定によって定められた肩に掛かる程度の髪の先が跳ねている気配を感じる。

   　确认这是自己平时的房间后，她猛然起身，伸了个懒腰。她感觉到，根据女生头发规定而留到及肩长度的发梢在跳动。

   「ん〜〜〜〜〜〜〜。はふー」

   「嗯～～～～呼——」

   　思い切り伸びをし、息を吐く。

   　她尽情地伸了个懒腰，吐了口气。

   　寝覚めは良い方だが、今日の寝覚めはあまりよくない。

   　她算是容易清醒的类型，但今天起床的感觉不太好。

   　その最たる理由は──

   　最大的理由是——

   「今日は、私が子供でいられる最後の日だから……でしょうか」

   「因为今天是我还能当小孩的最后一天……吗？」

   　明日は青葉１００Ｆが成人を迎える誕生日だ。

   　明天是青叶100F迎接成年的生日。

   　この都市では成人を迎えると、従事する労働だけでなく、貢献度もこの都市の神たる父祖によって設定される。

   　在这座都市，迎接成年之后，不只从事的劳动，连贡献度都会由这座都市的神明父祖设定。

   　子供は都市の宝。あらゆる罪を負う事なく、全てを許される。大人になれば幸福の義務もあるし、奉仕の義務もあるし、罪を犯せば裁かれる。

   　孩子是都市的宝物。不会背负任何罪孽，一切都会被原谅。成为大人之后，就有幸福的义务，也有侍奉的义务，一旦犯罪就会被制裁。

   　だから、今日は子供でいられる最後の日なのだ。

   　所以，今天是还能当小孩的最后一天。

   　大人の責任、まだ子供の青葉１００Ｆには理解できないが、考えただけで憂鬱になった。

   　虽然青叶100F还无法理解大人的责任，但光是想到就让她忧郁。

   　青葉１００Ｆは起き上がり、内履きを履いてからカーテンを開く。

   　青叶100F起身，穿上室内鞋后拉开窗帘。

   「うん。なべて世は事もなし」

   「嗯。世间一切皆无常。」

   　神である父祖が定めし教典に書かれている聖句を述べる。

   　她念出神明父祖所制定的教典上记载的圣句。

   　青葉１００Ｆは寝室から廊下に出てリビングを通り、キッチンへ。

   　青叶100F从寝室来到走廊，经过客厅，走向厨房。

   　彼女の住む部屋は広いが、簡素だ。どの部屋もそうである。必要最低限の支給された家具しか置いていない。

   　她住的房间虽然宽敞，但很简朴。每个房间都是这样。只放了最低限度的配给家具。

   　だが、それ以上
     
      欲
     ほっする事はなかった。

   　不过，她并不想要更多东西。

   　欲しがりません、勝つまでは。

   　在胜利之前，不会想要。

   　これも教典に記されている聖句だ。

   　这也是教典上记载的圣句。

   　何に対して「勝つ」なのかは、やはり彼女は知らなかった。

   　至于要对什么「胜利」，她果然还是不知道。

   　冷蔵庫から
     
      水
     アカの入った瓶を取り、コップに注いでテーブルまで持っていく。

   　她从冰箱拿出装了水的瓶子，倒进杯子里拿到桌上。

   　横浜市上層。

   　横滨市上层。

   　教典に
     
      曰
     いわく、この世界唯一にして最後の楽園。その西部集合居住区画がここだ。

   　根据教典所言，这里是世界唯一且最后的乐园。而西部集合居住区就是这里。

   「さて！　もうすぐお祈りの時間ですから準備しましょう」

   「好啦！祈祷的时间快到了，来准备吧。」

   　
     
      水
     アカを飲み干してから支度をし、部屋の扉を開けた所で、同時に隣の部屋の扉が開いた。

   　青叶100F喝完水后开始准备，打开房门时，隔壁房间的门也同时打开。

   　隣に住む成人の男性が、笑顔で青葉１００Ｆに挨拶をした。

   　住在隔壁的成年男性笑着向青叶100F打招呼。

   「おはようございます。青葉１００Ｆ」

   「早安，青叶100F。」

   「お、おはようございます。青葉０２２Ｍ」

   「早、早安，青叶022M。」

   「青葉１００Ｆもこれからお祈りに？」

   「青叶100F接下来也要去祈祷吗？」

   「はい。わ、私は今日が誕生日ですから、子供でいられる最後の朝のお祈りなんです」

   「是的。我、我今天生日，所以是还能当小孩的最后早晨的祈祷。」

   「そうですか、もう青葉１００Ｆも大人になるのですね。この前までこんなに小さかったのに……いやはや、時が流れるのは早いものです」

   「这样啊，青叶100F也已经要成为大人了呢。之前还这么小……哎呀，时间过得真快。」

   「もう……」

   「真是的……」

   　自分の小さい頃の話をされ、恥ずかしくなって耳が熱くなる。

   　听到别人提起自己小时候的事，青叶100F害羞得耳朵发烫。

   　記憶に新しい。ついこの前の話なのだ。

   　记忆犹新。那不过是不久前的事。

   「人生は短い。しっかり我らが神、父祖に奉仕して都市に貢献するのですよ。貢献度の低い者から落とされていくのが世の必定ですから」

   「人生苦短，你要好好侍奉我们的神，侍奉父祖，为都市做出贡献。因为贡献度低的人会先被淘汰，这是世间的常理。」

   「は、はいっ！」

   「好、好的！」

   　貢献度とは都市に、ひいては父祖に対してその個体がどれくらい貢献できたかという指標だ。貢献度は生活態度、仕事での活躍等により上下する。

   　贡献度是衡量个体对都市，乃至对父祖的贡献程度的指标。贡献度会根据生活态度、工作表现等而上下变动。

   　上層の大人でこれが一定数を下回ると下層落ちとなり、下層で更に貢献度が下がると再奉仕区画送りとなる。

   　上层的大人如果贡献度低于一定数值就会被贬到下层，如果在下层的贡献度继续降低，就会被送到再开发区域。

   　優れた貢献をし、下層行きを逃れた大人も、老いて上層で貢献ができなくなれば再奉仕区画へと送られる。老いて
     
      尚
     なお、罪犯して尚、この都市に貢献できる場所こそ再奉仕区画だ。

   　即使做出卓越贡献，免于被送到下层的大人，一旦年老力衰，无法在上层做出贡献，就会被送到再开发区域。即使年老，即使有罪，这座都市依然有地方能让这些人做出贡献，那就是再开发区域。

   「それに、私ももういつまで上層にいられるかわかりませんから」

   「而且，我也不知道自己还能在上层待多久。」

   「そ、そんな事言わないで、ください……」

   「请、请别说这种话……」

   「人は老いるものです。性能が落ち、貢献度が下がっても下層落ちにならずに、再奉仕区画に行きたいものですね……身も心も、余すことなくキミョウし、都市と父祖に奉仕する……それが市民の義務ですから」

   「人难免会老。真希望性能下降，贡献度降低也不会被送到下层，而是被送到再开发区域……让身心都毫无保留地奉献给都市和父祖……因为这是市民的义务。」

   「そうですね、私も下層落ちにはなりたくないです」

   「是啊，我也不想被送到下层。」

   「しかし子供が大人になると、大人の誰かは下層に行かなければならなくなる。それはとても悲しい事です」

   「可是孩子长大成人后，总会有某个大人必须被送到下层。这是非常令人难过的事。」

   「そう、ですね……」

   「是啊……」

   「この前、
     
      泉
     いずみ０７８Ｆが思想違反で下層送りになったでしょう？　私達青葉個体と泉個体は危険思想に目覚める率が他よりも統計的に高いらしいですから、青葉１００Ｆも気をつけるんですよ」

   「之前泉078F不是因为思想违反而被送到下层了吗？我们青叶个体和泉个体的思想违反觉醒率，统计上似乎比其他人高，青叶100F也要小心哦。」

   「だ、大丈夫です」

   「没、没问题的。」

   　ドキリとした。

   　青叶100F吓了一跳。

   　思想違反──
     
      即
     すなわち教典に背く事は重大な罪である。

   　思想违反——也就是违背教典，是重罪。

   　一発で下層落ちだ。

   　一旦犯下就会被送到下层。

   　そのまま青葉０２２Ｍと別れ、向かった先は上層外縁部にある広い公園だ。

   　青叶100F与青叶022M道别后，前往位于上层外围的宽敞公园。

   　教会も近く、お祈りをする前に朝の
     
      食事
     サバを取ろうと考えた。

   　教会就在附近，她打算在祈祷前先吃早餐。

   　公園の入り口の自動支給所で、ホットドッグと紙カップのコーヒーを受け取る。

   　她在公园入口的自动配给所领取热狗和纸杯装咖啡。

   　公園というのは、平和の象徴であると青葉１００Ｆは思う。

   　青叶100F觉得公园是和平的象征。

   　天然の土の上には芝が敷かれ、小さな花が咲き、子供達が笑顔で駆け回り、それを大人が見守り、風が頰を
     
      撫
     なで、街宣
     
      空走車
     フライトビークルが市民よ幸福であれと
     
      謳
     うたい、担架に載せられた老人が再奉仕区画行きのカプセル型エレベーターに入れられている。

   　天然土壤上铺着草皮，开着小花，孩子们笑着奔跑，大人在一旁守护，微风轻抚脸颊，宣传车呼吁市民要幸福，躺在担架上的老人被放进前往再开发区域的胶囊型电梯。

   　いつも通りの、平和な景色。

   　一如往常的和平景象。

   　縁に寄り掛かり、支給されたホットドッグを
     
      齧
     かじる。

   　她靠在边缘，咬着配给的热狗。

   「美味しい」

   「真好吃。」

   　本物のホットドッグに使用されているソーセージは
     
      聖
     せい
     
      餐
     さんで使われる家畜であるマガルで作られるらしいのだが、聖餐の品を青葉１００Ｆなどは口にする事はできない。今青葉１００Ｆが口にしているのは再奉仕品と呼ばれる材料で作られたものである。

   　听说真正的热狗使用的香肠是用圣餐仪式使用的家畜马加尔制成，但青叶100F等人无法享用圣餐。青叶100F现在吃的热狗，是用再开发区域的材料制成。

   　外縁から下を見やる。

   　她从边缘往下看。

   「高ぁい……」

   「好高……」

   　横浜市は、鉄と
     
      錆
     さびで組み上げられた土台である下層、その中心から伸びる二九六メートルの大黒柱であるアトラスによって支えられた上層プレートによって成り立っている。

   　横滨市由铁与锈构成的地基，以及从地基中心延伸的二九六米大黑柱「亚特拉斯」支撑的上层板块构成。

   　真横から見れば、ちょうど「エ」の字型の構造になっている人工島だ。

   　从侧面看，这座人工岛正好呈现「E」字形。

   　そして青葉１００Ｆの視界には、土台である下層の一部が見える。

   　青叶100F的视野中，可以看到作为地基的下层的一部分。

   　下層へは成人してから都市への貢献度が低い者、なんらかの罪を犯した者が送られる場所。教典曰く、監獄である。

   　下层是成年后对都市贡献度低的人，以及犯下某种罪行的人被送去的地方。根据教典记载，那里是监狱。

   　上層の人口二千人に対し、下層は八千人もの罪人が服役しているという。

   　相对于上层的两千人口，据说下层有八千名罪犯在服刑。

   　下層から上層へと戻ってきた者はただの一人もいない。

   　从下层回到上层的人一个也没有。

   　役目を終えるその時まで、苦役を
     
      強
     しいられるのだと教えられている。

   　她被教导，直到完成使命的那一刻为止，他们都会被迫做苦工。

   　上層に住む人間は、その全員が常に下層落ちの恐怖を抱えているのだ。

   　住在上层的人，所有人都一直怀抱着掉到下层的恐惧。

   　顔を上げ、視線を前に。

   　她抬起头，视线转向前方。

   「外……」

   「外面……」

   　上層からでも横浜市の外は見える。

   　从上层也能看到横滨市的外面。

   　
     
      歪
     ゆがんだ景色の向こう側には〝外〟にある街の
     
      灯
     あかりが
     
      滲
     にじんで見えている。

   　在扭曲的景色对面，隐约可以看到「外面」城市的灯光。

   　教典に曰く、過去に人々が起こした罪によって大災害が起き、外の世界はめちゃくちゃになってしまったらしい。

   　根据教典记载，过去人们犯下的罪行引发了大灾害，外面的世界变得乱七八糟。

   　そこに住んでいる人々は全て横浜市という
     
      方舟
     はこぶねに乗る事のできなかった罪ある者達であり、横浜市は聖幕によって守られている絶対の聖域であり、故に最後の楽園なのだと。

   　住在那里的人都是一些无法登上横滨市这艘方舟的罪人，横滨市是被圣幕保护的绝对圣域，因此是最后的乐园。

   　だからこの都市を守っている父祖に感謝し、奉仕する義務が市民にはあるのだ。

   　所以市民有义务感谢并侍奉守护这座城市的父祖。

   　上層の皆は、あの灯りを罪の灯りだと言う。

   　上层的人都说那些灯光是罪恶的灯光。

   　楽園に入り損ね、父祖への奉仕を忘れた罪人達の灯りなのだと。

   　是没能进入乐园，忘记侍奉父祖的罪人们的灯光。

   　でも青葉１００Ｆは、あの滲む灯りに強い憧憬を抱いていた。

   　但是青叶100F对那些渗出的灯光抱有强烈的憧憬。

   　いつか本当に、外に出て見てみたいと。

   　她想有一天一定要出去看看。

   「だ、だめです……！」

   「不、不行……！」

   　慌てて青葉１００Ｆは頭を振ってその考えを追い出そうとする。

   　青叶100F慌忙摇头，想要甩掉这个想法。

   　救いの言葉である聖句が
     
      結
     けつ
     
      集
     じゅうされた教典に書かれている教えは絶対。

   　汇集了救赎之言的教典中记载的教诲是绝对的。

   　生まれる前から学習させられる事である。

   　这是从出生前就一直被教导的事情。

   　疑う者などいはしないし、疑えば思想違反扱いだ。

   　没有人会怀疑，怀疑的话会被视为思想违反。

   「でも……」

   「但是……」

   　説明はできなかったが、直感的にこの横浜市という存在自体がどこか不自然な作り物めいていると青葉１００Ｆは無意識の内に感じ取っていた。

   　虽然无法说明，但青叶100F无意识地感觉到，这个名为横滨市的存在本身是不自然的产物。

   　一度として見た事がないのに目を閉じれば浮かんでくる。空の、大地の、海の、この世界の広大さと美しさを。一切の記憶も記録もないのに、彼女は
     
      識
     しっていた。

   　明明一次都没有见过，但只要闭上眼睛就会浮现在眼前。天空、大地、海洋，这个世界的广阔与美丽。明明没有任何记忆和记录，她却知道。

   　だからこそ、疑問に思う。思えてしまう。

   　正因为如此，她才会感到疑问。她不禁会想。

   「本当に……ここが最後の楽園なのでしょうか」

   「这里……真的是最后的乐园吗？」

   　その言葉は父祖を疑い、教典に疑問を持つのは明らかな思想違反だ。

   　这句话明显是怀疑父祖，对教典抱有疑问的思想违反。

   　考えるのを
     
      止
     やめたいのに、湧き出る思考の堂々巡り。

   　明明想要停止思考，涌出的思绪却在不断循环。

   　この場所の〝外〟への憧憬。

   　对这个场所的「外面」的憧憬。

   　そして──絶対にあり得べからざる事だが、彼女は〝下〟に行きたかった。

   　然后——虽然绝对不可能，但她想去「下面」。

   〝下〟への欲求は、〝外〟への憧憬とは違う、
     
      身体
     からだの内から出てくる衝動だった。

   对「下面」的欲望，和对「外面」的憧憬不同，是从身体内部涌出的冲动。

   「下層は罪人が送られる、絶望しかない場所のはずなのに、どうして私は下に……？」

   「下层是罪人被流放的地方，明明是只有绝望的地方，为什么我会想去下面……？」

   〝下〟に行きたい欲求はあるが、下層に落ちるのは嫌。矛盾する二つの感情を、彼女は抱いていた。

   虽然有想去「下面」的欲望，但又不想掉到下层。她的心中存在着两种矛盾的感情。

   「あ」

   「啊」

   　気付けば、コーヒーは冷めていた。

   　回过神来，咖啡已经凉了。

   　横浜の空に鐘が鳴り響く。

   　横滨的天空响起了钟声。

   「い、いけません、遅刻してしまいます」

   「不、不好，要迟到了」

   　市民の義務の一つ、お祈りの義務の時間が近い事を知らせる鐘の音だ。

   　钟声是在通知市民，履行市民义务之一的祈祷义务的时间快到了。

   　コーヒーを飲み干し、近くのダストシュートにゴミを落とし、公園を後にする。

   　她喝完咖啡，把垃圾扔进附近的垃圾滑道，离开了公园。

   　子供は遅刻や欠席をしても
     
      咎
     とがめられる事はないが、その子供を担当している先生は監督不行き届きとして罰則があると彼女は聞いていた。

   　虽然小孩子迟到或缺席也不会被责备，但她听说负责照顾那个孩子的老师会被追究监管不周的责任。

   　だからこそ、遅刻するわけにはいかない。他人に迷惑を掛ける事は悪い事、そう教育されてきたのだ。

   　所以，她不能迟到。给别人添麻烦是不对的，她从小就被这样教育。

   「おはようございます」

   「早上好」

   「おはようございます」

   「早上好」

   　すれ違う人々が挨拶をしている。

   　擦肩而过的人们互相打招呼。

   　いつも見る、いつもの光景。

   　这是她平时看到的，司空见惯的景象。

   　それは平和そのものの光景。

   　是和平的景象。

   「市民よ、健康でありなさい」

   「市民啊，保持健康」

   「市民よ、誠実でありなさい」

   「市民啊，保持诚实」

   「市民よ、幸福でありなさい」

   「市民啊，保持幸福」

   「《大いなる兄弟》は、市民を常に見守っています」

   「《伟大的兄弟》无时无刻不在守护着市民」

   「世界が平和でありますように」

   「愿世界和平」

   　スピーカーから、いつもの聖句が流れている。

   　扬声器里传来了熟悉的圣言。

   　彼女が向かう先は、上層にいくつかある小教会の一つだ。

   　她要去的地方是上层的几座小教堂之一。

   　中央の父祖が住まう大教会と、複数の小教会が存在する。

   　上层有中央的父祖居住的大教堂，以及几座小教堂。

   　小教会はその地区の、大教会は上層の人間全員を収容しても余裕のある広さがある。

   　小教堂的面积足以容纳该地区的所有人，大教堂的面积则足以容纳上层的所有人。

   　
     
      境
     けい
     
      内
     だいの入り口には
     
      狛
     こま
     
      犬
     いぬと機械鳥居が設置されており、教会に向かう参道にはいくつものホログラム鳥居が立ち並ぶ。

   　教堂的入口处设有狛犬和机械鸟居，通往教堂的参道上排列着许多全息鸟居。

   　参道の脇には
     
      灯
     とう
     
      籠
     ろうが置かれ、外側には白砂利が敷かれた清廉な聖地。

   　参道的旁边摆放着灯笼，外侧铺着白砂，是一座清净的圣地。

   　参道を抜けた先にあるのは、真っ白い建物。

   　穿过参道后，眼前是一座纯白的建筑物。

   　これこそが横浜市上層小教会だ。

   　这就是横滨市上层小教堂。

   　小教会の内部は薄暗く、天井にはホログラムのステンドグラスが映り、長椅子が並び、奥には講壇があり、更にその奥には父祖の本尊が安置されている。

   　小教堂内部昏暗，天花板上投射着全息彩绘玻璃，长椅排列整齐，深处有讲坛，更深处则安置着父祖的本尊。

   「
     
      我
     われ
     
      等
     らの父祖よ、救い
     
      給
     たまえ」

   「我们的父祖啊，请拯救我们。」

   「我等の《大いなる兄弟》よ、見守り給え」

   「我们的《伟大的兄弟》啊，请守护我们。」

   「我等の《母達》よ、
     
      赦
     ゆるし給え」

   「我们的《母亲们》啊，请宽恕我们。」

   　色とりどりのレーザービームが薄暗い空間を裂き、
     
      臓
     ぞう
     
      腑
     ふに響くような大音量で重低音の聖歌が流れ、その中で聖句を詠唱する。

   　五彩缤纷的激光光撕裂昏暗的空间，重低音的圣歌以震撼五脏六腑的音量播放，人们在其中咏唱圣句。

   　その音と光、そして画一された聖句は、中にいる者達の思考する力を奪う。

   　这些声音、光线和统一的圣句，剥夺了其中人们的思考能力。

   　教典は常に携帯しているが、開く事はない。

   　虽然随身携带教典，但不会打开。

   　まず初めに学習するのが教典の丸暗記だからだ。

   　因为首先要学习的是背诵教典。

   　教典こそがこの都市の全てであり、生きる指針なのである。

   　教典就是这座都市的一切，是生存的指针。

   「世界が平和でありますように」

   「愿世界和平」

   　詠唱をしながら
     
      青
     あお
     
      葉
     ば１００Ｆは考える。

   　青叶100F一边咏唱一边思考。

   （本当にこれが正しいのでしょうか）

   （这样做真的正确吗？）

   　外へ、外へ、と。

   　向外，向外。

   　下へ、下へ、と。

   　向下，向下。

   　思考が渦巻く。

   　思绪在脑中打转。

   「う、ううん、正しいに決まってます」

   「不、不对，肯定正确。」

   　頭を振って、渦巻く思考を振り払う。

   　她摇摇头，甩开脑中的思绪。

   　こんな考え自体が、父祖と教典に対する
     
      冒
     ぼう
     
      瀆
     とくだ。

   　这种想法本身就是在亵渎父祖和教典。

   「父祖に奉仕し、現世の罪を償う事こそが私達が生まれてきた理由なのですから」

   「侍奉父祖，偿还现世的罪孽，才是我们诞生的理由。」

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   　その日の夜。

   　当天晚上。

   　日付が変わった直後の事である。

   　刚过午夜不久。

   「青葉１００Ｆ！　扉を開けなさい！」

   「青叶100F！开门！」

   　突然、大きな声と共に部屋の扉が無遠慮に
     
      叩
     たたかれ、就寝中の青葉１００Ｆは飛び起きた。

   　突然，伴随着巨大的声音，有人毫不客气地敲门，让正在睡觉的青叶100F吓得跳了起来。

   　扉を開けると、そこにいたのは銃で武装し、ローブを着た数名の成人男性だった。

   　打开门，门外是几名手持枪械，身披长袍的成年男性。

   　その姿を、青葉１００Ｆは知っている。

   　青叶100F知道他们的身份。

   「ほ、法務官……？」

   「法、法官……？」

   　法務官は横浜市の治安を維持する組織、法務局の職員であり、法を執行する父祖の〝腕〟である。

   　法官是维持横滨市治安的组织，法务局的职员，是执行法律的父祖的“手臂”。

   　
     
      驚
     きょう
     
      愕
     がくと恐怖と混乱で、青葉１００Ｆの頭の中は真っ白になった。

   　惊愕、恐惧和混乱，让青叶100F的脑袋一片空白。

   　法務官が、事務的に告げる。

   　法官事务性地宣告。

   「市民より通報がありました」

   「我们接到了市民的举报。」

   「つ、通報……ですか？」

   「举、举报……？」

   「青葉１００Ｆに思想違反の疑いがあるという通報です」

   「举报说青叶100F有思想违反的嫌疑。」

   　上層には密告制度が存在する。

   　上层存在着密告制度。

   　父祖を批判する者や、思想違反者を通報すれば、報奨として貢献度が得られるのだ。

   　只要举报批判父祖的人，或是思想违反者，就能得到贡献度作为奖励。

   　だが、青葉１００Ｆには心当たりがない。

   　但是，青叶100F心里没有头绪。

   　自分の中の外界への欲求も、内にこそあれ、一度たりとて外には出していないからだ。

   　因为自己心中对外界的欲求，虽然确实存在，但一次都没有向外表现出来。

   「わ……私は思想違反なんてしていません！」

   「我……我没有思想违反！」

   「それを決めるのは
     
      貴方
     あなたではありません。その罪がたとえ《大いなる兄弟》の目に映らなくとも。我らの法は間違いなどないのですから」

   「决定这件事的不是你。就算你的罪行没有映入《伟大的兄长》眼中，我们的法律也不会有错。」

   「《大いなる兄弟》……」

   「《伟大的兄长》……」

   　それは子供が大人に最初に教わる話。

   　这是孩子最初从大人那里学到的话。

   《大いなる兄弟》が見ているから、悪いことはしてはいけないと。

   因为《伟大的兄长》在看着，所以不能做坏事。

   「わわっ私がき、危険思想だっていう証拠はあるんですか……？　通報した人が間違えていたり、
     
      噓
     うそをついているのかも……」

   「有有有有什么证据证明我有危险思想……？举报的人可能搞错了，或者是在说谎……」

   「市民は誠実である義務があり、故に噓をつくはずがない。であればその口から出る言葉は真実であり、証明をする必要はありません。それは教典にも書いてあります」

   「市民有诚实的义务，所以不可能说谎。因此从他口中说出的话就是真实，不需要证明。教典上也是这么写的。」

   「え、え……そ、それ、っておかしく……ないですか？　私もし、市民です、から、う、噓ついてないって事にな──」

   「咦、咦……这、这不奇怪……吗？我也是市民，所、所以，我也没说谎——」

   「ん黙りなさい！」

   「嗯，给我闭嘴！」

   　法務官の平手が、青葉１００Ｆの頰を打った。

   　法官一巴掌打在青叶100F的脸上。

   　急な暴力に
     
      晒
     さらされ、青葉１００Ｆの心臓が早鐘を打つ。

   　突然遭受暴力，青叶100F的心脏狂跳。

   「これも全て父祖のご意思！　その御言葉に論理的矛盾などありえない！　青葉個体は思想違反する個体が多く、何よりもたった今、市民の通報を疑うような言動をした事からもわかる通り、それは教典を疑う事と同義。ならばやはり思想違反である！」

   「这全都是父祖的意志！其话语中不可能存在逻辑矛盾！青叶个体中思想违反的个体很多，更重要的是，从你刚才怀疑市民举报的言行中就能看出，你这是在怀疑教典。既然如此，你果然就是思想违反！」

   「そ、そんな……で、でも明らかに矛盾してい、います……納得が──」

   「怎、怎么会……可、可是这明显有矛盾……我不能接受——」

   「口答えを！　するな！　罪人が！　罪人が！」

   「罪人！罪人！不准！顶嘴！」

   　法務官に何度も平手で打ち据えられ、青葉１００Ｆはその場に崩れ落ちる。

   　被法官打了好几巴掌，青叶100F当场瘫倒在地。

   　喉が渇き、手が震える。

   　喉咙干渴，手在颤抖。

   　青葉１００Ｆは今まで考えた事もなかった。これは密告されてしまった時点で、逮捕される事が確定する欠陥制度なのだと。

   　青叶100F至今为止从未想过。这是在被举报的瞬间，就确定会被逮捕的缺陷制度。

   「現時刻をもって青葉１００Ｆを思想違反の疑いで逮捕。横浜最終裁判所で即日裁決を取るものとします」

   「从现在开始，以思想违反的嫌疑逮捕青叶100F。在横滨最终法院进行即日裁决。」

   「違います！　私は何もやっていません！　信じてください！　そ、それに私、まだ子供で……だから……」

   「不是的！我什么都没做！请相信我！而、而且我还是个孩子……所以……」

   　そう──子供は都市の宝。あらゆる罪を負う事なく、全てを許される。

   　没错——孩子是都市的宝物。不会背负任何罪行，一切都会被原谅。

   　子供であれば。

   　只要还是孩子的话。

   「青葉１００Ｆは日付変更と同時に大人になりました。子供特権は全て失効し、大人と同じように罪は許されなくなります」

   「青叶100F在日期变更的同时就变成大人了。孩子特权全部失效，罪行将和大人一样无法被原谅。」

   　ガチャリ、と手錠を掛けられた。

   　咔嚓一声，手铐铐住了她。

   「連行しなさい」

   「把她带走。」

   　取り押さえられ、引き
     
      摺
     ずられるように青葉１００Ｆは寝間着のまま連れ出される。

   　青叶100F被押住，穿着睡衣就被拖了出去。

   　違います、違います、そう叫ぶも聞き入れて
     
      貰
     もらえない。

   　就算她大喊「不是的，不是的」，也没有人愿意听。

   　騒ぎを聞きつけた周囲の住人が、扉を開けて様子を窺っている。

   　听到骚动的周围居民打开门，窥探着外面的情况。

   　その中には扉の隙間から青葉１００Ｆを
     
      覗
     のぞき見る青葉０２２Ｍの姿。

   　其中还有从门缝中看着青叶100F的青叶022M的身影。

   　視線が合った。

   　两人对上了视线。

   「ごめんなさい青葉１００Ｆ」

   「对不起，青叶100F。」

   　青葉０２２Ｍは目を逸らし、言った。

   　青叶022M移开视线，说道。

   　その言葉は、青葉１００Ｆにしか聞こえていなかった。

   　这句话只有青叶100F听得见。

   「君が大人になったら、貢献度の低い私が下層送りになってしまうかもしれないんだ。でも、君を法務官に引き渡せば、私の貢献度が上がる。だから、ごめんなさい」

   「如果你变成大人，贡献度低的我可能会被送到下层。但是，只要把你交给法务官，我的贡献度就会提高。所以，对不起。」

   　青葉１００Ｆは頭の中が混乱しすぎて、その後の記憶は不明瞭だった。

   　青叶100F的头脑太过混乱，之后的记忆变得模糊不清。

   　大教会に併設されている最終裁判所で機械による裁判を受け、ただ淡々と罪状を読み上げるのを聞いていた。

   　她在大教堂附设的最终法院接受机械审判，只是静静地听着机械宣读罪状。

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   「判決。青葉１００Ｆを危険思想罪により、懲役４年。下層送りとします」

   「判决。青叶100F因思想危险罪，判处四年徒刑。送往下层。」

   


   　判決を下された後、青葉１００Ｆは獄衣に着替えさせられた後、手錠をされてエレベーターに乗せられ、下層に送られた。

   　判决下达后，青叶100F被换上囚服，戴上手铐，乘上电梯，被送往下层。

   　潮風に当てられ、
     
      錆
     さび、風化し、捨てられた鉄の大地。

   　被海风吹拂，生锈，风化，被舍弃的铁之大地。

   　下層での体験談を聞く事はないし、知る事もできない。

   　她没有听过在下层的体验，也无法得知。

   　上層で生活している限り、下層の出来事を知る
     
      術
     すべはない。

   　只要生活在上层，就没有办法知道下层发生的事。

   　罪を犯した者が行く監獄であるというのが教典には書かれている。

   　教典上写着，那里是罪犯被送往的监狱。

   （怖い……）

   （好可怕……）

   　ただひたすらに怖ろしい。

   　她只觉得害怕。

   　手が震え、背筋が凍え、足がすくみ、胃の
     
      腑
     ふの底に鉛でも沈んでいるかのような嫌な感覚がある。

   　手在颤抖，背脊发凉，双腿发软，胃里有股铅块压在上面的恶心感觉。

   　未知の恐怖。

   　未知的恐惧。

   　ただ漠然とした、不安感。

   　只是模模糊糊的不安感。

   　下層。一万の横浜市民の内、八千の罪人がいる場所。

   　下层。在一万横滨市民中，有八千罪人所在的场所。

   　楽園を追放された先。

   　被逐出乐园后到达的地方。

   　地獄。

   　地狱。

   　悪魔や鬼が
     
      跋
     ばっ
     
      扈
     こし、罪人を責め立てる場所。

   　恶魔和鬼怪横行，折磨罪人的地方。

   　教典に記されていたのは、そんな所である。

   　教典上记载的就是这样的地方。

   　粗末な建物の中に連れられ、薄汚れた通路を歩む。

   　她被带到简陋的建筑物中，走在肮脏的通道上。

   　上層にはない刺すような寒さ、通路の端では獄衣を着た下層の囚人らしき人物が、法務官に囲まれて警棒で殴られ、頭を抱えて
     
      蹲
     うずくまっている。

   　上层没有的刺骨寒意，通道尽头有穿着囚服，像是下层囚犯的人被法务官包围，用警棍殴打，抱着头蹲在地上。

   　肉を、骨を
     
      殴
     おう
     
      打
     だする音が通路に響き渡り、青葉１００Ｆの耳にこびりつく。

   　殴打肉和骨头的声音响彻通道，萦绕在青叶100F的耳边。

   （どうして……私が……）

   （为什么……我会……）

   　恐怖に
     
      怯
     おびえ、震えながら考える。

   　她害怕着，颤抖着思考。

   （外に出たいなんて、思わなければよかった。下に行かなきゃなんて思わなければよかった。下層は
     
      恐
     こわい所って知ってるのに、きっとバチが当たったんだ……）

   （要是没有想过要出去就好了。要是没有想过要往下走就好了。明明知道下层是可怕的地方，一定是遭报应了……）

   　恐怖と共に後悔が襲う。

   　后悔伴随着恐惧袭来。

   　手錠したまま法務官に連行され、
     
      暫
     しばらく歩いた後に止まった。

   　她被戴着手铐的法务官带走，走了一段时间后停下。

   　崩れかけた薄い青緑色の外壁には、○四五号監房と書かれたプレートが貼られた扉があり、その前に立たされていた。

   　在快要崩塌的淡蓝绿色外墙上有扇门，门上贴着写有○四五号监牢的牌子，她被带到门前。

   　
     
      格
     こう
     
      子
     しの付いた窓のある錆び、汚れた金属製の扉を、法務官は腰に下げた鍵を使って解錠した後に、青葉１００Ｆの手錠を外す。

   　法务官用挂在腰上的钥匙打开装有铁栅栏的生锈脏污金属门后，解开青叶100F的手铐。

   　重く
     
      軋
     きしむような音を立てながら、扉が開かれる。

   　门发出沉重的嘎吱声打开。

   　房の中は薄暗く、入り口からでは中をよく確認できない。

   　监牢内很昏暗，从入口看不清楚里面。

   　中には罪を犯した極悪人がたくさんいると思うと、背筋が凍って足が震えた。

   　一想到里面有很多犯下重罪的恶人，她就背脊发凉，双腿发抖。

   　だが娯楽というものが皆無な上層で育った彼女の乏しい想像力では、具体的な極悪人像という所までは想像できていなかった。

   　但在毫无娱乐的上层长大的她，贫乏的想象力无法具体想象出恶人是什么样子。

   「入りなさい」

   「进去。」

   　促され、房の中へ足を踏み入れると、法務官が勢いよく扉を閉めた。

   　在催促下，她踏入监牢，法务官用力关上门。

   　大きな音と震動で、
     
      青
     あお
     
      葉
     ば１００Ｆの
     
      身体
     からだが反射的にすくみ上がる。

   　巨大的声响和震动让青叶100F的身体反射性地缩起。

   　薄暗い房の内部にも目が慣れて、その様子が見えてくる。

   　眼睛习惯昏暗的监牢内部后，她开始看清里面的模样。

   　錆びた鉄板の床に、ボロボロになった石壁、窓はない。

   　生锈的铁板地板、破破烂烂的石墙，没有窗户。

   　フレームが錆び、汚れた粗末な二段ベッドが二つ。彼女から見て右手側と正面側に、Ｌ字になるように置かれている。

   　有两张铁架生锈、肮脏的简陋双层床。一张在她右手边，一张在她正面，形成L字形。

   　トイレは一つ。

   　厕所只有一个。

   　粗末な作りのものが、仕切りもなしに房の隅に設えられている。

   　简陋的厕所没有隔间，设置在监牢角落。

   　何より寒い。

   　最让人受不了的是寒冷。

   　隙間風がボロボロの壁から容赦なく吹き込む房内は、暖房設備など望むべくもなく──青葉１００Ｆは知らないが──下層全域に施された最低限の耐寒領域結界だけが
     
      辛
     かろうじて生物を生存可能にさせている。

   　破旧的墙壁让冷风肆无忌惮地灌进来，房内自然没有暖气设备——虽然青叶100F不知道——下层全域只有最低限度的耐寒领域结界，勉强让生物得以生存。

   　そんな劣悪な環境で過ごさなければならないという恐怖は、すぐに消し飛んだ。

   　必须在这种恶劣的环境下生活，这种恐惧感很快就消失了。

   「……っ」

   「……」

   　彼女は正面のベッドに視線が
     
      釘
     くぎ
     
      付
     づけになり、息を
     
      吞
     のむ。

   　她的视线被正面的床吸引，倒吸一口气。

   　より正確にはその一段目に腰掛ける人物に、だ。

   　更准确地说，是被坐在第一层床上的人吸引。

   　男だ。

   　是个男人。

   　長い黒髪、整った顔、この地獄において
     
      尚
     なお光り輝くような全身から
     
      溢
     あふれる生気、青葉１００Ｆと同じ簡素な獄衣に身を包んでいるのに、それが彼の
     
      為
     ために仕立てられた上等な衣服であるかのように錯覚する程に着こなしていた。

   　黑色长发，端正的五官，全身散发出的活力仿佛在地狱中闪耀着光芒，明明穿着和青叶100F一样的简陋囚服，却像是为他量身定做的高级服装一样。

   　一目見て、この房の主だというのが彼女にも察せられた。

   　一眼就能看出，他是这个房间的主人。

   


   「ほう、新しい囚人か」

   「哦，是新的囚犯吗？」

   


   　男は立ち上がり、両腕を広げた。

   　男人站起来，张开双臂。

   「余の名はベルトール。ベルトール゠ベルベット・ベールシュバルトだ。ようこそ、
     
      ○
     マル
     
      四
     ヨン
     
      五
     ゴ班へ。同じ囚人同士だ、歓迎しよう。少々狭い
     
      牢
     ろうではあるが、な」

   「余名为贝尔多尔。贝尔多尔・贝尔维德・贝尔修瓦尔特。欢迎来到○四五班。同为囚犯，欢迎你。虽然这牢房有点小」

   [image: ]

  

 
  
   


   
    幕間

    幕间

   

   


   


   「どうしよう」

   「怎么办？」

   　命あるものはどうしても食事をしなければならない。

   　有生命的东西无论如何都必须进食。

   「どうしようどうしようどうしよう」

   「怎么办怎么办怎么办？」

   　
     
      此処
     ここの指導者となってから何日か
     
      経
     たった。
     
      搔
     かき集めた食糧は、全員を食わせていくのに到底足りない量であった。

   　成为此处的领导者后已经过了几天。收集来的粮食，分量实在不足以让所有人吃饱。

   　ただでさえ言語や見た目が大きく異なる種族がいて争いの種になっているのに、食糧の奪い合いまで起きはじめ、辛うじて存在していた秩序が崩壊しかけていた。

   　光是语言和外表大不相同的种族就已经是纷争的火种，现在甚至开始发生粮食争夺战，好不容易维持住的秩序濒临崩溃。

   　人数に対して、圧倒的に食糧が少ない問題に、男は頭を抱えていた。

   　面对粮食相对于人数压倒性不足的问题，男子抱头苦恼。

   　何よりも必要なのは食糧。

   　最需要的是粮食。

   　空腹は判断力を奪う。

   　空腹会夺走判断力。

   　判断力が失われれば、辛うじて
     
      繫
     つなぎ止められている理性と秩序は容易に崩壊してしまうだろう。

   　一旦失去判断力，勉强维持住的理性与秩序想必会轻易崩坏。

   　そんな事は、絶対に駄目だ。

   　绝对不能让那种事发生。

   「でも、どうすれば……」

   「可是，该怎么做……」

   　責任と不安で手が震える。

   　责任与不安令手颤抖。

   　その手に、そっと手を乗せる者がいた。

   　有人轻轻将手放在他的手上。

   「だ、大丈夫ですよ……
     
      貴方
     あなたなら、やれますから」

   「没、没问题的……你一定办得到。」

   　彼には味方がいた。

   　他有同伴。

   　大人しく、引っ込み思案で、そして誰よりも優しい、竜を信奉する
     
      巫
     み
     
      女
     この
     
      末
     まつ
     
      裔
     えい。異なる世界に住んでいた魔法使い。

   　个性温顺，内向，而且比任何人都温柔，信奉龙的巫女后裔。居住在不同世界的魔法师。

   　彼女は、彼の手を取る。

   　她牵起他的手。

   「貴方が……この小さな世界を平和にしてください」

   「请你……让这个小小的世界和平。」

   　その言葉だけで、震える手が止まった。

   　光是这句话，就让颤抖的手停止。

   「この世界を、平和にしてください」

   「请你让这个世界和平。」

   　彼女の声が、頭に、心に
     
      沁
     しみ込んでいく。

   　她的声音，渗入他的脑中，渗入他的心中。

   　それは彼の根源。

   　那是他的根源。

   　
     
      最
     も
     
      早
     はや忘却の
     
      彼方
     かなたに消え去った記憶。

   　早已消失在遗忘彼端的记忆。

   　魂だけに刻まれた、言葉。

   　只刻在灵魂上的，话语。

  

 
  
   


   
    第二章　Stand back, prisoner.

    第二章　Stand back, prisoner.

   

   


   


   　──横浜市で少女と魔王が
     
      邂
     かい
     
      逅
     こうした時から、少し遡る。

   　——时间回溯到少女与魔王在横滨市邂逅的稍早之前。

   


   　　　　◇

   　　　　◇

   


   　ベルトールと
     
      高
     たか
     
      橋
     はしが港の倉庫で捕らえられた数時間後。

   　贝尔多尔和高桥在港口的仓库被抓住的几个小时后。

   　
     
      山
     やま
     
      田
     だ・レイナード゠
     
      緋
     ひ
     
      月
     づきは困っていた。

   　山田・雷纳德・绯月正感到困扰。

   　ここはゴアール市にある安いホテルの一室。ベルトールとマキナ、高橋と緋月で一部屋ずつ取り、マキナ達の部屋だ。

   　这里是位于戈尔市的廉价旅馆的其中一间房间。贝尔多尔和玛姬娜、高桥和绯月各住一间，这里是玛姬娜她们的房间。

   　シングルベッドに腰掛け、緋月は隣に座る者を見る。

   　绯月坐在单人床上，看着坐在旁边的人。

   「う、うぅぅ……」

   「呜、呜呜呜……」

   　隣でさめざめと泣いているのは、彼女の友人、マキナである。

   　在他旁边哭得抽抽搭搭的是他的朋友玛姬娜。

   　その理由は──

   　理由是——

   「うう、べるどーるざまぁ……どうじでわだじを置いて行ってじまわれだのです……」

   「呜呜，贝尔多尔大人……为什么丢下我一个人走了……」

   　彼女の主であるベルトールが失踪したのである。

   　她的主人贝尔多尔失踪了。

   　数時間前。

   　几个小时前。

   　彼のＰＤＡから、緋月とマキナのファミリアのメッセージアプリにこうメッセージが届いていた。

   　他的PDA传了信息到绯月和玛姬娜的法米利昂通讯软件上。

   


   『高橋と横浜市へ行く。ひじきの事はマキナに任せる。後の事は良きに計らえ』

   『我和高桥去横滨市了。羊栖菜的事就交给玛姬娜了。之后的事就交给你处理了。』

   


   　とだけ。

   　只有这样。

   　それ以上何の説明もない簡素なものであった。

   　除此之外没有任何说明，非常简洁。

   「もう、いつまで泣いてるのよ……」

   「真是的，你要哭到什么时候啊……」

   　よしよしと緋月はマキナの身体を抱き寄せる。

   　绯月说着「乖、乖」，把玛姬娜的身体抱过来。

   　マキナは緋月の胸に埋もれるように抱きついて泣いている。

   　玛姬娜把脸埋在绯月的胸口，抱着他哭泣。

   　見た目だけなら自分と同い年、なんなら一つ二つ下の年齢に見えるが、こんなんでもマキナは不死という存在な為にエルフなどよりもずっと長い時間を生きているらしい。

   　虽然玛姬娜的外表和绯月一样大，甚至比他小一两岁，但因为她是不死的存在，所以似乎比精灵族还要长寿。

   　元々資料の中でしか不死を知らない緋月からすればあまり実感はなかったが、こうしている所を見ると特にそう思う。

   　绯月原本只在资料中知道不死的存在，所以没什么实感，但看到她这样，就更这么认为了。

   　だが彼女を中心にして引き起こった二つの秋葉原を巡る事件の
     
      顚
     てん
     
      末
     まつと、それからの彼女らとの短い付き合いの中で、マキナとベルトールという二人が本当に不死という存在なのは理解していた。

   　不过在以她为中心引发的两起秋叶原事件的始末，以及之后和她们短暂的交往中，绯月理解到玛姬娜和贝尔多尔这两个人真的是不死的存在。

   「ていうか高橋の心配はしてないの？」

   「话说你就不担心高桥吗？」

   「え？　ベルトール様と一緒ならあの子なら何も問題はないでしょう……」

   「诶？和贝尔多尔大人在一起的话，那孩子应该不会有什么问题吧……」

   　急にマキナが顔を上げ、涙と鼻水を引っ込めて真顔で言った。

   　玛姬娜突然抬起头，收起眼泪和鼻涕，一脸认真地说道。

   「うわぁ急に
     
      素
     すに戻らないで」

   「呜哇，别突然变回原样啊」

   　緋月はベルトールやマキナ、そして不死についての話は聞いていた。そしてマキナは五百年もベルトールの復活を待ち続けていたらしい。

   　绯月听说过贝尔多尔和玛姬娜，以及不死的事情。玛姬娜似乎已经等了贝尔多尔五百年。

   （五百年も待ってたヒトがまた近くからいなくなったらこうもなる……のかな？）

   （等了五百年的人身边的人又不见了，所以才会这样……吗？）

   　緋月は人間の父とエルフの母から生まれたハーフエルフである。

   　绯月是人类父亲和精灵母亲生下的半精灵。

   　人間より長命であるが、エルフよりも短命。定命の域を出ず、そしてまだ年若い十代の彼女にとって、都市戦争や
     
      現想融合
     ファンタジオンですら昔の話なのに、五百年というのは話のスケールが違いすぎた。

   　虽然比人类长寿，但比精灵短命。对于还处于定命的领域，而且还是十几岁的她来说，连都市战争和现想融合都是过去的事情了，五百年这个时间尺度对她来说实在太大了。

   「ベルトールがあんたを置いてったのは、別に足手まといだからとか嫌がらせだとかってわけじゃないでしょ」

   「贝尔多尔把你留下，应该不是因为你碍手碍脚或者讨厌你吧」

   　緋月はマキナの背中を優しく
     
      摩
     さすりながら言う。

   　绯月温柔地抚摸着玛姬娜的后背说道。

   「多分ちょうど横浜市に潜入する
     
      目処
     めどが立って、時間もなくて、潜入するんだったらできるだけ少人数の方がいいって判断だろうし、ベルトールをサポートするならあの子が適任だと思うけど」

   「大概是因为刚好找到了潜入横滨市的头绪，没有时间了，而且潜入的话人越少越好，所以才判断让那孩子去辅助贝尔多尔比较合适吧」

   「うーぅぅ……わかっています……わかっていますよ緋月……高橋は私にはない才能を持っていますし、それがベルトール様の大きな助けとなる事も、ベルトール様が実に合理的な判断をなさっておられるのもじゅ────ぶん理解しています……が！　ですがね！　理屈では理解できていても私めちゃショックを受けているのです！　およよよよ……」

   「呜呜……我知道……我知道的绯月……高桥拥有我所没有的才能，而且那对贝尔多尔大人来说是很大的帮助，贝尔多尔大人做出了非常合理的判断，这些我都非————常理解……但是！但是啊！就算我理解这些，我还是受到了很大的打击！哦哟哟哟哟……」

   「あーよしよし、およよよよって泣くヒト初めて見た……」

   「啊——乖啦乖啦，我还是第一次见到有人哭的时候说哦哟哟哟哟……」

   　再び緋月の胸の中で泣くマキナの頭を
     
      撫
     なでながら、諭すように続ける。

   　绯月一边抚摸着再次在自己怀里哭泣的玛姬娜的头，一边继续劝解道。

   「そもそも、私のせいかもしれないのよ」

   「说到底，这说不定是我的错」

   　ひょこ、とマキナが見上げてくる。

   　玛姬娜抬起头看向绯月。

   「どういう事ですか？」

   「什么意思？」

   「ほら、私って別にあんた達の目的とは関係ないじゃない？　無関係な私があんた達とつるんでるのって、その方が私の目的に近づけると思うからそうしてるだけで、ベルトールが私を連れて行く理由はないでしょ？　それに仮に私がついていった所で完全に役に立たないから留守番しなきゃなんないし、その私の子守をするヒトも必要だし、えーと……だからマキナを連れて行かなかったのは、私のせいかもねって事」

   「你看，我跟你们的目的不是没有关系吗？我之所以和你们一起行动，只是因为觉得这样能更接近我的目的而已，贝尔多尔没有理由带我一起去吧？而且就算我跟去了也完全派不上用场，所以只能留下来看家，然后又需要有人来照顾我，所以……所以我觉得，贝尔多尔没有带你一起去，说不定是我的错」

   「それはないです」

   「没有这回事」

   　きっぱり、マキナは断言した。

   　玛姬娜断言道。

   「ベルトール様が同行させなかった事に関して、緋月に一切の
     
      瑕
     か
     
      疵
     しはありません」

   「关于贝尔多尔大人没有让你同行这件事，绯月没有任何过错」

   「でもそんなの──」

   「但是这种事——」

   「断言できます」

   「我能断言」

   　それに、とマキナは続ける。

   　玛姬娜继续说道。

   「緋月は無関係なんかじゃありません。貴方は私達の仲間なんですから、貴方の目的に私達が協力するのは当然です。そしてそれに対して緋月が何か負い目を感じたりする必要もありません。私達が協力したくてしているのですから」

   「而且，绯月并不是没有关系。你是我们的同伴，我们协助你实现你的目的也是理所当然的。而且绯月也不需要对此感到内疚，因为我们是自愿协助你的」

   「……」

   「……」

   　
     
      真
     まっ
     
      直
     すぐな瞳。

   　直率的眼神。

   　真っ直ぐな言葉。

   　直率的话语。

   　緋月は声が出なかった。言葉を、
     
      想
     おもいを、真っ直ぐに伝えられる事に慣れていない彼女は、つい視線を
     
      逸
     そらしてしまう。

   　绯月说不出话来。不习惯直率地表达自己的想法的她，不由得移开了视线。

   　いつもそうだ、自分の気持ちに素直になれず、自分にも
     
      噓
     うそをついてしまう。

   　总是这样，无法坦率面对自己的心情，甚至对自己说谎。

   　だから、これは今の緋月の精一杯だ。

   　所以，这是绯月现在最大的努力了。

   「ありがと……」

   「谢谢……」

   　その言葉に、満足したようにマキナは笑顔を作る。

   　听到绯月的道谢，玛姬娜露出满足的笑容。

   「マキナが無関係じゃないって言ってくれるなら……やっぱり私も役に立ちたいよ」

   「既然你说我并不是没有关系……那我也想帮上忙」

   　自分は弱いと、緋月は強く痛感していた。

   　绯月强烈地感受到自己的弱小。

   　だからこそ──

   　正因如此——

   「強くなりたい。足手まといにならないくらい、一人でも……戦えるくらい」

   「我想变强。至少不要成为绊脚石，至少能一个人……战斗」

   「それじゃ、いつものやります？」

   「那要来一次平时的训练吗？」

   「ん……よろしくお願いします」

   「嗯……拜托了」

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   　黒いラインが
     
      格
     こう
     
      子
     し状に走った真っ白い空間の中で、緋月とマキナは相対していた。

   　在黑色线条呈格子状分布的纯白空间中，绯月和玛姬娜相对而立。

   　緋月の腕には一本の剣、対するマキナは徒手空拳だ。服装はそれまでと同じである。

   　绯月手上拿着一把剑，而玛姬娜则是赤手空拳。服装和之前一样。

   　緋月の剣がマキナを両断せんと振り下ろされる。

   　绯月的剑为了将玛姬娜一刀两断而挥下。

   　だがマキナには届かない。絶対に斬ったと確信できたのに、緋月の剣は空を切る。

   　但没有击中玛姬娜。明明确信绝对能斩到，绯月的剑却挥空了。

   「くっ……！」

   「咕……！」

   　低い姿勢から喉を目掛けて突く。

   　绯月压低姿势，瞄准玛姬娜的喉咙刺出。

   　だがこれも紙一重で避けられる。

   　但这一击也被她以毫厘之差避开。

   　
     
      出
     で
     
      鱈
     たら
     
      目
     めに振り回しても絶対に当たらないというのは
     
      流石
     さすがにわかっていた。だから他の全ての行動を、たった一振りを当てる
     
      為
     ための布石とする。

   　绯月已经明白，就算胡乱挥剑也绝对打不中。所以其他所有行动，都是为了这一击而做的铺垫。

   　左足を踏み込むと同時、フェイントを掛けて右から首を──

   　在踏出左脚的同时，绯月做出假动作，从右边瞄准玛姬娜的脖子——

   「あ」

   「啊」

   　マキナに手首を
     
      摑
     つかまれ、腕を
     
      捻
     ひねられて剣を落とす。

   　手腕被玛姬娜抓住，剑被她一扭，绯月的剑脱手而出。

   　そのまま足を払われ、緋月は空中で一回転をし、背中から地面に
     
      叩
     たたきつけられる。

   　接着绯月的腿被扫中，身体在空中转了一圈，背部着地。

   「けほっ」

   「咳咳」

   　反射的に
     
      咳
     せき込み、目を
     
      瞑
     つぶってしまう。

   　绯月反射性地咳嗽，闭上了眼睛。

   　目を開くと、眼前には緋月の落とした剣をいつの間にか拾って構えるマキナの姿、そして
     
      刃
     やいばの切っ先。

   　睁开眼后，眼前是不知何时捡起绯月的剑，摆好架势的玛姬娜，以及剑尖。

   （今なら──）

   （现在的话——）

   　切っ先を見つめる緋月の
     
      眼
     めには、敗北の色はない。

   　绯月注视着剑尖，眼中没有败北的神色。

   　だが、そのまま顔面を貫かれた。

   　然而，他的脸就这样被剑尖贯穿了。

   『訓練プログラム終了』

   『训练程序结束』

   　人造精霊の無機質な音声ガイドと共に、緋月は強制
     
      浮上
     ログアウトさせられた。

   　随着人造精灵无机质的语音引导，绯月被强制浮起。

   「だ───！　やっぱり全然勝てな──────い！」

   「啊——！果然完全赢不了——！」

   　先程と同じホテル、同じ部屋、同じベッドの上で寝転がりながら、腕を天井に向けて
     
      雄
     お
     
      叫
     たけびを上げる。

   　绯月躺在和刚才同一间旅馆，同一间房间，同一张床上，手臂朝天花板大叫。

   　緋月は、時折暇を見つけてマキナに戦いの訓練を付けて
     
      貰
     もらっていた。

   　绯月偶尔会找时间请玛姬娜陪他进行战斗训练。

   　己の目的の為に必要なのは、何よりも戦う力だと思ったからだ。

   　因为他认为为了达成自己的目的，最需要的就是战斗能力。

   　以前高橋にエーテルネットワーク上の仮想空間を利用した戦闘訓練用のプログラムを──合法な手段か非合法な手段かは聞かなかったが──見繕って貰っており、今もそれを使って訓練をしていたのだ。

   　以前高桥曾帮他找来利用以太网络上的虚拟空间进行战斗训练的程序——虽然不知道是合法还是非法的手段——现在他也用那个程序进行训练。

   「それはもう、十代の小娘にやられるわけにはいきませんから」

   「毕竟我可不能输给十几岁的小姑娘啊」

   「はー……道は遠いわ。でもまぁ、場所取らずに訓練できるってすごいわよね」

   「唉……路还很长啊。不过，能不占地方地进行训练，真的很厉害呢」

   「高橋様様ですね。多分これ軍用のシミュレーターですよ」

   「高桥大人万万岁。这大概是军用的模拟程序吧」

   「使って大丈夫なやつなのかしらこれ……」

   「这东西真的能随便用吗……」

   「高橋が大丈夫と言っていましたから大丈夫でしょう。便利ですよねー場所を取らずに仮想空間で戦闘訓練できるなんて、兵の練度を上げるのにうってつけです。でもこれは精巧なシミュレータの訓練であって実戦ではない、その点は覚えておいてください」

   「高桥说没问题，那应该就没问题吧。很方便呢，不用占地方就能在虚拟空间进行战斗训练，非常适合用来提高士兵的熟练度。不过这只是精巧的模拟训练，并非实战，这点请记住」

   「実戦、ね」

   「实战啊」

   　言いながら、
     
      緋
     ひ
     
      月
     づきはうなじに埋め込まれた自分のファミリアを指で撫でる。

   　绯月边说边用手指抚摸着埋在自己后颈的法米利亚。

   　つい先日まで、とある事情で保有魔力量が少なく、ファミリアの最低限の機能しか使えなかった彼女にとって、こういった魔力を食う訓練プログラムなどを気兼ねなく使えるようになった事というのは、ストレスからの解放であると共に大きな喜びでもあった。

   　直到前几天，她都因为某种原因导致保有魔力量很少，只能使用法米利亚最低限度的功能。对她来说，能够毫无顾虑地使用这种消耗魔力的训练程序，除了能从压力中解放出来，更是莫大的喜悦。

   　隣で寝転がっているマキナの方へ顔を向けると、彼女の顔が正面にあった。

   　绯月把脸转向躺在旁边的玛姬娜，她的脸就在眼前。

   （なによこの超
     
      可
     か
     
      愛
     わいい顔面は）

   （这超可爱的脸是怎么回事啊）

   　緋月も自分の容姿の良さには多少なりとも自覚的な方だが、それでもマキナの顔は近くで見ると、まさに息を
     
      吞
     のむような美しさに圧倒されてしまう。

   　绯月对自己的容貌还算有自信，但近距离看到玛姬娜的脸，还是被她那令人屏息的美貌所震撼。

   　マキナが身を起こし、ベッドに腰掛ける。

   　玛姬娜起身坐在床上。

   「でも最初よりは随分良くなってきましたよ」

   「不过比一开始要好很多了」

   「そう!?」

   「真的吗！？」

   　緋月は寝転がったまま、目を大きく開いてマキナを見た。

   　绯月躺在床上，睁大眼睛看向玛姬娜。

   「結構強くなった!?」

   「我变强很多了吗！？」

   「いや全然」

   「不，完全没变」

   「全然かー……」

   「完全没变吗……」

   「いやほんとに……同年代の同性ならともかく、そこらの
     
      喧
     けん
     
      嘩
     か自慢のチンピラにも勝てないでしょうね……」

   「真的……同龄的同性就算了，你大概连那些爱打架的小混混都打不过……」

   「そこまで……？」

   「这么惨……？」

   「でも嘆く事ではありませんよ。それは当たり前の事なんですから。一朝一夕で強くなるヒトは……いない事もないですが、そんなのは極々僅かです。私も初めは緋月と似たようなものでしたから」

   「不过这没什么好叹气的，这是理所当然的。一朝一夕就能变强的人……虽然不是没有，但那种人极其稀少。我一开始也和绯月差不多」

   「へぇ、マキナって生まれた時から強いのかと思ってた」

   「哦，我还以为玛姬娜从出生起就很厉害了」

   「まさか、竜だって赤子の時は
     
      庇
     ひ
     
      護
     ごされる弱い生き物なのですから、私などは言うに及ばずです。それに、私はド辺境のド田舎のド村娘でしたからね」

   「怎么可能，龙在幼年时也是需要庇护的弱小生物，我更不用说了。而且，我原本是边境的乡下小村的村姑」

   「ド村娘……」

   「村姑……」

   「戦いなんて不死になるまでした事ありませんでしたよ」

   「在成为不死者之前，我根本没经历过战斗」

   　訓練を重ね、それまでわからなかったマキナの強さの輪郭がわかってきた。

   　经过反复训练，绯月终于开始了解玛姬娜的实力。

   　だがそれはようやくマキナという山の麓に
     
      辿
     たどり着いて、その高さを実感しただけで、頂は全くもって見えてこない。

   　但那只是终于抵达了玛姬娜这座高山的山脚，感受到其高度而已，山顶还远在天边。

   「まぁ、今の私じゃ到底本業には
     
      敵
     かないっこないってのがわかったわ……」

   「不过，我现在知道，自己根本比不上玛姬娜的本职了……」

   「己の力量を知るというのはとても大切な事ではありますからね。でも毎回やってますけど、剣で戦う訓練なんてあまり意味があるとは思えませんけどね……魔法の制御訓練と銃の射撃訓練の方が効率いいと思いますけど」

   「了解自己的力量是很重要的。不过，虽然我们每次都会进行剑术训练，但我觉得没什么意义……我觉得控制魔法和枪支射击训练的效率要好得多」

   「銃はともかく魔法の方はぼちぼちやってるわよ……剣の修行は……そうね、格好いいからよ。後は私の中の強さの象徴、って感じだから、かな」

   「枪支暂且不论，魔法我也有在练习……至于剑术修行……对了，是因为很帅。还有就是，剑在我心中是强大的象征，吧」

   　噓は言っていない。

   　我没有说谎。

   　マキナが緋月の顔の両横に手を置いて、覆いかぶさった。彼女の長い髪が掛かり、薄紅色の瞳に見据えられる。

   　玛姬娜把手放在绯月的脸旁，身体压了上去。她的长发垂落下来，绯月被那双淡红色的眼睛盯着。

   「緋月、
     
      貴方
     あなた何か隠してますね？」

   「绯月，你有事瞒着我吧？」

   「えぇ？」

   「哎？」

   「稽古の最中、敗北の直前になって力を知らしめられても諦観がない。私と緋月の実力差を感じても
     
      敵
     てき
     
      愾
     がい
     
      心
     しんが消えていない。そういう者は往々にして奥の手を持つ者の所作です。奥の手がある、という事を隠せていない事含めて半人前ですが」

   「在训练中，即使在即将败北之前被我展示出实力差距，你也没有放弃。即使感受到我和你之间的实力差距，敌意也没有消失。这种人往往都藏着杀手锏。不过，你没有隐藏自己藏着杀手锏这件事，说明你还是个半吊子」

   「んー、やっぱすごいわね……そういうのもわかっちゃうんだ」

   「嗯，你果然很厉害……连这种事都能看出来」

   「年の功、ってやつですね。
     
      伊達
     だてに不死やってませんから」

   「这就是所谓的经验吧。我可不是白白活了这么久的」

   「あのー、さ」

   「那个」

   「なんですか？」

   「怎么了？」

   「私に奥の手とか必殺技みたいな秘密があったとして、みんなに教えたほうがいい？」

   「如果我有杀手锏或者必杀技之类的秘密，我应该告诉大家吗？」

   「え？　いいんじゃないですか？　別に教えなくても」

   「哎？我觉得没必要吧？」

   　ぱっとマキナが緋月から離れる。

   　玛姬娜突然从绯月身边离开。

   「そ、そう？」

   「是、是吗？」

   「だって私も緋月に秘密なんて全部教えていないでしょう？」

   「因为我也没有把所有秘密都告诉绯月啊？」

   「それは……そうだけどさ……」

   「这……是没错啦……」

   「私達は仲間ですから、互いに戦力を把握しておくのも大事です。が、その全てを把握しておく必要はありません。そういうのは必要だと思った時でいいんですよ」

   「我们是同伴，掌握彼此的战力是很重要的。但是，没有必要掌握全部。等到觉得有必要时再告诉对方就行了。」

   　マキナの諭すような声音は、とても優しい。

   　玛姬娜的语气十分温柔，像是在开导绯月。

   「魔法を使った戦闘において一番大事なのは魔力よりも情報です。相手の能力を把握していれば作戦も立てやすいですから。仮に緋月の奥の手を私が知って、魔法で私が記憶を読み取られればそれは緋月にとって致命的です。だから知らなくてもいいんですよ」

   「在使用魔法的战斗中，最重要的是情报，而不是魔力。只要掌握对手的能力，就容易拟定作战计划。假如我知道绯月的杀手锏，而我的记忆又被你用魔法读取，对你来说就是致命伤。所以，你不用告诉我也没关系。」

   「そんな時が来ない方がいいとは思うけどね……ね、マキナって師匠とかいるの？　やっぱベルトール？」

   「我是希望这种时候永远不要来啦……对了，玛姬娜有师父吗？果然是贝尔多尔？」

   「師匠、ですか？　いえ、ベルトール様からはあまりご指南を受けた事はないですね。
     
      強
     しいて言うならば……シルヴァルド
     
      卿
     きょうです」

   「师父吗？不，贝尔多尔大人没有教过我什么。真要说的话……是希瓦尔德卿。」

   「六魔侯の一人で、今回の目的よね？　マキナの師匠って事は強いんだ？」

   「他是六魔侯之一，也是我们这次的目的吧？既然是玛姬娜的师父，那他很强咯？」

   「ええ。白兵戦だけで言えばベルトール様やゼノール卿をも
     
      凌
     しのぎ六魔侯最強です。規格外すぎて習うというよりは私が一方的に負けて覚えたって感じですけど」

   「是啊。单论近身战的话，他甚至凌驾于贝尔多尔大人和泽诺尔卿之上，是六魔侯最强的。不过他太超乎常人了，与其说是我向他学习，不如说是单方面被他打败，然后记住了他的招式。」

   「ベルトールより強いの!?」

   「比贝尔多尔还强！？」

   「特定の条件下ではそうですね。そもそも六魔侯は不死の中からそれぞれ何かしらベルトール様を上回る才覚を
     
      見
     み
     
      出
     いだされた者が選出され、作られたんですよ」

   「在特定条件下是这样没错。说到底，六魔侯就是从不死者中选出各自拥有某种超越贝尔多尔大人的才能的人，然后创造出来的。」

   「へー、じゃあマキナもなんか
     
      凄
     すごい才能があるんだ。何なの？」

   「嘿，那玛姬娜也有什么厉害的才能咯？是什么？」

   「それは──秘密です」

   「那是——秘密。」

   　マキナは唇に人差し指を当てて、ウィンクをした。

   　玛姬娜把食指放在嘴唇上，眨了眨眼。

   「やり返したわね……」

   「被反将一军了……」

   「うふふ、奥の手ですから。昔はブイブイ言わせてベルトール様に褒められたもんなんですよ。はぁ……ベルトール様、今頃何をしておられるのでしょうか……ついでに
     
      高
     たか
     
      橋
     はしも」

   「呵呵，这是我的杀手锏。以前我用这招让贝尔多尔大人夸奖过我呢。唉……贝尔多尔大人现在在做什么呢……还有高桥也是。」

   　緋月はまたマキナのメンタルが不安定になってきた信号をキャッチした。

   　绯月又接收到玛姬娜的精神状态变得不安定的信号。

   「でもまぁ、何やってんのかしらね……あいつらは。高橋とか大丈夫かしら」

   「不过，他们在做什么呢……高桥没问题吧？」

   「あの子なら大丈夫でしょう、ベルトール様も一緒ですし」

   「那孩子没问题的，贝尔多尔大人也在。」

   　自分より高橋との付き合いが長いマキナが言うのなら大丈夫だろう、そう思い、緋月は立ち上がる。

   　既然比自己和高桥认识得更久的玛姬娜这么说，应该没问题吧。绯月这么想着，站了起来。

   「んじゃ、私そろそろ部屋戻るわ。あんたも休みなさいよー」

   「那我差不多该回房间了。你也去休息吧——」

   「はい、おやすみなさい緋月」

   「好的，晚安，绯月。」

   　部屋を出た緋月は、小腹が空いたのでエントランスに併設されている二十四時間営業の売店へと向かう。

   　绯月走出房间，因为肚子有点饿，便走向与入口大厅合并的二十四小时营业的商店。

   　そう広くないエントランスにいるのは、ホテルの受付用マギノロイドが一体と、一組の男女だけで、男女はエントランスに備え付けられたソファーに向かい合って座り、何やら話をしている。

   　在不算宽敞的大厅里，只有一台酒店的接待用魔导人偶，以及一对男女。他们正坐在大厅的沙发上，面对面交谈着。

   「ＦＥＭＵってまた随分大きいとこの依頼だね……」

   「FEMU的委托规模还真大啊……」

   「私には前職で築いた人脈がありますから」

   「因为我有在上一份工作里建立的人脉嘛。」

   「物騒なとこに人脈があるなぁ……それで、どうするんだい？　ミッションの内容としてはかなり厳しそうだけど、当てはあるの？」

   「你的人脉还真是在危险的地方啊……所以，你打算怎么办？任务内容看起来相当困难，你有头绪吗？」

   「それを考えるのが
     
      貴方
     あなたの仕事です」

   「思考这个问题就是你的工作。」

   「僕が!?」

   「我吗！？」

   「私が仕事を取り、アサインされた貴方が実行する。シンプルでしょう？　リソースは常にショートしている状態で、その他の業務は全て私が執り行っているのですから、それくらいはしていただかないと」

   「我负责接任务，你负责执行。很简单吧？因为资源总是处于短缺状态，其他业务也全都是我在处理，所以这点事你得自己想办法。」

   「この社長の下で働くの辞めようかなあ！」

   「我是不是该辞掉这个社长底下的工作啊！」

   「大体、貴方がマネタイズしない人助けなんてやるからショートが解消されないんです」

   「说到底，都是因为你老是做些不赚钱的助人行为，才会导致短缺状态无法解除。」

   「それは悪いとは思ってるけどさぁ……」

   「这我也觉得不太好啊……」

   　どうやら仕事の話のようだ。

   　看来他们是在谈工作的事。

   　無関係な緋月は、売店へと足を運ぶ。

   　绯月与他们无关，径自走向商店。

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   　──時は戻り横浜市下層。

   　——时间回到横滨市下层。

   　ベルトール、高橋が共にゴアール市にある横浜市の港で捕まり、即日裁判を受けた数日後、
     
      青
     あお
     
      葉
     ば１００Ｆと出会った時に、だ。

   　贝尔多尔和高桥一起在戈尔市的横滨市港口被捕，当天就接受了审判。

   


   　
     
      ○
     マル
     
      四
     ヨン
     
      五
     ゴ号監房に収容された青葉１００Ｆが
     
      呆
     あっ
     
      気
     けに取られている間に、
     
      ○
     マル
     
      四
     ヨン
     
      五
     ゴ班の面々による自己紹介が終わっていた。

   　在被关进○四五号牢房的青叶100F目瞪口呆的时候，○四五组的成员们已经完成了自我介绍。

   　まずはこの目の前にいるベルトールという男。

   　首先是在我面前的这个叫贝尔多尔的男人。

   　背が高い。

   　他很高。

   　青葉１００Ｆよりも頭二つ分くらい高い。

   　比青叶100F高了两个头。

   　ここまで高いと、男子身長規定に違反しているだろう。

   　这么高的话，应该违反了男生身高规定吧。

   （多分、男性の方……ですよね……？）

   （他应该是……男性吧……？）

   　多分、というのは男の黒い髪が非常に長い事に起因する。明らかに男子頭髪規定違反であり、男子どころか女子の頭髪規定よりも長い。

   　之所以说“应该”，是因为他那头黑色的长发。明显违反了男生头发规定，别说男生了，甚至比女生的头发规定还要长。

   　おまけに顔立ちが恐ろしく整っているものだから、男性なのか一瞬迷ってしまった。

   　再加上他的五官非常端正，一瞬间让我怀疑他是不是男性。

   　そして話す言葉が独特で
     
      訛
     なまりがある。

   　而且他说话的腔调也很独特。

   「ちょっとベルちゃんがデカいからビビちゃってるじゃん」

   「贝尔你个头太大了，吓到人家了啦」

   　ベルトールの隣で彼の脇腹を
     
      突
     つつくのは、高橋と名乗った少女であった。

   　在贝尔多尔旁边戳他侧腹的是那个叫高桥的少女。

   　ベルトールにしろ、高橋にしろ、そんな識別呼称は聞いたことがなかった。

   　不管是贝尔多尔还是高桥，我都没听过这种称呼。

   「何を言う。余の威光に言葉を失っただけだ」

   「说什么呢。他只是被朕的威严吓到说不出话了」

   「今回ばかりはそれはないと思うけど……ていうかここ来た時から思ってたんだけどベルちゃん日本語
     
      喋
     しゃべれたんだね」

   「我觉得这次应该不是……话说我刚来的时候就在想，贝尔你会说日语啊」

   「ふっ、余を誰と心得る。余が本気になればちょちょいのちょいというやつだ」

   「哼，你以为朕是谁。只要朕认真起来，这根本不算什么」

   「ま、それが
     
      仮令
     たとえ日本語オンリーのゲームをプレイする
     
      為
     ためであってもすごい事には変わりないか……そのおかげでベルちゃんが会話通じて助かるけどさ、ここの人ら
     
      共通語
     エルフご喋れないし」

   「不过，就算是为了玩日语版的游戏，也还是很厉害……多亏了你，我们才能和小贝尔交流，毕竟这里的人不会说共通语言」

   「ゴホッゴホッ」

   「咳咳」

   　部屋の隅、二段ベッドの下段で深く
     
      咳
     せきをするのが聞こえた。

   　房间的角落里，双层床的下铺传来了剧烈的咳嗽声。

   　ベッドで
     
      蹲
     うずくまっているのは男性の老人──
     
      泉
     いずみ０１２Ｍである。

   　蹲在床上的是一个男性老人——泉012M。

   　喋るのも
     
      辛
     つらいようで、彼の紹介はベルトールがしていた。

   　他似乎连说话都很困难，贝尔多尔替他做了介绍。

   　高橋は泉０１２Ｍに近寄り、背中を
     
      摩
     さすってやっている。

   　高桥走到泉012M身边，帮他揉了揉后背。

   「へいへい泉のじーちゃん、大丈夫？」

   「喂喂，泉爷爷，你没事吧？」

   「ああ、大丈夫ですよ、えほっ、げほっ。ごめんなさいね、高橋も、ベルトールも……」

   「啊，我没事，咳咳，咳咳。对不起，高桥，贝尔多尔……」

   「気にするねいおじじ、いいって事よ」

   「别在意，爷爷，没事的」

   　すみませんねぇ、と返しながらまた泉０１２Ｍは咳をした。

   　「对不起」泉012M一边道歉一边咳嗽。

   　この三人に青葉１００Ｆを含めた四人が、
     
      ○
     マル
     
      四
     ヨン
     
      五
     ゴ監房の囚人、
     
      ○
     マル
     
      四
     ヨン
     
      五
     ゴ班である。

   　包括青叶100F在内的这四个人，就是○四五监房的囚犯，○四五组。

   （な、なんなんでしょう……この方々は……）

   （这，这些人……是怎么回事……）

   　泉０１２Ｍはいい。

   　泉012M还好。

   　老化でほとんど奉仕活動もできないのだろう、再奉仕区画行きが近いであろう事を除けばごく普通──下層送りになっているが──の市民だ。

   　他因为衰老几乎无法进行劳动服务，除了很快就要被送去再服务区域这一点以外，他就是个普通的市民——虽然被送到了下层。

   　ベルトールと高橋は、明らかに異質な存在である。

   　贝尔多尔和高桥明显是异类。

   　さて、と高橋は青葉１００Ｆに顔を向ける。

   　高桥转头看向青叶100F。

   「いやーよかったよ、女の子が入ってきてくれて。男所帯に女一人だとやっぱ気ぃ使うからさー。男女で房が分けられてないのおかしくない？　トイレもこの部屋に一つだけで仕切りもないしで最悪な場所だけどよろしくね」

   「哎呀，太好了，有女孩子加入。一个女孩子待在全是男人的地方，果然还是会不自在吧。男女没有分开一间房，不觉得很奇怪吗？厕所也是，这间房里只有一间，而且没有隔间，真是糟糕透顶。不过还是请多指教啦。」

   「よ、よろしくお願いします……」

   「请、请多多指教……」

   　高橋が青葉１００Ｆに向ける笑顔が
     
      眩
     まぶしくて、青葉１００Ｆはつい目を細めてしまった。

   　高桥对青叶100F露出的灿烂笑容，让青叶100F不由得眯起了眼睛。

   　高橋は女子頭髪規定内の長さの髪だが。前髪が一房赤くなっている。

   　高桥的头发长度在女生规定之内，不过前发有一撮染成了红色。

   　髪の毛が赤くなっているのは頭髪規定に違反しているのではないかと青葉１００Ｆは思ったが、頭髪規定にあるのは長さのみだった事を思い出していた。

   　青叶100F觉得头发染成红色是不是违反了头发规定，不过她想起头发规定里只有规定头发长度。

   「えーと、お嬢ちゃんは、お名前なんてんだい？」

   「呃，小姑娘，你叫什么名字？」

   「え……!?　なまえ……あっ、識別呼称ですか？　青葉１００Ｆ……です」

   「咦……！？名字……啊，识别代号吗？我是青叶100F……」

   「青葉……ひとまるまるえふ……」

   「青叶……100F……」

   　うーん、と
     
      唸
     うなりながら高橋は腕を組み、首を
     
      傾
     かしげる。

   　高桥一边沉吟一边抱起胳膊，歪了歪头。

   「やっぱここのヒトらって変な名前ばっかだな……じゃあ青葉って呼ぶね。
     
      可
     か
     
      愛
     わいいから」

   「这里的人果然都取些奇怪的名字……那我就叫你青叶吧，因为很可爱。」

   「え？」

   「咦？」

   　青葉１００Ｆ──青葉は高橋の言葉に驚いて目を見開いた。

   　青叶100F——青叶听到高桥的话，惊讶地瞪大了眼睛。

   「で、でも青葉だけですと他の青葉個体と混同してしまうのでは……」

   「可、可是只叫青叶的话，会和其他青叶个体搞混……」

   　横浜市民の名前──識別呼称は十八種の個体名と、三桁の数字、そして二種のアルファベットで構成されている。

   　横滨市民的名字——识别代号由十八种个体名，三位数的数字，以及两种字母构成。

   　下層落ちが出たら適宜上層に同じ識別呼称の個体が補充される性質上、下層には同じ識別呼称の個体が複数体いる事になる。

   　由于下层出现落榜者时，上层会补充相同识别代号的个体，因此下层会有多个相同识别代号的个体。

   「いーの。あたしの中の青葉はあんただけって事で。オーケー？」

   「没关系，我心中的青叶只有你一个。OK？」

   「は、はぁ……」

   「啊，哦……」

   　明るい声と表情、そして人当たりの良さ。

   　开朗的声音和表情，以及和蔼可亲的态度。

   　上層の人達も『良い人』ばかりであった。

   　上层的人们也都是“好人”。

   　だが、それらとは性質が違うように青葉は感じた。

   　但是，青叶感觉她和那些人有着本质上的不同。

   「
     
      其方
     そなたのベッドはそこの一段目だ」

   「你的床是那张第一层的床」

   　ベルトールが手前のベッドを指差す。

   　贝尔多尔指着面前的床。

   「高橋の下だな。シーツの畳み方は高橋に教わっておけ、チェックされるからな」

   「在高桥的下面。床单的叠法让高桥教你吧，因为会被检查的」

   「は、はひいぃ」

   「好、好的」

   「しっかしベルちゃんが規則を守ってシーツをちゃんと畳むとはねえ……」

   「不过，真没想到贝尔酱会遵守规则，好好叠床单啊……」

   「フッ、余は秩序を何よりも尊ぶ。囚人であるならば囚人のルールに従う。そしてルールの穴を見つけてズルをした時の快感は何ものにも代えがたいからな」

   「哼，余最尊重秩序。身为囚犯就要遵守囚犯的规则。然后找到规则的漏洞，耍小聪明时的快感是无可替代的」

   「それゲームの話じゃなくて……？」

   「那不是在说游戏吗……？」

   　シーツを畳む為に向かった青葉のベッドの上には、一冊の本が置かれていた。

   　青叶走向床准备叠床单，发现床上放着一本书。

   　目を通さなくても暗唱できる。

   　不用看也能背诵。

   　父祖の教えを
     
      結
     けつ
     
      集
     じゅうした本。

   　汇集了父祖教诲的书。

   （教典だ）

   （是教典）

   　その背表紙には聖句の一節、救いの言葉が刻まれている。

   　封皮上刻着圣句的一节，救赎的话语。

   


   　──世界が平和でありますように。

   　——愿世界和平。

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   「起床時間は五時だ。六時までに教会に着いていなければならないから
     
      朝
     あさ
     
      餉
     げは早めにな。遅れると飯抜きになるから注意せよ」

   「起床时间是五点。六点前必须到教会，所以早餐要早点吃。迟到的话就没饭吃了，注意点」

   


   　ベルトールがスティック状の固形食料を頰張りながら、そう青葉に言った。

   　贝尔多尔一边嚼着棒状的固体食物，一边对青叶说道。

   「は、はひぃ！」

   「好、好的！」

   　上層での目覚めは鐘の音だったが、監獄内ではけたたましいベルの音によって
     
      叩
     たたき起こされ、青葉も慌てながら同じものを口に入れる。

   　在上层时，起床是听钟声，而在监狱里，是被刺耳的铃声吵醒的。青叶慌忙把同样的食物塞进嘴里。

   　上層では出た事がない
     
      食事
     サバだ。

   　这是在上层没吃过的食物。

   　毎日班が持ち回りで当番となり、各監房に支給するらしい。法務官に対して圧倒的に囚人が多い故に、そういった雑務も刑務の一環に含まれる。

   　每天由各组轮流负责，给各监房配给食物。由于囚犯的人数远超法官，因此这些杂务也包含在刑罚之中。

   　
     
      食事
     サバは日に三度あり、朝は監房、昼は奉仕作業現場、夕は監獄内の大食堂で取る。

   　一天三餐，早上在监房，中午在劳动现场，晚上在监狱内的大食堂吃。

   　朝の
     
      食事
     サバは毎朝この固形食料とコップ一杯の
     
      水
     アカらしい。

   　早饭每天都是这种固体食物和一杯水。

   　
     
      高
     たか
     
      橋
     はし
     
      曰
     いわく。

   　高桥说。

   「こんなもんばっか食ってたら超絶美少女が健康的に瘦せ過ぎて無に
     
      還
     かえっちまうよぉ。ていうか最初にサバって聞いた時は
     
      鯖
     さばが出てくるのかと思ったけど、サンマーメンに
     
      秋刀魚
     さんまが載っていないのと似たようなものなのかな……」

   「老吃这种东西的话，超绝美少女会健康地瘦到归于虚无的。话说，一开始听到沙巴的时候还以为是沙巴鱼，结果和沙巴面里没有秋刀鱼一样，都是假的啊……」

   　との事だったが、青葉には言っている意味がよくわからなかった。

   　虽然高桥这么说，但青叶听不太懂。

   　固形食料はほんのり甘みがあり、味は悪くないが、口の中の水分を全部持っていかれるのではないかというくらいにパサパサしていて喉越しが悪い。

   　固体食物有点甜，味道不坏，但干巴巴的，感觉会把嘴里的水分全部吸走，咽下去的时候很不舒服。

   「ぐぉっほげぇっほ！」

   「咕嚯咳咳！」

   「じいちゃん！　むせるから一気に食っちゃ駄目だって！」

   「爷爷！不要一口气吃下去，会呛到的！」

   「ああ……ごめんなさいねえ……」

   「啊啊……对不起……」

   「もー、すぐ謝るんだから」

   「真是的，动不动就道歉」

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   「六時からはお祈りの時間だ。何に対する祈りなのかは疑問だがな」

   「六点开始是祈祷时间。虽然我很怀疑到底要向什么祈祷」

   


   　心底どうでもよさそうに、ベルトールはそう言った。

   　贝尔多尔打心底觉得无所谓似的说道。

   　南部監獄の
     
      敷
     しき
     
      地
     ち内、
     
      錆
     さびて機能停止したいくつもの機械鳥居をくぐった先にある下層の小教会は、上層のものより作りはだいぶ粗末である。

   　穿过南部监狱的领地内生锈而停止运转的几座机械鸟居，来到下层的小教堂，比上层的要简陋许多。

   　泉０１２Ｍはお祈りには参加しないらしかった。老化によって彼は既に歩行も困難なのだ。当然この後にある奉仕作業にも参加できない。

   　泉012M似乎不参加祈祷。由于老化，他已经连走路都有困难了。当然，之后的劳动服务也无法参加。

   　小教会までの道のりの途中、高橋が青葉の獄衣の裾を引っ張った。

   　在前往小教堂的路上，高桥拉了拉青叶的狱服下摆。

   「ねえ青葉青葉」

   「青叶青叶」

   「は、はい？」

   「怎、怎么了？」

   「ここきてからずっと気になってたんだけどあれ何？」

   「来这里之后我一直很在意那个，那是什么？」

   　高橋の指差す先には、巨大な建物が
     
      聳
     そびえ立っている。

   　高桥指着的方向，耸立着一座巨大的建筑物。

   　広大な円形プレートの上層をたった一本で支える二九六メートルの
     
      塔
     ビルにして、ランドマークだ。

   　那是仅凭一根柱子支撑着上层广大圆形板块的二九六米高塔，也是地标。

   　上層の面積は下層よりも狭いものの、曇天の僅かな光すらも上層のプレートが遮る為に昼であっても夜のような暗さである。

   　上层的面积比下层要小，但连阴天的微光都被上层的板块遮挡，所以即使是白天，上层也像夜晚一样昏暗。

   「ああ、あれはアトラスですね」

   「啊，那个是亚特拉斯」

   「〝
     
      蒼穹を支
     アト
     
      える巨神
     ラス〟……ってアースの神話に出てくる神様だよね……教会といい、色んな要素が雑にミックスされてるな……あれ一本で上層を支えられるわけないから、魔法で接続してるのかな……？　自重で折れそうだし、でもあれだけの質量を支えるってどんだけでかい魔法なんだろう……」

   「“支撑苍穹的巨神”……是亚斯神话里出现的神明吧……教会也是，各种要素都混杂在一起了……只靠那一根柱子不可能支撑住上层，是用魔法连接的吗……？感觉它会被自己的重量压断，不过要支撑那么大的质量，到底需要多大的魔法啊……」

   　小さく、早口で高橋が言葉を
     
      呟
     つぶやいている。

   　高桥小声地快速嘟囔着。

   「んで、何なの？　あのアトラスってのは」

   「所以，那个亚特拉斯是什么？」

   「父祖の神体が秘蔵されているとされる聖域です。内部も周囲も、誰も立ち入りを許されない神聖な場所なんですよ。あのアトラスの下に再奉仕区画があるらしいです」

   「是秘藏了父祖神体的圣域。无论是内部还是周围，都是不允许任何人进入的神圣场所。那个亚特拉斯的下方似乎有再服役区域」

   「たまに聞くけど再奉仕区画って何？」

   「我偶尔会听到再服役区域这个词，那是什么？」

   「私も詳しくは……下層よりも下に存在して、病気や
     
      怪
     け
     
      我
     が等で都市に対して奉仕できなくなった者が再び都市に奉仕できるようにする施設だと聞きます。身も心も、血の一滴までキミョウするのが市民の義務ですから……」

   「我也不太清楚……听说是比下层还要低的地方，是为了让因生病或受伤等原因无法为都市服役的人再次为都市服役的设施。因为身心都要为都市奉献到最后一滴血，是市民的义务……」

   「ふーん。父祖ってのも意外とくだらねえなぁ」

   「哼——父祖什么的，意外地无聊啊」

   　高橋の言葉に、
     
      青
     あお
     
      葉
     ばは耳を疑った。

   　高桥的话让青叶怀疑起自己的耳朵。

   　そんな事を堂々と言う人など、今まで誰もいなかったからだ。

   　因为至今为止，从未有人堂堂正正地说出这种话。

   　そして周囲を慌てて確認する。

   　然后她慌张地确认周围。

   　神であらせられる父祖に対する不敬な発言。

   　这是对身为神明的父祖的不敬发言。

   　こんな話を法務官にでも聞かれてしまったら、青葉が収監された時に見たように、
     
      折
     せっ
     
      檻
     かんを食らう恐れがあったからだ。

   　要是被法务官听到这种话，青叶就会像之前被关进监狱时一样，有遭受责罚的危险。

   　幸い聞かれた様子はなかったので、小さな声で青葉は高橋に問う。

   　幸好似乎没有人听到，青叶小声地询问高桥。

   「……く、くだらない、ですか？」

   「……无、无聊吗？」

   「ああごめん、青葉にとってはこういうのは当たり前なんだっけ」

   「啊，抱歉，对青叶来说，这种事是理所当然的吧。」

   　心臓が早鐘を打つ。

   　心脏跳得飞快。

   「でもやっぱり、そういう背景があったとしてもあたしはくだらないって言うね。それが青葉の、この都市のヒト達の全てを否定する事になっても、あたしは言うよ。だってあたしはそういうのが大っきらいだから。気を悪くしたらごめんね」

   「不过就算有这种背景，我还是觉得很无聊。就算这等于是否定青叶和这座都市所有人的全部，我还是会这么说。因为我最讨厌这种事了。如果让你不高兴，我向你道歉。」

   「い、いいえ」

   「不、不会。」

   　いいえ、という言葉を出すのは、青葉にとって勇気のいる行為であった。

   　对青叶来说，说出「不会」这个字眼需要很大的勇气。

   　自分の人生の否定を肯定する
     
      為
     ための否定であるからだ。

   　因为这是为了肯定自己否定的人生的否定。

   「で、でもあまりこういうのは私以外には言わないほうがいい、と思います……」

   「但、但是我觉得，这种话还是不要对我以外的人说比较好……」

   「青葉にはいいんだ？」

   「对青叶就可以吗？」

   「あっ、は、はい。わたっ私も、疑問……に、思っていました、から……」

   「啊，是、是的。因、因为我……也觉得……很奇怪……」

   　初めての告白だった。

   　这是她第一次告白。

   　何か言ってはいけない気分になると同時に、すっきりした気分だった。

   　在觉得不能说的同时，又觉得痛快。

   　どうせ囚人なのだから、今更不敬な事を言ったところで大して変わらないのではないかという意識の変化だ。

   　反正都是囚犯，事到如今就算说些不敬的话也不会有什么改变，青叶的意识发生了这样的变化。

   　見れば、少し先を歩くベルトールが他の班の者と何やら話している。

   　往前一看，走在前面的贝尔多尔正在和其他小组的人说话。

   「一日ぶりだな。どうだった、懲罰房は」

   「一天没见了。惩罚房怎么样？」

   「ベルトール。いや散々でしたよ……狭いし臭いし食べ物も支給されませんし、連帯責任であんな所に入れられるのはもう懲り懲りですね」

   「贝尔多尔。哎呀，真是糟透了……又窄又臭，食物也不给，我再也不想因为连带责任被关进那种地方了」

   「大変だったな」

   「真是辛苦你了」

   「いえ、ベルトールが証言してくれたから私はまだあの程度で済みました。当人達はもっと
     
      酷
     ひどい
     
      有
     あり
     
      様
     さまでしたよ」

   「不，因为贝尔多尔为我作证，我只受到了那种程度的惩罚。当事人他们就更惨了」

   「いくらか聞きたい事があるのだが、いいか？」

   「我有些事想问你，可以吗？」

   「ええ、なんなりと」

   「嗯，请问」

   　何を話しているのでしょうか、と思いながら青葉は小教会へと入る。

   　他们在说什么呢？青叶一边想着一边走进小教堂。

   　小教会の中は粗末な事以外は上層のものとそう変わらず、長椅子、講壇、暗闇を裂く光線、そして重低音の聖歌。

   　小教堂里除了简陋以外，和上层的没什么区别，长椅，讲坛，撕裂黑暗的光线，以及重低音的圣歌。

   　人口の比率が下層に偏って多い為か、上層の小教会よりは多少広いものの、ほぼすし詰め状態である。

   　可能是因为人口比例偏向于下层，虽然比上层的小教堂要宽敞一些，但几乎也是挤满了人。

   　高橋曰く。

   　高桥说。

   「教会というより場末のクラブとかライブ会場っぽいよね」

   「与其说是教堂，不如说更像是郊区的俱乐部或者演唱会会场」

   　との事だが、やはり何を言っているのか青葉にはよくわからなかった。

   　虽然他这么说，但青叶还是不太明白他在说什么。

   　お祈りの内容も上層と変わりない。

   　祈祷的内容也和上层没什么区别。

   　重低音の中で、教典の内容を詠唱する。

   　在重低音中，咏唱着教典的内容。

   　ただ違うのは、上層のお祈りは常に緊張感のようなものが漂っていたが、下層のお祈りはかなり緩い空気である。

   　只是不同的是，上层的祈祷总是弥漫着紧张感，而下层的祈祷则相当轻松。

   　その中でも特に、ベルトールと高橋は特に緩い。緩いというより
     
      最
     も
     
      早
     はや不敬である。

   　其中贝尔多尔和高桥尤为轻松。与其说是轻松，不如说是不敬。

   　聖句の詠唱中は起立するのが原則である。

   　原则上来说，咏唱圣句的时候应该起立。

   　だというのにベルトールはやたら長い足を組んでふんぞり返り、長椅子のアームレストに肘を突いて手の甲に顎を載せて退屈そうに眺めているし、高橋に至っては前の椅子の縁におでこを付けて爆音の中で居眠りをしている。

   　然而贝尔多尔却翘着二郎腿，手肘撑在长椅的扶手上，下巴靠在手背上，一脸无聊地望着前方。而高桥则把额头靠在前面的椅子上，在震耳欲聋的音乐中打起了瞌睡。

   「……!?」

   「……！？」

   　父祖の本尊に祈りを
     
      捧
     ささげている最中に座ったり、あまつさえ居眠りをしたりなどという暴挙を
     
      目
     まの当たりにして、青葉は衝撃を受けた。

   　在向父祖的本尊祈祷的时候，有人坐着，甚至有人打瞌睡，青叶目睹了这样的暴行，受到了冲击。

   　彼女の常識ではありえない事だったからだ。

   　因为这在她的常识中是不可能发生的事。

   　この場に法務官はいない。

   　这里没有法务官。

   　法務官も大前提として、教会の中ではお祈りを皆ちゃんとやるのが当然だと思っているので、見張りは全員外におり、
     
      咎
     とがめる者は誰もいない。

   　法务官也认为，在教会中，大家理所当然地会祈祷，所以所有人都在外面，没有人会责备他们。

   　周囲の人々は無関心──というよりは、見て見ぬ振りをしていた。ベルトールらのこの行動を咎めればそれはそれで自分もお祈りに集中していない事になるし、何より面倒事に巻き込まれるのを避けているようであった。

   　周围的人们漠不关心——不如说是装作没看见。如果责备贝尔多尔他们的行为，就等于自己没有专心祈祷，而且还会被卷入麻烦事中。

   （だ、大丈夫なのでしょうか……）

   （这，这样没问题吗……）

   　罰当たりで、
     
      冒
     ぼう
     
      瀆
     とく的で、不敬な行為。

   　这是会遭天谴的，亵渎的，不敬的行为。

   　市民としては許してはならないはず。

   　作为市民，这是不可原谅的。

   　だが青葉は心配をすると同時に、彼らの奔放さにどこか解放感すら覚えていた。

   　但青叶在担心的同时，也从他们的奔放中感受到了某种解放感。

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   「奉仕作業は八時からだ。十一時半に昼休憩が入り、その後十六時で作業終了となる」

   「劳动服务从八点开始。十一点半午休，之后到十六点结束」

   


   　奉仕作業──つまり刑務作業の内容は班
     
      毎
     ごとに決められている。

   　劳动服务——也就是刑务劳动，其内容是按组别决定的。

   「
     
      〇
     マル
     
      四
     ヨン
     
      五
     ゴ班は廃棄場での作業である。危険が伴うので十分気をつけるように」

   「045组是在废弃场工作。因为有危险，所以请务必注意」

   「は、はいっ」

   「好，好的」

   　ベルトールの言葉に、青葉は大きく返事をする。

   　青叶大声回应贝尔多尔的话。

   　隣の高橋はまだ眠そうだった。

   　旁边的高桥还在睡觉。

   　作業内容は廃棄場に集められた上層や下層の廃棄物を処分するという単純なものだ。

   　工作内容是处理上层和下层收集到的废弃物，非常简单。

   　粗末な天井がついただけの風通しのいい廃棄場には他の班の姿も見える。

   　在只有简陋的天花板的通风良好的废弃场，可以看到其他组的人。

   「我々の作業は荷車に載せて運んできたゴミをここに入れる、以上だ」

   「我们的工作就是把运来的垃圾倒在这里，就这样」

   　ベルトールの指の先、彼の足元にあるのは
     
      乱
     らん
     
      杭
     ぐい
     
      歯
     ばの付いたローラーが回転し、入れた廃棄物を粉々にする粉砕機である。

   　贝尔多尔指着自己脚边，那里有一台粉碎机，上面的滚轮上装着锯齿，可以把倒进去的废弃物粉碎。

   「実に楽な作業だな」

   「真是轻松的工作啊」

   「あ、危なくないですか……？」

   「这，这样不会危险吗……？」

   　青葉は粉砕機を
     
      覗
     のぞき込み、息を
     
      吞
     のむ。

   　青叶看着粉碎机，倒吸了一口凉气。

   　回転する粉砕機はまるで口を開けた怪物だ。

   　旋转的粉碎机简直就像张开嘴的怪物。

   　万が一足を滑らせて落ちれば即死だろう。

   　万一不小心滑倒掉进去，肯定当场死亡。

   「当然危険だ。他の班の話によれば作業中に落ちる事故が後を絶たないらしい。全く、労災の事などまるで考えておらんな。投げ入れる作業は余がやるから、
     
      其方
     そなたらはゴミを運んできてくれ」

   「当然危险了。听其他组的人说，工作时掉进去的事故层出不穷。真是的，完全没考虑过工伤事故的问题。倒进去的工作就由我来做，你们负责把垃圾运过来」

   　青葉は
     
      高
     たか
     
      橋
     はしと共に作業に入る。

   　青叶和高桥开始工作。

   　一つの荷車を二人で動かし、受け渡し作業の班の者に廃棄物を荷車に載せてもらい、それをベルトールのいる粉砕機の所まで持っていくのである。

   　两人一起推着一辆手推车，让负责交接的组员把废弃物放到手推车上，然后推到贝尔多尔所在的粉碎机那里。

   　荷車を前方で高橋が引き、後方で青葉が押す形だ。

   　手推车由高桥在前面拉，青叶在后面推。

   「青葉が来てくれたおかげで運ぶ係が二人になって助かるよ〜」

   「多亏青叶来了，负责搬运的人变成两个了，真是帮大忙了」

   　んで、と高橋は続ける。

   　然后，高桥继续说道。

   「これはなんなの」

   「这是什么啊」

   　荷車に載せられた大量の廃棄物を顎で指した。

   　他用下巴指了指手推车上载着的大量废弃物。

   「えっと、マガル……ですね」

   「呃，是玛卡鲁……吧」

   「それは見りゃわかる！」

   「这我一看就知道了！」

   　台車に載せられているのはマガルの死骸。

   　手推车上载着的是玛卡鲁的尸体。

   　マガルはアルネスでは一般的な家畜だ。

   　玛卡鲁是阿尔内斯常见的家畜。

   　
     
      捻
     ねじれた角とゴワゴワとした毛皮が特徴的で、生態、利用共にアースの羊に酷似しており、過去には羊と訳されていた時期もあった。

   　它有着扭曲的角和粗糙的毛皮，生态和利用价值都与亚斯的羊非常相似，过去甚至被翻译成羊。

   　腐敗はまだ始まっていない、比較的新しいものである。

   　还没有开始腐败，算是比较新的。

   「これを投げ入れろって事!?　ていうかなんなのこれは！　本物？　昨日はこんなんなかったけど！　粗大ごみみたいなのだったけど！」

   「要我把这个扔进去吗！？话说这是什么啊！真的吗？昨天还没有这个啊！就像大型垃圾一样！」

   「
     
      聖
     せい
     
      餐
     さんのお供え物の余りだと思います」

   「我想是圣餐的供品剩下的」

   「聖餐？」

   「圣餐？」

   　
     
      訊
     たずねる高橋に、青葉は
     
      頷
     うなずきで返す。

   　青叶点头回答高桥的疑问。

   「父祖にお供えする
     
      食事
     サバの事です。聖別されたモノしか聖餐には使えませんから、こうやって残りは処分する……のだと思います。私も聖別された後の残ったマガルはどこに行くのかずっと疑問でした」

   「就是献给父祖的供品。只有经过圣别的东西才能用于圣餐，所以剩下的东西会像这样处理掉……我是这么想的。我也一直很疑惑，经过圣别后剩下的玛卡鲁会去哪里」

   「色々と
     
      勿
     もっ
     
      体
     たいなくない……？　これを食料に回せば多少はマシになるのでは……？　あの味のうっすいペースト飯よりマシになるのでは……？」

   「不觉得挺浪费的吗……？把这些当成食物的话，多少能改善一下吧……？总比那个味道淡的糊糊要好吧……？」

   「支配領域内にあるものは
     
      遍
     あまねく父祖の所有物ですから……聖別されたモノ以外であっても手を付けるのは、この都市では禁忌の一つとなります。父祖から
     
      下
     か
     
      賜
     しされたモノしか手を付けてはいけないのです」

   「支配领域内的东西都是父祖的所有物……除了经过圣别以外的东西，都不能碰，这是这个都市的禁忌之一。只能碰父祖赐予的东西」

   「ふざけてんなー。重いしよー、ベルちゃん交換してくんねーかなー。いや駄目だそもそもこれ入れるの超危ねえわ……」

   「开什么玩笑。好重啊，能不能换贝尔来推啊。不行，太危险了，万一掉进去就完了……」

   　ベルトールはというと、彼の近くで奉仕作業をしている別の班の男性に、粉砕機を指差しながら声を掛けている。

   　贝尔多尔则是在向他附近正在做着服务工作的其他组别的男性指着粉碎机问道。

   「
     
      金
     かな
     
      沢
     ざわ、少しいいか？」

   「金泽，能打扰一下吗？」

   「ベルトール。この前はありがとうございました。問題を未然に防げたのはベルトールのおかげです。他の連中も感謝していました」

   「贝尔多尔，之前真是多谢了。多亏了贝尔多尔，问题才能防患于未然。其他人都很感谢你」

   「良い良い、気にするな。それで少し話があるのだが、これはどこに
     
      繫
     つながっているのだ？」

   「没事没事，别在意。我有点事想问你，这个是通向哪里的？」

   「ああ、下水道に繫がっておりまして、そこから海に廃棄されるみたいです」

   「啊，是通向下水道的，好像会从那里被废弃到海里」

   「成程。ゴアールの海が汚かったのはこのせいか……」

   「原来如此。戈尔的海会那么脏就是因为这个啊……」

   「私めもメンテナンス担当ではないのであまり詳しくはないのですが」

   「我并不是负责维护的，所以也不是很清楚」

   「ふむ……メンテナンス担当はどこの班かわかるか？　詳しく話を聞きたいのだが」

   「唔……你知道负责维护的是哪一组吗？我想问得详细一点」

   「メンテナンス担当は
     
      ○
     マル
     
      ○
     マル
     
      三
     サン、
     
      ○
     マル
     
      二
     ニ
     
      八
     ハチ、
     
      一
     イチ
     
      ○
     マル
     
      七
     ナナ、
     
      一
     イチ
     
      七
     ナナ
     
      一
     イチ班が担当しています。私の方から班長に話を通しておきましょうか？」

   「负责维护的是○○三，○二八，一○七，一七一组。需要我帮你和班长说一声吗？」

   「助かる」

   「帮大忙了」

   　ベルトール達が話をしているのを見て、青葉は
     
      牽
     けん
     
      引
     いんする高橋に訊ねる。

   　看到贝尔多尔他们在说话，青叶向正在拖着粉碎机的高桥问道。

   「何の話をしているのでしょうか」

   「他们在说什么呢？」

   「ベルちゃんの事だからひゃっぱー悪巧み。
     
      流石
     さすがに制約多い場所だからか、珍しく草の根活動的なのもしてんだよね。ま、ベルちゃんに任せとけばなんとかなるっしょ」

   「既然是小贝尔，肯定是在打什么坏主意。毕竟这里限制很多，他难得在做这种草根活动。不过，交给小贝尔的话总会有办法的」

   　高橋は気楽そうに言って笑みを浮かべる。

   　高桥轻松地笑着说道。

   「本当はもっと班ごとの縄張り意識強かったし、あたしらの事も随分警戒されてたんだけどね、ベルちゃんがここに来て一日でそういうの取っ払っちゃった。まずは周囲の信頼を得るのが一番だーっつってたね」

   「其实一开始各组的领地意识都很强，对我们也很警戒，但小贝尔来了之后，才过了一天就消除了隔阂。他还说，首先要得到周围人的信任」

   「確かに、随分と親しげですよね」

   「确实，大家都很亲近他呢」

   「流石に他人をまとめあげるのが
     
      上手
     うまいんだよねー、ベルちゃん」

   「小贝尔真的很擅长统率他人呢」

   　やっとの思いで、荷車をベルトールの下まで運び込んだ。

   　我们终于把推车推到了贝尔多尔那里。

   「あー疲れた。ベルちゃーん、持ってきたよー」

   「啊，累死了。小贝尔，我推过来了」

   「うむ。ご苦労」

   「嗯，辛苦了」

   　そう言って、ベルトールは荷車に載せられた廃棄物を粉砕機に投げ入れると、肉が引き裂かれ、骨が砕かれ、
     
      血
     ち
     
      飛沫
     しぶきが舞い、粉砕機の口の中へと吞まれていく。

   　贝尔多尔说着，把推车上的废弃物扔进粉碎机。肉被撕裂，骨头被粉碎，血沫飞溅，被粉碎机的嘴吞了进去。

   　粉砕機に投げ入れられた廃棄物の末路を見て、
     
      青
     あお
     
      葉
     ばは失神した。

   　看到被扔进粉碎机的废弃物的下场，青叶昏了过去。

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   「十一時半だな。昼休憩だ、十二時からはまた作業再開だから、あまりゆっくりしている時間はないぞ」

   「十一点半了。午休时间，十二点之后又要开始工作了，所以没什么时间休息」

   


   　奉仕作業現場で食料配給担当の班から、昼の
     
      配給食
     サバを受け取る。

   　我们在劳动现场从负责配给食物的组那里拿到了午餐。

   　パウチに入った
     
      水
     アカとフードパックだ。

   　是密封包装的水和食物包。

   　フードパックの蓋を開くと、中身は
     
      極
     ごく
     
      彩
     さい
     
      色
     しきのペースト飯が仕切られて入っている。

   　打开食物包的盖子，里面是分隔开来的五颜六色的糊糊。

   　上層でもたまに出るＣ級
     
      食
     サバだ。

   　这是上层偶尔也会出现的C级食物。

   「あたしこれ嫌いなんだよね……」

   「我讨厌这个……」

   　高橋はしかめっ
     
      面
     つらになりながらフードパックの蓋の裏についているスプーンで、ピンク色のペーストを
     
      掬
     すくって口に運ぶ。

   　高桥皱着眉头，用附在包装袋盖子上的勺子舀起粉红色的糊糊送进嘴里。

   　しかめっ面を更にしかめながら、
     
      水
     アカで無理やり飲み込む。

   　然后皱着眉头，用水勉强咽了下去。

   「ピンクのはなんかケミカルな甘さでもっちゃりした舌触りだし、青いのは歯磨き粉みてえな味がするし、白いのは何も味がしないし、青葉も
     
      美味
     おいしくないよねえ？」

   「粉红色的糊糊有种化学甜味，口感黏糊糊的，蓝色的糊糊像牙膏一样，白色的糊糊一点味道都没有，青叶也觉得不好吃吧？」

   「え、えと……た、食べ慣れた味です。えへへ……」

   「呃，那个……我，我吃习惯了。嘿嘿……」

   　青葉がベルトールの方を見ると、ベルトールはもりもりとペースト飯を食べている。

   　青叶看向贝尔多尔，贝尔多尔正大口大口地吃着糊糊饭。

   「意外といけるぞ」

   「意外地好吃哦」

   「ベルちゃんは大体何でも美味しいって言うじゃん！」

   「贝尔你不管吃什么都会说好吃吧！」

   「そうは言っても余が一番苦労していた時期の食事事情と比べると、こっちで食べる飯は味が付いていて大体
     
      美味
     うまいから仕方あるまい」

   「话虽如此，和余最辛苦的时期吃的饭菜相比，这里的饭菜有味道，大多都很好吃，所以没办法」

   「美味いのハードルが低すぎるでしょー！」

   「好吃的标准太低了吧！」

   　でしょー、でしょ──、でしょ───、と広い廃棄場に高橋の声を反響させながら、高橋は
     
      錆
     さびた床に背中から寝転がった。

   　吧，吧——吧——，吧——，高桥的声音在宽敞的废弃场回响，高桥背靠着生锈的地板躺了下来。

   　二人の話している内容に
     
      興
     きょう
     
      味
     み
     
      津
     しん
     
      々
     しんで、青葉は黙って聞き入っている。

   　青叶对两人对话的内容很感兴趣，默默地听着。

   　高橋がうなじの辺りをさすりながら大きく
     
      溜
     ため
     
      息
     いきを
     
      吐
     つく。今まで青葉は気付かなかったが、彼女のうなじには何か金属のようなものが付いていた。

   　高桥一边挠着脖子一边大口叹气。青叶之前都没注意到，她的脖子上戴着某种金属制品。

   「ファミリアがないと頭がおかしくなって死んじまうよぉ……」

   「没有法米利亚的话，脑子会变得奇怪然后死掉的……」

   「ここに来る時に取り上げられてしまったからな」

   「因为来这里的路上被没收了啊」

   「あ、あの……ファミリア……って、なんですか？」

   「那，那个……法米利亚……是什么？」

   「あー、んーっとね」

   「啊，这个嘛」

   　高橋は頭を下げて自身のうなじを青葉に見せる。

   　高桥低下头，让青叶看到自己的脖子。

   　そこにはナーブコネクターに接続されたプロテクトカバーが覆っている。

   　那里覆盖着连接神经连接器的保护套。

   　本来プロテクトカバーの上から接続するファミリアは、横浜市に来る際に
     
      押
     おう
     
      収
     しゅうされていた。

   　本来应该在保护套上连接的法米利亚，在来横滨市的时候被没收了。

   「ここに付ける機械なんだけど、それが便利でさー。生活必需品、文明の利器よ」

   「就是装在这里的机器，很方便的。是生活必需品，文明的利器哦」

   「はぁ……」

   「哈……」

   　イマイチ要領を得ず、青葉は首を
     
      傾
     かしげる。

   　青叶还是不太明白，歪着头。

   「インストールしてた人造精霊は並列化した
     
      分霊
     コピーだし、そもそも外行きのもんだからそんな大事ってわけじゃないからいいんだけど……ほら、あたしって
     
      凝り性
     アーティストじゃん？　
     
      道具
     ガジェットには
     
      拘
     こだわりがあるわけよ」

   「安装的人造精灵是并列化的分灵，而且本来就是外出用的，所以也不是那么重要……不过，我不是那种会妥协的人嘛？对道具还是有讲究的」

   「わかったわかった。
     
      此
     こ
     
      度
     たびの報酬で好きなものを買ってやろうと思っていたが前と同じ物にしておこう」

   「知道了知道了。本来想用这次的报酬让你买喜欢的东西，就买和之前一样的吧」

   「え!?　まじ!?　じゃあ今度出る新型で！　新型で全く問題ない！」

   「哎！？真的！？那就买这次出的新型！新型完全没问题！」

   「フッ、現金なやつよ」

   「哼，真是个现实的家伙」

   「秋葉原の時は授業中だけ付けてなきゃよかったけどさー、今回はここにいる間ずっと付けてないといけないから離脱症状がやばい……」

   「在秋叶原的时候还好，只要在上课的时候不戴就好了，但这次在这里的期间一直不戴的话，戒断症状会很严重……」

   「スクリームよりファミリアを規制するべきではないか？　どちらにせよ魔法自体が使えないのだからエーテルネットにも接続できんぞ」

   「比起尖叫，不是应该先限制法米利亚吗？反正魔法本身也用不了，也就连接不上乙太网络了」

   「オフラインでもやれる事の数が段違いなんだよぉ……魔法でなんとかならないの？」

   「即使离线能做的事也比以前多太多了……不能用魔法解决吗？」

   「初日に言った通り、ここでは魔法が使えん。魔法的な干渉で使えないのではなく、魔法を使うための
     
      霊素
     エーテルそのものが極めて薄いからな」

   「就像第一天说的，这里不能使用魔法。不是因为魔法的干涉而不能使用，而是因为使用魔法的灵素本身极其稀薄」

   　魔法の概念を知らない青葉は知る
     
      由
     よしもない事であるが、この下層──上層もだが──には
     
      霊素
     エーテルが薄いというのをベルトールも高橋も、横浜市に連行された時から気付いていた。

   　不知道魔法概念的青叶无从得知，贝尔多尔和高桥在被带到横滨市的时候就察觉到了，这个下层——上层也是——灵素很稀薄。

   　魔法とは魔力を用いて大気中の
     
      霊素
     エーテルを操作、変質させて世の
     
      理
     ことわりを
     
      捻
     ねじ曲げ、事象を改変する術法の事。

   　所谓的魔法，就是使用魔力操作大气中的灵素，使其变质，扭曲世界之理，改变事象的术法。

   　魔力を生み出すのにも
     
      霊素
     エーテルが必要だし、魔力だけあってもそもそも操作、変質させる
     
      霊素
     エーテルがなければ意味がない。魔法という技術で一番重要な要素である。

   　产生魔力也需要灵素，而且就算有魔力，没有可以操作，变质的灵素也没有意义。这是魔法这项技术最重要的要素。

   　まほーってなんだろう、と首を傾げながら、青葉は二人の話の続きを聞いている。

   　魔法到底是什么啊，青叶歪着头，继续听两人说话。

   「使われている設備も魔動式ではなく全て電動式だ。不死性を発現できなくなる程ではないが、魔法の発動はどうやっても無理だ。ここでは、な」

   「使用的设备也不是魔动式，全都是电动式。虽然不至于无法发挥不死性，但无论如何都无法发动魔法。在这里，是这样」

   「大丈夫なのかなぁ」

   「没问题吗？」

   「案ずるな、策はある」

   「别担心，我有对策」

   「んじゃあこんなとこさっさと出てお
     
      家
     うちに帰ろうぜぇ。出席日数は代返プログラム走らせてるから大丈夫だけど、
     
      緋
     ひ
     
      月
     づきもシフトあんま空けるのもって感じだし」

   「那咱们赶紧离开这里回家吧。虽然我有在跑代点名程序，出席日数应该没问题，但绯月那边也不能一直空着」

   「慌てるな。何事にも手順というものがある。ダンジョンやボスに無策で挑むのは愚策、事前の準備は万端にしておくべきだ」

   「别急。凡事都有顺序。毫无准备就挑战迷宫和BOSS是下下策，应该做好万全的事前准备」

   「準備してもベルちゃん大体初見は負けるじゃん！」

   「就算做好准备，贝尔酱第一次挑战基本也都会输啊！」

   　ゆっくりと、
     
      長閑
     のどかに昼休憩は過ぎていく。

   　午休时间悠闲地过去了。

   　高橋とベルトールが話している内容はちっともわからなかったが、この二人の会話を聞いているだけで青葉はついつい口元が綻ぶのであった。

   　虽然完全听不懂高桥和贝尔多尔在说什么，但光是听着两人的对话，青叶的嘴角就不自觉地绽开了笑容。

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   「十六時になったので今日の奉仕作業は終了だ、作業が終わったら戻って十八時までに運動、シャワーを済ませる。夕飯は十九時、消灯は二十一時だ」

   「现在是下午四点，今天的劳动时间结束。劳动结束后回到房间，在晚上六点前完成运动和淋浴。晚餐时间是晚上七点，熄灯时间是晚上九点」

   


   　奉仕作業が終了し、シャワーを浴び、運動時間が過ぎるとすぐに夕食だ。

   　劳动结束后，淋浴，运动时间结束后，马上就是晚餐时间了。

   　夕食は監獄の中にあるいくつもの長テーブルと椅子の置かれた大食堂で配給される。

   　晚餐是在监狱里设有几张长桌和椅子的大食堂里发放的。

   　大食堂は
     
      高
     たか
     
      橋
     はし
     
      曰
     いわく。

   　高桥对大食堂的评价是。

   「広い学食みてえだよね」

   「就像宽敞的学生食堂一样」

   　との事だったが、やはり青葉にはよくわからなかった。

   　虽然他这么说，但青叶还是不太理解。

   　南部監獄の囚人のほぼ全員が集まるため、大食堂の混雑具合は
     
      凄
     すさまじく、夕飯を食べるだけでも青葉には一苦労だった。

   　由于南部监狱的囚犯几乎都会聚集在这里，大食堂里人山人海，青叶光是吃个晚饭就费了一番功夫。

   　青葉を挟んで左右に高橋とベルトールが座っている。

   　高桥和贝尔多尔分别坐在青叶的左右两边。

   「あ、あの……た、食べないんです、か？」

   「那，那个……你，你不吃吗？」

   　隣に座るベルトールに、恐る恐る青葉は声をかける。

   　青叶战战兢兢地向坐在旁边的贝尔多尔搭话。

   　夕食もＣ級
     
      食
     サバだったが、ベルトールは手を付けている様子がなかったからだ。

   　因为贝尔多尔虽然领到了晚餐，却一直没有动过。

   「ああ。奉仕作業に行けない
     
      泉
     いずみは、昼と夜の配給を受ける事ができないからな。だから余の夕食は泉に施してやっているのだ。
     
      彼奴
     あやつも余と同じ部屋の仲間だからな」

   「嗯。因为泉不能去劳动，所以没法领到早饭和晚饭。所以余的晚饭就施舍给泉了。毕竟他和余是同一个房间的伙伴」

   「泉のじいちゃんも腹減ってるだろうしねえ」

   「泉爷爷应该也饿了吧」

   「
     
      食事
     サバをあげてって、お、お
     
      腹
     なか、空かないのですか。ベルトールは」

   「把饭给他，贝，贝尔多尔，你不会饿吗？」

   「食事をすれば魔力で栄養を補う必要がなくなり魔力効率がよくなるという側面はあるが、余の食事という行為は栄養摂取ではなく道楽の面が強いからな」

   「虽然进食的话就不需要通过魔力来补充营养，魔力效率也会变好，但余进食并不是为了摄取营养，而是为了享受」

   　青葉には、やはりベルトールが言っている事がどういう事なのかわからなかった。

   　青叶还是不明白贝尔多尔在说什么。

   　夕飯を終え、監房へ。

   　吃完晚饭，回到监房。

   　消灯時間まで非常に暇だ。やる事もないので、青葉は教典を流し読みする。

   　在熄灯之前非常闲。因为没什么事可做，青叶就翻起了教典。

   　目を閉じても
     
      諳
     そらんじられる聖句は、青葉の心を上滑りする言葉の羅列に成り下がった。

   　闭上眼睛就能背诵的圣句，对青叶来说已经变成了毫无意义的罗列。

   　自分のベッドの上段には高橋がおり、隣のベッドの下段には配給食を食べ終わった泉０１２Ｍは既に眠っており、上段ではベルトールが狭そうに長い足を組んで寝っ転がって教典を読んでいる。

   　高桥睡在上铺，隔壁床下铺吃完配给食物的泉012M已经睡着了，贝尔多尔则在上铺盘着长腿，读着教典。

   　青葉が入獄した当初はベルトールのベッドは高橋の下だったのだが、高橋が駄々をこねて青葉を高橋の下のベッドにしたのである。

   　青叶刚入狱的时候，贝尔多尔的床铺在高桥的下铺，但高桥闹了脾气，把青叶换到了高桥的下铺。

   「青葉よ」

   「青叶啊」

   　教典から目を離して、ベルトールが青葉に
     
      喋
     しゃべりかけてきた。

   　贝尔多尔把视线从教典上移开，向青叶搭话。

   「ひゃ、ひゃいっ」

   「是，是的」

   　唐突だったので、青葉は声が裏返る。

   　因为太过突然，青叶的声音都变调了。

   「一つ
     
      訊
     たずねたいのだが、シルヴァルドや
     
      黒
     こく
     
      竜
     りゅう
     
      侯
     こうといった言葉に聞き覚えはあるか？」

   「余想问你一件事，你有听过希瓦尔德和黑龙侯这些词吗？」

   「シル……ヴァルド……？」

   「希瓦……尔德……？」

   　シルヴァルド、青葉は知らない単語だ。

   　希瓦尔德，青叶没听过这个词。

   　聞き覚えのない、記憶にない言葉。

   　没有印象，没有记忆。

   「下……」

   「下面……」

   　そのはずなのに、
     
      何故
     なぜか聞き覚えがある音だった。

   　明明是这样，不知为何却觉得听过。

   　
     
      身体
     からだの奥の、もっともっと奥の方で、誰かが、何かが叫んでいる。

   　身体深处，更深处的某个地方，有人在，有什么在叫喊着。

   　下に行けと。

   　叫喊着，去下面。

   　上層にいた頃にも感じていた衝動。下、というのは下層ではなく、ここよりももっと下であると、無意識に感じ取っていた。

   　在上层的时候也感受过的冲动。下面，指的不是下层，而是比这里更下面的地方，青叶无意识地感受到了。

   　そしてその衝動は、下層に落ちてきてから一層強くなっていた。

   　而那股冲动，在掉到下层之后变得更强了。

   「青葉？」

   「青叶？」

   「あっ」

   「啊」

   　ベルトールの言葉で、
     
      青
     あお
     
      葉
     ばは我に返った。

   　贝尔多尔的话让青叶回过神来。

   「ご、ごめんなさい……知らない……と思います……」

   「对，对不起……我想……应该没听过……」

   「そうか。知らないのならばよい」

   「是吗，没听过就好」

   「は、はい……」

   「是，是的……」

   「青葉〜、あたしともお話しようよ〜」

   「青叶，也和我说说话嘛」

   「ひゃあっ」

   「呀」

   　二段ベッドの上段からひょっこりと、高橋が逆さまに顔を
     
      覗
     のぞかせる。

   　高桥从上铺倒着探出头来。

   　突然声をかけられて、驚いて青葉の身体がベッドの上で小さく跳ねた。

   　突然被搭话，青叶吓得在床上跳了起来。

   「あ、ど、どうも……」

   「啊，你，你好……」

   　今日一日でわかった事だが、青葉から見て高橋は囚人であっても少なくとも悪人ではないという事だった。

   　今天一天下来，青叶了解到高桥虽然是囚犯，但至少不是坏人。

   　罪を犯しているのは悪人である事と同じであるが、青葉はそうは思えなかった。

   　虽然犯罪和坏人划等号，但青叶并不这么认为。

   「何かね、同じ部屋の仲だぞ〜？　仲良くしようぜぇ」

   「我们可是同房的伙伴哦，好好相处嘛」

   「あの……」

   「那个……」

   「ん？」

   「嗯？」

   「な、なんてお呼びすればよろしいでしょうか……」

   「我，我该怎么称呼你呢……」

   「高橋でいいよ。みんなそう呼んでるし」

   「叫我高桥就行了，大家都这么叫」

   「……タカハシ」

   「……高桥」

   　タカハシ、タカハシ、と確かめるように青葉はその名を口にする。

   　高桥，高桥，青叶反复念叨着这个名字。

   「き、聞いたことのないお名前……です、ね」

   「没，没听过……这个名字呢」

   「ま、ここじゃいないだろうね。なんか似たような名前のヒトばっかだし」

   「也是，这里应该没有吧，毕竟都是些名字相似的人」

   「ふ、不思議な感じです、ね。あの……もしかしてですけど、タ、タカハシは〝外〟から来たのですか？」

   「感，感觉好不可思议。那个……高桥，你难道是从“外面”来的吗？」

   「うん。わかる？」

   「嗯，看得出来？」

   　よっ、と言いながら高橋は上段ベッドから身を乗り出し、
     
      縁
     へりを支点に空中でくるりと回って青葉のベッドの縁に尻から着地する。

   　高桥一边说着“嘿咻”，一边从上铺探出身子，以床沿为支点在空中转了一圈，屁股着地坐在了青叶的床边。

   「わかるかそりゃ」

   「那当然看得出来」

   「はい。その……感じが違いますから」

   「是的。那个……因为感觉不一样」

   「そりゃそうよね。ここのヒトらみんな馬鹿丁寧だし、あたしとかベルちゃんみたいなのは珍しいでしょーよ」

   「那当然了。这里的人一个个都彬彬有礼的，像我和小贝尔这样的人很少见吧」

   「ベルトールは最初に見た時は女性かと思いました……頭髪規定であれだけ長い男性はおられませんから……」

   「第一次见到贝尔多尔的时候，我还以为他是女性……因为规定头发要剪短，没有男性会留那么长的头发……」

   「あーここ来た時は全部刈られて
     
      丸
     まる
     
      坊
     ぼう
     
      主
     ずにされてたよ髪の毛。すぐ戻るから諦めてそのままになったけど」

   「啊，刚来这里的时候，我的头发全都被剃光了，剃成了光头。不过很快就长回来了，所以我就没管了」

   「まあっ、お外の人は髪の毛を切ってもすぐに生えてしまうんですか？　タ、タカハシもそうなのですか？」

   「哎，外面的人头发剪掉之后很快就会长回来吗？高，高桥也是这样吗？」

   「んにゃ。あたしはふつー。ベルちゃんは不死だからね」

   「不是，我就是普通人。小贝尔是不死之身」

   「フシ？」

   「不死？」

   「死なないヒトの事さ」

   「就是不会死的人」

   「……そんな人が本当におられるのですか？」

   「……真的有这样的人吗？」

   「いるんだよねぇあたしの友達にもう一人いるよ」

   「有啊，我朋友里还有另一个」

   「そうなのですか!?」

   「真的吗！？」

   「そういや青葉と感じがなんとなく似てるなぁ」

   「说起来，感觉你和小贝尔有点像啊」

   「あの、タカハシはどうして外から来たのですか？」

   「那个，高桥为什么会从外面来这里呢？」

   「あたし……というかベルちゃんの方がここに用事があって──あれ、こういうのって言わないほうがいいのかな……ま、いっか、ベルちゃんから言うなって言われてないし。言っちゃ駄目なら言っちゃ駄目って言うだろうし」

   「我……应该说贝尔是来这里办事的——咦，这种事是不是不要说比较好……算了，没差，贝尔也没叫我不要说。如果不能说，她应该会直接告诉我」

   　
     
      饒
     じょう
     
      舌
     ぜつに話す高橋に、青葉は
     
      釘
     くぎ
     
      付
     づけになっていた。

   　青叶目不转睛地看着滔滔不绝的高桥。

   　高橋との会話は青葉にとって未知の刺激であり、己の内に
     
      燻
     くすぶる欲求がどんどんと強くなっていくのを感じていた。

   　与高桥的对话对青叶来说是未知的刺激，她感觉到自己心中压抑的欲望越来越强烈。

   「あの、タカハシ。お願いがあるのですが……」

   「那个，高桥。我有个请求……」

   「なあに」

   「什么请求？」

   「えっと……そ、その……」

   「呃……那、那个……」

   　そのお願いをするのを、青葉は
     
      躊躇
     ためらった。

   　青叶犹豫着要不要提出那个请求。

   「何よ、何でも言ってよ。もう友達じゃん、あたしら」

   「什么啊，尽管说吧。我们已经是朋友了嘛」

   　その言葉に促され、意を決して青葉は訊ねる。

   　在高桥的催促下，青叶下定决心问道。

   「お外の事、教えてくださいませんか……？」

   「可以告诉我外面的事情吗……？」

   　外の事について
     
      訊
     きくのは、禁忌なのではないかという不安と躊躇いがあった。教典には外の人々は楽園に入れなかった罪人とあるからだ。

   　她一直很犹豫，很担心询问外面的事情是不是禁忌。因为教典上说外面的人是无法进入乐园的罪人。

   　横浜市からも、外の世界は観測できる。

   　从横滨市也能观测到外面的世界。

   　
     
      歪
     ゆがんだ景色の向こうにある〝外〟の街の光を見る事ができる。

   　可以看到扭曲景色的另一侧，「外面」城市的灯光。

   　だがそれは、やはり本物の光ではない。

   　但那果然不是真正的光芒。

   　きっとこの人達は、自分にとっての本物の光なのだ。

   　这些人对自己来说，一定是真正的光芒。

   「私も……」

   「我也……」

   　言葉にするか
     
      否
     いなか
     
      逡
     しゅん
     
      巡
     じゅんする青葉の事を、高橋はじっと見守っている。

   　高桥一直注视着犹豫着要不要说出来的青叶。

   「私も外の世界に行きたいです」

   「我也想去外面的世界」

   　高橋は目をぱちくりさせ、そして笑みの表情を作った。

   　高桥眨了眨眼，然后露出了笑容。

   「へっへっへ。いいね、一緒に外に出ていっぱい遊ぼうよ。そんじゃあまずは外の事を色々聞かせようか、ベッドの上でな。女子トークでな」

   「嘿嘿嘿。好啊，我们一起出去玩个痛快吧。那我就先告诉你外面的事情吧，就在这床上，来一场女生之间的谈话」

   　消灯までの短い時間。

   　在熄灯前的短暂时间里。

   　青葉は高橋に色々な事を聞いた。

   　青叶从高桥那里听到了很多事。

   　彼女の話。

   　她的恋爱故事。

   　ベルトールや、友達の話。

   　贝尔多尔和朋友的故事。

   　横浜市の外の話。

   　横滨市外面的故事。

   　ペースト飯よりも
     
      美味
     おいしい食べ物の話。

   　比糊糊饭更好吃的食物的故事。

   　それらの話を聞いている時の青葉は、上層で享受していた義務的な幸福などよりも何倍も何倍も多幸感があった。恐らく、彼女がそれまで生きてきて一番幸せな時間だったのかもしれない。

   　听着这些故事的青叶，比在上层享受的义务性的幸福还要幸福好几倍。恐怕，这是她有生以来最幸福的时光。

   　この時が永遠に続けばいいのにと、彼女は願わずにはいられなかった。

   　她不禁祈祷，如果这样的时光能永远持续下去就好了。

   　二人の話を聞いていた泉０１２Ｍが、軽く
     
      咳
     せきをしながらくつくつと笑った。

   　听着两人对话的泉012M轻轻地咳嗽着，然后笑了起来。

   「ど、どうしましたか？」

   「怎，怎么了？」

   「いえ、すみません。二人のお話が楽しくてつい」

   「没什么，不好意思。你们的故事太有趣了，我忍不住」

   「じーちゃんも女子トーク入る？」

   「爷爷也加入女生的谈话吧？」

   　
     
      高
     たか
     
      橋
     はしの誘いに、泉０１２Ｍは首を振る。

   　泉012M拒绝了高桥的邀请。

   「いえ、私はお二人のお話を聞いているだけで十分ですよ。以前は私も、外に対する憧れがありました。それ故、下層に落とされてしまったのですが……それでもやはり、私の憧れは間違いではなかった、外の話を聞けただけでも、そう思います」

   「不用了，我只要听你们的故事就足够了。以前我也对外面的世界充满向往，所以才被送到了下层……即便如此，我的向往并没有错，光是能听到外面的故事，我就觉得满足了」

   　老人は、小さく
     
      微
     ほほ
     
      笑
     えむ。

   　老人微微一笑。

   「青葉１００Ｆ」

   「青叶100F」

   　泉０１２Ｍは青葉の方を見てこう言った。

   　泉012M看着青叶说道。

   　己の意志を託すように。

   　仿佛在将自身的意志托付给她。

   「君は、私の代わりに外に出てください」

   「请你代替我出去吧」

   　その翌日。

   　第二天。

   　
     
      ○
     マル
     
      四
     ヨン
     
      五
     ゴ班の面々、青葉、高橋、ベルトールが奉仕作業から戻ると、監房に泉０１２Ｍの姿はなかった。

   　○四五班的成员，青叶，高桥，贝尔多尔从劳动中回来后，发现监房里已经没有了泉012M的身影。

   　再奉仕区画送りになったのだ。

   　他被送去了再劳动区。

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   　
     
      ○
     マル
     
      四
     ヨン
     
      五
     ゴ監房の面々は、表には出さなかったが同じ監房内の仲間である泉０１２Ｍが急にいなくなった事に少なからず思う所があるようだった。

   　○四五监房的成员们虽然没有表现出来，但对同监房的伙伴泉012M突然消失一事还是多少有些想法。

   　夕食が終わった後。下段のベッドで肩を寄せ合いながら、高橋が青葉に向かってぽつりと言葉を
     
      零
     こぼした。

   　晚饭结束后，高桥和青叶肩并肩坐在下铺，高桥对青叶轻声说道。

   「ねえ青葉」

   「青叶」

   「は、はい」

   「嗯，我在」

   「再奉仕区画ってどんな所？」

   「再劳动区是个什么样的地方？」

   「わ、私もよく知らないんです……父祖に奉仕できなくなった者が最後に送られて、再び奉仕を行う場所、としか聞かされていなくて……」

   「我，我也不太清楚……我只听说那是无法侍奉父祖的人最后被送去的地方，也是再次进行劳动的地方……」

   「そっか……じゃあ泉のおじじも再奉仕区画って所で元気にやってるかもしれないんだ」

   「这样啊……那泉爷爷说不定也在再劳动区里过得很好呢」

   「ええ、きっと……きっとそうですよ」

   「嗯，一定……一定是这样的」

   　ほどなくして、老人の咳が聞こえない静かな監房の扉を、乱暴に
     
      叩
     たたく音が響いた。

   　没过多久，安静的监房里突然响起粗暴的敲门声，老人的咳嗽声已经听不见了。

   　次いで、法務官の大きな声。

   　紧接着，是法官洪亮的声音。

   「後ろに下がりなさい、囚人！　新たに一名、
     
      ○
     マル
     
      四
     ヨン
     
      五
     ゴ監房に収監されます！」

   「囚犯，往后退！○四五监房将收监一名新囚犯！」

   　高橋と青葉は顔を見合わせる。

   　高桥和青叶面面相觑。

   「どんなヒトだろーねぇ……」

   「会是什么样的人呢……」

   「こ、怖い人じゃなければいいのですが……」

   「只，只要不是可怕的人就好……」

   「
     
      狼狽
     うろたえるな、今更どのような者が入ってきても驚くような事は何もない。だろう？　
     
      何故
     なぜなら余以上のイレギュラーは存在しないのだ。ただ泰然と構えていればよい」

   「别慌张，事到如今不管来的是什么人，都不会再有比余更不合常理的了。对吧？所以你们只要泰然处之即可」

   　言いながら、ベルトールはベッドから下りて腕を組んで仁王立ちをし、新たな囚人を迎え入れる体勢となる。

   　贝尔多尔边说边从床上下来，双手抱胸，威风凛凛地站着，摆出迎接新囚犯的架势。

   「入りなさい、ライアル」

   「进来吧，莱尔」

   「そんな押さなくてもちゃんと入るって……」

   「别推我啊，我自己会进去的……」

   　法務官に促され、新たな囚人が
     
      ○
     マル
     
      四
     ヨン
     
      五
     ゴ監房に入ってきた。

   　在法官的催促下，新囚犯走进了○四五监房。

   　性別は、男。

   　性别，男性。

   　種族は、人間。

   　种族，人类。

   　年の頃は、二十に届くか届かないかといった
     
      若
     わこ
     
      人
     うど。

   　年龄，二十岁左右的年轻人。

   　髪の色は、金。

   　发色，金色。

   　その金の髪の男は、監房の
     
      面
     メン
     
      子
     ツを見て目を見開き驚きの声を上げた。

   　这名金发男子看到监房里的成员后，瞪大了眼睛惊叫起来。

   


   「えええええええええええええええええええっ!?」

   「哎哎哎哎哎哎哎哎哎哎哎哎哎哎哎哎哎！？」

   「なああああああああああああああああああっ!?」

   「啥啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！？」

   


   　それに呼応するように、ベルトールも金の髪をした男の顔を見て、同じようなリアクションを取りながら、互いの名を呼ぶ。

   　贝尔多尔也看向金发男子，做出同样的反应，同时叫出对方的名字。

   「ベルトール!?」

   「贝尔多尔！？」

   「グラム……!!」

   「古兰……！！」

   　最後に、同時に叫ぶ。

   　最后，两人同时叫道。

   「なんで君がここに!?」

   「你为什么会在这里！？」

   「何故貴様がここに!!」

   「你为什么会在这里！！」

   　獄衣に身を包み、監房に入ってきたのは、かつて五百年前に魔王ベルトールを打倒し、女神メルディアから不老の
     
      祝福
     のろいを授かった勇者。

   　穿着囚服走进监房的，是五百年前打倒魔王贝尔多尔，被女神梅尔迪亚授予不老祝福的勇者。

   　グラムであった。

   　古兰。
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    幕間

    幕间

   

   


   


   　殴る。

   　殴打。

   　素手で、金属の棒で、縮こまって無抵抗な人間の男を大勢で囲んで殴る。

   　用拳头、用金属棒，一群人围着一个缩成一团毫无抵抗的男人殴打。

   　肉を打ち、骨を砕く感触は不快ではあったが、
     
      止
     やめるわけにはいかない。

   　殴打肉身、粉碎骨头的触感虽然令人不快，但不能就此停手。

   　罰だから。

   　因为这是惩罚。

   　
     
      折
     せっ
     
      檻
     かんだから。

   　因为这是体罚。

   　皆の大事な食糧を盗んだのだから、相応の罰だ。

   　因为他偷了大家重要的粮食，所以必须接受相对的惩罚。

   　だから指導者である自分が一番殴らなければならないのだ。

   　所以身为领导者的自己必须率先动手。

   「あれ？」

   「咦？」

   　気付いた時には、男は動かなくなっていた。

   　回过神来，男人已经不动了。

   　冷たくなっていた。

   　身体变得冰冷。

   「あ」

   「啊。」

   　折檻は絶対に必要だ、罪に対する罰はいる。食べる物が少ないのにそれを盗むだなんて、本当に罪深い行為なのだから。

   　体罚是绝对必要的，罪行必须接受惩罚。食物明明就不够了还偷窃，这是罪孽深重的行为。

   　だけど、殺すつもりはなかった。

   　但是，我并没有打算杀了他。

   「……死んだ？」

   「……死了？」

   　男はもう動かない、ただの肉塊となっている。

   　男人已经不动了，变成了一团肉块。

   　盗むのと、殺すの、どちらのほうが罪深いのだろうか。

   　偷窃和杀人，哪一种罪孽比较深重呢？

   　でも彼はもう飢える事はないし、悪さもしないだろう。だから良いことをしたのだ。

   　不过他已经不会挨饿，也不会再做坏事了。所以我做了好事。

   「あ、そうか」

   「啊，对了。」

   　そこで気付く。

   　这时我突然想到。

   　それは天啓、コペルニクス的転回。

   　这是天启，是哥白尼式的转机。

   「食べる物が少ないなら、食べる人を減らせばいいじゃないか」

   「如果食物不够，只要减少吃饭的人不就好了？」

   　一度殺してからは、
     
      箍
     たがが外れたように手を掛けていった。

   　杀了一个人之后，我就像解开了枷锁般开始动手。

   　粗暴なオーガは最初にいなくなった。力が強くても海に落とせば動かなくなった。

   　粗暴的食人魔最先消失。即使力量强大，只要把他推下海就不会动了。

   　次に
     
      小
     こ
     
      狡
     ずるい
     
      獣人
     セリアンがいなくなった。剝いだ毛皮で寒さを
     
      凌
     しのいだ。

   　接着狡猾的兽人也消失了。我用剥下来的毛皮御寒。

   　そしてオークがいなくなった。美味しくはなかった。

   　然后半兽人也消失了。虽然不怎么好吃。

   　ゴブリンも、ドワーフも、エルフもいなくなり、最後に人間だけが残った。

   　哥布林、矮人、精灵也都不见了，最后只剩下人类。

   「よかった、これで平和になるんだ」

   「太好了，这样就能和平度日了。」

  

 
  
   


   
    第三章　フラスコの生命

    第三章　烧瓶中的生命

   

   


   


   　
     
      ○
     マル
     
      四
     ヨン
     
      五
     ゴ監房は重い沈黙に包まれていた。

   　○四五号房被沉重的沉默所包围。

   　その沈黙の中心は部屋の真ん中で向かい合い、
     
      胡座
     あぐらをかいている男二人である。

   　沉默的中心是盘腿坐在房间正中央，面对面的两名男子。

   　
     
      ○
     マル
     
      四
     ヨン
     
      五
     ゴ監房の女子二人──高橋と
     
      青
     あお
     
      葉
     ばは、高橋のベッドである上段ベッドの二段目から二人の様子を
     
      窺
     うかがっている。

   　○四五号房的两名女子——高桥和青叶，从高桥的上铺观察着两人。

   「あ、あの……タカハシ」

   「那、那个……高桥。」

   「うん」

   「嗯。」

   「あのお二方は、ど、どういうご関係なのでしょうか……」

   「那两位，是、是什么关系呢……」

   「ううん……難しい質問だねえ……」

   「唔……这问题很难回答耶……」

   　青葉の問いに、高橋は頭をひねりながら思う。

   　青叶的问题让高桥陷入沉思。

   　友達──ではない。間違いなく。

   　朋友——肯定不是。

   　かと言って敵という程ではないはずだ。かつては殺し合いをする敵同士であったが、今は共闘するくらいには和解しているのを高橋は知っている。

   　但应该也不到敌人的程度。高桥知道，他们过去曾是互相残杀的敌人，现在则和解到能够并肩作战。

   　つまり彼らの間柄を一言で表すならば──

   　换言之，若要用一句话形容他们的关系——

   「知り合い……かな」

   「认识的人……吧。」

   　無難オブ無難な所に落ち着いた。

   　最后她选择了最保险的词汇。

   「おいグラム」

   「喂，古兰。」

   「なんだよ」

   「干嘛？」

   「貴様が不機嫌なせいで青葉が怖がっているではないか」

   「你心情不好，害青叶都怕了。」

   　不機嫌を隠そうともしない顔で、ベルトールがそう言った。

   　贝尔多尔毫不掩饰不悦的表情说道。

   「むっ。別に不機嫌じゃ……そもそも君だって──いや、そうだな」

   「唔，我哪有心情不好……再说你——不，也对。」

   　グラムは立ち上がって青葉の方を向き、邪気のない爽やかな笑顔で礼をする。

   　古兰站起身，面向青叶，露出爽朗的笑容向她致歉。

   「怖がらせてしまったならすまない、配慮が足りなかったね。知った顔が同じ部屋でびっくりしてしまったんだ。僕はグラム、よろしく」

   「抱歉吓到你了，是我考虑不周。看到认识的人在同一间房里，我有点吃惊。我叫古兰，请多指教。」

   「は、はい。青葉１００Ｆです……」

   「好、好的。我是青叶100F……」

   　顔の上半分だけ
     
      覗
     のぞかせていた青葉が顔を引っ込める。

   　青叶只露出上半张脸，说完又缩了回去。

   　その様子を見ていた高橋は、可愛いなこいつ、という意味を含めた視線を青葉に送る。

   　高桥见状，用眼神对青叶表示“这家伙真可爱”。

   　マキナと似た系統の女子だが、マキナが忠犬タイプなのに対し青葉は子猫タイプだ。

   　青叶和玛姬娜是同一类女生，但玛姬娜是忠犬型，青叶则是小猫型。

   　子猫なので彼女の喉元を指先で
     
      撫
     なでると、青葉は困惑して目をパチクリと開閉した。

   　因为是小猫，我用指尖抚摸她的喉咙，她便困惑地眨了眨眼。

   「して、グラム。貴様何故ここにいる」

   「所以，古兰，你为什么会在这里？」

   「それは──」

   「这是因为——」

   　グラムはチラと青葉を見る。

   　古兰瞥了青叶一眼。

   「青葉なら大丈夫だ。横浜市の娘ではあるが、何を言っても密告するような者ではない。そこは余が保証しよう」

   「青叶没问题的。虽然她是横滨市的女孩，但不会打小报告。这点余可以保证。」

   「君がそう言うのならそうなんだろうけど……」

   「既然你这么说，那应该就是了……」

   「情報交換といこうではないか。ここに貴様がいる、という事はまさか観光ではあるまい。なにか目的があって来たのだろう？　であれば、貴様もここの情報は欲しいはずだ」

   「我们来交换情报吧。既然你在这里，就表示你不是来观光的，而是有目的才来的吧？既然如此，你应该也想要这里的情报。」

   「はぁ……」

   「唉……」

   　一度
     
      溜
     ため
     
      息
     いきを
     
      吐
     ついてから、観念したようにグラムは口を開いた。

   　古兰叹了口气，放弃抵抗般开口说道：

   「僕は仕事だ。とある調査依頼を受けて、この横浜市に潜入したんだ」

   「我是来工作的。我接到了某项调查委托，潜入了横滨市。」

   「仕事……？　調査……？」

   「工作……？调查……？」

   「ああ。ちょっと因縁のあるヒトが起業して、その会社に今勤めててね、それで──」

   「嗯。我认识的人创业了，我现在在那家公司上班，然后——」

   「いや待て待て。貴様が、会社に!?　まさか勇者グラムともあろう男が企業に魂を売り、
     
      給料
     サラリーを受け取る
     
      男
     マンになったのか……!?　というか余にすらできなかった就職を貴様が……!?」

   「不，等等等等。你，在公司上班！？难道勇者古兰你这男人竟然把灵魂出卖给企业，变成领薪水的男人了吗……！？话说就连余都没能成功就职，你竟然……！？」

   　ベルトールは頭を抱え、グラムに向かって
     
      掌
     てのひらを向ける。

   　贝尔多尔抱着头，向古兰伸出手掌。

   「余の中で貴様に対する見解に大きな相違ができている……もっとこう……フリーランスな男だと思っていたというか……そうあって欲しかったというか……時の流れとは残酷なものだな……そうか……あの勇者グラムが会社員になるとは……」

   「余心中对你的见解产生了巨大的分歧……余本来以为……你是个更加自由的男人……或者说希望你是……时间的流逝真是残酷啊……这样啊……那个勇者古兰竟然成了上班族……」

   「いいだろ別に……昔だって騎士団所属だったし大して変わんないだろ……」

   「又没什么关系……我以前也属于骑士团，没什么大不了的吧……」

   「騎士団は民間企業ではないから別だ！」

   「骑士团不是民间企业，所以不一样！」

   「めんどくさいな君!?」

   「你这人真麻烦！？」

   　グラムは一度仕切り直すかのように
     
      咳
     せき
     
      払
     ばらいをする。

   　古兰清了清嗓子，重新整理思绪。

   「──えーと、うちの社長にコネがあったみたいでさ。ＦＥＭＵからちょっと厄介な依頼がうちに回ってきたんだ」

   「——那个，我好像和我们公司的社长有点关系。所以FEMU把有点麻烦的委托转到了我们公司」

   「依頼──スクリームの件か？」

   「委托——是尖叫事件吗？」

   　ベルトールの言葉に、グラムは意外そうな驚いた顔をする。

   　听到贝尔多尔的话，古兰露出惊讶的表情。

   「なんだ、知ってたのか」

   「什么啊，你知道吗？」

   「単なる推測だ。続けろ」

   「只是推测。继续说」

   「……ＦＥＭＵはスクリームの
     
      蔓
     まん
     
      延
     えんを危惧している。彼らのコントロール下で薬が売り買いされる分には黙認するけど、
     
      流石
     さすがに
     
      流行
     はやりすぎた。だから製造元を
     
      叩
     たたく必要がある。取引現場は既に抑えてあるんだけどね」

   「……FEMU担心尖叫的蔓延。虽然默认了他们在控制下买卖药物，但毕竟流行过头了。所以有必要打击制造源头。交易现场已经被控制了」

   「横浜市領土の倉庫に恐らくスクリームと思われる物が入った箱があったな」

   「横滨市领土的仓库里有装着疑似尖叫的箱子」

   「君も知っているのか。でもそれだけじゃ決定的な証拠にはならない。ヤクザ・ギルド、
     
      Ｇ
     グレイテスト
     
      ６
     シックス、ＦＥＭＵ、ゴアール市……横浜市の周りには色んな力学が働いているから、中々直接的に手出しが難しいらしいんだ。今まで何度か潜入を試みたらしいけど──ベルトール、君はここで他の外の住民には会ったかい？」

   「你也知道吗。但光凭这些还不足以成为决定性的证据。黑手党公会，G6，FEMU，戈尔市……横滨市周围有各种各样的力量在起作用，所以很难直接出手。至今为止似乎已经尝试过多次潜入——贝尔多尔，你在这里见过其他外来居民吗？」

   「いや、見てないな。外から来た者がいたという話は聞いていたが。連行中に抵抗、あるいは脱獄しようとして殺されたかだな。いずれにせよ、今この下層にいるのは余らしかいないはずだ」

   「不，没见到。听说有外来者，但可能是在押送过程中抵抗，或者企图越狱而被杀了吧。不管怎样，现在下层应该只有余和你了」

   「……だろうね。そこで僕の出番ってわけさ」

   「……是啊。所以就轮到我出场了」

   「
     
      Ｇ
     グレイテスト
     
      ６
     シックスやＦＥＭＵに属さず、大企業の柵がない第三者の企業──そこに所属している貴様がスクリームの輸出元である横浜市に潜入調査をしている、という事か」

   「不属于G6和FEMU，没有大企业桎梏的第三方企业——你所属的公司潜入了尖叫的输出源头横滨市进行调查，是这样吗？」

   「うん。ＦＥＭＵの連盟軍も待機している。ここは様々な思惑が複雑に
     
      絡
     からみ合った土地だから、直接的な証拠が必須。だから僕が証拠を
     
      摑
     つかみしだい強制査察に乗り込んでくるって段取りさ。君は？」

   「嗯。FEMU的联盟军也在待命。这里是个各方势力错综复杂的地方，所以需要直接的证据。因此我方的计划是等我掌握证据后，就立刻进行强制检查。你呢？」

   「余はシルヴァルドを探しに来た」

   「余是来找希瓦尔德的。」

   「シルヴァルド……
     
      黒
     こく
     
      竜
     りゅう
     
      侯
     こうを？」

   「希瓦尔德……黑龙侯吗？」

   「うむ」

   「嗯。」

   「
     
      何故
     なぜ黒竜侯がこんなところに……いや詮索はしない方がよさそうだな。待ってくれ、これ僕止めた方がいいやつじゃないのか？　君の戦力増強を防ぐ
     
      為
     ために。絶対
     
      碌
     ろくなことにならないだろ」

   「黑龙侯为何会在这里……不，还是别问比较好。等等，你不是应该阻止我吗？为了防止我增强战力，你绝对不该这么做。」

   「黙れ。そこでだ、余から貴様に提案がある」

   「闭嘴。所以，余有个提议。」

   　ベルトールは笑みを深くし、迎え入れるように両腕を広げる。

   　贝尔多尔加深了笑意，张开双臂迎接古兰。

   「余と貴様、手を組もうではないか」

   「余和你联手吧。」

   　そう言うベルトールの顔は、何故か得意げだ。

   　贝尔多尔不知为何一脸得意。

   「
     
      勿
     もち
     
      論
     ろん、この島を出るまでの一時的な
     
      儚
     はかない同盟だが」

   「当然，这是离开这座岛之前的暂时性同盟。」

   「えぇ〜……」

   「欸～……」

   　ベルトールの提案に、グラムは嫌そうに顔をしかめた。

   　贝尔多尔的提议让古兰不悦地皱起眉头。

   「……何故嫌そうな顔をする？　ここは隔絶された敵地であり、特殊な環境だ。味方は多いほうがいい。余は戦力が増える、貴様は情報が手に入る。言うなればそう、Win-Winの関係だ──違うか？」

   「……为何露出不情愿的表情？这里是被隔绝的敌地，环境特殊，同伴愈多愈好。余能增强战力，你则能得到情报。说穿了，就是双赢的关系——不是吗？」

   「言ってる事は真っ当なんだけど、なんか君からそういう話を振られると悪い取引な気がしてならないんだよな……」

   「你说的确实有道理，但总觉得你提出来的交易很可疑……」

   「なんだ貴様、余に信用がないとでも言いたいのか」

   「你这家伙，难道想说余不值得信任吗？」

   「ないんだよ！」

   「就是不值得！」

   「むう……」

   「唔……」

   　誰も気が付いていなかったが、グラムのツッコミにベルトールは若干傷ついたように表情をしょんぼりと曇らせていた。

   　虽然谁都没有注意到，但古兰的吐槽让贝尔多尔露出了有些受伤的表情。

   　ベルトールとしては特に裏もなく協力がしたいと思っていたのだろう。だが、元々敵同士。勇者と魔王という間柄で、魔王側が
     
      美味
     おいしい話を持ちかけるというのは、グラムとしては警戒するのは至極当然の反応と言える。

   　贝尔多尔应该没有别的企图，只是单纯想帮忙而已。但毕竟原本是敌人，勇者和魔王的关系，魔王方提出对自己有利的交易，古兰会警戒也是理所当然的反应。

   「……悪くない話だと思うが？」

   「……我觉得这提议不错啊？」

   「確かに悪い話じゃないけどさ……」

   「确实不错……」

   「あたしもグラさんがいてくれたら心強いんだけどなー」

   「我也觉得有古兰先生在的话会很可靠呢」

   「タ、タカハシが言うなら……わ、私も……」

   「高，高桥都这么说了……我，我也……」

   　悩み渋るグラムに対し、笑顔の
     
      高
     たか
     
      橋
     はしと事情をよく理解していない青葉が声をかける。

   　面对烦恼的古兰，高桥和不太理解情况的青叶说道。

   　ベルトールの言葉だけならばいざしらず、自分達の言葉であれば
     
      吝
     やぶさかではない。恐らくベルトールもそれはわかっているのだろう、そう高橋は分析する。

   　高桥分析道，如果只有贝尔多尔的话暂且不论，但既然连自己都这么说了，古兰应该不会拒绝。

   


   「では二度目の同盟といこう」

   「那就再次结盟吧」

   


   　だからベルトールは右手を差し出す。

   　所以贝尔多尔伸出了右手。

   「ベルトールはともかく他の子に言われたなら仕方ないな……よろしく」

   「贝尔多尔就算了，既然其他人都这么说了……那就请多关照了」

   　グラムは苦笑しつつ自身も右手を差し出す。

   　古兰苦笑着伸出右手。

   　勇者と魔王は、握手を交わした。

   　勇者和魔王，握了手。

   「高橋嬢も久しぶりだね、よろしく」

   「高桥小姐也好久不见，多多关照」

   「よろしく〜」

   「多多关照」

   　ベッドの上から、高橋はひらひらと手を振った。

   　高桥在床上轻轻挥了挥手。

   「それと、青葉嬢も」

   「还有青叶小姐也是」

   「は、はいっ」

   「好，好的」

   　さて、とグラムはベルトールに向き直る。

   　古兰转向贝尔多尔。

   「しかし驚いたよ」

   「不过真是吓了我一跳」

   「何がだ？」

   「什么？」

   「君が大人しく服役してるなんて。もっと大暴れするものかと」

   「没想到你居然会老实服刑，还以为你会大闹一番呢」

   「ふん、捜索が主目的なのに敵地に潜入してやりにくくするはずがなかろう」

   「哼，既然主要目的是搜索，我怎么可能自己去潜入敌阵增加难度呢」

   「それで君はどうやってここにやってきたんだ？」

   「那你又是怎么来到这里的？」

   「ゴアール市で横浜側の領土に潜入してな、
     
      紆
     う
     
      余
     よ
     
      曲
     きょく
     
      折
     せつあってここまで来たのだ」

   「我从戈尔市潜入了横滨侧的领土，几经波折才来到这里」

   「捕まって連行されたと」

   「被抓住后被带到这里了？」

   「……まあ、そういう見方もあるな」

   「……嗯，也可以这么说」

   「うわだっさ」

   「哇，逊爆了」

   「ああ!?　余は初めからここに乗り込むためのそういう戦略だ間抜け！　
     
      敢
     あえて捕まって利用したのだ！　そういう貴様はどうなのだ！」

   「啊！？余一开始就是为此才制定的战略，你这蠢货！是故意被抓然后利用这个机会！那你又是怎么来的！」

   「うっ。ぼ、僕は横浜市の輸送船に潜入して……」

   「唔。我，我潜入了横滨市的运输船……」

   「して？」

   「然后呢？」

   　グラムは目を
     
      逸
     そらし、バツが悪そうに小声になった。

   　古兰移开视线，尴尬地小声说道。

   「……港で捕まった」

   「……在港口被抓了」

   「ば──か！　余よりダサいではないか！　おい！　誰かこいつに大馬鹿罪を追加しておけ！　馬鹿の罪で死刑！」

   「笨——蛋！这不是比余还逊吗！喂！谁来给这家伙追加一条大蠢蛋罪！以蠢罪判死刑！」

   「僕のはサブプランだからいいんだよ！　君だっていきあたりばったりだろ！」

   「我的是备用方案所以没关系！你不也是走一步算一步吗！」

   「ええい黙れ貴様ー！」

   「闭嘴你这混蛋！」

   「うわっ！　イタタタ！　この野郎！」

   「呜哇！痛痛痛！你这混蛋！」

   　五百歳以上の大の大人が、子供みたいにみっともなく取っ組み合いの
     
      喧
     けん
     
      嘩
     かを始めた。

   　五百岁以上的两个大人，像小孩子一样难看地扭打成一团。

   「タ、タカハシタカハシ……」

   「高，高桥高桥……」

   「ん？」

   「嗯？」

   「お二方はその……仲がよろしくないのですか？」

   「他们两位……关系不好吗？」

   「あー……んー……」

   「啊……嗯……」

   　たっぷり十秒言葉を選んだ。

   　我花了整整十秒斟酌用词。

   「仲いいかも」

   「可能关系很好」

   　騒ぎを聞きつけた法務官が怒鳴り込みに来るまで、二人の喧嘩は続いた。

   　直到听到骚动的法官来怒吼为止，两人的争吵一直持续着。

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   　グラムがやってきた翌日。

   　古兰来到的第二天。

   　奉仕作業を終えたグラムは、ベルトールと二人で
     
      灌頂
     シャワー室に来ていた。

   　结束劳动的古兰和贝尔多尔一起来到了灌顶室。

   　脱衣所で獄衣を脱いだ後に、
     
      灌頂
     シャワー室へと入る。

   　在更衣室脱下狱服后，进入灌顶室。

   　下層の
     
      灌頂
     シャワー室は性別で分けられているなどという親切なものではなく、仕切りがあるわけでもない。丸見えである。

   　下层的灌顶室并没有性别之分，也没有隔开，全都是开放的。

   　時間内であれば好きに使える為に、ベルトールとグラムは高橋と
     
      青
     あお
     
      葉
     ばの前に使う事になっている。

   　因为是只要在规定时间内都可以自由使用，贝尔多尔和古兰在高桥和青叶之前使用。

   　粗末でヒビの入ったタイル張りの
     
      灌頂
     シャワー室は、一度に二十名程が利用できる。

   　简陋的灌顶室里铺着有裂纹的瓷砖，一次可以容纳二十人左右。

   　グラム達以外にも、何人もの市民が代わる代わる
     
      灌頂
     シャワー室を利用していた。

   　除了古兰他们以外，还有好几位市民轮流使用灌顶室。

   「ここでなら秘密の話ができる。
     
      共通語
     エルフごでならば周りに聞かれても問題はないからな」

   「在这里的话可以讲秘密。用共通语的话，就算被周围的人听到也没问题」

   「……成程」

   「……原来如此」

   　
     
      共通語
     エルフごで話すのであれば監房内でもいいだろう。となれば、ベルトールは言外に高橋にも聞かれたくない話をすると言っているのだ。

   　用共通语的话在牢房里说也可以。也就是说，贝尔多尔的言外之意是，要说不想让高桥听到的话。

   　バルブを
     
      捻
     ひねると、ぬるい湯がちょろちょろと出てくる。

   　拧开阀门，温水便哗啦啦地流了出来。

   　
     
      灌頂
     シャワー室には
     
      石
     せっ
     
      鹼
     けんやシャンプーといったものは置いていないので、湯で流すしかない。

   　灌顶室里没有放置肥皂和洗发水之类的东西，只能用热水冲洗。

   　これまでの人生を思えば、シャワーが使えるだけ上等だった。

   　回想至今为止的人生，能冲个澡已经很不错了。

   　隣のベルトールは、シャワーのヘッド部分がベルトールの頭より低い位置にある為、少し
     
      屈
     かがんでシャワーを浴びている。

   　旁边的贝尔多尔，因为淋浴喷头的位置比贝尔多尔的头低，所以稍微弯着腰淋浴。

   　──こいつもシャワーとかするんだな……髪長くて乾かすのめんどくさそうだな……。

   　——这家伙也会淋浴啊……头发那么长，感觉吹干很麻烦啊……。

   　そんな事を横目で見ながら考える。

   　我一边侧目看着他一边思考。

   　グラムは首から上こそ大きな傷はないが、それ以外の
     
      身体
     からだのあちこちに大小無数の古い傷痕が残っている。その中には、五百年前にベルトールとの戦いで負った傷もある。

   　古兰脖子以上的部位没有明显的伤痕，但除此之外身体各处都残留着无数大小不一的旧伤痕。其中也有五百年前与贝尔多尔战斗时留下的伤痕。

   　一方のベルトールはその肢体に傷一つない。

   　另一方面，贝尔多尔的肢体上没有一点伤痕。

   　それが不老であるグラムと、不死であるベルトールの差だった。

   　这就是不老的古兰和不死的贝尔多尔的差距。

   「それで」

   「所以」

   　と、ベルトールは言う。

   　贝尔多尔说道。

   「どうだった。一日過ごしてみて」

   「怎么样？试着过了一天」

   「そうだな……」

   「是啊……」

   　グラムは思案する。

   　古兰思考着。

   　父祖という〝神〟と、教典という絶対法によって支配され、管理された鉄の島。

   　被父亲祖神和教典这个绝对法律支配，管理的铁之岛。

   　横浜市にやってきた初日、ベルトールから聞かされた説明と、今日一日で実際に見て感じた事を頭の中でグラムは整理する。

   　古兰在脑中整理着来到横滨市第一天从贝尔多尔那里听到的说明，以及今天一天实际看到和感受到的事。

   「思ったよりも普通だな……っていうのが素直な感想かな。もっと煮詰まってどうしようもない場所だと思ってた」

   「比想象中要普通啊……这是我的真实感想。我还以为会是个更加混乱无从下手的地方」

   　グラムが過去に手違いで
     
      囚
     とらわれていたエルフの国の大監獄は、劣悪な環境下で囚人やそれを取り仕切る大
     
      牢
     ろう
     
      名
     な
     
      主
     ぬしと大立ち回りをしたり、囚人から賄賂を受け取る汚職獄吏に陰湿な
     
      折
     せっ
     
      檻
     かんを受けたりと、それはもう思い出したくもない場所であった。

   　古兰过去曾因为失误而被关押在精灵国的大监狱，在恶劣的环境下，他和管理监狱的大牢名主以及收受贿赂的狱吏发生过激烈的冲突，那是个他不愿再想起的地方。

   　それに比べれば、横浜市下層は秩序も民度も天国のような場所だ。そして、ここに来る前に想像していたのは、前述したような場所だった。

   　与此相比，横滨市下层无论秩序还是民风都如同天国一般。而古兰在来这里之前想象的，就是前述那样的地方。

   　それ故に薄気味悪さをグラムは覚えていた。あまりにも大人しすぎるのだ。

   　因此古兰感到有些毛骨悚然。这里太安分了。

   「基本的に住民が善良で従順故だろうな。暴力で他の監獄を支配している者もいたが、ごくごく少数だ」

   「因为居民基本上都很善良顺从吧。虽然也有用暴力支配其他监狱的人，但只是极少数」

   「後は
     
      霊素
     エーテルが薄い事かな。多分これは人為的だと思うけど……島全体の
     
      霊素
     エーテルを薄くして囚人に魔法を使わせないようにするには少し大げさな気もするな」

   「还有就是灵素很稀薄吧。这大概是人为的……但要让整个岛的灵素稀薄到囚犯无法使用魔法，感觉有点小题大做了」

   「島全体、か……フッ、
     
      流石
     さすがの貴様でも気付いていないか。いや仕方あるまい、
     
      霊素
     エーテルの探知は繊細さが求められる、貴様のような男では気付かぬのも無理はない」

   「整个岛吗……呵，看来连你也没注意到啊。不过这也难怪，探知灵素需要纤细的感知，像你这样的男人察觉不到也情有可原」

   「どうせ大雑把だよ僕は」

   「反正我就是粗枝大叶啦」

   「余の感覚では下層よりも下に行くほどに
     
      霊素
     エーテルが濃くなっている故、完全にこの島の
     
      霊素
     エーテルがゼロという事ではない。外部から流入する
     
      霊素
     エーテルを結界で遮断しているのと、下から上へ
     
      霊素
     エーテルが行かぬようにフィルターを掛けている感じだな。青葉らの存在を考えれば当然の措置だろう。つまり下に何かがある、という事だ」

   「根据余的感觉，灵素是越往下层越浓，所以这座岛的灵素并非完全为零。感觉像是用结界阻断了外部流入的灵素，又在下方加了过滤器不让灵素往上层流。考虑到青叶她们的存在，这是理所当然的措施。也就是说，下面有什么东西」

   「……ちょっと待て、青葉らの存在ってどういう事だ？」

   「……等等，青叶她们的存在是什么意思？」

   　グラムの言葉にベルトールは口を大きく開けて、「まじかこいつ」といった顔をしながら彼を見た。屈んでいる
     
      為
     ために、ベルトールが下から見上げるような視線となっている。

   　古兰的话让贝尔多尔张大了嘴，用一副“这家伙认真的吗”的表情看着他。因为古兰蹲着，贝尔多尔的视线是从下往上。

   「な、なんだよ……」

   「怎，怎么了……」

   「貴様、まだ気付いておらなんだか……フッ、仕方あるまい」

   「你还没注意到吗……呵，没办法」

   　ベルトールは髪をかきあげて、水に
     
      濡
     ぬれた犬のように水滴をグラムに
     
      撒
     まき散らしながら小馬鹿にしたような笑みを浮かべる。

   　贝尔多尔撩起头发，像淋湿的狗一样把水滴溅到古兰身上，露出轻蔑的笑容。

   「察しの悪い勇者殿に、余が手ずから教示してやろう」

   「就由余亲自教导一下迟钝的勇者阁下吧」

   「なんだこいつムカつくな……」

   「这家伙怎么回事，真让人火大……」

   　キュッ、とベルトールはシャワーのバルブを閉めた。

   　贝尔多尔“啾”地关上了淋浴的阀门。

   


   「青葉達──横浜市に存在する一万の住民はヒトではない」

   「青叶她们——存在于横滨市的一万居民并非人类」

   


   　そう魔王は言った。

   　魔王如此说道。

   「……ヒトじゃ、ない？」

   「……不是人类？」

   「勘違いするなよ、余自身は青葉やこの都市の者の個を尊重している。そして当世の倫理観の話ではない。あくまで余の知る魔導としての見地だ」

   「别误会了，余自身尊重青叶和这个都市的每一个人。而且余说的并非当今的伦理观，只是余所知的魔导的见解」

   　ベルトールは前髪を引っ詰めるように後ろに流し、うなじのあたりを指でまとめ、髪の水滴を絞る。

   　贝尔多尔把前发往后梳，用手指整理后颈附近的头发，拧掉头发上的水滴。

   「青葉らは
     
      人造人間
     ホムンクルスだ」

   「青叶她们是人造人」

   「
     
      人造人間
     ホムンクルス……」

   「人造人……」

   　それは魔法の中の一つ、錬金術によって造り出される人造の生命体だ。いくつかの錬金素材に、ヒトの肉体構成情報と魂の情報を混ぜる事で造られる。

   　那是魔法之一，通过炼金术创造的人造生命体。用几种炼金素材，混入人类的肉体构成信息和灵魂信息创造出来。

   　免疫力が弱く、生殖機能を持たず、魔法に対する高い適性を持つという特徴がある。

   　其特征是免疫力低下，没有生殖功能，对魔法有很高的适应性。

   　ベルトールの言う通り、アルネスの古い魔導学においては、
     
      人造人間
     ホムンクルスはヒトに定義されない。ヒトの定める生物学、倫理観、道徳心、社会通念上によるものではなく、神々が禁忌として祝福を与えないから、イコールでヒトではないという理屈である。

   　正如贝尔多尔所说，在阿尔内斯的古老魔导学中，人造人不被定义为人类。不是因为人类定义的生物学，伦理观，道德心，社会观念，而是因为众神将其视为禁忌而不给予祝福，所以才不被定义为人类。

   　そして現代においても──

   　而到了现代——

   「重大な倫理規定違反だ……」

   「这是严重违反伦理规定的……」

   　グラムは
     
      呟
     つぶやくしかできなかった。

   　古兰只能如此低语。

   　降霊術全般、
     
      死霊術
     ネクロマンシーの
     
      魂魄複製
     ソウルクローニング、そして錬金術の
     
      人造人間
     ホムンクルス。

   　降灵术全般，死灵术的魂魄复制，以及炼金术的人造人。

   　これらは現代魔導学ではタブー視されており、多くの都市や企業間協定で倫理規定違反、
     
      即
     すなわち犯罪行為として認定されている。

   　这些在现代魔导学中被视为禁忌，许多都市和企业间协定将其认定为违反伦理规定，即犯罪行为。

   　余談ではあるが
     
      人造人間
     ホムンクルスの製造と、臓器クローン技術や再生医療の境界は非常に曖昧であり、そういった医療分野の発展が様々な
     
      主義主張
     イデオロギーによって──主に
     
      新自然派
     マキュ
     
      エルフ種
     ベニストによるものだが──遅れているという事実も存在し、代わりに
     
      機械化
     マギノボーグというスキルツリーが発展しているという面もある。

   　说句题外话，人造人的制造和器官克隆技术，再生医疗的界限非常模糊，由于医疗领域的各种主义主张——主要是新自然派妖精族——导致其发展缓慢，而作为替代，机械化技能树得到了发展。

   「
     
      人造人間
     ホムンクルスは感覚で魔法を使えるから、
     
      霊素
     エーテルを薄める措置も理に
     
      適
     かなってるのか」

   「人造人能通过感觉使用魔法，所以稀释灵素的措施也是合理的」

   「しっかりとした確証があるわけではない。余の特異技能の応用で得た情報から推測した話になる」

   「并没有确凿的证据。这是通过余的特异技能应用得到的情报推测出来的」

   　一度考えを整理するように、ベルトールは息を吸う。

   　贝尔多尔吸了口气，整理思绪。

   「この都市には十八種の魂と三十六種の肉体が存在している。元となる人間の魂から逆算して生体情報をいじり、ＦとＭの二種類の素体を作ったのだろうな。その素体それぞれに十八の魂を入れ、十八の名と数字を与えられた……それがこの都市の
     
      人造人間
     ホムンクルスだ」

   「这个都市存在着十八种灵魂和三十六种肉体。从作为原型的人类灵魂逆推，调整生物信息，制作了F和M两种素体。在素体中分别放入十八个灵魂，赋予十八个名字和数字……这就是这个都市的人造人」

   「
     
      人造人間
     ホムンクルスに
     
      魂魄複製
     ソウルクローニング……どちらも禁忌、本当ならスクリームどころじゃない。倫理規定違反でＦＥＭＵが強制査察に踏み込む大義名分としては十分すぎる。だけどやっぱり確固たる証拠が必要になるな」

   「人造人和魂魄复制……无论哪个都是禁忌，本来的话，这可不是尖叫一下就能了事的。违反伦理规定，足以成为ＦＥＭＵ强制检查的正当理由。但果然还是需要确凿的证据啊」

   　二人は
     
      灌頂
     シャワー室から脱衣所へと出て、ロッカーに向かいながら、グラムは言う。

   　两人从灌顶室来到更衣室，古兰一边走向储物柜一边说道。

   「
     
      人造人間
     ホムンクルス……他の種族がいないのもそういう理由か」

   「人造人……没有其他种族也是因为这个吗？」

   「ふうん？　気が付いていなかったのか？」

   「嗯？你没注意到吗？」

   「うるさい。てっきりそういう土地柄なのかと……それにしてもなんだって
     
      人造人間
     ホムンクルスを」

   「啰嗦。我还以为是这片土地的风俗……话说回来，为什么要制造人造人？」

   「彼女らは〝消耗品〟だ」

   「她们是“消耗品”」

   「消耗品？」

   「消耗品？」

   「触媒、材料、
     
      供
     く
     
      物
     もつ、部品。言い方はなんでもいい。信仰力を得る為の
     
      贄
     にえだ。洗脳じみた教育と、毎日ある〝お祈り〟が良い証拠だな。漠然とした感情を向けるのではなく、方向性を定められた信仰というのは高い信仰力を得る。生殖能力のない
     
      人造人間
     ホムンクルスというのも、個体数を管理するのにも都合がいいのだろう」

   「触媒，材料，供品，零件。怎么称呼都行。为了得到信仰力的祭品。洗脑般的教育和每天的“祈祷”就是很好的证据。不是漠然地投以感情，而是有方向性的信仰，能得到很高的信仰力。没有生殖能力的人造人，也方便管理个体数吧」

   「信仰力……という事は、ここを支配している父祖は本当に神性を持つ存在なのか……」

   「信仰力……也就是说，支配这里的父祖真的是拥有神性的存在吗……」

   　信仰力は原則的に、魂の階位が下の者から上の者へ信仰即ち正の感情を向けられる事で得られる。

   　信仰力原则上，是通过灵魂位阶低的人对高的人投以信仰即正面感情而得到的。

   　魂の階位が同じ者には信仰力は生まれない。ならば、父祖が神性の存在だという結論に至るのは当然だ。

   　灵魂位阶相同的人之间不会产生信仰力。那么，自然会得出父祖是神性存在的结论。

   「普通に考えれば、な」

   「正常来想的话，是这样没错」

   「……どういう事だ？」

   「……什么意思？」

   　ベルトールは支給品の安物の下着を
     
      穿
     はきながら、続ける。

   　贝尔多尔一边穿上配给的便宜内裤，一边继续说道。

   「彼女らの魂の階位は普通の人間のものよりも一つ低い段階に設定されている。つまり彼女らの魂の組成はヒトよりも悪魔のそれに近い」

   「她们的灵魂位阶被设定为比普通人类低一级。也就是说，她们的灵魂组成比起人类更接近恶魔」

   　悪魔。

   　恶魔。

   　彼の言う悪魔は、角や尻尾が生えた宗教的な悪性存在とは意味合いが若干異なる。

   　他所说的恶魔，和长着角和尾巴的宗教中的恶性存在有着些许不同。

   　怒りや悲しみ、恐怖といったヒトの負の感情、つまり
     
      負
     マイナスの信仰力を
     
      糧
     かてとする霊的下位存在、負数の存在を魔法学的に悪魔と呼ぶのである。

   　愤怒，悲伤，恐惧等人类的负面感情，也就是以负面信仰力为食粮的灵性下位存在，负数的存在，在魔法学上被称为恶魔。

   　ヒトの住まう世界とは
     
      階層
     レイヤーの異なる世界に住んでおり、基本的に悪魔からヒトに干渉する事はできず、ヒト側から悪魔を呼び出す事で交信が可能となる存在で、『神』と呼ばれる霊的上位存在の対極であると言える。

   　恶魔居住在和人类居住的世界不同阶层的世界，基本上无法从恶魔那边干涉人类，只有人类这边召唤恶魔才能进行交流，可以说是和被称为“神”的灵性上位存在的对立面。

   「実際に彼女らの魂を魔法的に観測したわけではないから余の肌感覚でしかないが、余の予測が外れる事はあるまい」

   「因为没有实际用魔法观测过她们的灵魂，所以这只是余的直觉，但余的预测不会错的」

   　グラムもベルトールの言葉を疑ってはいなかった。

   　古兰也没有怀疑贝尔多尔的话。

   　この男が言うのであれば、何か根拠があるのだろう。

   　既然这个男人这么说，那应该有什么根据吧。

   「ここで問題だ。父祖は
     
      何故
     なぜ魂の階位を下げるなどという面倒な事をしている？」

   「问题来了。父祖为什么要降低灵魂位阶，做这种麻烦事？」

   　グラムは獄衣に袖を通しながら考える。

   　古兰一边穿上囚服一边思考。

   　正と負の信仰力、その両方を得られるベルトールが
     
      例外的
     イレギユラーなだけで、正の信仰力を得るには下から上への一方通行が基本だ。

   　正负信仰力，能够同时获得这两者的贝尔多尔只是例外，获得正信仰力基本上是从下往上的单向通行。

   　本当にずるいなこの男、とグラムは思うも思考を戻す。

   　这男人真的好狡猾啊，古兰这么想着，又回到了思考中。

   　何故わざわざ
     
      人造人間
     ホムンクルスの魂の階位を下げる必要があるのか。

   　为什么有必要特意降低人造人的灵魂位阶呢。

   　自問し、そうか、とグラムは気づきを得る。

   　自问自答后，古兰想到了答案。

   「……そうしないと父祖は信仰力を得られない……！」

   「……不这么做的话，父祖就无法获得信仰力……！」

   「そういう事だ。父祖が神、つまりヒトよりも上位の存在ならば、魂の階位を下げる必要などない。神ならばヒトの魂の階位のままで信仰力を得られるのだからな。即ち──父祖は神などではなく、ただのヒトであるという事だ」

   「就是这样。父祖如果是神，也就是比人类更高位的存在的话，就没有必要降低灵魂位阶。因为神的话，只要维持人类灵魂的位阶就能获得信仰力了。也就是说——父祖不是神，只是普通的人类」

   　ベルトールは
     
      頷
     うなずいた。

   　贝尔多尔点了点头。

   「ヒトが信仰力、とりわけ正の信仰力を得る為の方法は二つ。己の魂の階位を上げるか、己よりも階位が下の者から信仰を得るしかない。前者は
     
      生
     なま
     
      半
     なかにはいかぬ。だが後者は前者と比べればまだ現実的だ。悪魔がヒトを信仰する事はないが、契約という形で悪魔から信仰力を得られる場合もあるしな」

   「人类获得信仰力，特别是正信仰力的方法有两种。要么提高自己灵魂的位阶，要么从位阶比自己低的人那里获得信仰。前者不是半吊子能做到的。但后者和前者相比还比较现实。虽然恶魔不会信仰人类，但也有通过契约的形式从恶魔那里获得信仰力的情况」

   「そこまでして信仰力を得て、父祖は何が目的なんだ……？」

   「做到这种地步来获得信仰力，父祖的目的是什么……？」

   「ふー、どうやら余は勇者グラムという男を買い
     
      被
     かぶっていたようだな……」

   「呼，看来余是高估了勇者古兰这个男人……」

   「えっ、なんだよ……君はわかるって言うのか？」

   「诶，什么啊……你明白了吗？」

   「わかる」

   「明白」

   　とベルトールは即答した。

   　贝尔多尔立刻回答道。

   


   「真の意味で神となる事だ」

   「成为真正的神」

   


   　ベルトールの言葉に、グラムは首を
     
      傾
     かしげる。

   　古兰对贝尔多尔的话感到疑惑。

   「なんでそんなのがわかるんだ……？」

   「你怎么知道……？」

   「信仰力を用いて魂の階位を上げる、などという事をやる
     
      輩
     やからの目的なんぞ本当の神になる事なのだと相場が決まっているからな」

   「因为用信仰力提高灵魂位阶这种事，只有想成为真正神的人才会做」

   「君もやってなかった？」

   「你不是也做过吗？」

   「たわけ。余の場合は滅びを克服した副産物として魂の階位が上がったのであって、別に神になろうと思ったわけではない。前に余がやったゲームでもそういう神になろうとするラスボスが出てきたしな」

   「蠢货。余只是克服了毁灭，灵魂位阶的提高只是副产物，并不是想成为神。之前余玩过的游戏中也有想成为神的最终BOSS」

   「ああ、憶測な上によりによってゲームかよ……」

   「啊啊，不仅只是臆测，而且还是游戏……」

   「ゲームは全てを教えてくれる。どうせ
     
      碌
     ろくにゲームもやった事ないのだろう？　この戦いが終わったら連絡先を教えろ、余の
     
      選
     えりすぐりのゲームを送りつけてやる」

   「游戏会告诉我们一切。反正你也没怎么玩游戏吧？这场战斗结束后把你的联系方式告诉余，余会给你送些精心挑选的游戏」

   　すっかり今の時代に染まってるなぁ、とグラムは感慨深くなる。

   　古兰感慨着，这家伙已经完全融入这个时代了啊。

   「もう一つ、この島の
     
      人造人間
     ホムンクルスの秘密がある」

   「还有一点，这座岛上的人造人的秘密」

   「何？」

   「什么？」

   「教えてもいいが、それを知りたければ余の脱獄計画の一押しをしてもらうぞ」

   「告诉你也可以，但想知道的话就帮余的越狱计划一把」

   「わーかったよ、どうせ断れないんだろうし。いいから教えろよ」

   「知道了，反正我也没法拒绝。快告诉我吧」

   「フッ、よくわかっているではないか。ではこの島の
     
      人造人間
     ホムンクルスの秘密を教えてやる」

   「哼，你很懂嘛。那余就告诉你这座岛上人造人的秘密」

   　獄衣を整え、ベルトールは言った。

   　贝尔多尔整理好狱服，说道。

   「この都市の
     
      人造人間
     ホムンクルスの
     
      稼
     か
     
      働
     どう時間、即ち
     
      青
     あお
     
      葉
     ば達の寿命は──」

   「这座都市的人造人的工作时间，也就是青叶她们的寿命——」

   


   「四……年……？」

   「四……年……？」

   　
     
      呆
     ぼう
     
      然
     ぜんとした顔のまま、
     
      高
     たか
     
      橋
     はしは持っていたタオルを取り落としてしまった。

   　高桥一脸茫然，手中的毛巾掉落在地。

   　青葉と一緒に
     
      灌頂
     シャワー室に入り、ひとしきりじゃれ合って、下着をつけ、獄衣を着ようとした矢先の事だ。

   　她和青叶一起进入灌顶室，嬉闹了一会儿，穿上内衣，正要穿上狱服的时候。

   　言葉の衝撃で、詳しい経緯は高橋の頭の中からすっとんでしまったが、興味本位で高橋が誕生日の話を聞いた流れで、青葉の口から稼働時間が四年であると聞かされたのだ。

   　因为这句话带来的冲击，高桥把事情的来龙去脉忘得一干二净，只记得自己因为好奇而问了青叶的生日，然后从青叶口中得知了工作时间是四年。

   「四年って……そんだけしかないの!?　なんで、どういう事……？」

   「四年……就只有四年吗！？为什么，怎么回事……？」

   「ど、どういう事、と言われましても……わ、私達は
     
      保育器
     フラスコの中で製造され、その中で必要な教育を《母達》から植え付けられ、十分に成長してから稼働しはじめます。稼働開始から稼働停止までの期間が四年。稼働開始から二年で成人を迎える事になります」

   「你，你问我我也不知道啊……我，我们是在保育器中制造的，然后在保育器中接受《母亲们》的教育，等到成长充分之后才开始工作。从开始工作到停止工作的期间是四年。开始工作两年后就成年了」

   「じゃあ、じゃあ青葉は今、何歳なの……？」

   「那，那青叶你现在几岁了……？」

   「二歳、ですけど……」

   「两岁……」

   　そう言う青葉の声には深刻そうな色は一切ない。

   　青叶的语气中没有一丝沉重。

   　そうあるべきものとして、単なる事実を伝えているだけだ。

   　她只是在陈述事实，仿佛这是理所当然的。

   　それがただただ、高橋には悲しかった。

   　这令高桥无比悲伤。

   　寿命。

   　寿命。

   　生命の終着点までの猶予。

   　距离生命终点的缓冲时间。

   　不死や不老でなくとも、エルフ
     
      等
     などの長命の者からすれば人間の一生は短い。

   　就算不是不死不老，对精灵等长寿的种族来说，人类的一生也很短暂。

   　だがそれでも、設計された生命の四年の猶予はあまりにも短すぎる。

   　但即便如此，人造人的四年缓冲时间也太短了。

   「私はね、十七歳なんだよ……」

   「我啊，已经十七岁了……」

   　その言葉は残酷だ。

   　这句话很残酷。

   　何も知らない少女に言っていいものではないと、普段の高橋であったら黙っていただろう。だが言うか言うまいか、
     
      逡
     しゅん
     
      巡
     じゅんする前に言葉に出てしまっていた。

   　这不是该对一无所知的少女说的话，平时的高桥应该会保持沉默。但在她犹豫该不该说之前，这句话就脱口而出了。

   「え……？」

   「哎……？」

   「もっと、もっと生きてほしいよ……青葉……青葉……！」

   「我好希望你能活得更久，更久啊……青叶……青叶……！」

   　高橋は、青葉の細く、
     
      儚
     はかない
     
      身体
     からだを抱きしめる。

   　高桥抱紧了青叶纤细，虚幻的身体。

   　伝わる肌の
     
      温
     ぬくもりは、生きている事を教えてくれる。

   　肌肤传来的温度，告诉自己她还活着。

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   　翌日、奉仕作業中。

   　第二天，服务活动期间。

   「ねえ、ベルちゃん……」

   「呐，小贝尔……」

   　神妙な面持ちで、高橋は青葉を連れて粉砕機の
     
      側
     そばでグラムと一緒に作業しているベルトールに話しかけた。

   　高桥带着青叶，来到粉碎机旁，向和古兰一起工作的贝尔多尔搭话，她的表情十分严肃。

   「青葉達の寿命が、四年しかないって本当なの……？」

   「青叶她们的寿命只有四年，这是真的吗……？」

   「ん？　ああ、青葉から聞いたのか。複数人から証言を取ったから間違いなかろう」

   「嗯？啊，你听青叶说的吗。有好几个人证实了，所以应该没错」

   　深刻な高橋に対し、ベルトールの声色は普段と変わっていない。

   　面对神情严肃的高桥，贝尔多尔的语气和平时一样。

   「個体数を維持する
     
      為
     ためか、魂をいじって階位を下げた副作用か、もしくはその両方か、三歳から急激に老化が進行するらしい。
     
      泉
     いずみも三歳半ばだったようだ」

   「可能是为了维持个体数量，也可能是调整灵魂导致位阶下降的副作用，又或者是两者兼有，她们从三岁开始就会急剧老化。青叶也是三岁半左右」

   「……後二年で死んじゃうだなんて、友達になったばかりなのに、あんまりだよ……」

   「……再过两年就要死了，我们才刚成为朋友，这也太残酷了……」

   「タカハシ……」

   「高桥……」

   　沈痛な面持ちの高橋に、青葉も心配そうな顔をする。

   　看到高桥一脸沉痛，青叶也露出了担心的表情。

   　人間から見ても、四年というのはあまりにも短い時間だった。

   　从人类的角度来看，四年实在是太短了。

   「私もずっと一緒にいたいです。けど……それが天命ですから……」

   「我也想一直和你在一起。但是……这是天命……」

   「なんとか、ならないの……？」

   「不能想想办法吗……？」

   　高橋は、ベルトールにそう
     
      訊
     たずねる。

   　高桥向贝尔多尔问道。

   「なるぞ」

   「可以」

   「なるの!?」

   「可以吗！？」

   「え!?」

   「哎！？」

   　あまりにもあっけらかんと言い放つものだから、高橋も青葉も
     
      呆
     あっ
     
      気
     けにとられた。

   　贝尔多尔说得太过干脆，高桥和青叶都愣住了。

   「肉体の情報──当世で言うところの遺伝子、というやつか。そちらがいじられているわけではないからな」

   「肉体的信息——也就是当代所说的基因，并没有被调整」

   「テロメアの短さがどうのこうのってみたいなのじゃないんだ」

   「不是因为端粒的长度什么的吗」

   「肉体ではなく、魔法で魂をいじっている。肉体と魂は密接に関係している故、魂の情報をいじれば自然肉体にも影響が出る。
     
      魔女術
     ウィッチクラフトに近い呪いのようなものだ。
     
      魂魄複製
     ソウルクローニングといい、魂をいじる技術に
     
      長
     たけているらしいな」

   「不是肉体，而是用魔法调整灵魂。肉体和灵魂紧密相连，所以调整灵魂的信息自然也会影响到肉体。类似于魔女术的诅咒。她们擅长魂魄复制，也就是调整灵魂的技术」

   　そして、と言ってベルトールは続ける。

   　「然后」贝尔多尔继续说道。

   「これらは
     
      然
     しかるべき設備が必要になるが──解呪が可能だ。肉体は通常の人間と変わらないのだから、解呪さえしてしまえば寿命は元に戻る」

   「虽然需要相应的设备——但可以解咒。她们的肉体和普通人类无异，只要解咒，寿命就能恢复原状」

   「……私が、皆様と、もっと一緒に……」

   「……我，能和大家，一直在一起……」

   　青葉は胸の前でぎゅっと手を握る。

   　青叶在胸前紧紧握住了手。

   「余の目的は変わった……というより増えた」

   「余的目的改变了……应该说增加了」

   「増えた？」

   「增加了？」

   　高橋の問いかけに、ベルトールは頷く。

   　贝尔多尔点头回答高桥的疑问。

   「シルヴァルド奪還に加え、父祖とやらを打倒し、この鉄の島を……横浜市の住民を解放──いや、支配し、その魂を解呪する」

   「除了夺回希瓦尔德，还要打倒父祖，解放这座铁之岛……横滨市的居民——不，是支配他们，为他们的灵魂解咒」

   　あまりに突飛な言葉に、高橋も青葉も呆気に取られていた。

   　贝尔多尔过于异想天开的发言，让高桥和青叶都愣住了。

   　それはつまり──

   　也就是说——

   


   「──ここに余の国を
     
      興
     おこし、世界支配の足掛かりとする」

   「——在这里建立余的国家，作为支配世界的基石」

   


   　大真面目に、ベルトールは言った。

   　贝尔多尔一本正经地说道。

   「それが
     
      此
     こ
     
      度
     たびの
     
      探訪
     クエスト追加目標だ」

   「这就是此次探访的追加目标」

   　ベルトールの言葉に、青葉は首を傾げる。

   　贝尔多尔的话让青叶歪了歪头。

   「国を……興す？」

   「建立……国家？」

   　青葉とて、国という概念は理解している。

   　青叶也理解国家的概念。

   　外交能力を持った領土の事を指し、現代の都市よりもっとマクロな概念だ。

   　国家是指拥有外交能力的领土，是比现代都市更宏观的概念。

   　そしてそれを作り出すのがどれ程困難な事かも。

   　也知道建立国家是多么困难的事。

   「そ、そんなの……無理に決まってます」

   「这，这种事……肯定做不到的」

   　あまりにも馬鹿げた話だ。

   　这想法太荒唐了。

   　普通ならふざけた冗談だと思うだろう。事実、青葉も無理で無茶な話だと思った。

   　一般来说，这只会被当成胡闹的玩笑。事实上，青叶也觉得这想法既不现实又乱来。

   「父祖の存在は絶対。そ、それに私達の稼働時間は決まってるんです……そんな、そんな希望を持たせるような事……言わないでください」

   「父祖是绝对的。而，而且我们的活动时间是固定的……请，请不要说这种……让我们抱有希望的话」

   　口ではそう言っている反面、それを不可能だと断じ、一笑に付す事もできなかった。

   　嘴上虽然这么说，但青叶却无法断言这是不可能的，也无法一笑置之。

   　馬鹿げてふざけた夢物語であっても、この男の口から出てくると、不思議と現実味を帯びて聞こえてくる。

   　即使是荒唐无稽的梦话，从这个男人的口中说出来，就不可思议地带着现实感。

   「可能だ。余が手ずから
     
      其方
     そなたらの呪縛を解き放とう。そのためには大掛かりな準備が必要ではあるがな」

   「有可能。余会亲手为你们解开束缚。为此需要大规模的准备」

   　その言葉は、乾いた大地に雨水が
     
      染
     しみ渡るように、ささくれだっていた青葉の心に深く響いていた。

   　这句话如同雨水浸润干涸的大地一般，深深浸入了青叶干涸的心田。

   「大丈夫だよ青葉」

   「没事的，青叶」

   　そう言うのは高橋だ。

   　高桥说道。

   「ベルちゃんができるって言うならきっと大丈夫だから、全部良い方に向かうに決まってるんだから」

   「贝尔说能行就一定能行，一切都会往好的方向发展」

   　高橋の瞳には光が浮かんでいる。

   　高桥的眼中闪烁着光芒。

   　自分達が父祖に向ける信仰とは全く別種の、ベルトールという個人に対する感情だ。

   　那是与她们对父祖的信仰完全不同的，对贝尔多尔个人的感情。

   　それを信頼と呼ぶ事を、青葉はまだ知らなかった。

   　青叶还不知道，这种感情就叫做信赖。

   「だから、あたしと一緒に生きようよ、青葉」

   「所以，和我一起活下去吧，青叶」

   「はい……はいっ！」

   「好……好的！」

   　高橋は力強く青葉を抱きしめ、青葉もまた抱きしめ返す。

   　高桥用力抱紧了青叶，青叶也抱了回去。

   　その様子をベルトールはどこか満足げな表情で眺めながら、音を立てて回転する粉砕機に廃棄物を次々に投げ入れていく。

   　贝尔多尔带着满足的表情看着她们，将废弃物接二连三地扔进发出轰鸣声旋转的粉碎机。

   「国を興すとなると、やはり余が一番楽しみなのは交易ルートの開拓だな。
     
      勿
     もち
     
      論
     ろん違法な薬を輸出などしないが、特殊な都市故に抜け道がいくつもある。ストラテジーでは──」

   「说到建国，余最期待的还是开拓贸易路线。当然余不会出口违法药物，但因为是特殊的都市，所以有几条捷径可走。在战略上——」

   「さっきから黙って聞いていたけど、国を興すだって？」

   「我从刚才开始就一直默默听着，你刚才说建国？」

   　祝福するムードを断ち切るように、それまで沈黙していたグラムが、作業を止めてベルトールに問いかける。

   　像是要切断祝福的氛围一般，一直沉默着的古兰停下了手头的工作，向贝尔多尔问道。

   「そんな事、本気で言ってるのか。ベルトール」

   「贝尔多尔，你这话是认真的吗？」

   　普段の
     
      柔
     にゅう
     
      和
     わな雰囲気とは打って変わって、冷たく、そして鋭かった。

   　他一反平时柔和的氛围，语气冰冷而尖锐。

   　それは、敵意とも呼べるものだ。

   　那甚至可以说是敌意。

   「グ、グラさん？」

   「古，古拉先生？」

   「グラム……？」

   「古兰……？」

   　高橋と青葉が、
     
      剣
     けん
     
      吞
     のんな空気に驚き、戸惑っている。

   　高桥和青叶被这剑拔弩张的气氛吓到了，不知所措。

   　グラムの言葉に、ベルトールも威圧で返す。

   　贝尔多尔也用威压回应古兰。

   「本気なのか、だと？　余は常に本気だ。自活可能な設備があり、ヒトがいる。既に父祖によって造られた絶対的な基盤は出来上がっているのだから、それを利用しない手はあるまい」

   「你问余是不是认真的？余一直都是认真的。这里有可以自给自足的设备，也有居民。父祖已经为余打好了绝对的基础，没有不利用的道理」

   「この島を支配して、その後はどうするつもりだ」

   「支配这座岛之后，你打算怎么办？」

   「勿論余の大目標を達成する」

   「当然是达成余的大目标」

   「世界平和、か……君はまだ、そんなくだらない夢想に
     
      縋
     すがっているのか？」

   「世界和平……你还在执着于这种无聊的梦想吗？」

   「夢想？　違うな、余の理想だ。夢想というのは実現不可能な事を言う、そして後一歩で
     
      成
     じょう
     
      就
     じゅするはずだったその理想を壊したのは他ならぬ貴様であろう？」

   「梦想？不对，是余的理想。梦想指的是不可能实现的事，而你正是破坏了余只差一步就能实现的理想的人」

   「当たり前だ！」

   「那当然了！」

   　ビリビリと、
     
      竦
     すくみ上がる程の怒号が、空気を振動させた。

   　古兰的怒吼让空气都为之震动。

   「君のやり方は常に犠牲を生み続ける！　他者を踏み
     
      躙
     にじって成就する理想なんてどれ程の価値があるんだ！」

   「你的做法总是伴随着牺牲！践踏他人而实现的理想，到底有什么价值！」

   「
     
      世
     よ
     
      迷
     まい
     
      言
     ごとを」

   「胡说八道」

   　ベルトールがグラムの胸ぐらを
     
      摑
     つかむ。

   　贝尔多尔揪住了古兰的前襟。

   「他者を踏み躙らず理想を成就する方法などない」

   「没有不践踏他人就能实现理想的方法」

   「僕はやはり、君を認めていない！」

   「我果然还是无法认同你！」

   　グラムは両手でベルトールの胸を押し、突き飛ばした。

   　古兰用双手推开了贝尔多尔的胸膛。

   　ベルトールが後退して──

   　贝尔多尔向后退去——

   


   「あ」

   「啊」

   


   　──背中から、粉砕機の中へと落ちた。

   　——他的后背，掉进了粉碎机中。

   　血が飛び散り、肉が裂け、骨が砕ける生々しい音が響く。

   　鲜血飞溅，肉被撕裂，骨头碎裂的声音回响在耳边。

   　文字通り、ベルトールの
     
      身体
     からだは粉砕し、消えた。

   　贝尔多尔的身体被粉碎，消失不见。

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   　奉仕作業中の事故、連帯責任で班員全員の貢献度を没収。

   　由于在劳动中发生事故，所有组员因连带责任被没收了贡献度。

   　
     
      ○
     マル
     
      四
     ヨン
     
      五
     ゴ班の全員が懲罰房行きとなった。

   　○四五组的所有人都被送进了惩罚房。

   「……」

   「……」

   　
     
      青
     あお
     
      葉
     ばは、懲罰房の隅で膝を抱えていた。

   　青叶抱着膝盖，坐在惩罚房的角落。

   　懲罰房は、一人でも狭いくらいだ。まともに横にもなれない。

   　惩罚房一个人住都嫌窄，更别提躺下了。

   　懲罰房にベッドはなく、唯一部屋の隅にあるのは粗末なしゃがみ込み式の便器だけで、それも掃除が
     
      碌
     ろくにされていない不衛生な部屋だ。部屋、というよりは便所と形容した方が近いだろう。

   　惩罚房里没有床，房间角落只有一个蹲式便器，而且没有好好打扫，非常不卫生。与其说是房间，不如说是厕所更贴切。

   　彼女がまだ上層から
     
      堕
     おちてきてそう日は
     
      経
     たっていない。

   　她从上层堕落下来还没过多久。

   　上層にいた頃は、一人につき一部屋が割り当てられていたので一人の時間が多かった。

   　在上层的时候，每个人都有一个房间，所以独处的时间很多。

   　そもそも、製造されてから一人の時の方が長いのだ。だから孤独には慣れていると思っていた。

   　说到底，从被制造出来开始，一个人的时间就更多。所以她以为自己已经习惯了孤独。

   　だが今は孤独が怖い。

   　但是现在她害怕孤独。

   　
     
      高
     たか
     
      橋
     はし達と離れるのが怖い。

   　害怕和高桥她们分开。

   　それだけ自分の中で、彼女らが大きな割合を占めている事に気付いた。

   　她这才意识到，她们在自己心中占了多大的分量。

   「皆と、ずっと一緒に、いたい……」

   「我想，一直和大家在一起……」

   　だが既に、この狭い世界で友となり──少なくとも青葉はベルトールを友だと思っているのだ──自分を呪縛から解き放つと言ってくれたベルトールは失われてしまった。

   　但是，贝尔多尔已经不在了。在这个狭小的世界里成为朋友——至少青叶把贝尔多尔当朋友——说要帮自己从诅咒中解放出来的贝尔多尔已经不在了。

   　自分の呪縛よりも、大切な友達が失われたというその事実に、青葉は震えていた。

   　比起自己的诅咒，失去重要朋友的事实更让青叶颤抖。

   　彼女の絞り出した言葉に呼応するように。

   　仿佛在回应她挤出的这句话。

   　ガコン、と。

   　哐当。

   　突如、震動と共に青葉の目の前にあるトイレが外れた。

   　突然，青叶眼前的厕所脱落了。

   


   「フハハハハハハハハハハハハハ！」

   「呼哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈！」

   


   　トイレが外れた事でできた穴から、青葉の足と足の隙間を分けるように
     
      哄
     こう
     
      笑
     しょうを上げながら顔を出す人物がいた。

   　从脱落的厕所形成的洞口，一个男人一边大笑一边从青叶的双腿之间探出头来。

   「きゃっ」

   「呀」

   　びっくりして思わず足を開く。

   　青叶吓了一跳，不由得张开了双腿。
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   「ベ、ベルトール!?」

   「贝，贝尔多尔！？」

   　粉砕機の中に落下したはずの、ベルトールであった。

   　是应该掉进了粉碎机的贝尔多尔。

   「待たせたな青葉！」

   「让你久等了，青叶！」

   　床を腕力で破壊しながら、あちこち
     
      濡
     ぬれ、汚れたベルトールが
     
      這
     はい上がってくる。

   　贝尔多尔爬了上来，浑身湿漉漉，脏兮兮的，还破坏了地板。

   　獄衣ではなく、黒い
     
      鎧
     よろいを
     
      纏
     まとっていた。

   　他身上穿的不是囚服，而是黑色的铠甲。

   　その姿を見た青葉の瞳から、涙がこぼれた。

   　看到他的身影，青叶的眼中流出了泪水。

   　ベルトールは自慢げな笑みを浮かべながら、高らかに言う。

   　贝尔多尔露出自豪的笑容，高声说道。

   「これぞ余の脱獄計画の逃走経路よ。下水の構造、懲罰房との
     
      繫
     つながり、法務官の動き、全て事前に他の者達から聞き込みで把握してある。そして余がグラムに一芝居打つ事を持ちかけ、粉砕機に落ちて懲罰房に送られる
     
      其方
     そなた達を連れて下水から脱獄を──」

   「这就是余的越狱计划的逃跑路线。下水道的构造，惩罚房的联系，法官的行动，这些余都事先从其他人那里打听到了。然后余向古兰提议演一出戏，带着掉进粉碎机被送到惩罚房的你们从下水道越狱——」

   　床の穴から出てきたベルトールを、青葉は反射的に抱きしめる。

   　青叶反射性地抱住了从地板洞口爬出来的贝尔多尔。

   「し、しんでっ、死んでしまっ、しまったかと、思いました……！」

   「我，我还，还以为，还以为你，你死了……！」

   　涙を流し、しゃくり上げながら、青葉は腕に力を込める。

   　青叶流着泪，抽泣着，用力抱紧了贝尔多尔。

   　ベルトールは振りほどこうとはしない、ただ黙って青葉の言葉を聞いていた。

   　贝尔多尔没有挣脱，只是默默地听着青叶的话。

   「高橋から聞いておらなんだか、安心しろ……余は不死だ。死にはしない」

   「你没听高桥说吗？放心吧……余是不死之身。不会死的」

   「ふ、不死というのは聞いています……でっでも、あんな、しっ心配、したんですよ！」

   「我，我听说了，您是不死之身……但，但是，我，我好担心！」

   「青葉に見せるには少々衝撃的すぎたな、配慮が足りなかった、すまない。それに今の余は汚れている、触れていると
     
      其方
     そなたまで汚れが付くぞ」

   「余没想到那对青叶来说有点太刺激了，抱歉，余考虑不周。而且余现在很脏，碰了余的话连你也会被弄脏的」

   「いいえ、よ、汚れてません……汚れてなんか、いません」

   「不，不脏……您才不脏」

   　困ったようなベルトールの顔を、見ている者は誰もいない。

   　没有人看到贝尔多尔那为难的表情。

   　しばらく泣き、青葉が落ち着いた頃、ベルトールは言った。

   　青叶哭了一会儿，冷静下来之后，贝尔多尔说道。

   「ここまで巻き込んでいて今更ではあるが、青葉、
     
      其方
     そなたには選ぶ権利がある。ここに残るという権利が。だが
     
      敢
     あえて言おう、余と共に来い」

   「虽然事到如今说这个有点晚了，但青叶，你有选择权，你可以选择留在这里。但余还是要说，和余一起来吧」

   「はい」

   「好的」

   　青葉は
     
      頷
     うなずいた。

   　青叶点了点头。

   「私も行きます。いえ、行かねばなりません」

   「我也要去。不，我必须去」

   　その瞳には、迷いの色はない。

   　她的眼中没有迷茫。

   「外に行きたいという『憧れ』は確かにあります。でもそれ以上に、私は下に行かねばならないという『衝動』がもっと前から──きっと私が生まれる前からあるのです」

   「我确实有想要去外面的『憧憬』。但是，我必须去下面的『冲动』，从更早之前——从我出生之前就有了」

   　あるのは断固たる決意、そして確かなる自我だ。

   　她的眼中只有坚定的决心，以及明确的自我。

   「私は前にベルトールが言っていたシルヴァルドという名前は記憶にないけれど、その存在を知っているのだと思います」

   「虽然我不记得贝尔多尔之前说过的希瓦尔德这个名字，但我认为我应该知道他的存在」

   「もしかすると、
     
      其方
     そなたの魂の原型となった者の記憶が影響しているのかもしれんな」

   「说不定是你的灵魂原型的记忆对你产生了影响」

   　ベルトールは青葉を抱えながら下水管を伝って下まで降りる。

   　贝尔多尔抱着青叶沿着下水管往下走。

   　下水道は凍結しない程度の温度が保たれているようだった。

   　下水道的温度似乎保持在不会结冰的程度。

   　降りた先、下水道には高橋とグラムが待っていた。

   　高桥和古兰在下水道的出口等着他们。

   　二人も青葉と同じように、ベルトールによって懲罰房から助け出されていたのだ。

   　他们俩和青叶一样，都是被贝尔多尔从惩罚房救出来的。

   　下水道は島が外界と隔離される前に元々あったアルネス時代の古いものを流用しているようで、石造りの簡素なものだ。

   　下水道似乎是沿用岛与外界隔离之前，阿尔内斯时代原有的旧设施，是石造的简单构造。

   「ベルちゃん臭い」

   「小贝尔好臭」

   「ベルトール
     
      臭
     におう」

   「贝尔多尔好臭」

   　二人共、ベルトールを見て鼻を摘んでいる。

   　两人看到贝尔多尔，都捏住了鼻子。

   「
     
      其方
     そなたらも同じようなものだろう……」

   「你们俩不也一样吗……」

   　粉砕機に全身を砕かれながら下水を通り、汚水と汚物に
     
      塗
     まみれたせいで、身体中から悪臭が漂っているのである。

   　贝尔多尔被粉碎机碾碎全身，穿过下水道，浑身沾满了污水和污物，全身上下都散发着恶臭。

   「好きなだけ言うがよい。余は臣下や
     
      朋
     ほう
     
      友
     ゆうの
     
      為
     ためなら
     
      汚
     お
     
      泥
     でいを
     
      搔
     かき分け、汚水に塗れる覚悟のある男だ」

   「随你们怎么说。余是为臣下和朋友，不惜拨开污泥，浑身沾满污水的男人」

   「ごめんごめん、ベルちゃんのそういうとこマジかっこいいと思うよ」

   「抱歉抱歉，小贝尔的这种地方真的很帅」

   「……」

   「……」

   　ベルトールの言葉を聞いたグラムの瞳の光が揺れたのを青葉は見ていた。

   　青叶看到古兰听到贝尔多尔的话，眼神中闪过一丝动摇。

   　青葉はグラムとベルトールの間柄をよく知らない。

   　青叶不太了解古兰和贝尔多尔的关系。

   　だがこの二人の間には、何か特別な感情があるのだと思った。

   　但她觉得这两人之间有着某种特别的感情。

   　グラムは一度目を閉じて頭を振ると、腰に両手を当て、やや
     
      呆
     あきれた笑みを浮かべる。

   　古兰闭上眼睛，摇了摇头，双手叉腰，露出有些无奈的笑容。

   　高橋も、
     
      悪戯
     いたずらっぽい笑みを浮かべながら言う。

   　高桥也露出恶作剧般的笑容说道。

   「いやー、急に
     
      喧
     けん
     
      嘩
     かして突き落とすからびっくりしちゃったよ。脱獄の為だってんならあたし達にも打ち合わせくらいしてよね！」

   「哎呀，突然吵架然后把人推下去，吓了我一跳呢。既然是为了逃狱，至少也跟我们说一声嘛！」

   「こういうのは知る者が少なければ少ない程勘付かれにくくなるものなのだ。許せ」

   「这种事知道的人越少越不容易被察觉。原谅余吧」

   「しかし、自分からミンチになって脱獄するなんて。死なないからってとんでもない力業だな君は……」

   「不过，居然自己把自己变成肉酱逃狱。虽然不会死，但你这招也太乱来了……」

   「フッ、貴様も中々の演技だったぞグラム」

   「哼，你的演技也相当不错啊，古兰」

   「……ま、半分くらいは本気だったからね」

   「……毕竟有一半是认真的嘛」

   「ふん、言っていろ。だが建国の暁にはグラム、貴様にも特別に席を用意してやろう」

   「哼，随你怎么说。不过，古兰，等到建国之时，余会为你准备一个特别的席位」

   「それも……面白いかもな」

   「这……或许也挺有趣的」

   　言って、グラムは小さく笑った。

   　古兰说完，轻轻笑了。

   「青葉嬢もすまない。驚かせてしまったね」

   「青叶小姐，抱歉，吓到你了」

   「い、いえ！　大丈夫、です」

   「不，不会！没关系的」

   　随分と真に迫っていたように思えたが、どうやら演技だったらしい。
     
      剣
     けん
     
      吞
     のんな空気はもうなくなっており、青葉は
     
      安
     あん
     
      堵
     どした。

   　刚才的气氛相当紧张，但看来那只是演技。剑拔弩张的气氛已经消失，青叶松了口气。

   「そういやベルちゃん鎧出せてるから魔法使えるんだねここ」

   「说起来，贝尔小弟能拿出铠甲，说明这里能使用魔法啊」

   　高橋が、ベルトールの鎧姿を見ながら言った。

   　高桥看着贝尔多尔的铠甲说道。

   「やはり下層より下にいく程に
     
      霊素
     エーテルの濃度が上がっているようだ。どうやら都市全体の
     
      霊素
     エーテルが一箇所に集まるような〝流れ〟を生み出す結界が島全体に掛けられていると見ていいだろう。ここも外よりは
     
      霊素
     エーテルが薄いが、大魔法の行使でもなければ問題ない」

   「看来灵素的浓度果然随着越往下层而上升。看来可以认为是整个岛都被施加了将整个都市的灵素集中到一个地方的结界。这里的灵素比外面稀薄，但只要不使用大魔法就没问题」

   　一行はグラムの魔法、《
     
      水
     クリエイ
     
      生
     トウォ
     
      成
     ーター》──ファミリアがないのでちゃんと詠唱してだ──で汚れを落とし、下水道を進んでいく。

   　一行人用古兰的魔法《水生成》——因为没有法米利亚，所以好好地进行了咏唱——洗掉脏污，继续在下水道前进。

   「今の……どうやったのですか？」

   「刚才的……是怎么做到的？」

   　青葉は両手を挙げて、身体を
     
      捻
     ひねり、まじまじと自らの汚れが落ちた衣服を眺めながらグラムに問う。

   　青叶举起双手，扭动身体，一边目不转睛地盯着自己洗掉脏污的衣服一边问古兰。

   「え、普通の魔法だけど……あ、そうか。青葉嬢は魔法を見たことがないのか。僕は昔冒険者だったからね、こういうの得意なんだ」

   「诶，就是普通的魔法啊……啊，对了。青叶小姐没见过魔法啊。我以前是冒险者，所以很擅长这种事」

   「魔法って私でもできますか？」

   「我也能用魔法吗？」

   「ああ、すぐに習得するのは難しいかもしれないけど、このくらいなら僕でも教えてあげられるよ」

   「嗯，虽然要马上学会可能有点难，但这种程度的话我也可以教你」

   「今の時代ならファミリアもあるしね。ま、あたしもグラさんも没収されてんだけど」

   「现在这个时代还有法米利亚呢。不过我和古兰的都被没收了」

   　と言いながら高橋はファミリアの取れたプロテクトカバーを指で
     
      撫
     なでる。

   　高桥一边说一边用手指抚摸着法米利亚被取下的保护套。

   「おい青葉、こんな男より余に魔法を習ったほうがいいぞ。余の方がこいつより魔法を使うのが
     
      上手
     うまいからな」

   「喂，青叶，比起这种男人，跟余学魔法更好。余用魔法比这家伙更厉害」

   「この野郎……」

   「你这家伙……」

   　握り拳を震わせるグラムを見て、青葉は微笑した。

   　看着握紧拳头颤抖的古兰，青叶微笑道。

   「うふふ。お二人にご教示して頂きますね」

   「呵呵呵。请两位多多指教了」

   「では、改めて
     
      此
     こ
     
      度
     たびの目的を再確認する」

   「那么，再次确认这次的目的」

   　ベルトールの言葉に、三人の視線が集まる。

   　贝尔多尔的话，让三人的视线集中到他身上。

   「余の目的、
     
      黒
     こく
     
      竜
     りゅう
     
      侯
     こうシルヴァルドの探索。グラムの目的、ＦＥＭＵが強制査察に入る為の違法薬物の証拠を
     
      摑
     つかむ──が、これは余が制圧した後のＦＥＭＵとの交渉に使っても良いな」

   「我的目的是探索黑龙侯希瓦尔德。古兰的目的是掌握FEMU强制检查的违法药物的证据——不过，这个也可以在我镇压之后，和FEMU交涉时使用」

   「それは応相談だけどな……」

   「这个要看情况……」

   「そして──父祖を引きずり下ろし、この島を余の国として世界支配への拠点とする。それが最終目的だ」

   「然后——将祖先拉下台，将这座岛作为我的国家，作为支配世界的据点。这就是最终目的」

   　それで、とグラムがベルトールに問いかける。

   　「那么，」古兰向贝尔多尔问道。

   「シルヴァルドはどこにいるのかわっているのか？」

   「你知道希瓦尔德在哪里吗？」

   「うむ、《
     
      開
     フォルク》」

   「嗯，《开》」

   　言葉と共に、ベルトールの
     
      掌
     てのひらの上に黒い光の〝
     
      窓
     ウィンドウ〟が表示される。

   　随着这句话，贝尔多尔的手掌上出现了一个黑色的光之“窗口”。

   　やたら
     
      禍
     まが
     
      々
     まがしく凝ったデザインの〝
     
      窓
     ウィンドウ〟にはいくつもの文字が書かれているが、
     
      青
     あお
     
      葉
     ばにはなんと書いてあるのかはまるで読めなかった。

   　这个设计得相当不祥的“窗口”上写着几个文字，但青叶完全看不懂上面写了什么。

   「封印解除した魔侯録に記されていたシルヴァルドの座標をわかりやすいように視覚化してみたのだがどうだろうか。見ろ、ここの行がこの次元での座標を示しているのだが」

   「我将封印解除的魔侯录上记载的希瓦尔德的座标，以容易理解的方式视觉化了，怎么样？看，这一行就是这个次元的座标」

   「はーい、あたしファミリアがないと古い文字読めませーん」

   「啊——我没有法米利亚，看不懂古文字——」

   「図で表示するとかもうちょっと他人が見る事を考えた方がいいんじゃないか？」

   「用图表示出来，或者再考虑一下别人能不能看懂不是更好吗？」

   「ふー……余人には見る事も
     
      叶
     かなわぬというのに
     
      贅
     ぜい
     
      沢
     たくなやつらよ……」

   「呼……明明是别人无法看到的东西，你们还真是奢侈啊……」

   　少し残念そうにしながら、ベルトールは〝
     
      窓
     ウィンドウ〟を閉じる。

   　贝尔多尔略带遗憾地关上了“窗口”。

   「座標的にはもうほど近くだ。以前グラムが使っていた地図作成の魔法が使えれば楽なのだが、走査の魔力が探知に引っかからんとも限らないからな」

   「从座标来看已经很近了。要是能用古兰以前使用的地图制作魔法就轻松了，但扫描的魔力也有可能被探知到」

   「そういや聞いてなかったけどシルヴァルドってどんなヒトなん？」

   「说起来，希瓦尔德是个什么样的人？」

   　そう言うのは
     
      高
     たか
     
      橋
     はしだ。

   　高桥问道。

   「グラさんは会った事ある？」

   「古兰见过吗？」

   「んー、実は僕もよく知らないんだよな」

   「嗯，其实我也不太清楚」

   「え？　グラさんも知らないの？」

   「哎？古兰也不知道吗？」

   「遠くから姿は見たことあるけど、直接相対したことのない六魔侯の
     
      一
     ひと
     
      柱
     はしらだからね。僕が見た中で一番大きな竜だ。後は知ってるのは伝説くらいかな……神の時代と、巨人と英雄の時代の間にあった竜の時代。その竜の時代を築いたエルダードラゴンの一翼と言われている、最も古い竜にして最も古い不死であるとも」

   「虽然远远地见过，但他是我从未直接面对过的六魔侯之一。在我见过的龙中，他是最大的。其他知道的就只有传说……神的时代，巨人和英雄的时代之间是龙的时代。据说他是建立龙之时代的长老龙之一，是最古老的龙，也是最古老的不死者」

   「神の時代、竜の時代、巨人と英雄の時代、ヒトの時代だっけ」

   「神的时代，龙的时代，巨人和英雄的时代，人类的时代」

   　それはアルネス創世後の歴史を大きく四つに区分したものである。

   　这是将阿尔内斯创世后的历史大致分为四个阶段。

   　ヒトの時代は、
     
      現想融合
     ファンタジオン後を含めても全体からすればほんの刹那の時でしかない。

   　人类的时代，即使包括现想融合后，从整体来看也只是一刹那的时间。

   　青葉はというと目を輝かせながら、その話を集中して聞いている。

   　青叶则两眼放光，专心听着古兰的话。

   「それで、竜の時代とはどのような時代だったのですか？」

   「那么，龙的时代是个什么样的时代呢？」

   「竜の時代は──これ僕が説明するよりベルトールが説明したほうがいいんじゃない？」

   「龙的时代——与其由我来说明，不如让贝尔多尔来说明更好吧？」

   「別に貴様でもよかろう」

   「你来说明也无妨」

   　では、と一度グラムは恥ずかしそうに
     
      咳
     せき
     
      払
     ばらいをする。

   　「那么」，古兰害羞地清了清嗓子。

   「竜の時代は祖竜の直系に連なる五翼の強大な竜が覇権を争っていた時代でもある」

   「龙的时代，是祖龙的直系，五翼强大的龙争夺霸权的时代」

   　順に指を立てていく。

   　古兰依次竖起手指。

   「〝巨大なるもの〟緑竜ラースベント、〝治し癒やすもの〟白竜パールリア、〝狂気を回想するもの〟青竜シバー、〝稲妻を摑むもの〟赤竜ヴィルムニル、そして〝暗黒を
     
      喰
     はむもの〟黒竜シルヴァルド。この五翼とその
     
      眷
     けん
     
      属
     ぞくや信奉者達が争ったのが、五竜大戦。その戦争で他の四翼の竜臓を
     
      喰
     くらい、不死になった覇竜が、黒竜シルヴァルドなんだ」

   「『巨大之物』绿龙拉斯彭特，『治愈之物』白龙帕尔莉雅，『回想疯狂之物』青龙西巴，『抓住闪电之物』赤龙维尔姆尼尔，以及『吞噬黑暗之物』黑龙希瓦尔德。这五翼及其眷属和信奉者们所进行的战争，就是五龙大战。在那场战争中吞噬了其他四翼的龙脏，成为不死霸龙的，就是黑龙希瓦尔德」

   　グラムは続ける。

   　古兰继续说道。

   「その後、シルヴァルドは文字通り地上最強の生物になった。そこで神々が取引を持ちかける。『地上を支配する事を許すが、その代わり期限を決めよう』と。シルヴァルドはこう応えた、『自分の
     
      鱗
     うろこが一枚落ちたら、竜の時代を終わらせてやろう』ってね。鱗なんてすぐ落ちるだろうと高をくくった神々は、それを了承して誓約を結んでしまうんだ」

   「在那之后，希瓦尔德如字面意思，成为了地上最强的生物。于是众神向他提出了交易。『我们允许你支配地上，但相对的要定下期限』。希瓦尔德是这么回答的，『等我掉一片鳞片，我就结束龙的时代』。众神觉得鳞片这种东西很快就会掉，就答应了这个条件，缔结了誓约」

   「あ！　知ってる！　『竜の鱗が落ちる程』って
     
      奴
     やつでしょ！」

   「啊！我知道！就是『龙鳞掉落程度』对吧！」

   　高橋の言葉に、グラムは頷く。

   　古兰点头肯定了高桥的话。

   「そう。『竜の鱗が落ちる程』という長い時間を指す慣用句がアルネスにはあるけど、その言葉の元となったのが、シルヴァルドが地上を支配し、その鱗が一枚落ちるまでの二千年間なんだね。神々は二千年もの長い時間、ただ指を
     
      咥
     くわえて竜の支配を見ていたってわけさ、神よりも口が上手かったってお話だね。そして竜の時代が終わり、長い冬と共に外界から悪神とその眷属たる巨人が来訪、巨人と英雄の時代に移っていき、そしてヒトの時代へと至るってわけだ」

   「没错。阿尔内斯有『龙鳞掉落程度』这个指代漫长时光的惯用句，这句话的由来就是希瓦尔德支配地上，直到他掉一片鳞片为止的两千年。众神在这两千年里只能眼巴巴地看着龙支配地上，这故事告诉我们，龙的口舌比神还要厉害。然后龙的时代结束，随着漫长冬天的到来，外界的恶神及其眷属巨人来访，进入了巨人和英雄的时代，然后就到了人类的时代」

   「壮大なお話ですね……」

   「真是壮阔的故事啊……」

   「そんなすごい竜がなんでベルちゃんの部下になってんの？」

   「这么厉害的龙为什么会成为小贝尔的部下啊？」

   「そこまでは
     
      流石
     さすがにわかんないなぁ。なんか補足あるかい？　ベルトール」

   「这我就不知道了。有什么要补充的吗？贝尔多尔」

   「説明には特に不足ない。そうだな、彼女が余の臣下になったのは──」

   「说明已经足够了。对了，她之所以成为我的臣下——」

   　一瞬の間を起き、ベルトールはこう言った。

   　贝尔多尔停顿了一下，接着说道：

   


   「──余の姉だからな」

   「——因为她是我的姐姐。」

   


   　あっさりと、端的に。

   　他干脆地，直截了当地说道。

   「へー。ベルちゃんのお姉さんなんだ」

   「哦～原来是小贝尔的姐姐啊。」

   「君に姉がいてそれが黒竜侯シルヴァルドだなんてな」

   「你居然有姐姐，而且还是黑龙侯希瓦尔德。」

   　高橋とグラムはしみじみと言葉を口に出す。

   　高桥和古兰感慨地说道。

   「……」

   「……」

   「……」

   「……」

   　そして高橋とグラムは沈黙した。

   　然后高桥和古兰沉默了。

   　しばらく黙り込み、何やら考え、その様子を青葉が不思議そうに首を
     
      傾
     かしげて眺めており、ベルトールは特に何でもないように歩を進めている。

   　他们沉默了一会儿，似乎在思考什么。青叶一脸不可思议地歪着头看着他们，贝尔多尔则若无其事地继续往前走。

   　そして高橋とグラムが、同時に裏返った声を上げた。

   　然后高桥和古兰同时发出惊呼。

   


   「……姉ぇぇ!?」

   「……姐姐！？」

   


   　急に大きな声を出した二人に、青葉がびっくりして目を大きく見開く。

   　两人突然大叫，青叶吓了一跳，瞪大了眼睛。

   「お姉さんが!?　ベルちゃんに!?　聞いてないんだけど!?」

   「小贝尔有姐姐！？我怎么没听说！？」

   「その話は僕も初耳だな……いやほんとに……姉……姉かぁ……」

   「我也是第一次听说……姐姐……姐姐啊……」

   「言ってないから知らぬのは当然だな」

   「我没说过，你们不知道也是当然的。」

   「ん？　いやちょっと待て、僕が見たシルヴァルドはどう見ても竜だったぞ」

   「嗯？不对，等一下，我看到的希瓦尔德怎么看都是龙啊。」

   「姉、と言っても余と姉上は直接血が
     
      繫
     つながっているわけではない。貴様の言う通り、彼女は正真正銘竜だからな」

   「虽说是姐姐，但我和姐姐并没有直接的血缘关系。如你所说，她的确是真正的龙。」

   「あ、なんだびっくりした。形式上的な？」

   「啊，什么嘛，吓我一跳。是形式上的姐姐？」

   　高橋の言葉にベルトールは
     
      頷
     うなずいた。

   　贝尔多尔点头肯定高桥的话。

   「余が不死となって最初に仲間に引き入れたのが姉上──シルヴァルドだ。その時はまだ六魔侯という
     
      括
     くくりはなかったがな」

   「朕成为不死者后，第一个拉拢为同伴的就是姐姐——希瓦尔德。当时还没有六魔侯这个称呼」

   　ベルトールは昔を
     
      懐
     なつかしむように続ける。

   　贝尔多尔怀念地继续说道。

   「竜の時代が終わり、不死とはなったが最盛期より力が弱まり隠居していた姉上を、余が仲間に引き入れる際に交わした誓約、それは『彼女の
     
      我
     わが
     
      儘
     ままをなんでも三つ聞く』事だった。その我儘の一つ目として言われたのが──『彼女を姉とする事』だった」

   「龙的时代结束，姐姐虽然成为了不死者，但力量比全盛期弱，于是隐居了。朕拉拢姐姐成为同伴时，和她立下了誓约，那就是『答应她的三个任性的要求』。而她第一个要求就是——『把她当成姐姐』」

   　姉ねぇ……と、高橋は
     
      怪
     け
     
      訝
     げんそうな顔をする。

   　「姐姐……」高桥一脸疑惑。

   「なんで姉なの？」

   「为什么是姐姐？」

   「さあ、わからん。なにか考えての事かもしれんし、何も考えてないかもしれん。姉上を理解できた事は余も一度もないな」

   「不知道，朕也不明白。也许她有什么想法，也许什么想法都没有。朕一次都没有理解过姐姐」

   「それにしても『三つの我儘』かぁ、あと二つはどんな我儘だったん？」

   「话说回来，『三个任性的要求』啊，剩下两个是什么要求？」

   「姉上は我儘をまだ二つしか使っておらん。そして二つ目は『不死戦争の最終決戦に参加しない』だった。姉上の我儘を聞く誓約はまだ一つ残っておる。だから何かおかしな事を言い出さないか不安なのだが……」

   「姐姐只用了两个要求。第二个要求是『不参加不死战争的最终决战』。所以还剩下一个要求。朕很担心她会不会提出什么奇怪的要求……」

   「ああ、成程な。だからあの時いなかったのか……」

   「啊，原来如此。所以那时候她不在啊……」

   　グラムの言葉に応えるように、ベルトールは口を開いた。

   　贝尔多尔开口回应古兰的话。

   「いれば戦争には勝てていただろうが……そうなる事も想定済みであった。余は姉上を味方として戦ってもらうよりも、敵として戦わない
     
      為
     ために自陣に引き込んだのだ」

   「如果她在的话，战争应该能赢……朕也预想到了这种情况。比起让她作为同伴战斗，朕更希望她不要作为敌人战斗，所以把她拉入了己方阵营」

   「姉って呼ばせたり、その義理の弟の大事な時に急にいなくなったりと、あたし竜と会った事ないけど、多分めちゃくちゃ変人だよね。いや変竜？」

   「让别人叫她姐姐，又在义弟重要的时候突然消失，虽然我没见过龙，但那家伙大概是个超级怪人吧。不对，是怪龙？」

   「そうだな。姉上程ヒトに近い竜も珍しいだろう。だがあくまで近いだけで竜である事には変わりはない、彼女にとっては万事が
     
      戯
     たわむれで、相互理解は永遠にできないだろうな。先程も申したが、姉上の事を理解できた事はない。竜は
     
      馴
     なれても飼えはしない、という言葉があるように、竜はヒトの尺度で測れん生き物だ。故に彼女の気まぐれでどう事が転ぶのか余にもわからん」

   「是啊。像姐姐那样接近人类的龙也很少见。但只是接近而已，她还是龙。对她来说一切都是游戏，永远无法相互理解吧。刚才也说了，朕从未理解过姐姐。就像有句话说龙可以驯服但不能饲养一样，龙是不能用人类的标准来衡量的生物。所以朕也不知道她一时兴起会把事情弄成什么样」

   　が、と言ってベルトールは続ける。

   　「但是」贝尔多尔继续说道。

   「それでもやはり、余にとっては大事な臣下であり、姉である事には変わらん。ヒトであろうが、竜であろうがな。恩もある、義もある、そしてそれらと同じくらい……いやそれ以上に苦労もあった。が、それが〝姉〟というものだろう」

   「即便如此，她对朕来说还是重要的臣子，是姐姐。不管是人类还是龙。她对朕有恩，有义，而且和这些一样……不，是比这些更麻烦。但这就是所谓的“姐姐”吧」

   　そう言うベルトールの目はどこか遠くの過去を見ているようだった。

   　贝尔多尔说着，眼神仿佛在看着遥远的过去。

   　高橋が、横から隣を歩く青葉の顔を
     
      覗
     のぞき込む。

   　高桥从旁边窥视走在身旁的青叶的脸。

   「どったの？」

   「怎么了？」

   　青葉は
     
      俯
     うつむき、もじもじと指を合わせる。

   　青叶低着头，扭扭捏捏地搓着手指。

   「わ、私、お姉さんって概念は知っているのですけど……そういう感覚、わからなくて」

   「我，我知道姐姐这个概念……但我不太懂这种感觉」

   　
     
      人造人間
     ホムンクルスであり、生まれた時から〝個〟として教育を受けた青葉にとって、家族という概念は希薄なものである。

   　青叶是人造人，从出生起就作为“个体”接受教育，对她来说，家人这个概念十分稀薄。

   　高橋は、青葉の両手を取って、握りしめるようにして目を見ながらこう言った。

   　高桥握住青叶的双手，看着她的眼睛说道。

   「じゃああたしがお姉ちゃんになってあげるよ！」

   「那我来当你的姐姐吧！」

   　花の咲くような笑顔で、高橋が言った。

   　高桥露出如花一般的笑容。

   「あたしも一人っ子で妹欲しかったんだよね〜」

   「我也是独生女，一直想要个妹妹呢」

   「本当ですか？　タカハシがお姉さんになってくれるなら……
     
      嬉
     うれしい……です……」

   「真的吗？高桥愿意当我的姐姐……我好高兴……」

   「ふふふ、なんならお姉ちゃんって呼んでもいいぞよ」

   「呵呵呵，你也可以叫我姐姐哦」

   「ふふっ、それはとっても素敵ですね」

   「呵呵，那可真是太棒了」

   　高橋が青葉の手を引いて前を歩く。

   　高桥牵着青叶的手走在前面。

   　一歩後ろ、青葉より少しだけ高い高橋の背に、確かに彼女は〝姉〟を感じていた。

   　青叶跟在高桥身后一步，从她那比自己高一点的背影中，青叶确实感受到了“姐姐”的感觉。

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   　横浜市南部、最下層外縁部。

   　横滨市南部，最下层外围。

   　横浜市下層、その地下に存在する下水道を更に下って来た先であり、海抜ゼロメートル地帯となる。

   　这里是横滨市下层的地下下水道的更下方，海拔零米地带。

   「ここだな」

   「就是这里吧」

   　追手も来ず、拍子抜けする程にあっさりとそこに
     
      辿
     たどり着いた。

   　他们没有遇到追兵，轻而易举地就到达了目的地。

   　グラムは、あまりのあっけなさに多少の違和感を覚えていた。それだけベルトールの脱獄計画が順調という事なのだろうか、あるいは──。

   　古兰觉得事情进展得太过顺利，多少有些违和感。这说明贝尔多尔的越狱计划进行得十分顺利，又或者——。

   （いや、今は余計な事を考えるのはよそう）

   （不，现在还是别想多余的事了）

   　グラムはどうにも
     
      疑
     うたぐり深くなっている自分の思考を隅に置く。

   　古兰将自己变得多疑的思考放到一边。

   　四人の
     
      眼
     めの前にあるのは巨大な両開きの鉄の扉だ。

   　四人面前有一扇巨大的双开门。

   　いや、それは壁と表現すべきかもしれない。

   　不，或许应该称之为墙壁。

   　
     
      大凡
     おおよそ開ける事を想定していない、中央に溝のある高さにして二十メートルはあろうかという鉄の壁。

   　这是一堵高约二十米，中央有沟，似乎从未考虑过打开的铁壁。

   　ゴアールの古い石造りの下水道とは明らかに掛け離れた、現代的で異質な鉄の扉。

   　这扇现代风格的铁门与戈尔古老的石制下水道明显不同，显得十分异质。

   　鉄壁の隅には、古びたコンソールが備え付けられていて、コンソールの上にはプレートが貼られており、日本語の
     
      明
     みん
     
      朝
     ちょう
     
      体
     たいで、簡潔にこう書かれていた。

   　铁壁的角落设置着一个陈旧的控制台，控制台上贴着一块牌子，上面用日语的明朝体简洁地写着：

   「隔離
     
      祭
     さい
     
      祀
     し場……」

   「隔离祭祀场……」

   　グラムがぽつり、と言って隣を見れば、ベルトールが幾重ものロックが掛けられた巨大な
     
      鉄
     てっ
     
      扉
     ぴに手を触れていた。

   　古兰喃喃自语，看向身旁，贝尔多尔正用手触摸着被重重上锁的巨大铁门。

   「扉の向こう、随分と
     
      霊素
     エーテルが濃いな」

   「门的对面灵素很浓啊」

   「……わかるのか？」

   「……你能感觉到吗？」

   「密閉されているから漏れ出ているわけではない、が、特有の圧迫感がある。放置して膨らんだ炭酸飲料の容器に触れているような感じだ」

   「并非因为密闭而漏出，而是有种特有的压迫感。就像碰到了放置后膨胀的碳酸饮料容器一样」

   　よくわからない例えを出されてグラムも感覚を研ぎ澄ませるが、全く感じられない。

   　古兰听到贝尔多尔这莫名其妙的比喻，也集中精神感受，但什么都没感觉到。

   　ベルトールの
     
      霊素
     エーテルに対する感覚の鋭敏さには、グラムも舌を巻いた。

   　贝尔多尔对灵素的敏锐感知力，连古兰也不禁咂舌。

   「秋葉原の地下
     
      宝
     ほう
     
      物
     もつ
     
      庫
     こと似たような封印処理が掛けられている。流石に神話級の伝承兵装を要求する程厳しい条件ではないだろうがな。部屋を隔てる扉、というよりは扉を出入り口とした独立した結界……
     
      檻
     おりのような感じか……
     
      霊素
     エーテルが濃いのもそれを維持する為だろう。しかしこの術式の癖は──」

   「这门上施加了和秋叶原地下宝物库类似的封印处理。不过应该没有要求神话级传承兵装那么严格。与其说是隔开房间的门，不如说是把门作为出入口的独立结界……感觉像牢笼……灵素这么浓也是为了维持结界吧。不过这个术式的特征是——」

   「破壊して無理やり……ともいかなそうだな、建物ごと崩落しかねない。
     
      高
     たか
     
      橋
     はし嬢、そっちはどうだい？」

   「破坏掉强行进入……看来也不行，可能会连建筑物一起崩塌。高桥小姐，你那边怎么样？」

   　グラムは、コンソールを
     
      弄
     いじっている高橋に視線を向ける。

   　古兰看向正在操作控制台的高桥。

   「うーん、ファミリアで直接接続できなきゃこういうのはなんとも」

   「嗯——法米利亚不能直接连接的话，我也没办法」

   「……ん？　直接……？」

   「……嗯？直接……？」

   　高橋の言葉にベルトールは、数秒考え込む。

   　贝尔多尔听到高桥的话，思考了几秒。

   「高橋よ」

   「高桥啊」

   「何？」

   「什么？」

   「
     
      其方
     そなたが港で守衛を
     
      霊
     れい
     
      竄
     ざんした際に使用した有線用のケーブルは確か
     
      霊素
     エーテルを利用した擬似神経だったな？」

   「你在港口灵窜守卫时使用的有线电缆，确实是利用灵素的拟似神经吧？」

   「え？　うん」

   「哎？嗯」

   「ふむ……試してみるか」

   「嗯……试试看吧」

   　ベルトールは短文詠唱を用いて己の魂から鍛造された黒い魔剣、《ベルナル》を呼び出し、その第二形態である光の
     
      刃
     やいば、《ベルナル・ディル》へと変化させる。

   　贝尔多尔用短文咏唱，召唤出由自己的灵魂锻造的黑色魔剑《贝尔纳尔》，将其变化为第二形态的光刃《贝尔纳尔・迪尔》。

   「
     
      綺
     き
     
      麗
     れいです、ね」

   「好漂亮」

   「だろう？　
     
      其方
     そなたは見る眼があるな」

   「对吧？你有眼光」

   　銀光の魔剣を見て目を輝かせる
     
      青
     あお
     
      葉
     ばに、ベルトールは得意げな笑みを浮かべる。

   　看到银光魔剑两眼放光的青叶，贝尔多尔露出了得意的笑容。

   「な、何やってんの？」

   「你，你在干什么？」

   「この状態の余の剣は純粋な
     
      霊素
     エーテルで構成されている。これを擬似神経のような媒体として定義し、封印の術式に直接の介入を試みる。秋葉原の封印は神話級の伝承兵装三つというとんでもない条件付けがされていたが、この程度であるならば術式の条件部分を
     
      改
     かい
     
      竄
     ざんできるかと思ってな」

   「余的剑在这个状态下是由纯粹的灵素构成的。余想将它定义为拟似神经的媒介，尝试直接介入封印的术式。秋叶原的封印是需要三个神话级传承兵装这种离谱的条件，但如果是这种程度的封印，应该能篡改术式的条件部分」

   「はー……
     
      霊素
     エーテルの刃をファミリアや魔導義肢を肉体と接続する擬似神経のような役割で使うのか……確かに理論上はできるか……」

   「哈……用灵素刃来代替拟似神经，连接法米利亚和魔导义肢吗……理论上确实可行……」

   　感心したようにグラムは言う。

   　古兰佩服地说道。

   　そして、ベルトールは光の刃を扉に突き立てた。

   　然后，贝尔多尔将光刃插进了门里。

   「うむ、いけるな」

   「嗯，行得通」

   　隔離祭祀場の巨大な鉄扉に、一瞬光が走った。

   　隔离祭祀场的巨大铁门，一瞬间闪过一道光。

   　次に起きたのは都市全体を震わせる程の震動だ。それと共に、扉に付いたいくつもの錠が回転し、音を立てて解かれていく。

   　紧接着，发生了足以撼动整个都市的震动。与此同时，门上的几个锁开始旋转，发出声音逐渐解开。

   　封印が解けたのである。

   　封印解除了。

   「すごいですベルトール！　こんなに大きな扉を開けてしまうなんて……！」

   「好厉害啊贝尔多尔！居然能打开这么大的门……！」

   「フハハハハ！　もっと褒めるがよい青葉！　術式自体は単純なものだったな！　条件を書き換えるだけで開きおったわ！　
     
      霊竄術
     エーテルハックの応用……いや、原始的な
     
      霊竄術
     エーテルハックと言ったところか？　余の成長もたけのこ知らずだな！」

   「呼哈哈哈哈！再多夸夸余吧青叶！术式本身很单纯！只要改写条件就能打开了！灵窜术的应用……不，应该说是原始的灵窜术吗？余的成长也是不可限量啊！」

   　純粋な
     
      霊素
     エーテルの刃を構築する《ベルナル・ディル》、触れた対象の魔力の流れと
     
      如何
     いかに動作するのかを直感的に理解できる特異技能《賢者の
     
      慧
     けい
     
      眼
     がん》、そしてベルトール自身の魔法センスの合わせ技だ。

   　这是贝尔多尔的特异技能《贤者之慧眼》的功劳，它能让他直觉理解接触到的对象的魔力流向和运作方式，再加上《贝尔纳尔・迪尔》构筑的纯粹灵素刃，以及贝尔多尔自身的魔法天赋。

   　従来の──旧時代のアースのような完全に機械で制御されていたロックであれば、こういった対応はできなかっただろう。

   　如果是旧时代亚斯那种完全由机械控制的锁，就无法应对这种攻击了。

   　それは
     
      霊素
     エーテルを利用する魔法という技術を基幹としているからこそ存在する、『魔法は
     
      霊素
     エーテルによって干渉できる』という共通のセキュリティホールである。

   　这是以利用灵素的魔法技术为基础才存在的安全漏洞——“魔法可以被灵素干涉”。

   　音を立てて重く扉が開かれていく中、グラムは浮かない顔をした高橋に声をかける。

   　在沉重的门发出声音逐渐打开的过程中，古兰向一脸阴沉的高桥搭话。

   「どうしたんだい？」

   「怎么了？」

   「いやぁ……あたしいなくてもなんとかなるなーとか、ファミリアないとなんもできないなーって……」

   「没什么……我只是在想，就算没有我，你们也能想办法解决；而没有法米利亚的我，却什么都做不到……」

   　寂しそうに、自嘲気味に高橋は笑う。

   　高桥露出寂寞的自嘲笑容。

   　普段は明るく振る舞っているが、意外と年相応にナイーブな子なのかもしれないな、とグラムは思った。

   　虽然平时表现得很开朗，但她或许意外地是个与年龄相符的纯真女孩——古兰如此想到。

   「ごめん、愚痴ちゃった」

   「抱歉，我发牢骚了」

   「気にする事はないさ。それにベルトールだって君を頼りにしているのは間違いない」

   「别在意。而且贝尔多尔肯定也很依赖你」

   「そうかな」

   「是吗」

   「そうだよ」

   「是啊」

   　扉の向こう側から、肌を刺すような大量の冷気が吹き込んできた。

   　刺骨的大量冷气从门的另一侧吹了进来。

   「寒っ!?　っていうかなんかこう……」

   「好冷！？而且感觉……」

   　突然吹き込んできた冷気に、高橋が身震いをした。

   　突然吹进来的冷气让高桥打了个寒颤。

   　吐く息が白い。

   　呼出的气息是白色的。

   「あっ……」

   「啊……」

   「大丈夫か？」

   「没事吧？」

   　ベルトールが、青ざめてよろめいた青葉の肩を支える。

   　贝尔多尔扶住脸色苍白，摇摇晃晃的青叶的肩膀。

   「あ、ありがとうございます……急にくらっとなってしまって……」

   「谢，谢谢……突然头晕了……」

   「
     
      霊素
     エーテル酔いだろう。
     
      霊素
     エーテルに慣れてない者が急に
     
      霊素
     エーテルの濃い場所に行くと起こる症状だ。中から
     
      物
     もの
     
      凄
     すごく濃い
     
      霊素
     エーテルが流れ込んできている」

   「是灵素醉吧。不习惯灵素的人突然进入灵素浓度高的地方就会出现这种症状。里面流出了非常浓的灵素」

   　
     
      現想融合
     ファンタジオン直後は、
     
      霊素
     エーテルの薄いアースにアルネスの
     
      霊素
     エーテルが流れ込んできたせいで濃度が急激に上昇し、アーソイドがめまいや吐き気を覚えた事例もある。

   　亚斯的灵素流入了灵素稀薄的现想融合空间，导致灵素浓度急剧上升，从而引起了头晕和呕吐。

   「上は
     
      霊素
     エーテルがほとんどなかったから、
     
      身体
     からだがびっくりしてしまったんだろうね」

   「因为上面几乎没有灵素，所以身体才会吓一跳吧」

   　グラムが心配そうに青葉に近づいて言った。

   　古兰担心地靠近青叶说道。

   「すみません……でももう大丈夫です」

   「对不起……不过已经没事了」

   「無理しない方がいい、外で待っているかい？」

   「别勉强自己，要不先在外面等着？」

   「外で待機は駄目だ。中に連れて行く」

   「不能在外面等，带她进去」

   　グラムの言葉に、ベルトールは異を唱える。

   　贝尔多尔对古兰的话提出异议。

   「この状態の彼女を中に入れるのも酷だろう」

   「让她在这种状态下进去也太残酷了吧」

   「先程の震動でこちらの動きがバレている可能性もある。外で待機させて追手が来る方が危険であろう」

   「刚才的震动有可能暴露了我们的行踪。在外面等追兵来反而更危险」

   「それはまぁ……そうだけど──」

   「这……话是这么说——」

   「わ、私なら大丈夫です……入りましょう」

   「我，我没事……进去吧」

   　すかさず高橋が駆け寄り、青葉の手を取った。

   　高桥立刻跑过去，牵起青叶的手。

   　彼女の意思を尊重しよう。そうグラムは考え、それ以上は何も言わなかった。

   　古兰尊重她的意愿，没有再多说什么。

   　開いた扉から四人が隔離祭祀場の中に入ると、扉は同じように音を立てて閉じていく。

   　四人从打开的门进入隔离祭祀场，门又发出同样的声音关上了。

   　広く、何もない空間だ。

   　这是一个空无一物的宽敞空间。

   　そのほとんどが水で満たされており、どこか神秘的な雰囲気が漂っている。

   　里面几乎充满了水，弥漫着神秘的氛围。

   「成程、確かに祭祀場だ」

   「原来如此，确实是祭祀场」

   　グラムがぽつりと
     
      呟
     つぶやき、震えた。

   　古兰喃喃自语，身体颤抖。

   　寒さにではない。彼は隔離祭祀場の
     
      霊素
     エーテルの濃さに、五百年前の決戦の地、地下魔王城と、そこでの戦いを思い出していたのだ。

   　不是因为寒冷。隔离祭祀场的灵素浓度之高，让他想起了五百年前的决战之地——地下魔王城，以及那里的战斗。

   　魔王ベルトールの第二の
     
      形態
     すがた、思い出すだけでも背筋に
     
      悪
     お
     
      寒
     かんが走る。
     
      辛
     からくも勝利できたものの、それは奇跡の連続であり、自分一人だけの勝利では決してなかった。

   　魔王贝尔多尔的第二形态，光是回想起来就让人背脊发凉。虽然最终艰难取胜，但那也是奇迹的连续，绝非他一个人的胜利。

   　意識を切り替えるように隔離祭祀場を見渡す。その外縁部、そして中心部には
     
      辛
     かろうじて足場と呼べるようなものがあるが、それ以外は深い水の底だ。

   　他环视隔离祭祀场，试图转换意识。其边缘和中心勉强有立足之地，除此之外都是深不见底的水。

   　そしてその中心部。

   　而在中心。

   　円形の足場の中心に、その竜はいた。

   　那条龙就在圆形的立足之地的中心。

   


   「姉上……」

   「姐姐……」

   


   　ベルトールの視線の先。

   　贝尔多尔的视线前方。

   　少女がいた。

   　有一位少女。

  

 
  
   


   
    幕間

    幕间

   

   


   


   「この手か！」

   「是这只手吗！」

   　盗みを働いたから子供の手を落とした。

   　因为偷东西，所以砍掉小孩的手。

   　盗みをするような悪い手なら、ないほうがいいから。

   　因为是会偷东西的坏手，所以没有比较好。

   「この舌か！」

   「是这舌头吗！」

   　
     
      虚言
     そらごとを弄した大人の舌を引き抜いた。

   　因为说谎，所以拔掉大人的舌头。

   　
     
      噓
     うそをつく舌など、必要ないから。

   　因为不需要会说谎的舌头。

   「この足か！」

   「是这双脚吗！」

   　仕事ができなくなった者の足を切り落とした。

   　因为无法工作，所以砍掉双脚。

   　働けないのならば、足など必要ないから。

   　因为无法工作，所以不需要双脚。

   　たくさんの血が流れた。

   　流了许多血。

   　そうしないと秩序を保てないから、そうしないと平和にならないから。

   　因为不这么做就无法维持秩序，因为不这么做就无法和平。

   　姿が異なるという恐怖で違う世界の住人を殺した。働けないから老人を殺した。子供を
     
      躾
     しつけられなかったから親を殺した。

   　因为害怕不同外表的恐惧，所以杀了不同世界的人。因为无法工作，所以杀了老人。因为无法教育小孩，所以杀了父母。

   　流れた血の分だけみんなが従順になって、流れた血の分だけ人間性が離れていった。

   　流了多少血，大家就变得多顺从，流了多少血，大家就变得多不像人。

   　人間だけが従順で、真に
     
      敬
     けい
     
      虔
     けんなのだ。

   　只有人类顺从，只有人类虔诚。

   　今この場、この時においては、生き延びる
     
      為
     ために信仰こそが真に必要なのだ。

   　现在这个场合，这个时间点，为了活下去，信仰才是真的必要。

   　だから見せしめの為に
     
      吊
     つっていったけど、もう縄が足りない。

   　所以为了杀鸡儆猴而吊死人，但绳子已经不够了。

   　生き残る為に必要な秩序を保つ為の強引な規律は、いつの間にかその本質が捻じ曲がってしまっていた。

   　为了活下去而维持秩序的强硬规律，不知不觉间本质已经扭曲了。

   　極限状況で、おかしくなっているのは自覚していた。

   　在极限状况下，我有自觉自己变得奇怪了。

   　それでももう動き出した歯車を止める事はできない。それがたとえ、間違っていたとわかっていても。

   　即使如此，已经动起来的齿轮已经停不下来了。就算知道这是错的。

   　こんなはずじゃなかった。そう思ってももう遅いから言う。この平和を守る為に。

   　不该是这样的。就算这么想也已经太迟了，所以我要说。为了守护这个和平。

   　きっとこれが運命なのだ。

   　这一定是命运。

   　健康でいてほしい、誠実でいてほしい、幸福でいてほしい。

   　希望大家健康，希望大家诚实，希望大家幸福。

   　そうあってほしいから、皆にこう言って教えを説く。

   　因为希望大家这样，所以对大家这么说，教导大家。

   　団結しなければ生き残れないのだから。

   　因为不团结就无法生存。

   「みんなの為に尽くしなさい」

   「为了大家而尽心尽力吧。」

  

 
  
   


   
    第四章　伝説は舞い降りた

    第四章　传说降临

   

   


   


   　グラムは見た。

   　古兰看见了。

   　
     
      黒
     こく
     
      竜
     りゅう
     
      侯
     こうシルヴァルドを。

   　黑龙侯希瓦尔德。

   　グラムの記憶にある巨大な竜の姿ではなく、褐色の肌に、長く黒い髪の少女だ。

   　不是古兰记忆中的巨龙，而是有着褐色肌肤、黑色长发的少女。

   　頭に
     
      戴
     いただく角、背から生える一対の小さな翼、そして
     
      腰
     よう
     
      部
     ぶから伸びる尻尾を除けば。

   　除了头上长角、背上长着一对小翅膀，以及腰部伸出的尾巴以外。

   　黒竜の少女は、一糸まとわぬ姿で両腕を鎖で拘束されており、胸元には赤い刻印。

   　黑龙少女一丝不挂，双手被锁链束缚，胸口有红色刻印。

   　その姿をじっと見ながら、隣に立つ
     
      青
     あお
     
      葉
     ばが静かに涙を流していた。

   　青叶看着她的模样，静静地流泪。

   「青葉嬢……？　泣いてる？」

   「青叶小姐……？你在哭吗？」

   「えっ!?　あっ、あれ!?　どうして……でしょう。わかりません……」

   「咦！？奇、奇怪！？为什么……呢？我不晓得……」

   　慌てて青葉は涙を拭う。

   　青叶连忙拭泪。

   「あれが、シルヴァルド……ベルトールのお姉さん、ですか……」

   「那就是希瓦尔德……贝尔多尔的姐姐吗……」

   「でも竜の姿じゃなくない？」

   「可是她不是龙的模样耶？」

   　
     
      高
     たか
     
      橋
     はしの言葉に、ベルトールは
     
      頷
     うなずいた。

   　高桥这么说，贝尔多尔点头。

   「ヒトから竜に変化するのは《
     
      竜化
     ドラゴンシフト》という魔法を研究していた者がいたが、その逆だな。姉上はヒトの、とりわけ人間の姿を模するのを好んだ。わかってはいたが、ちゃんと生きているのを見ると安心するな……元気そうだ」

   「有人研究过《龙化》这种从人变成龙的魔法，但这是相反。姐姐喜欢模仿人类的模样。虽然我早就知道，但看到她好好活着，我就放心了……她看起来很有精神。」

   　極寒の部屋の中で封じられている姿は、どう見ても死んでいるようにしか見えないが、ベルトールからすれば元気そうに見えるらしい。

   　在极寒的房间中被封印的模样，怎么看都像死了，但看在贝尔多尔眼中似乎很有精神。

   「しかし、やけに
     
      霊素
     エーテルが濃いなここ」

   「不过，这里的灵素还真浓。」

   　むせ返りそうになる程の
     
      霊素
     エーテルの濃さに、グラムはぼやく。

   　古兰对这浓烈到呛人的灵素抱怨道。

   「新宿の不死炉並みの
     
      霊素
     エーテル濃度だな……あそこと違って
     
      纏
     まとわり付くようなものではないが。そして──」

   「灵素浓度和新宿的不死炉相当……但和那里不同，没有缠人的感觉。而且——」

   　言いながら、ベルトールは足元の水を手で
     
      掬
     すくう。

   　贝尔多尔边说边用手掬起脚边的水。

   「液体
     
      霊素
     エーテル……いや、
     
      霊素
     エーテルを含んだ水か」

   「液体灵素……不，是含有灵素的水吗？」

   　空気中に漂う
     
      霊素
     エーテルを液化した液体
     
      霊素
     エーテルと、
     
      霊素
     エーテルを含んだ水では大きく異なる。

   　漂浮在空气中的灵素液化而成的液体灵素，和含有灵素的水是完全不同的东西。

   　前者は
     
      霊素
     エーテルの状態変化だが、後者は水の中に
     
      霊素
     エーテルが含有されているものを指す。

   　前者是灵素的状态变化，后者则是指水中含有灵素。

   　
     
      霊素
     エーテルの含有率が高い水は、凝固点が著しく下がるという性質を持つ。耐寒領域結界の効果が薄い外新宿で雨が降る事があるのも似たような理屈で、降る雨の中に
     
      霊素
     エーテルが大量に含まれているからだ。

   　含有高浓度灵素的水，凝固点会显著下降。耐寒领域结界效果薄弱的外新宿之所以会下雨，也是同样的道理，因为雨水中含有大量灵素。

   　隔離
     
      祭
     さい
     
      祀
     し場内の
     
      霊素
     エーテルの濃さ、そして隔離祭祀場内の気温は氷点下に達しているにもかかわらず、水が凍っていない事を考えるに、この水には
     
      霊素
     エーテルが大量に溶け込んでいるという事になる。

   　隔离祭祀场内的灵素浓度极高，气温也达到冰点以下，但水却没有结冰，由此可知，这水里含有大量灵素。

   「これだけ
     
      霊素
     エーテルを含んだ水があれば、この濃度も頷けるか……」

   「有这么多含有灵素的水，难怪浓度这么高……」

   「そんな事よりこれ向こう側まで渡れなくない？　どうすんの？」

   「先不说这个，我们过不去对面吧？怎么办？」

   　高橋の言葉に応えるのはグラムだ。

   　古兰回答了高桥的问题。

   「そこは大丈夫」

   「这不成问题。」

   　グラムは魔力を起動し、呪文を詠唱し始める。

   　古兰启动魔力，开始咏唱咒文。

   「《水は》《我が歩みを》《
     
      阻
     はばむに
     
      非
     あらじ》」

   「《水》《非》《阻吾行》」

   　三文の詠唱。

   　三文咏唱。

   　発動するのは──

   　发动的是——

   「《
     
      水上
     ウォーター
     
      歩行
     ウォーキング》」

   「《水上步行》。」

   　全身を魔力の膜で覆い、水に沈まずに水上を歩けるようになる魔法だ。

   　这是用魔力膜包覆全身，使身体不会沉入水中，能在水上行走的魔法。

   　グラムは自身と高橋、そして青葉に《
     
      水上
     ウォーター
     
      歩行
     ウォーキング》を掛けていく。

   　古兰对自己、高桥和青叶施展《水上步行》。

   　それを見ていたベルトールが言った。

   　贝尔多尔见状说：

   「おいグラム」

   「喂，古兰。」

   「ん？」

   「嗯？」

   「なにか忘れていないか？」

   「你是不是忘了什么？」

   「え？　何を？」

   「咦？忘了什么？」

   　皆目見当がつかず、グラムは途方に暮れる。

   　古兰完全摸不着头绪，不知该如何是好。

   「余にも掛けろ」

   「也对我施展。」

   「ええ……」

   「咦咦……」

   　グラムは露骨に、まためんどくさい事言い出しやがったという顔をする。

   　古兰露骨地摆出「又在说这种麻烦事」的表情。

   「君はこれくらい自分でできるだろ？」

   「这点小事你自己来吧？」

   「他人に掛けてもらうのが一番いい。早くしろ」

   「由别人施展最好。快点。」

   　めんどくせえな。

   　真麻烦。

   　と思いながら、グラムはベルトールにも《
     
      水上
     ウォーター
     
      歩行
     ウォーキング》を掛けてやる。

   　古兰边想边对贝尔多尔施展《水上步行》。

   「ふむ、構築も制御も甘いが……よしとしておくか。次までに精進しておけ」

   「嗯，构筑和控制都太随便了……不过就算了。下次要再进步。」

   「くぬやるぉ……！」

   「唔，可恶……！」

   　そんなやり取りをしながら中央で封印されているシルヴァルドの下へと一行は歩みを進め、その目の前に
     
      辿
     たどり着いた。

   　一行人边交谈边走向被封印在中央的希瓦尔德，来到他面前。

   　シルヴァルドは目を閉じ、表皮は凍りつき、
     
      虚
     こ
     
      空
     くうから生える鎖で両腕を
     
      繫
     つながれている。

   　希瓦尔德闭着眼睛，表皮结冻，双手被从虚空生出的锁链绑住。

   「……」

   「……」

   　ベルトールは
     
      懐
     なつかしむような視線で彼女を見ている。

   　贝尔多尔以怀念的眼神看着她。

   「姉上」

   「姐姐。」

   　魔王が黒竜侯の前に
     
      跪
     ひざまずいた。

   　魔王在黑龙侯面前跪下。

   


   「お迎えに上がりました」

   「我来迎接您了。」

   


   　黒竜侯シルヴァルドを縛っている鎖は、封印術の一種である。

   　束缚黑龙侯希瓦尔德的锁链，是封印术的一种。

   　縛られた者が自力で断ち切るのは困難だが、逆に外側からの力に弱い。

   　被束缚者难以凭一己之力切断，但相反地，对外力的抵抗力很弱。

   「この鎖を断ち切れば、姉上を縛っている封印も解けるだろう」

   「只要切断这锁链，束缚姐姐的封印也会解开吧。」

   　ベルトールは立ち上がり、呼び出した魔剣《ベルナル》を、竜を捕らえていた鎖に振り下ろす。その
     
      一
     いっ
     
      閃
     せんによって断ち切られた鎖は崩れ、虚空に消える。

   　贝尔多尔站起身，挥下召唤出来的魔剑《贝尔纳尔》，斩断束缚龙的锁链。被斩断的锁链崩解，消失在虚空之中。

   　支えを失ったシルヴァルドが前に倒れ込み、ベルトールは優しく抱きかかえた。

   　失去支撑的希瓦尔德往前倒下，贝尔多尔温柔地抱住他。

   「ん……ぅ……」

   「嗯……唔……」

   　封印が解けたシルヴァルドが、
     
      掠
     かすれたか細い声を上げる。

   　封印解除的希瓦尔德发出嘶哑的微弱声音。

   　
     
      虚
     うつろな金色の竜眼には、ベルトールの顔が映っている。

   　空洞的金色龙眼映照出贝尔多尔的脸。

   「ベル……トール……？」

   「贝尔……多尔……？」

   　少しずつその口から出るか細い音は、とても竜の声とは思えないほどに初雪のような繊細さと、
     
      柔
     にゅう
     
      和
     わな
     
      可
     か
     
      愛
     わいらしさを併せた声であった。

   　从他口中一点一点发出的微弱声音，纤细得难以想象是龙的声音，同时兼具初雪般的柔和与可爱。

   「お久しゅうございます、姉上」

   「好久不见了，姐姐。」

   「ベルトール……!?」

   「贝尔多尔……！？」

   　そして勢いよく、シルヴァルドはベルトールに飛びついた。

   　希瓦尔德猛然扑向贝尔多尔。

   「うおおおおおお！　会いたかったぞおおおお！　お主が滅ぼされてから
     
      儂
     わしは……儂は……復活するとは聞いておったが、本当に復活するとはな！」

   「唔哦哦哦哦哦哦！好想你啊啊啊啊！自从你被消灭之后……老夫……老夫……虽然听说你会复活，没想到真的复活了！」

   　裸のまま、
     
      鎧
     よろいを纏うベルトールに抱きつき、笑顔でベルトールの顔に
     
      接
     せっ
     
      吻
     ぷんを繰り返す。

   　他赤裸着身体，抱住身穿铠甲的贝尔多尔，带着笑容不断亲吻贝尔多尔的脸。

   　ベルトールはというと、飼い犬に顔を
     
      舐
     なめられている飼い主のような表情である。

   　贝尔多尔的表情，就像被自己养的狗舔脸的饲主一样。

   　そしてシルヴァルドは裸のままベルトールの唇に、自分の唇を重ねた。

   　然后希瓦尔德赤裸着身体，将自己的嘴唇贴在贝尔多尔的嘴唇上。

   「うおっ」

   「呜哦！」

   「ありゃー……」

   「哎呀……」

   「まぁ……！」

   「哎呀……！」

   　グラム、高橋、青葉の三人は、三者三様のリアクションを示す。

   　古兰、高桥、青叶三人，各自做出不同的反应。

   　シルヴァルドが勢いよく唇を離す。

   　希瓦尔德猛地移开嘴唇。

   　ブチリ、という音が響いた。

   　啪嚓一声。

   「うおっ!?」

   「呜哦！？」

   「えぇぇ!?」

   「哎哎哎！？」

   「まぁぁ!?」

   「哎呀呀！？」

   　シルヴァルドの口の端から血が
     
      滴
     したたる。ベルトールの唇の一部が
     
      嚙
     かみ千切られていた。

   　希瓦尔德的嘴角滴下鲜血。贝尔多尔的嘴唇被咬掉了一部分。

   「うむ……やはり弟の唇は
     
      美味
     うまいのう。元気が出るというものじゃ」

   「唔……弟弟的嘴唇果然美味。让人精神百倍啊」

   　満足そうに、シルヴァルドは言う。

   　希瓦尔德满足地说道。

   　ベルトールが自分の唇を
     
      撫
     なでると、傷は既に塞がっていた。

   　贝尔多尔抚摸自己的嘴唇，伤口已经愈合了。

   「……寝覚めがよろしいようで何よりです。そして何かお召しになった方がよろしいかと」

   「……您能睡个好觉真是太好了。然后最好吃点什么」

   「む……それもそうじゃな」

   「唔……说的也是」

   　シルヴァルドが腕を振るうと、儀式動作で黒い
     
      鱗
     うろこのような
     
      魂
     こん
     
      魄
     ぱく兵装の鎧が現れ、彼女の長い黒髪がポニーテールに結われた。

   　希瓦尔德挥动手臂，用仪式动作召唤出黑色鳞片般的魂魄兵装铠甲，长长的黑发扎成马尾。

   　それは鎧というには、あまりにも露出度が高い。

   　以铠甲来说，这身打扮的暴露度实在太高了。

   「別にこんな事をしなくても姉上はすぐに回復するでしょう……それに不死の肉は腹に
     
      溜
     たまりません」

   「就算不做这种事，姐姐也会马上恢复吧……而且不死之肉填不饱肚子」

   「ん。わかっておる。全く久しぶりの再会じゃというのに相変わらず
     
      小
     こ
     
      煩
     うるさい
     
      奴
     やつじゃのう……っていうか誰じゃ？　こやつらは」

   「嗯，我知道。明明是久违的重逢，你这家伙还是这么啰嗦……话说回来，这些家伙是谁啊？」

   　
     
      気
     け
     
      怠
     だるさを
     
      孕
     はらんだ視線をシルヴァルドは向ける。

   　希瓦尔德用倦怠的视线看向我们。

   　──なんだか、思ってた感じと違うな……。

   　——总觉得，跟想象中的感觉不一样……。

   　グラムと他の二人は、シルヴァルドに対して全く同じ感想を抱いていた。

   　古兰和其他两人对希瓦尔德抱持着完全相同的感想。

   「ん？　お主……」

   「嗯？你……」

   「な、何でしょう……？」

   「怎、怎么了……？」

   　シルヴァルドは、まじまじと青葉の顔を見る。

   　希瓦尔德目不转睛地盯着青叶的脸。

   「いや、よい。寒いし寝起きじゃしで頭が回っとらん。それより六魔侯の連中はどうした？　死んだか？　いや、
     
      彼奴
     あやつらは殺しても死なん連中か、まあ不死じゃがな！」

   「不，没事。天气这么冷，我才刚睡醒，脑袋转不过来。话说回来，六魔侯他们怎么了？死了吗？不，那些家伙就算杀了也死不了，不过他们确实是不死之身啦！」

   「姉上、その事なのですか……」

   「姐姐，关于这件事……」

   　ベルトールはシルヴァルドに《翻訳》の魔法を付呪し、これまでの経緯を説明した。

   　贝尔多尔对希瓦尔德施加《翻译》魔法，向他说明至今为止的经过。

   　現在はベルトールが滅んでから五百年後だという事。

   　现在是贝尔多尔灭亡后的五百年后。

   　偶発的な出来事であった
     
      為
     ため、マキナはこの場にいない事。

   　因为是偶发事件，玛姬娜不在场。

   　自分の事。

   　自己的事。

   　仲間の事。

   　同伴的事。

   　新宿と秋葉原の事。

   　新宿和秋叶原的事。

   　シルヴァルドを救いに来た事。

   　来救希瓦尔德的事。

   　勇者グラムと共闘している事。

   　和勇者古兰并肩作战的事。

   　そして、横浜市の現状。

   　以及，横滨市的现状。

   　包み隠さず、簡潔にだ。

   　毫无隐瞒，简洁地说明。

   「そう、か」

   「这样啊。」

   　少し寂しそうに、シルヴァルドは
     
      呟
     つぶやいた。

   　希瓦尔德有些寂寞地低语。

   「事情は
     
      概
     おおむねわかった。儂もベルトールが滅びてからそう時を置かず眠りについたからの。今この時代においてはお主とそう変わらぬ。元々俗世にあまり興味はなかったしな。しかしのうベルトール」

   「事情我大致明白了。贝尔多尔灭亡后不久，我也陷入了沉睡。现在这个时代，我和你没什么差别。毕竟我原本就对俗世没什么兴趣。不过啊，贝尔多尔。」

   「何か？」

   「怎么了？」

   「そっちの小娘はここの原住民だから良いとして、そっちのグラムは……あ、勇者グラムって勇者グラムか!?　なんでここにおるんじゃ!?」

   「那边的小姑娘是这里的原住民，所以就算了，那边的古兰是……啊，勇者古兰就是勇者古兰吗！？为什么你会在这里！？」

   「それはさっき説明したでしょう姉上」

   「刚才已经说明过了吧，姐姐。」

   「おや、そうじゃったかの？　本当にこんな
     
      優
     やさ
     
      男
     おとこにベルトールがやられたのか……はー、そうは見えんのう……ベルトールがこの男にのう……あれはどこじゃ、
     
      噂
     うわさに聞く聖剣は持っとらんのか？」

   「哎呀，是这样吗？贝尔多尔真的是被这种软弱的男人打败的吗……唉，看不出来啊……贝尔多尔被这个男人……那个东西在哪里，你没有带着传说中的圣剑吗？」

   「あー……どうもシルヴァルド、伝説の黒竜にお会いできて光栄です。聖剣は諸事情で今手元にはありません」

   「啊……希瓦尔德，能见到传说中的黑龙，我深感荣幸。圣剑因为种种原因，现在不在手边。」

   「なんじゃ、つまらんのぉ……」

   「什么啊，真没意思……」

   　あっちこっち話が飛ぶな、とグラムは思う。

   　古兰心想，话题跳来跳去的。

   「ああ話がすっとんだ。そこな女、
     
      辛
     から
     
      芥
     け
     
      子
     しみたいなの付けた黒髪の奴じゃ」

   「啊啊，话题扯远了。那边的女人，头发像辛夷一样黑的家伙。」

   　シルヴァルドが
     
      高
     たか
     
      橋
     はしを顎でしゃくる。

   　希瓦尔德用下巴指了指高桥。

   「へ？　あたし？」

   「咦？我？」

   　シルヴァルドは
     
      頷
     うなずきもしない。

   　希瓦尔德没有点头。

   「ベルトールよ、どういうつもりで
     
      此奴
     こやつを仲間にし、
     
      此処
     ここにまで連れてきたのじゃ？　見た所不死でもなく、大した力があるわけでもなし、マキナを連れてくるのが一番じゃろ。儂も早く会いたいしな」

   「贝尔多尔啊，你把这丫头收为同伴，带到这里来是有什么打算？她看起来既不是不死者，也没什么了不起的力量，带玛姬娜来不是更好吗？我也想早点见到她。」

   「なっ！　なんだとう!?　……今はちょっと本領発揮できない状況ではあるけども！」

   「什么！你说什么！？……虽然我现在处于无法发挥本领的状态！」

   「ふん、己の弱さくらいは
     
      弁
     わきまえておるようじゃのう小娘」

   「哼，看来你至少还知道自己有多弱嘛，小丫头。」

   　グラムがシルヴァルドに異を唱えようとしたその時である、それよりも早く、シルヴァルドに物申す者がいた。

   　正当古兰想对希瓦尔德提出异议时，有人抢先一步对希瓦尔德提出意见。

   「姉上ともあろうお方が、寝起きで目が曇ったのですか？」

   「姐姐大人，您刚睡醒就眼花了吗？」

   「ん？　なんじゃベルトール、この娘が使えるとでも言いたげじゃの？」

   「嗯？怎么了贝尔多尔，你难道想说这丫头派得上用场吗？」

   　さも当然という風に、ベルトールは頷く。

   　贝尔多尔理所当然地点了点头。

   「ええ。高橋は
     
      類
     たぐい
     
      稀
     まれで、非凡な才を持つ者です。私も何度も助けられた。彼女の持つ才能は、我々の知る〝力〟とは別種。この時代でこそ
     
      活
     いきる才覚です」

   「是的。高桥拥有稀世的非凡才能，她也帮了我好几次。她拥有的才能与我们所知的『力量』不同，是能在这个时代活用的才能。」

   「ぐぬぬぬぬう……ベルトールにここまで言わせるのが余計に
     
      逆
     げき
     
      鱗
     りんに響くわっ。やい小娘、儂はお主をずぇぇぇぇぇぇったい認めんからな。絶対じゃぞ？　儂がお主を認める事など鱗が落ちてもありえんと思えっ」

   「咕唔唔唔唔……贝尔多尔说到这个地步，反而更触怒我的逆鳞了。喂，小丫头，我绝～～～～～～对不会认同你。绝对哦？就算我鳞片掉光了，也绝不可能认同你！」

   「このちびっこドラゴンが〜！　言わせておけば〜！」

   「你这小不点龙！我让你三分，你竟敢得寸进尺！」

   「あ、ちびっこって言った！　もう許さんもんねー！　ばーか！」

   「啊，你叫我小不点！我绝不原谅你！笨蛋！」

   　ぷいっ、とシルヴァルドはそっぽを向いた。

   　希瓦尔德气呼呼地别过头去。

   「あまり気にするな高橋。姉上は
     
      其方
     そなたに嫉妬しておられるのだ。彼女は暴力至上主義だからな。悪気はない……はずだ。許してやってくれ」

   「别太在意，高桥。姐姐是在嫉妒你。因为她奉行暴力至上主义，应该……没有恶意，原谅她吧。」

   「いやぁ、現状役に立ってないのは本当だから……」

   「不，我现在确实派不上用场……」

   　苦笑を浮かべる高橋に、ベルトールはそれ以上何も言わない。彼なりの信頼の
     
      証
     あかしだ。

   　贝尔多尔没有再对苦笑的高桥多说什么，这是他信任高桥的证明。

   「それで姉上、姉上は
     
      何故
     なぜここに封印されていたのですか？」

   「那么姐姐，你为什么会被封印在这里？」

   「……ま、それはどうでもよかろ」

   「……哎，那不重要。」

   　何やら言いにくそうに、シルヴァルドは言った。

   　希瓦尔德难以启齿似地说道。

   「わかりました。では
     
      最
     も
     
      早
     はやここにいる理由もございませんので共に参りましょう姉上。まだやることが残っている。協力願います」

   「我明白了。那么我们已经没有理由留在这里了，一起走吧，姐姐。我们还有事要做，希望你协助我们。」

   　その言葉にシルヴァルドは──

   　希瓦尔德闻言——

   


   「嫌じゃ」

   「不要。」

   


   　──一言で、断った。

   　——一口回绝。

   　これは確実に面倒な事になるぞ！　と叫びたい言葉をグラムはぐっと我慢する。相手は竜、それも竜の時代を築き上げた伝説の竜だ。自分達のような者の理屈が通用するとは思ってはいけないのだ。

   　这下事情麻烦了！古兰忍住想这么大叫的冲动。对方是龙，而且是建立龙之时代的传说之龙，不能认为自己这种人的道理能说得通。

   「姉上……？」

   「姐姐……？」

   「再会は
     
      嬉
     うれしく思おう、お主がわざわざ出向いて来たのも喜ばしく思おう。じゃがな、儂は出られ──いや、出る気はない」

   「很高兴与你重逢，也很高兴你特地来找我。但是，老夫不能离开——不，不想离开这里。」

   「それは──」

   「那是——」

   　ベルトールの声色が変わった。

   　贝尔多尔的语气变了。

   　
     
      義
     おと
     
      弟
     うとから
     
      義
     あ
     
      姉
     ねに対する声色ではなく、魔王から六魔侯に対する声色にだ。

   　不再是义弟对义姐的语气，而是魔王对六魔侯的语气。

   「〝余〟の命令だとしてもか？」

   「即使是『余』的命令也不行吗？」

   「そうじゃ。納得いかんのであればこう言ってやろう。三つ目の、最後の
     
      我
     わが
     
      儘
     ままじゃ」

   「没错。不服的话，老夫就告诉你，这是第三个，也是最后一个任性要求。」

   　黒竜は、こう言葉を続けた。

   　黑龙接着说道。

   「儂をここから連れ出したいのであれば『儂と戦い、勝って従わせよ』ベルトール。それが儂の最後の我儘じゃ。儂に勝てばお主の命令を聞いてやろうぞ」

   「想把老夫带离这里的话，『就与老夫战斗，战胜老夫，让老夫服从』，贝尔多尔。这是老夫最后的任性要求。只要你能战胜老夫，老夫就听从你的命令。」

   　戦って、勝って従わせろ。

   　战斗，战胜，让对方服从。

   　それこそが、
     
      黒
     こく
     
      竜
     りゅう
     
      侯
     こうシルヴァルドが魔王ベルトールと結んだ誓約。

   　这正是黑龙侯希瓦尔德与魔王贝尔多尔缔结的誓约。

   　最後の我儘。

   　最后的任性要求。

   　シルヴァルドの言葉に、ベルトールは一度だけ、深い
     
      溜
     ため
     
      息
     いきを
     
      吐
     ついた。

   　听了希瓦尔德的话，贝尔多尔深深地叹了一口气。

   「わかりました」

   「我明白了。」

   　抗議はない。何故、と問い掛けもしない。

   　没有抗议，也没有问为什么。

   　彼女の我儘は絶対に聞くという誓約がある以上、意味がないからだ。

   　因为既然有绝对要听从她任性要求的誓约，问了也没有意义。

   「準備をしてもよろしいですか？」

   「我可以做准备吗？」

   「当然じゃ。存分にするがよい」

   「当然，尽管准备吧。」

   「では失礼。行くぞグラム」

   「那么恕我失礼了。走吧，古兰。」

   　ベルトールはマントを
     
      翻
     ひるがえして、グラムの肩を
     
      叩
     たたく。

   　贝尔多尔翻动斗篷，拍了拍古兰的肩膀。

   「え？　僕も？」

   「咦？我也要？」

   「協力関係なのだから当然だろう。姉上の遊び相手は余一人では荷が重い」

   「我们是合作关系，这是当然的。要余一个人当姐姐的玩伴，负担太重了。」

   「君にしては随分弱気だな」

   「以你来说，这话说得还真软弱。」

   「単純な白兵戦だけの対戦ダイアグラムで言えば、甘めに見て８：２だ」

   「单纯以白刃战的对战图来看，乐观估计也是8：2。」

   「８？　じゃあ大丈夫じゃないか？」

   「8？那不就没什么问题吗？」

   「たわけ」

   「蠢货。」

   　ベルトールは、至極真面目な声音で言った。

   　贝尔多尔用极其认真的声音说道。

   「姉上が８だ」

   「姐姐是8。」

   　グラムは驚いていた。

   　古兰吃了一惊。

   　自分が自然とベルトールが優勢だと信じていた事もそうだし、何よりこの男が素直に自分の不利を認めた事にもだ。

   　自己自然地相信贝尔多尔会占优势，以及这个男人坦率地承认自己不利，这两件事都让他吃惊。

   「いいけど……二対一だけどいいのか？」

   「是没问题……但二对一没问题吗？」

   　言って、グラムはシルヴァルドの方を見る。

   　古兰说完，看向希瓦尔德。

   「
     
      儂
     わしは別に構わん。グラム、お主も過去に竜と戦ってきたじゃろ？　その中に一騎打ちをしようなどという竜はおらんかったじゃろう。そういう事じゃ」

   「老夫无所谓。古兰，你过去也和龙战斗过吧？其中没有龙会想单挑吧。就是这么回事。」

   「うーん、そう言われればそうなんだけど……」

   「嗯——这么说也是啦……」

   「姉上がいいと言ってるのだからいいのだ、行くぞ」

   「姐姐都说可以了，那就没问题。走吧。」

   　肩を叩かれてグラムも
     
      踵
     きびすを返す。ちらと後ろを見れば、シルヴァルドが両手を腰に当てて何やら偉そうにしている。血が
     
      繫
     つながっていないどころか、種族すら違うのに何故だか
     
      姉
     きょう
     
      弟
     だいの説得力を感じた。

   　古兰被拍了拍肩膀，也转身离去。他瞥了身后一眼，希瓦尔德双手扠腰，一副了不起的样子。明明没有血缘关系，甚至种族都不一样，却不知为何有种姐弟的说服力。

   　四人は閉じた扉の方まで一旦戻る。

   　四人暂时回到关上的门那边。

   「これから戦いになる。二人はここで待機していてくれ」

   「接下来要战斗了。你们两个在这里待命。」

   　グラムの言葉に、
     
      青
     あお
     
      葉
     ばと高橋は頷く。

   　古兰说完，青叶和高桥点点头。

   「は、はい」

   「好、好的。」

   「おっけ。ま、あたしらが戦闘で何かできるとも思えないしね」

   「OK。反正我们就算参战也帮不上什么忙。」

   　グラムは詠唱の後に一つの魔法を宣言する。

   　古兰咏唱后，宣告一个魔法。

   「《
     
      聖域
     サンクチュアリ》」

   「《圣域》。」

   　高橋と青葉を囲うように、光の壁が
     
      円
     えん
     
      錐
     すい状に出現する。

   　光壁呈圆锥状出现，包围住高桥和青叶。

   「狭いけど、少しの間我慢していてくれ。ごめんね。この中なら安全だから」

   「虽然很窄，但请忍耐一下。抱歉，不过在里面很安全。」

   　グラムが発動したのは防御型の結界魔法だ。

   　古兰发动的是防御型的结界魔法。

   　内側から干渉できなくなる代わりに、外側からの干渉を防ぐ効果を持っており、更に効果範囲を狭めて結界の強度を上げている。

   　虽然无法从内侧干涉，但相对地具有防止外侧干涉的效果，而且效果范围很窄，结界强度也更高。

   　物理、魔法両方のダメージに対する高い耐性を持つが、簡単な手順で解除されてしまうという弱点もある。

   　虽然对物理、魔法两方的伤害都有很高的耐性，但也有弱点，就是能以简单的步骤解除。

   　戦闘中であれば解除される事もないだろうというグラムの判断によるものだ。

   　古兰判断在战斗中应该不会被解除。

   「グラム、貴様が前衛を張れ。余が後衛で援護する」

   「古兰，你当前卫，余在后方支援。」

   　シルヴァルドの方へと歩みを進めながら、ベルトールはそう言った。

   　贝尔多尔一边走向希瓦尔德一边说道。

   「え？　いいけど。死なない君も前衛やった方がいいんじゃないか？」

   「咦？可以啊。不会死的你当前卫不是比较好吗？」

   「確かに姉上の攻撃で余を殺し切る手段は限られる。故に前衛二枚でもいいが──貴様や姉上と比べると余の前衛能力は一段落ちるからな。前衛同士の連携は腕に差があるとズレを生む、姉上相手に余がいたら小さなズレですら致命的になりかねん。それならば合わせやすい前衛後衛編成の方がよかろう」

   「的确，姐姐的攻击能杀死余的手段有限，所以当前卫也行——但余的前卫能力比你和姐姐差一截。前卫之间的合作，如果实力有差距就会产生偏差，面对姐姐，余在场的话，连小小的偏差都有可能致命。既然如此，还是容易配合的前卫后卫编组比较好。」

   　魔王ベルトールが、勇者グラムよりも前衛能力で劣るのをあっさり認めた。

   　魔王贝尔多尔干脆地承认自己的前卫能力不如勇者古兰。

   　それは、シルヴァルドがプライドよりも戦術的優位性を重視しなければならない程の相手だという事の証左でもある。

   　这证明了希瓦尔德面对的对手，是必须重视战术优势胜过自尊心的对手。

   「なるほど、わかった。君にそこまで言わせる相手、か」

   「原来如此，我明白了。是让你说到这种地步的对手吗？」

   「安心せよ、余は既に勝ちの絵を描いている」

   「放心吧，余已经描绘出胜利的蓝图了。」

   「心強くて助かるね。僕はてっきりめんどくさいから後衛に回るのかと」

   「真是可靠，帮大忙了。我还以为你是因为麻烦才当后卫的。」

   「フッ」

   「呵。」

   　苦笑しつつ、黒の魔剣をグラムの足元へと投げ突き立てる。

   　魔王一边苦笑，一边将黑色魔剑扔到古兰脚边。

   「余の魂から鍛造した剣だ。余だと思って扱え」

   「那是用余的灵魂锻造的剑，当作余来使用吧。」

   「雑に扱っていいって事かい？」

   「意思是可以随便用吗？」

   「貴様……背中には気をつけろよ」

   「你这家伙……小心背后哦。」

   　冗談だよ、と言いながら勇者は魔王の剣を引き抜く。

   　勇者一边说「开玩笑的啦」，一边拔起魔王的剑。

   　遠く離れていても聖剣《イクサソルデ》はグラムが呼びさえすれば召喚される。だが空間を転移して召喚されるわけではなく、物理的に文字通り飛んでくるので、地下にあるこの場所では呼び出せないのだ。

   　只要古兰呼唤，圣剑《伊古札索德》即使在远处也能召唤过来。但那并非是转移空间召唤过来，而是如字面意义地飞过来，所以无法在位于地下的这个地方召唤。

   「これ、大丈夫なのか？　呪いとか……君の剣ってえげつない呪い掛かってそうだし……」

   「这把剑没问题吗？像是诅咒之类的……你的剑感觉会施加很恶毒的诅咒……」

   「それを含めての使いこなす、だ」

   「包含诅咒在内，你都要好好运用。」

   「あるのか呪い……」

   「原来真的有诅咒……」

   「魔剣なのだから当然であろう、貴様のぬるい聖剣とはわけが違う」

   「因为是魔剑，这是当然的吧，和你那把温吞的圣剑不一样。」

   　聖剣と魔剣、この二つには明確な基準が存在する。

   　圣剑和魔剑，这两者之间存在着明确的基准。

   　それはリスクの有無だ。

   　那就是有无风险。

   　聖剣は持ち主を選ぶ代わりにリスクがないが、魔剣は持ち主を選ばない代わりに何らかのリスクが付き
     
      纏
     まとう。

   　圣剑虽然会挑选主人，但没有风险。魔剑虽然不会挑选主人，但会伴随某种风险。

   　強力な聖剣程使い手を選ぶし、強力な魔剣程
     
      孕
     はらむリスクは大きいのである。

   　越是强力的圣剑越会挑选使用者，越是强力的魔剑越会伴随巨大的风险。

   「せいぜい剣に殺されぬように扱いきってみせよ」

   「你可要好好运用，别被剑给杀了。」

   「それは僕を信用しているって事でいいのかな？」

   「我可以把这当作是相信我吗？」

   「たわけ。それくらいできて
     
      貰
     もらわなければ困る、という事だ。姉上相手に《ベルナル》の制御に気を回している余裕はないだろうからな」

   「蠢货。是说你要是连这点事都做不到，余可就伤脑筋了。毕竟面对姐姐大人，你恐怕没有余力去控制《贝尔纳鲁》。」

   「ちなみに僕が制御を間違えたらどうなるんだ？」

   「顺便问一下，要是我控制失误会怎么样？」

   「死ぬ」

   「死。」

   「死か〜……」

   「死啊……」

   　異様な魔力を放つ魔剣を見ながら、グラムは肩を落とす。

   　古兰看着释放出异样魔力的魔剑，垂下肩膀。

   「当然であろう。ぬるい呪いで強い力を得るなど収支が合わんからな。呪いが強ければ強い程魔剣は力を得る。ならば、死という呪いは最上級のものであろう」

   「当然的吧。用微弱的诅咒得到强大的力量，这可划不来。诅咒越强，魔剑就越强。那么，死这个诅咒就是最顶级的了。」

   「でも君死なないよな？」

   「但是你不会死吧？」

   「当然だ。余は不死だからな」

   「当然。因为余是不死的。」

   「リスクの踏み倒し方ずるくないか……？　ありなのか……？」

   「风险的规避方式会不会太狡猾了……？可以这样吗……？」

   　グラムは掌中の
     
      魔剣
     ベルナルの柄を強く握る。

   　古兰用力握住掌中的魔剑剑柄。

   　
     
      掌
     てのひらの中で魔力が竜巻を作っているような、一歩間違えれば
     
      身体
     からだの内から
     
      弾
     はじけ飛ぶような力を感じる。

   　他感受到掌中魔力仿佛形成了龙卷风，只要走错一步，就会从身体内侧炸开的力量。

   　だが、扱いきれないわけではない。

   　但是，他并非无法驾驭。

   「ついでだ。《
     
      天威よ慄け
     ヴェストゥム》」

   「顺便。《天威战栗》。」

   　ベルトールはグラムと自分に
     
      強化魔法
     バフを掛ける。

   　贝尔多尔对自己和古兰施加强化魔法。

   「確かに、
     
      他人
     ひとから掛けて貰うのはいいかもな」

   「的确，让别人帮忙施加魔法或许不错。」

   「それと──」

   「还有——」

   　ベルトールがグラムの胸に手を当てると、ベルトールの黒い
     
      鎧
     よろいが消え、グラムに
     
      外套
     マントの付いた黒い軽装鎧が
     
      纏
     まとわれた。

   　贝尔多尔把手放在古兰的胸口，贝尔多尔的黑色铠甲消失，古兰身上穿上了附有外套的黑色轻装铠甲。

   　そのデザインは先程までベルトールが纏っていたものではなく、普段グラムが使っている物に近い。

   　那设计并非贝尔多尔刚才穿的铠甲，而是近似于古兰平时使用的装备。

   　一方ベルトールは金属部の少ない
     
      法
     ほう
     
      衣
     えのような格好になっている。

   　另一方面，贝尔多尔则变成金属部分很少，类似法衣的打扮。

   「余の鎧の一部も貸し与えてやろう。光栄に思えよ」

   「余也把一部分铠甲借给你。你要感到光荣。」
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   　自らを包む黒の鎧を眺め、勇者は苦笑する。

   　勇者看着包覆自己的黑色铠甲，露出苦笑。

   「……僕の趣味じゃないんだけどな」

   「……这不合我的喜好。」

   「
     
      贅
     ぜい
     
      沢
     たくを言うな」

   「别要求太多。」

   　そして二人は、シルヴァルドの下へと再び戻っていく。

   　然后两人再度回到希瓦尔德身边。

   「うーん、最強の二人って感じだね」

   「嗯——感觉是最强的两人。」

   「が、頑張って……ください」

   「请、请加油……」

   　中央へと戻っていく魔王と勇者の背に、
     
      高
     たか
     
      橋
     はしと青葉は声をかける。

   　高桥和青叶对着回到中央的魔王和勇者的背影喊道。

   　ベルトールは背を向けながら軽く片手を挙げ、グラムは一度振り返り安心させるように笑顔を見せた。

   　贝尔多尔背对着她们轻轻举起单手，古兰则一度回头，露出笑容让她们安心。

   「準備は終わったか？」

   「准备好了吗？」

   　中央の足場で待っていたシルヴァルドが、二人にそう投げかける。

   　在中央的踏台上等待的希瓦尔德对两人问道。

   「随分行儀がいいんだな」

   「你很有礼貌嘛。」

   　
     
      睥
     へい
     
      睨
     げいする小さな竜に、勇者は言った。

   　勇者对睥睨着自己的小龙说道。

   「ふん、
     
      小
     こ
     
      童
     わっぱが。竜がヒトと戦うのじゃぞ？　ヒトは
     
      戦
     いくさ
     
      化
     げ
     
      粧
     しょうをする権利があるし、竜にはそれを待つ義務がある」

   「哼，小鬼。龙可是要和人类战斗哦？人类有战斗化妆的权利，龙有等待的义务。」

   「成程、そうだね。竜退治は常に僕達が準備し、挑む側だ」

   「原来如此，是这样啊。讨伐龙总是我们准备，由我们发起挑战。」

   　シルヴァルドは片腕を大きく回す。

   　希瓦尔德单手大动作地转了一圈。

   「こうして
     
      戦
     やり合うのは初めてじゃのう、ベルトールよ」

   「像这样战斗还是第一次呢，贝尔多尔。」

   　シルヴァルドの言葉に、グラムは意外さを覚えていた。

   　希瓦尔德的话让古兰感到意外。

   　勝手なイメージだが、ベルトールがシルヴァルドと戦って屈服させて従えたと思っていたからだ。

   　虽然这是他擅自想象的，但他以为贝尔多尔是和希瓦尔德战斗，令其屈服，使其服从。

   「ええ。姉上とこうしない
     
      為
     ために仲間に引き込んだのですから」

   「是啊。就是为了不和姐姐这样，我才拉拢姐姐成为同伴的。」

   「クク、それにベルトールを滅ぼした勇者グラムもおると言うのだからたまらんのう」

   「呵呵，而且还有消灭贝尔多尔的勇者古兰在，真是让人受不了啊。」

   　じゃが、と言ってシルヴァルドは続ける。

   　「但是，」希瓦尔德继续说道。

   「力を
     
      失
     なくした魔王……聖剣を欠いた勇者……眠気覚ましの遊び相手としてはちと物足りんかもしれんがのう……」

   「失去力量的魔王……缺少圣剑的勇者……作为驱散困意的玩伴或许有点不够格啊……」

   「姉上と言えど、我らを低く見すぎではありませんか？」

   「就算是姐姐，也把我们看得太低了吧？」

   「ああ。随分と
     
      舐
     なめられたものだ。それで、僕達はどうやったら勝ちなんだ？」

   「是啊。被小看了呢。那么，我们要怎么做才能赢？」

   「さっきから礼を欠いた舐め腐った態度の小童じゃのう。勝ち負けなぞ、死ぬか負けを認めるかしかないじゃろ」

   「从刚才开始就一直用无礼的轻视态度的小鬼啊。胜负什么的，不是死就是认输吧。」

   「この中で死ぬの僕だけじゃないか!?」

   「死的只有我吧！？」

   　グラムのツッコミは、ベルトールにもシルヴァルドにも無視された。

   　古兰的吐槽被贝尔多尔和希瓦尔德无视了。

   「殺すなよグラム」

   「别杀了他哦，古兰。」

   「加減はするさ」

   「我会控制力道的。」

   　不滅の魔王と不老の勇者の言葉に、不死の竜は牙を
     
      剝
     むき出しにして笑う。

   　不灭的魔王和不老的勇者的话，让不死之龙露出牙齿笑了。

   「ハッ、儂を殺すと来たか。随分自信があるようじゃな小童共」

   「哈，来杀老夫吗。看来你们很有自信啊，小鬼们」

   「ええ。
     
      殊
     こと戦いに関しては、この男には強く期待しています故」

   「是啊。特别是战斗方面，我对这个男人寄予厚望」

   「期待に応えられるように頑張るよ」

   「我会努力回应期待的」

   「その意気や良し」

   「就是这个气势」

   　強く床を踏み、
     
      飛沫
     しぶきが舞う。

   　古兰用力踏地，水花飞溅。

   　上半身の力を抜いた前傾。

   　上半身放松，身体前倾。

   　尾を立てた狩りの姿勢だ。

   　这是竖起尾巴的狩猎姿势。

   「来るがいい。
     
      脆
     ぜい
     
      弱
     じゃくな人間共、
     
      儂
     わしは今腹が減っておるからのう。せいぜい
     
      腸
     はらわたを食い尽くされんように
     
      足搔
     あがくがよい」

   「来吧。脆弱的人类们，老夫现在肚子饿了。你们就尽量挣扎，别让老夫把肠子吃光吧」

   　金の竜眼が
     
      睨
     にらみつけ、ヒトでは有り得ない鋭い殺意に当てられる。
     
      彼
     ひ
     
      我
     がが狩る者と狩られる者であると魂が訴えてくる。

   　金色龙眼瞪着他们，人类不可能拥有的锐利杀意袭来。灵魂在诉说，自己和对方是狩猎者和被狩猎者的关系。

   　グラムの肌が
     
      粟
     あわ
     
      立
     だち、背筋が凍る。

   　古兰的皮肤起鸡皮疙瘩，背脊发凉。

   　彼が生きてきて五百余年、これまでの冒険で様々な竜と
     
      対
     たい
     
      峙
     じし、打ち勝ってきた。

   　他活了五百多年，在至今为止的冒险中与各种龙对峙，战胜了它们。

   　
     
      燎
     りょう
     
      原
     げんを歩むもの、ゼイドラム。

   　燎原之物，泽伊多拉姆。

   　狂気の後継者、ジャビィ・ジャビィ。

   　疯狂的继承者，贾比・贾比。

   　死の睨み、ガーランド。

   　死亡的瞪视，加兰德。

   　いずれも名だたる猛竜
     
      揃
     ぞろい。

   　都是有名的猛龙。

   　一翼たりともグラムが簡単に倒せた相手はいなかった。

   　没有一只龙是古兰能轻易打倒的。

   　だが目の前の少女と比べれば、それらの竜などまるで赤子。

   　但是和眼前的少女相比，那些龙简直就像婴儿。

   　それほどの威圧感。

   　如此的压迫感。

   　
     
      遥
     はるか太古、魔王ベルトールが誕生するよりもっと古くから生きる、規格外の不死。五竜戦争の覇者、祖竜直系の一翼。

   　在遥远的太古，比魔王贝尔多尔诞生更早，超乎常规的不死。五龙战争的霸者，祖龙直系的一翼。

   　
     
      稲妻を摑むもの
     ヴィルムニルを、
     
      狂気を
     シ
     
      回想す
     バ
     
      るもの
     ーを、
     
      巨大なるもの
     ラースベントを、
     
      治し癒やすもの
     パールリアを殺し、
     
      喰
     くらい、その
     
      鱗
     うろこの一枚が身体から剝がれ落ちるまでという条件を神々と交わし、二千年もの間世界に君臨した全ての生命の
     
      頂点
     エイペック
     
      捕食者
     スプレデター。

   　杀死、吞噬了掌握闪电者、回想起疯狂者、巨大者、治愈者，与诸神缔结了条件，直到一片鳞片从身体剥落为止，君临世界长达两千年，所有生命的顶点捕食者。

   　竜帝、闇の翼、
     
      日
     にっ
     
      蝕
     しょく、
     
      竜殺し
     アンチドラゴン
     
      殺し
     スレイヤー、完成されし
     
      黎
     れい
     
      明
     めい、第四法踏破者。

   　龙帝、暗之翼、日蚀、弑龙者杀手、完成的黎明、第四法踏破者。

   　──
     
      暗黒を喰むもの
     シルヴァルド。

   　——吞噬黑暗者。

   　次の瞬間。

   　下一瞬间。

   「緩むなよ？」

   「别松懈哦？」

   　グラムの視界からシルヴァルドの姿が消えた。

   　希瓦尔德的身影从古兰的视野中消失。

   「──!?」

   「——！？」

   　いや消えたのではない。

   　不，并不是消失。

   　シルヴァルドが足場を蹴った時に生じた
     
      水
     みず
     
      飛沫
     しぶきが一瞬遅れて生じた。

   　希瓦尔德蹬地时溅起的水花慢了一拍才出现。

   　シルヴァルドは瞬時に己の射程内にまで接近し、空中で回転し、グラムは自身に向かって放たれる蹴りを視線の端で捉えていた。

   　希瓦尔德瞬间接近到自己的射程范围内，在空中旋转，古兰以视线边缘捕捉到朝自己踢来的脚。

   　瞬間移動や透明化などではない。ただ純粋な高速移動。

   　不是瞬间移动或透明化，只是纯粹的高速移动。

   　雷電の魔法を利用した移動をする
     
      木
     き
     
      ノ
     の
     
      原
     はらとは全く別の、単純にして極められた体術による翻弄。

   　和利用雷电魔法移动的木之原完全不同，是单纯且登峰造极的体术。

   「くっ……！」

   「唔……！」

   　──受ければ身体ごと持っていかれる。

   　——接下的话，身体会被带走。

   　そう判断してカウンターでシルヴァルドの足を斬り落とそうと半ば反射的に《ベルナル》を振るう。

   　如此判断的古兰半反射性地挥舞《贝鲁纳尔》，试图砍下希瓦尔德的脚反击。

   　衝撃。

   　冲击。

   　
     
      刃
     やいばと肉、異なる二つがぶつかり合ったというのに、金属同士がぶつかり合ったかのような音が響く。

   　刀刃与肉，明明是不同的两样东西碰撞，却响起金属互相碰撞的声音。

   「硬い……！」

   「好硬……！」

   　竜の鱗などトーフを斬るかの
     
      如
     ごとく切断できるであろう魔剣の刃を、肉体の頑強さと纏った魔力だけで受けきったのだ。

   　古兰的魔剑之刃，本应能像切豆腐一样轻易斩断龙鳞，却被希瓦尔德仅凭肉体的顽强和缠绕的魔力挡了下来。

   　元々の機動力が段違いな上に、武器を持っていない分、シルヴァルドの方が次の行動までが速い。

   　不仅原本的机动力就相差悬殊，希瓦尔德又没有武器，因此他比古兰更快采取下一个行动。

   　既に次の攻撃動作へと入っている。

   　他已经进入下一个攻击动作。

   「そお──れ！」

   「喝啊——！」

   　繰り出される拳を剣で受けようと構えた。

   　古兰举起剑，准备接下希瓦尔德挥出的拳头。

   「《
     
      黒盾
     ベル・ガルド》！」

   「《黑盾》！」

   　衝突の寸前、拳と剣の間に、黒い魔力の盾が割り込んだ。

   　在即将冲突的瞬间，黑色的魔力盾牌插入了拳头和剑之间。

   「《
     
      滅閃
     デル・レイ》！」

   「《灭闪》！」

   　次いで、黒い
     
      閃
     せん
     
      光
     こうが尾を引きながらシルヴァルドとグラムの間を駆け抜けていく。

   　紧接着，黑色的闪光拖着尾巴穿过希瓦尔德和古兰之间。

   　一瞬できた隙を
     
      衝
     ついて、グラムはバックステップで距離を取る。

   　古兰趁这一瞬间的空隙，后退拉开距离。

   「すまない、助かった」

   「抱歉，得救了。」

   「
     
      惚
     ほうけるなグラム。
     
      可
     か
     
      憐
     れんな少女の見た目だが、中身は竜だ。一瞬で食われるぞ」

   「别发呆了，古兰。虽然外表是楚楚可怜的少女，但内在可是龙。一瞬间就会被吃掉哦。」

   　ぴくり、とシルヴァルドの耳が動いた。

   　希瓦尔德的耳朵动了一下。

   「可憐な少女……？」

   「楚楚可怜的少女……？」

   　
     
      逆
     げき
     
      鱗
     りんに触れたか？　そうグラムは身構える。

   　是踩到他的地雷了吗？古兰如此戒备。

   「わ、儂を喜ばせたところで手加減はしてやらんけど？」

   「就、就算你讨好我，我也不会手下留情哦？」

   「お変わりないようで何よりです姉上」

   「你还是老样子，真是太好了，姐姐。」

   　しなを作って頰に両手を当てるシルヴァルドに、優しげな笑みを浮かべるベルトール。

   　贝尔多尔对双手捧着脸颊的希瓦尔德露出温柔的笑容。

   （こいつ昔からこうやって機嫌とってたんだろうな……）

   （这家伙从以前就是这样讨好他的吧……）

   　そのやり取りを尻目に、グラムは魔法の詠唱を開始する。

   　古兰无视他们的对话，开始咏唱魔法。

   「《風よ》《我が敵を》《斬り裂け》」

   「《风啊》《撕裂》《吾之敌人》」

   　本来五文ある呪文詠唱の一文目と三文目を省略。

   　省略了原本五文咒文的前一文和第三文。

   　ベルトールのような無詠唱法はできずとも、呪文を一部省略する省略詠唱法ならばグラムも習得している。

   　虽然古兰无法像贝尔多尔那样无咏唱，但省略咏唱法的话，他也会。

   　発動する魔法は──

   　发动的魔法是——

   「《
     
      風断
     ウィンドカッター》！」

   「《风断》！」

   　風の刃が宙を走る。

   　风刃在空中疾驰。

   　
     
      杖
     つえの機能も持つ《ベルナル》の効果によって強化されたそれは、大人の竜の首を両断するのに
     
      些
     いささかの不足もない切断能力を持っている。

   　在《贝尔纳尔》的魔杖效果强化下，其切断能力足以将成年龙的脖子一刀两断。

   「
     
      温
     ぬるいのう」

   「太嫩了。」

   　竜の首を断つ刃も、軽く払ったシルヴァルドの手に触れた瞬間、
     
      弾
     はじけて消えた。

   　斩断龙首的风刃，一碰到希瓦尔德轻轻一挥的手，便瞬间弹开消失。

   　それは竜の鱗が持つ、魔法による攻撃を弾く特殊効果と同じ作用である。

   　这和龙鳞弹开魔法攻击的特殊效果是相同作用。

   「
     
      竜
     りゅう
     
      鱗
     りん効果……
     
      流石
     さすがに
     
      黒
     こく
     
      竜
     りゅう
     
      侯
     こうともなると、人間体でも発揮するのか」

   「龙鳞效果……果然到了黑龙侯这个级别，就算在人类形态也能发挥吗。」

   　シルヴァルドが走る。

   　希瓦尔德奔跑起来。

   　中央の足場を抜け、尻尾を水平に魔法も使わないで
     
      水
     みな
     
      面
     もを駆ける。

   　他穿过中央的踏脚处，不用魔法，水平地在水面上奔跑。

   「《
     
      滅閃
     デル・レイ》！」

   「《灭闪》！」

   　無詠唱法によって、魔名を宣言するだけでベルトールの魔法が発動する。

   　古兰用无咏唱法，仅凭宣告魔名便发动了贝尔多尔的魔法。

   　高速で発射された黒い閃光は、シルヴァルドに直撃し、爆発を引き起こす。

   　高速发射的黑色闪光直接命中希瓦尔德，引发爆炸。

   　爆煙を裂いて飛び出したシルヴァルドの
     
      身体
     からだには傷一つ付いていない。

   　希瓦尔德从爆炸的烟雾中冲出，身上毫发无伤。

   「ふん、お主はいつもそればっかりじゃのうベルトール！」

   「哼，你总是只会用这招啊，贝尔多尔！」

   　壁を走りながら言うシルヴァルドに対し、ベルトールは魔名の宣言で応える。

   　希瓦尔德边在墙壁上奔跑边说，贝尔多尔则以魔名宣言回应。

   「《
     
      波濤の大蛇
     アグラ・ハイドラ》」

   「《波涛大蛇》。」

   　腕を降ろし、両
     
      掌
     てのひらを上に向けたベルトールの周囲の水が渦を作り、彼が腕を向けると渦から幾本もの水の柱が蛇のように伸び、うねり、シルヴァルドに向かって襲いかかる。

   　贝尔多尔放下手臂，双掌朝上，周围的水便形成漩涡，他一将手臂指向希瓦尔德，漩涡中便伸出几道水柱，如蛇般扭动，袭向希瓦尔德。

   「流石にわかっておるようじゃのう！」

   「果然知道啊！」

   　ベルトールの《
     
      波濤の大蛇
     アグラ・ハイドラ》は、術者の周囲の水を操って攻撃する魔法だ。その威力は周囲の水の量によって決定し、今この場においては
     
      霊素
     エーテルを含んだ水が大量に存在する為、その効力を最大限に発揮できる。

   　贝尔多尔的《波涛大蛇》是操纵术者周围的水进行攻击的魔法，其威力取决于周围的水量。现在这个场合，由于含有灵素的水大量存在，因此能发挥最大的效力。

   　竜の鱗は魔法を弾く。

   　龙鳞能弹开魔法。

   　だがそれは魔法で生み出した、ないし操ったものの質量まで無効化するわけではない。大量の水を用いる事で、竜鱗効果を飽和させて押し込む戦法であった。

   　但那并不表示能将魔法产生的、或魔法操纵的质量无效化。这是利用大量用水，使龙鳞效果饱和，进而突破的战法。

   「じゃが──無駄じゃな」

   「不过——没用的。」

   　しかし彼女には効かない。

   　但对她无效。

   　シルヴァルドは自身に襲いかかる水の蛇の首を、手刀で、あるいは蹴りで切り落とし、単なる水飛沫へと変えていく。

   　希瓦尔德用手刀或踢击砍断袭向自己的水蛇首级，将其化为单纯的水花。

   　土砂降りの雨のように降り注ぐ飛沫の中、金の竜眼だけが
     
      爛
     らん
     
      々
     らんと光っている。

   　在如倾盆大雨般倾泻的飞沫中，唯有金色龙眼闪闪发光。

   「ベルトールの魔法すら弾くのか……」

   「连贝尔多尔的魔法都能弹开吗……」

   　竜鱗効果も無敵ではない。

   　龙鳞效果并非无敌。

   　より強い魔力に
     
      晒
     さらされれば弾く能力が飽和し、ダメージを与えられる。

   　若暴露在更强的魔力下，弹开能力便会饱和，造成伤害。

   　だがグラムよりも一度に放出可能な魔力の量が多いベルトールが放つ《
     
      滅閃
     デル・レイ》でも黒竜の鱗は抜けず、《
     
      波濤の大蛇
     アグラ・ハイドラ》の質量による攻撃も全て防がれてしまっていた。

   　但贝尔多尔的魔力释放量比古兰更多，他放出的《灭闪》也无法击穿黑龙的鳞片，《波涛大蛇》的质量攻击也全被挡下。

   「うむ。姉上の鱗は普通の竜の〝魔法を弾く〟鱗とは違い、〝己を害するものを弾く〟という概念を
     
      纏
     まとっているようなものだ。だが竜鱗効果は魔法そのものを無効にしているわけではない。中距離では積極的に使っていけ」

   「嗯。姐姐的鳞片和普通龙族的『弹开魔法』的鳞片不同，是缠绕着『弹开危害自身之物』的概念。但龙鳞效果并非让魔法本身无效化。在中距离积极使用吧。」

   「そうだね、射程ではこっちが勝ってる」

   「是啊，射程是我方占上风。」

   　再び中央に降り立ったシルヴァルドが
     
      嘲笑
     あざわらう。

   　再次降落在中央的希瓦尔德嘲笑道。

   「射程では勝っている？　ハッ。笑わせるのう！」

   「射程占上风？哈！别笑死人了！」

   　そして身体を大きく
     
      仰
     のけ反らせながら大きく息を吸う。

   　接着他身体大幅后仰，深深吸气。

   「避けろ！　グラム！」

   「快躲开！古兰！」

   　ベルトールの警告よりも速く、それは来た。

   　在贝尔多尔的警告之前，那个先来了。

   


   「《
     
      吹き飛べ
     ヴァ・ロール》！」

   「《吹飞吧》！」

   


   　吐き出されたそれは、言葉というよりは
     
      咆
     ほう
     
      哮
     こう。

   　吐出的那句话，与其说是言语，更像咆哮。

   　足元の水を吹き飛ばしながら、〝何か〟がシルヴァルドの前方から発射された。

   　『某种东西』从希瓦尔德前方发射，吹飞了脚边的水。

   　グラムは
     
      咄
     とっ
     
      嗟
     さに防御の姿勢を取るが、無意味だった。

   　古兰立刻采取防御姿势，但毫无意义。

   　全く踏ん張りが
     
      利
     きかず、落ちる木の葉が風に吹かれて飛ぶかの如く後方へと吹き飛ばされ、そのまま
     
      高
     たか
     
      橋
     はし達の真横、壁面に激突する。

   　他完全无法站稳，如被风吹飞的落叶般被吹向后方，直接撞上高桥他们旁边的墙面。

   「がはっ」

   「嘎哈！」

   　衝突の瞬間、ベルトールがなんらかの魔法を使ってくれたらしく、壁と背の間に魔力の壁がクッションとなったが、それでも衝撃が殺しきれずに肺から空気が
     
      溢
     あふれ出す。

   　在撞上的瞬间，贝尔多尔似乎使用了某种魔法，在墙壁和背部之间形成魔力壁作为缓冲，但还是无法抵消冲击，肺里的空气被挤了出来。

   「グラさん!?」

   「古兰先生！？」

   「だ、大丈夫ですか!?」

   「你、你没事吧！？」

   　返事もろくにできないが、片手を挙げて笑みを見せる。

   　虽然无法好好回答，但古兰还是举起一只手，露出笑容。

   　戦っている姿で、不安にさせるわけにはいかない。

   　不能让她们看到自己战斗的样子，让她们不安。

   　今シルヴァルドが行ったのはヒトの使う魔法ではない。

   　希瓦尔德刚才使用的，并非人类使用的魔法。

   　それは魔法という技術の源流となった
     
      能力
     ちから。

   　而是成为魔法这种技术的源流的能力。

   　多くの竜は炎や冷気といった単純なものしか吐けないが、高位の竜であれば魔法に近しい複雑な
     
      霊素
     エーテル操作が可能であるそれの名をグラムが口に出す。

   　许多龙只能吐出火焰或冷气这种单纯的东西，但高位龙族能够进行接近魔法的复杂灵素操作，古兰说出了那个能力的名字。

   「
     
      竜の息
     ドラゴンブレス……だからって、力の向きを強制的にいじって吹き飛ばすのは反則だろ……！」

   「龙息……就算这样，强制改变力量的方向把人吹飞也太犯规了吧……！」

   　言いながら視線を前に向ければ、黒く丸い何かが目の前に迫ってきていた。

   　古兰说着，视线看向前方，一个黑色的圆形物体逼近眼前。

   　反射的に、グラムはそれをキャッチしてしまう。

   　古兰反射性地接住了那个东西。

   「よくぞ取った、褒めて
     
      遣
     つかわす」

   「接得好，值得夸奖。」

   　ベルトールの生首だった。

   　是贝尔多尔的头颅。

   「うわああああああああああ!?」

   「呜哇啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！？」

   「ぎゃああああああああああ!?」

   「呀啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！？」

   「きゃああああああああああ!?」

   「咿啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！？」

   　グラム、高橋、
     
      青
     あお
     
      葉
     ばがそれぞれ悲鳴を上げた。

   　古兰、高桥、青叶各自发出惨叫。

   　飛んできて、キャッチしたベルトールの生首が
     
      喋
     しゃべったのだ。

   　飞过来的贝尔多尔的头颅说话了。

   　グラムは驚いて、ベルトールの頭でお手玉をしてしまう。

   　古兰吓了一跳，把贝尔多尔的头颅当球抛来抛去。

   　グラムが吹き飛ばされた瞬間にベルトールがカバーに入り、その顔面をシルヴァルドに蹴られ、首がねじ切れて飛んできたのである。

   　古兰被吹飞的瞬间贝尔多尔挺身保护他，结果脸被希瓦尔德踢了一脚，头颅被踢飞。

   　首のない身体の部分もひとりでに跳躍して、グラムの横に着地。

   　没有头的身体部分也自己跳起来，在古兰旁边着地。

   　グラムの持つ自分の頭を
     
      摑
     つかんで首の上に載せた。

   　然后抓住古兰拿着的头颅，放在脖子上。

   「きもちわる……」

   「好恶……」

   「そうストレートに言われると流石の余も傷つくぞ」

   「说得这么直接，就算是余也会受伤哦。」

   　二人はそう言い合いながら、シルヴァルドへ向かって駆けていく。

   　两人一边拌嘴，一边朝希瓦尔德冲过去。

   　グラムが仕掛け、ベルトールが援護し、シルヴァルドが受ける。

   　古兰发动攻击，贝尔多尔掩护，希瓦尔德接招。

   　ベルトールが裏をかき、グラムが合わせ、シルヴァルドが全てを潰す。

   　贝尔多尔出其不意，古兰配合，希瓦尔德击溃一切。

   　勇者と魔王と黒竜の三重奏。

   　勇者、魔王和黑龙的三重奏。

   　空気が割れ、
     
      水
     みず
     
      飛沫
     しぶきが上がり、
     
      剣
     けん
     
      戟
     げきが鳴り響き、大気が震え、
     
      霊素
     エーテルが乱れる。

   　空气破裂，水花四溅，剑戟交锋，大气震动，灵素紊乱。

   （やばいな）

   （不妙啊。）

   　黒竜侯シルヴァルドと相対しながらグラムは笑みを隠せなかった。

   　与黑龙侯希瓦尔德对峙的古兰藏不住笑意。

   　強者と相対する
     
      歓
     よろこびは、剣に生き、戦いに身を置く者としてグラムも持っている。

   　身为以剑而生、置身于战斗中的人，古兰也拥有与强者对峙的喜悦。

   　だがそれ以上にベルトールという男と肩を並べて戦っているという事に、意識が高揚しているのは──グラムも認めたくはなかったが──認めざるを得ない事実であった。

   　但更令古兰意识高昂的是，与贝尔多尔这个男人并肩作战——虽然古兰不想承认——这是他不得不承认的事实。

   　それに何より──

   　而且最重要的是——

   （めちゃくちゃやりやすい……）

   （超好配合的……）

   　その感想は目の前の竜に対してではない。

   　这个感想不是针对眼前的黑龙。

   　ベルトールとの共闘が、だ。

   　而是与贝尔多尔的配合。

   　今まで様々な者に背中を預けて前衛後衛を組んできたが、その中でも間違いなく一番やりやすい。

   　至今为止，古兰和各种各样的人组队，将背后交给他们，也让他们将背后交给自己，但毫无疑问，贝尔多尔是最容易配合的。

   　この男に背中を任せるというのがこうまで頼もしいとは思ってもみなかった。

   　没想到将背后交给这个男人会如此令人安心。

   　相性が良すぎる。

   　太合拍了。

   　こちらの意図を完璧に
     
      汲
     くんでくれるし、あちらの意図が語らなくとも理解できる。

   　他完美地理解自己的意图，自己也不用听他说话就能理解他的意图。

   　本気で殺し合いをした仲だからこそ完成される意思疎通。

   　正因为是曾经认真厮杀过的对手，才能完成如此完美的沟通。

   　それでもまだ、黒竜には届かない。

   　尽管如此，还是无法伤到黑龙。

   　
     
      未
     いまだに有効打を与えられていないのだ。

   　至今仍无法给予有效的攻击。

   　不死であるベルトールはともかく、生身のグラムは長期戦になればなる程にパフォーマンスが低下していく。

   　先不说不死的贝尔多尔，古兰是血肉之躯，时间拖得越长，表现就会越差。

   　だが、それを
     
      鑑
     かんがみても
     
      尚
     なおベルトールとの共闘はグラムに勝利を予感させていた。

   　但即使考虑到这一点，古兰仍从与贝尔多尔的配合中预感到胜利。

   　その予感はすぐに打ち砕かれる事となる。

   　这个预感很快就被打碎了。

   「ようやく暖まってきたわ！」

   「终于暖起来了！」

   　シルヴァルドの魔力が更に跳ね上がり、周囲に黒い稲光を放つ。上昇する竜臓の温度で周囲の水が蒸発していく。生きている竜臓はそれ自体が高出力の魔力炉に等しい。

   　希瓦尔德的魔力再次提升，周围放出黑色的闪电。上升的龙脏温度使周围的水蒸发。活的龙脏本身就像高功率的魔力炉。

   「ここからまだギアが上がるのか……！」

   「还能继续提升吗……！」

   　シルヴァルドに対する自身の認識の甘さを、グラムは内心で舌打ちしていた。伝説の黒竜が簡単に討ち取れるはずがないのだ。

   　古兰在内心咂舌，自己对希瓦尔德的认识太天真了。传说中的黑龙不可能轻易被击败。

   　グラムの言葉に応えるように、シルヴァルドは笑みを深くする。

   　仿佛回应古兰的话，希瓦尔德加深了笑意。

   「
     
      儂
     わしは不死に格闘術の指南役をしておった身。どれ、お主らにも一つ教授してやろう」

   「老夫是指导不死格斗术的人。来，也让你们见识一下吧。」

   　次いで、シルヴァルドの背に生える小さな翼が何倍ものサイズに広がり、弓のようにしなり、
     
      羽撃
     はばたき、空中へ急上昇する。

   　接着，希瓦尔德背上的小翅膀展开成好几倍的大小，如弓般弯曲，拍打翅膀，急速上升到空中。

   　天井スレスレで一転急降下し、そのまま翼を畳んで水中へと潜った。

   　在接近天花板的地方突然急速下降，直接收起翅膀潜入水中。

   「気を付けろグラム！」

   「小心点，古兰！」

   　言われるまでもない。

   　不用说。

   　水上にいたグラムは、急いでベルトールのいる中央の足場へと駆ける。

   　在水上的古兰急忙跑向贝尔多尔所在的中央平台。

   　それより速く、シルヴァルドが水中から飛び出してきた。

   　希瓦尔德从水中飞出，比他更快。

   「はぁっ！」

   「喝！」

   　対応して振り下ろす剣と、打ち上げる拳がぶつかり合う。

   　古兰挥剑应对，与希瓦尔德打上来的拳头相撞。

   「《剣を空に》！」

   「《剑空》！」

   　複数の実体化した
     
      刃
     やいばがシルヴァルドを囲った。

   　实体化的剑刃包围希瓦尔德。

   　武装鋳造魔法の遠隔発動だ。

   　这是远距离发动武装铸造魔法。

   　ベルトールにしては比較的新しい──それでも五百年以上前のものだ──魔法である。

   　对贝尔多尔来说是比较新的——但也是五百年以前的——魔法。

   　ベルトールが五指を握る事で刃がシルヴァルドを襲う。

   　贝尔多尔握紧五指，剑刃袭向希瓦尔德。

   「ふんっ」

   「哼！」

   　一方シルヴァルドは空中で身を回し、襲い来る刃を一瞬で全て砕く。

   　另一方面，希瓦尔德在空中转身，一瞬间将袭来的剑刃全部击碎。

   　着地──
     
      否
     いな、着水の瞬間を狙い、グラムは魔剣を振るう。

   　古兰瞄准他着地——不，是着水的瞬间，挥舞魔剑。

   　完全に当たった刃の軌道、剣の軌跡、だがシルヴァルドの姿は
     
      霞
     かすみとなって消えた。

   　剑刃的轨道、剑的轨迹完全命中，但希瓦尔德的身影却化为雾气消失。

   「上だ！」

   「上面！」

   　ベルトールの声で反射的に上を見る。

   　听到贝尔多尔的声音，我反射性地抬头看。

   　いつの間にか頭上を取られており、振り下ろしたシルヴァルドの尻尾が今まさにグラムの頭を
     
      穿
     うがつ寸前であった。

   　不知不觉间头顶被占据了，希瓦尔德挥下的尾巴即将贯穿古兰的头。

   　ベルトールの支援も間に合わない。

   　贝尔多尔的支援也来不及。

   　思考が研ぎ澄まされ、刹那の時間がゆっくりと引き伸ばされる。飛び散る水飛沫の一粒一粒まではっきりと視認できる。

   　思考变得敏锐，刹那的时间被拉长。飞溅的水花，每一滴都清晰可见。

   


   「──《
     
      疾
     はしれ》」

   「——《疾》」

   


   　唇から流れるように、呪文を最小限に
     
      削
     そぎ落とした省略詠唱が漏れる。

   　咒文从唇间流露，削减到最小限度的省略咏唱。

   　先程ベルトールが放った言葉、〝己を害するものを弾く〟という
     
      黒
     こく
     
      竜
     りゅう
     
      侯
     こうの
     
      鱗
     うろこ。窮地での
     
      閃
     ひらめき、己の直感に身を任せる。

   　刚才贝尔多尔说过，黑龙侯的鳞片会弹开危害自己的东西。在绝境中灵光一闪，我决定相信自己的直觉。

   　一か八か。

   　孤注一掷。

   「《
     
      加速
     アクセラレーション》」

   「《加速》」

   　それは一時的に対象の速度を増加させる強化魔法だ。

   　那是暂时增加对象速度的强化魔法。

   　詠唱を極限まで削り、発動時間を短縮。

   　将咏唱削减到极限，缩短发动时间。

   　効果時間は刹那にも満たないだろう。

   　效果时间连刹那都不到吧。

   　そして、加速した所で避けられるタイミングでもない。

   　而且，加速后也不是能躲开的时机。

   　しかし、強化の対象は自分ではない。

   　但是，强化的对象不是自己。

   「お？」

   「哦？」

   　シルヴァルドに《
     
      加速
     アクセラレーション》の魔法を掛けたのだ。

   　我对希瓦尔德施加了《加速》魔法。

   　ほんの一瞬テンポをずらされたシルヴァルドの尾撃が、インパクトの予想よりも速くグラムの鼻先を
     
      掠
     かすめた。

   　希瓦尔德的尾击节奏被错开一瞬间，比预想的更快掠过古兰的鼻尖。

   　落下するシルヴァルドに、グラムは蹴りを入れて距離を離す。

   　古兰踢了下落的希瓦尔德，拉开距离。

   「大丈夫かグラム」

   「没事吧，古兰？」

   「ああ、なんとかね」

   「嗯，勉强没事。」

   　グラムの鼻から血が
     
      滴
     したたり、指で拭う。

   　古兰的鼻血滴落，我用手指拭去。

   「面白い事をするのう！　良いぞ良いぞ！　そうこなくてはな！」

   「真有趣！很好很好！就是要这样！」

   　仕留めきれなかったというのに、楽しそうにシルヴァルドは笑う。

   　明明没能收拾掉古兰，希瓦尔德却开心地笑了。

   （強化魔法が通った。攻撃魔法や
     
      弱化
     デバフは弾くけど
     
      強化
     バフはかかるんだ）

   （强化魔法有效。虽然攻击魔法和弱化会被弹开，但强化有效。）

   　それはベルトールの〝己を害するものを弾く〟という言葉から得た発想。

   　这是从贝尔多尔的“弹开危害自己的东西”这句话得到的想法。

   　シルヴァルドの鱗が、普通の
     
      竜
     りゅう
     
      鱗
     りん効果とは違うという事に賭けたのだ。

   　我赌的是希瓦尔德的鳞片和普通的龙鳞效果不同。

   　回避も防御も取れる状況になかったグラムよりも、既に攻撃態勢に入っていたシルヴァルドに《
     
      加速
     アクセラレーション》を掛けた方が効果は高い。

   　比起无法回避和防御的古兰，对已经进入攻击状态的希瓦尔德施加《加速》效果更好。

   　結果として、通常であれば有利に働くはずの《
     
      加速
     アクセラレーション》によって攻撃のタイミングがずれ、直撃を避けたのである。

   　结果，希瓦尔德因为《加速》而错开攻击时机，避免了直击。

   （魔法の有害性を自動的に識別しているのかな……今のは突然だったから
     
      上手
     うまくいったけど、次は合わせられるだろうな……）

   （是自动识别魔法的有害性吗……刚才因为事出突然所以顺利成功了，但下次就会被防住吧……）

   　それよりも、気になる事があった。

   　比起这个，有件事更让我在意。

   「確かに斬ったタイミングだと思ったけど、何ださっきのは」

   「我确实以为砍中了，但刚才那是什么？」

   「飛び
     
      陽炎
     かげろうだな」

   「是飞阳炎。」

   「飛び陽炎？」

   「飞阳炎？」

   「周囲の
     
      霊素
     エーテルの動きを乱し、陽炎の揺らめきの
     
      如
     ごとき残像を作って相手の頭上を取る……姉上が人間体で編み出した体術だ。そして、彼女が戦いを教えた者に対して最初に見せる技でもある」

   「扰乱周围的灵素，制造出如阳炎般摇曳的残像，取得对手的上方位置……是姐姐大人以人类形态创造的体术。而且，也是她对教导战斗的人最初展现的招式。」

   　ベルトールの説明に、シルヴァルドは得意げに胸を張る。

   　听到贝尔多尔的说明，希瓦尔德得意地挺起胸膛。

   「ま、単なる
     
      戯
     たわむれの宴会芸のようなものじゃがな。マキナの
     
      奴
     やつも生身でできんからってわざわざ魔法で再現しておったのお」

   「不过，那只是宴会余兴节目般的把戏罢了。玛姬娜那家伙也因为无法用肉身做到，所以特地用魔法重现了。」

   　簡単に言っているが、それは体術だけで魔法を使っているようなものである。

   　虽然说得简单，但那等同于只用体术就使用了魔法。

   　グラムでも不可能な芸当だ。

   　连古兰也不可能做到。

   　伝説と戦っているという実感が、グラムの口角を無意識に
     
      吊
     つり上げさせていた。

   　与传说战斗的真实感，让古兰的嘴角无意识地扬起。

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   （なかなかやりおるのう……）

   （挺有一套的嘛……）

   　シルヴァルドは内心で称賛していた。

   　希瓦尔德在内心称赞。

   　グラムに対してだ。

   　称赞古兰。

   　基本的な立ち回り、目の良さ勘の良さ、全てが高水準。
     
      即
     すなわち戦いが
     
      技巧
     うまい。

   　基本的战斗方式、眼力和直觉，全都是高水平。也就是说，战斗是技巧性的。

   　それもただ
     
      技巧
     うまいだけではない。

   　而且不只是技巧性。

   　狙うのは急所ではなく
     
      眼
     めや関節、四肢の末端といった部位だ。こちらの行動を一時的に封じようとしている。それはつまり、不死との戦いを心得ているという事だ。

   　他瞄准的不是要害，而是眼睛、关节、四肢末端等部位，试图暂时封住自己的行动。也就是说，他很懂得如何与不死者战斗。

   　そしてシルヴァルドに対して、彼女の手足尾の届く範囲以上の余裕を持って立ち回っている。竜との戦いにも慣れている証拠だ。

   　而且面对希瓦尔德，他战斗时也保持在手脚尾巴够不着的范围，游刃有余。这是他习惯与龙战斗的证据。

   　たかだか五百やそこらの若造のくせに、生意気である。

   　不过是个五百岁左右的小伙子，真是嚣张。

   「ベルトールを討滅したのは、聖剣の力だけではない……という事か」

   「讨伐贝尔多尔的，不只是圣剑的力量……是吗？」

   　ベルトールを見る。

   　希瓦尔德看向贝尔多尔。

   　シルヴァルドは、己の
     
      義
     おと
     
      弟
     うと、その力の衰えに多少落胆していた。

   　对于义弟力量的衰退，他多少感到失望。

   　自分の
     
      可
     か
     
      愛
     わいい可愛い義弟である事は確かだ。そこは変わらない。

   　他确实是自己可爱至极的义弟。这点不会改变。

   　シルヴァルドも一時は神として
     
      崇
     あがめられ、神の領域に半歩足を踏み入れた身であり、信仰力の影響を受ける。

   　希瓦尔德也曾作为神被崇拜，是半只脚踏入神之领域的存在，会受到信仰力的影响。

   　が、彼女の信仰力による能力の増減は、ベルトールよりは受ける影響が少なく、言ってしまえば誤差の
     
      範
     はん
     
      疇
     ちゅうだ。

   　但是，她信仰力带来的能力增减，受到贝尔多尔的影响比希瓦尔德要小，说白了就是误差的范畴。

   　だがベルトールは違う。

   　但是贝尔多尔不同。

   　不滅と成った彼の魂は受肉した神に近く、信仰力によってその力は大きく増減する。

   　他不灭的灵魂接近受肉的神，信仰力会大幅影响他的力量。

   　そして今のベルトールは、五百年前よりも
     
      遥
     はるかに衰えている。信仰力が下がっているのならば当然だ。

   　而现在的贝尔多尔，远比五百年前衰弱。信仰力下降的话，力量当然会衰弱。

   　ベルトールの力の源は正と負の信仰力。悪逆の長として世界中から畏怖されていた時代とは違うのだ。

   　贝尔多尔的力量来源是正负信仰力。和作为暴虐之长，受到全世界畏惧的时代不同。

   　シルヴァルドも五竜大戦の頃より己の能力は衰えているとはいえ、それ以上にベルトールの力の衰えは、全盛期の彼を知る身としては目に余るものがあった。

   　希瓦尔德的能力虽然也比五龙大战时衰弱，但贝尔多尔的力量衰弱得更厉害，对于知道他全盛期的希瓦尔德来说，实在看不下去。

   （儂を驚かせるような力は持ち合わせておらんか。期待しすぎたという事じゃろうな）

   （没有足以让我惊讶的力量吗。看来是我期待过高了。）

   　彼女は己の義弟を思う。

   　她想着自己的义弟。

   　──ヒトの身でありながら、唯一自身の強さに届きうる可能性を持つ可愛い義弟。

   　——身为人类，却唯一有可能达到自己强度的可爱义弟。

   　強さとは孤独だ。それを埋め、分かち合えるのは彼だけだった。

   　强大是孤独的。能填补、分享这份孤独的只有他。

   　──世界を平和にする
     
      為
     ために、世界を支配するなどと考える愚かな義弟。

   　——为了世界和平，考虑支配世界的愚蠢义弟。

   　彼より先に世界を支配した身だからわかる。世界を平和にする事など不可能だ。生物の本質は闘争にほかならない。だからこそ、彼の夢は愚かしくも美しい。

   　作为比他先支配世界的前辈，她知道，世界和平是不可能的。生物的本质就是斗争。正因如此，他的梦想才愚蠢而美丽。

   　彼女は彼が好きだ。

   　她喜欢他。

   　それはヒトが愛玩動物を
     
      愛
     めでる時の感情に近いのか、あるいは竜が竜に対する愛情なのか、
     
      最
     も
     
      早
     はやわからない。

   　那究竟是人类喜爱宠物时的感情，还是龙对龙的爱，她已经分不清了。

   「
     
      喃
     のう、ベルトール」

   「说吧，贝尔多尔」

   　戦う手を止め、シルヴァルドは問う。

   　希瓦尔德停手问道。

   「儂を再び迎え入れて、一体何をするつもりじゃ？」

   「再次接纳我，你究竟想做什么？」

   「何を、ですか？」

   「做什么，吗？」

   「また親兄弟、家臣、民草でも殺そうか？　ああ、あれは楽しかったのう。実に楽しかった。ベルトール、お主が生まれ、育った国をお主手ずから壊そうと言い出すのだから！」

   「再杀一次你的亲兄弟、家臣、百姓吗？啊啊，那真是愉快。非常愉快。贝尔多尔，因为你竟然说要亲手毁灭你出生、成长的国家！」

   　その言葉を聞いたベルトールを除く全員が、彼に視線を向ける。

   　听到这句话，除了贝尔多尔以外的所有人，都看向他。

   　それはきっと、彼が語る事のない彼女しか知らない昔話。

   　那一定是他从未说过，只有她知道的往事。

   「だから儂はお主の言葉に乗ってやったのだ！　不死となった
     
      御
     おん
     
      身
     みを放逐し！　
     
      朋
     ほう
     
      友
     ゆうを滅ぼした清廉なる
     
      祖国
     アルテムドを
     
      陥
     おとすのは本当に愉快じゃったろうのう！」

   「所以我才答应了你！放逐了不死的你！攻陷了毁灭朋友的清廉祖国，真的非常愉快！」

   「姉上……」

   「姐姐……」

   　ベルトールは小さく、小さく
     
      呟
     つぶやいた。

   　贝尔多尔小声地，小声地低语。

   「喃、ベルトールよ」

   「说吧，贝尔多尔」

   　それまでの声音とは打って変わって、寂しそうに
     
      微
     ほほ
     
      笑
     えみ、
     
      俯
     うつむく。

   　希瓦尔德的声音一转，寂寞地微笑，低下头。

   「儂はお主とは共に行けんよ。儂にはお主と共に行く資格などないんじゃ……定命と不死、その運命を分ける戦い、それを『儂の力なく勝てないようでは、不死に未来などない』などと不干渉を貫く事で、お主の夢を踏み
     
      躙
     にじってしまったんじゃからな」

   「老夫无法和你一起走。老夫没有资格和你一起走……因为老夫贯彻不干涉的立场，说『没有老夫的力量就无法战胜，不死的未来就不存在』，践踏了你的梦想」

   　それは二つ目の
     
      我
     わが
     
      儘
     まま。

   　那是第二个任性。

   　シルヴァルドは不死にとって、いや世界にとって規格外な存在だ。

   　希瓦尔德对不死来说，不，对世界来说都是超乎常规的存在。

   　不死を、何よりベルトールを
     
      想
     おもうのであれば、自分が運命の分岐点に介入するのはよくないと判断したのだ。それが正しかったのか間違っていたのかもわからない。

   　如果他真心为不死，为贝尔多尔着想，就应该判断自己不应该介入命运的分歧点。他不知道自己的选择是对是错。

   　ただ長く生きてきて己の選択に後悔したのは、それが初めてだった。

   　只是活了这么久，他第一次对自己的选择感到后悔。

   　そんな道理など関係ないと、この男と一緒にただ暴れればよかったのにと。

   　他后悔自己不该管什么道理，和这个男人一起大闹一场就好了。

   「もうよかろう、シルヴァルド」

   「已经够了，希瓦尔德」

   　静かに、諭すように。

   　魔王平静地，劝导般地。

   　だが
     
      毅
     き
     
      然
     ぜんと。

   　但又毅然地说道。

   　その言葉は義弟から義姉に対してではなく、魔王から六魔侯に対しての言葉であった。

   　那句话不是义弟对义姐说的，而是魔王对六魔侯说的。

   「あの時も──
     
      其方
     そなたが最終決戦の参戦を辞した時に申したであろう……余はその事で責めはせぬ。余が負けたのは
     
      其方
     そなたのせいではない、勇者グラムが強かったからだ」

   「那个时候——你拒绝参加最终决战的时候，你也说过吧……朕不会责怪你。朕的失败不是你的错，是因为勇者古兰太强了」

   　それに、と加えて魔王は黒竜侯に告げる。

   　魔王又接着对黑龙侯说。

   「
     
      其方
     そなたがどう思おうとも関係がない。余が
     
      其方
     そなたを
     
      欲
     ほっしている、それ意外に理由はいらないだろう。違うか？　だから、戻ってこいシルヴァルド。余には
     
      其方
     そなたが必要だ」

   「你怎么想都无所谓。朕想要你，除此之外不需要其他理由。不是吗？所以回来吧，希瓦尔德。朕需要你」

   　沈黙。

   　沉默。

   　長い、長い沈黙の末、シルヴァルドは絞り出すように言った。

   　经过漫长的沉默，希瓦尔德挤出一句话。

   「そうか……」

   「是吗……」

   　シルヴァルドは顔を上げる。

   　希瓦尔德抬起头。

   「ならば……まずは
     
      儂
     わしを倒してみせよ」

   「那么……先打倒老夫再说吧」

   「初めからそのつもりですよ、姉上」

   「我从一开始就是这么打算的，姐姐」

   　魔王は勇者に目配せをし、勇者はただ一度
     
      頷
     うなずいた。

   　魔王对勇者使了个眼色，勇者只是点了点头。

   　何かしてくるのは明白。

   　他显然会有所行动。

   　関係ない。全て捻じ伏せてみせる。

   　无所谓。我会全部压制住。

   　手加減も
     
      忖
     そん
     
      度
     たくもない。

   　不会手下留情，也不会顾虑。

   　自分程度を倒せないのであれば、今のベルトールの下に戻っても意味はない。

   　如果连我这种程度的人都打不倒，那回到现在的贝尔多尔身边也没有意义。

   　徒手空拳で不死を殺す
     
      術
     すべは限られ、シルヴァルドであっても殺し切る事は至難。

   　赤手空拳能杀死不死的方法有限，即便是希瓦尔德也很难彻底杀死。

   　だが、殺し切れずとも素手であっても倒す事は可能だ。

   　但是，即使无法彻底杀死，也可以赤手空拳打倒。

   　例えば関節技。

   　比如关节技。

   　人体の重要な可動部である関節を破壊、あるいは固定し続ければ滅ぼせずとも無力化は可能。しかしこれは再生の遅い弱い不死の話。弱体化しているとはいえ、ベルトール程の不死であればすぐに再生してしまって効果が薄い。

   　破坏或持续固定人体的重要活动部位关节，即使无法消灭，也可以使其无力化。但这是针对再生缓慢的弱小不死。虽然已经弱化了，但贝尔多尔这种程度的不死会马上再生，效果不明显。

   　であれば、最も効果的なのは絞め技だろう。

   　那么，最有效果的应该是绞技。

   　脳への血液の供給が断たれればヒトの意識は
     
      容易
     たやすく飛ぶ。重要なのは殺さずに気絶させる事だ。死ねば即座に復活するが、気絶ならば──定命より復帰が早いとはいえ──その間完全に無防備になる。

   　只要切断脑部的血液供给，人类的意识很容易就会消失。重要的是在不杀死对方的情况下使其昏厥。虽然只要一死就会马上复活，但昏厥的话——虽说比正常复活快——但这段期间会完全失去防备。

   　つまり総合すると、
     
      組技
     グラップリングこそが対不死における素手の最良の手段。

   　也就是说，综合来看，格斗技正是赤手空拳对付不死者最好的手段。

   　だから行く、決着をつけに。

   　所以我要上了，一决胜负。

   「《
     
      凍れ
     ア・シバー》！」

   「《冻结》！」

   　
     
      咆
     ほう
     
      哮
     こうと同時にシルヴァルドが踏み込む。

   　希瓦尔德咆哮的同时，往前踏步。

   　彼女の踏み込んだ足を起点に、扇状に冷気が広がり、不凍のはずの
     
      霊素
     エーテルを大量に含んだ水に霜柱が発生。
     
      水
     みな
     
      面
     もを走る。

   　以她踏出的脚为起点，寒气呈扇形扩散，含有大量灵素的水——照理说不会结冻——产生霜柱，沿着水面扩散。

   　目的は魔王と勇者の分断だ。

   　目的是将魔王和勇者分开。

   「うわっ！」

   「呜哇！」

   「くっ……！」

   「唔……！」

   　二人は横っ飛びで霜を回避、霜を境に当初の
     
      目
     もく
     
      論
     ろ
     
      見
     み通り分断に成功する。

   　两人往旁边跳开，避开霜柱，成功地以霜柱为界，按照当初的计划将两人分开。

   　まずは邪魔な勇者から落とす。

   　首先从碍事的勇者开始解决。

   　シルヴァルドは翼を広げ、
     
      飛
     ひ
     
      翔
     しょう。

   　希瓦尔德展开翅膀，飞翔。

   　水上でのこちらの動きは対応され始めている。再び水中に飛び込む事で、まだ慣れていない水中からの奇襲を仕掛ける事を選ぶ。

   　魔王开始应付我在水上的行动了。我选择再次跳进水中，从魔王还不习惯的水中发动奇袭。

   　急降下し、水中に飛び込む。

   　我急速下降，跳进水中。

   　その瞬間。

   　就在这个瞬间——

   「《
     
      水上
     ウォーター
     
      歩行
     ウォーキング》！」

   「《水上步行》！」

   　勇者の魔法が発動した。

   　勇者发动了魔法。

   　だがそれは自分や味方に向けてではない。

   　但不是对自己或同伴。

   　シルヴァルドに向けてだ。

   　而是对希瓦尔德。

   　彼女の
     
      鱗
     うろこは害ある魔法を弾く。

   　她的鳞片会弹开有害的魔法。

   　だが強化、補助に分類される魔法である《
     
      水上
     ウォーター
     
      歩行
     ウォーキング》は通る。それは先程の強化魔法を掛けた時に実証済みだ。

   　但是，分类为强化、辅助的魔法《水上步行》则能穿透。刚才施加强化魔法时已经证实了这一点。

   　結果として、シルヴァルドは水中に潜る事なく水上で跳ね、水面を滑り、中央の足場へと戻っていた。

   　结果，希瓦尔德没有潜入水中，而是在水面上跳跃、滑行，回到了中央的立足点。

   「ハッ、この程度で」

   「哈，就这点程度吗？」

   　突然の異変に驚きはしつつも、すぐに体勢を立てなおす。

   　虽然对突然的异变感到惊讶，但马上重整态势。

   　勇者は既に次の行動に移っていた。

   　勇者已经采取了下一个行动。

   「《光》《音》《
     
      弾
     はじけろ》！」

   「《光》《音》《炸裂吧》！」

   　省略詠唱法、発動するのは。

   　省略咏唱法，发动的是——

   「《
     
      挑発
     プロボーク》！」

   「《挑衅》！」

   　グラムの向けられた指先から、光の玉が発射される。

   　古兰指向他的指尖，发射出光球。

   「ハッ、どのような魔法であろうと──」

   「哈，不管是什么魔法——」

   　竜には効かない。そう続けるよりも先。

   　对龙都没有用。在他说完这句话之前。

   　瞬間、光の玉が弾け、
     
      莫
     ばく
     
      大
     だいな光量と大音量が隔離
     
      祭
     さい
     
      祀
     し場を満たし、不意を打たれたシルヴァルドの視覚と聴覚を塞ぐ。

   　瞬间，光球炸裂，庞大的光量和巨大的音量充斥隔离祭祀场，出其不意地塞住了希瓦尔德的视觉和听觉。

   「チッ、
     
      猪
     ちょ
     
      口
     こ
     
      才
     ざいな！」

   「啧，耍小聪明！」

   《
     
      挑発
     プロボーク》は光と音で敵の注意を引くというだけの単純な非殺傷魔法だ。だがグラムの全力で発動されたものは、
     
      閃光手榴弾
     スタングレネード以上の効果を持つ。

   《挑衅》是用光和声音吸引敌人注意力的单纯非杀伤魔法。但是以古兰的全力发动的话，效果比闪光手榴弹还要强。

   　
     
      如何
     いかに竜であっても、視覚や聴覚にまでは
     
      竜
     りゅう
     
      鱗
     りん効果は及ばない。

   　就算是龙，龙鳞效果也无法影响视觉和听觉。

   　シルヴァルドは背後に
     
      霊素
     エーテルの揺らぎを感じていた。ベルトールの魔力の反応はない。

   　希瓦尔德感觉到背后灵素的晃动。没有贝尔多尔的魔力反应。

   　この状況ではベルトールは無視だ。この狭い空間で味方への被害なくシルヴァルドを傷つけられる手段があるとすれば、
     
      魔剣
     ベルナルを持つ
     
      勇者
     グラムのみ。

   　这个状况下贝尔多尔是不需要在意的。在这个狭窄的空间里，能够不伤及同伴而伤害希瓦尔德的手段，只有持有魔剑的勇者。

   　徐々に復帰していく視界の中で、シルヴァルドは前に出た。

   　在渐渐恢复的视野中，希瓦尔德上前。

   　眼前には勇者──違和感──蹴りを土手っ腹に
     
      叩
     たたき込んで後ろに大きく吹っ飛ばす。

   　眼前是勇者——违和感——一脚踢在腹部，将他踢飞到后方。

   　すぐに違和感の正体に気付く。

   　立刻察觉到违和感的真面目。

   　
     
      勇者
     グラムは
     
      魔剣
     ベルナルを持っていなかった。

   　勇者没有拿着魔剑。

   　そして、いつの間にか背後にあった
     
      魔王
     ベルトールの気配が消えている。

   　而且，不知何时，背后的魔王的气息消失了。

   （ベルトールは──）

   （贝尔多尔——）

   　視線を巡らせ、耳を研ぎ澄ませ、空気の流れを探る。

   　转动视线，竖起耳朵，探寻空气的流动。

   （──どこに）

   （——在哪里）

   　黒い風が吹いた。

   　黑色的风在吹。

   　
     
      怖
     おぞ
     
      気
     け。

   　恐惧。

   　彼女が生まれてからこれまでの時間の中、ほとんどない感覚だ。

   　那是她出生至今，几乎不曾有过的感觉。

   　
     
      緑竜
     ラースベントのような威圧的なものでもない。

   　不是绿龙那种压迫感。

   　
     
      白竜
     パールリアのような堕落的なものでもない。

   　不是白龙那种堕落感。

   　
     
      青竜
     シバーのような狂気的なものでもない。

   　不是青龙那种疯狂感。

   　
     
      赤竜
     ヴィルムニルのような破滅的なものでもない。

   　不是赤龙那种破灭感。

   　記憶の中のどれとも違う異様な魔力を頭上で感じ、顔を上へ向ける。

   　在头顶上感受到与记忆中的任何龙都不一样的异样魔力，抬起头。

   「ベルトール、お主……」

   「贝尔多尔，你……」

   　驚きに目を見開く。

   　惊讶地睁大眼睛。

   　そこにいたのは、魔剣《ベルナル》を持ったベルトールであった。

   　在那里的是，拿着魔剑《贝尔纳尔》的贝尔多尔。

   　ベルトールが行ったのは魔法、《飛び
     
      陽炎
     かげろう》。それだけではシルヴァルドの
     
      眼
     めを欺く事はできない。だが前衛であるグラムを
     
      囮
     おとりにする事で、視線を誘導し、《飛び陽炎》の
     
      霊素
     エーテルの乱れをチャフのように利用して頭上を取ったのだ。

   　贝尔多尔使用的魔法是《飞阳炎》。光是这样无法骗过希瓦尔德的眼睛。但是，他把前卫古兰当作诱饵，诱导视线，把《飞阳炎》的灵素扰乱当作干扰箔，取得了头顶上的位置。

   　彼女の編み出した技で、彼女を倒す。ベルトールが受けた恩への返礼。

   　用她创造的招式打倒她。这是贝尔多尔对她的报恩。

   　グラムに魔剣を渡して前衛として固定し、自身は支援に徹する事でシルヴァルドの意識からベルトールが後衛であると意識付け、前後衛の
     
      入れ替わり
     スイッチをする布石を置いていたのだ。

   　把魔剑交给古兰，让他固定在前卫位置，自己则贯彻支援，让希瓦尔德的意识认定贝尔多尔是后卫，以此为前后卫互换位置的布局。

   《ベルナル》や黒の
     
      鎧
     よろいはベルトールの魂から鍛造した
     
      魂
     こん
     
      魄
     ぱく兵装。その出し入れはベルトールの意思によって自在。

   《贝尔纳尔》和黑色铠甲是从贝尔多尔的灵魂锻造出来的魂魄兵装。其收放自如，全凭贝尔多尔的意志。

   　グラムの手にあろうとも、すぐに自分の下へと戻せるのである。

   　即使在古兰手上，也能立刻回到自己身边。

   　
     
      入れ替わり
     スイッチの指示や合図をしていた形跡はなかった。

   　没有交换过互换位置的指示和信号。

   　それは共に本気の殺し合いをした二人だからこそ、言葉を交わさずとも
     
      為
     なせる作戦。

   　正因为两人曾经认真厮杀过，所以才能不通过语言就完成这个作战。

   　だがシルヴァルドが驚いたのはそこにではない。戦術はさしたる問題ではない。

   　但是，希瓦尔德惊讶的不是这个。战术不是什么大问题。

   「その姿は──」

   「那个样子是——」

   　ベルトールは、捻じくれた二本の角を持つ竜の頭蓋のような仮面を
     
      被
     かぶっていた。

   　贝尔多尔戴着长着两根扭曲的角，龙的头盖骨一般的面具。

   　それは勇者グラムが、
     
      血
     けつ
     
      術
     じゅつ
     
      侯
     こうマルキュスが相対した魔王の第二の形態ではない。

   　那不是勇者古兰，血术侯马尔库斯对峙过的魔王的第二形态。

   　サイズや鎧はベルトールそのままに、竜の頭蓋のような仮面だけを着けている。

   　贝尔多尔的体型和铠甲还是贝尔多尔的样子，只戴着龙的头盖骨一般的面具。

   　隔離祭祀場内部の
     
      霊素
     エーテル濃度は第二形態移行の基準値を満たしているが、信仰力がまだ足りない状況で、限定的に第二形態へと移行したのだ。

   　隔离祭祀场内部的灵素浓度虽然满足了第二形态的转移基准值，但信仰力还不够，所以贝尔多尔在限定条件下转移到了第二形态。

   　魔王ベルトール第二形態の限定顕現。

   　魔王贝尔多尔第二形态的限定显现。

   　その持続時間、僅か一秒。

   　持续时间仅仅一秒。

   


   「──
     
      忘
     ぼう
     
      憂
     ゆう、
     
      掉
     ちょう
     
      尾
     びの
     
      刻
     ときだ、シルヴァルド」

   「——忘忧，掉尾之刻，希瓦尔德」

   


   　グラムとの
     
      入れ替わり
     スイッチも、この一秒を十全に
     
      活
     いかす
     
      為
     ため。

   　和古兰的替换，也是为了充分利用这一秒。

   　初手から使わなかったのは、闇雲に限定顕現を見せればシルヴァルドに対応される可能性が高かったからだ。

   　没有从一开始就使用，是因为如果胡乱使用限定显现，被希瓦尔德应对的可能性很高。

   　第二形態でのみ行える
     
      秘
     ひ
     
      奥
     おう、無宣言法により、魔名の宣言なしに無数の黒い
     
      槍
     やりが
     
      虚
     こ
     
      空
     くうに出現する。

   　只在第二形态才能使用的秘奥，无宣言法，无需魔名宣言，无数的黑枪便出现在虚空之中。

   　シルヴァルドの竜鱗効果すら貫通し、黒い槍が突き刺さった。

   　黑枪刺中了希瓦尔德，甚至贯穿了龙鳞效果。

   　一転して敗色が濃くなる。だがシルヴァルドは笑みのままだ。

   　形势瞬间逆转，败色渐浓。但是希瓦尔德依然笑着。

   「
     
      嗚呼
     ああ！　それでこそ我が
     
      義
     おと
     
      弟
     うと、それでこそ魔王ベルトール！　じゃがな……ッ！」

   「啊啊！这才是我的义弟，这才是魔王贝尔多尔！但是……！」

   　頭上にいるベルトールを見据えながら、大きく息を吸い込む。

   　希瓦尔德盯着头上的贝尔多尔，深吸一口气。

   「《
     
      燃えろ
     ゴ・アール》！」

   「《燃烧吧》！」

   　竜の咆哮と共に、黒い炎が吐き出された。

   　伴随着龙的咆哮，吐出了黑色的火焰。

   　正真正銘、
     
      黒
     こく
     
      竜
     りゅう
     
      侯
     こうシルヴァルドの
     
      竜の息
     ドラゴンブレス。

   　这是黑龙侯希瓦尔德的龙息。

   　ただ純粋に魔力を熱としてぶつける魔法の起源。

   　纯粹地将魔力作为热量释放的魔法的起源。

   　黒い炎に
     
      炙
     あぶられて仮面の一部が剝がれ、ベルトールの片目が
     
      覗
     のぞく。

   　面具的一部分被黑色的火焰烧掉，露出了贝尔多尔的一只眼睛。

   　シルヴァルドとベルトールの視線が交わる。

   　希瓦尔德和贝尔多尔的视线交错。

   　黒竜は、己の敗北を悟った。

   　黑龙领悟到自己的败北。

   「銀天に誇れ──《ベルナル・ディル》」

   「向银天夸耀吧——《贝尔纳・迪尔》」

   　そして魔王は銀光の魔剣を、黒竜の喉──
     
      逆
     げき
     
      鱗
     りんに突き立てる。

   　然后魔王将银光魔剑刺入黑龙的喉咙——逆鳞。

   　魔王の一撃が、勝利を
     
      齎
     もたらした。

   　魔王的一击带来了胜利。

   


   　　　　◇

   　　　　◇

   


   『弱き人間よ、不死の
     
      同胞
     はらからよ、名を名乗る事を許そう』

   『弱小的人类啊，不死的同胞啊，允许汝报上姓名』

   「今は、ベルトールと」

   「现在，我叫贝尔多尔」

   　古い記憶だ。

   　这是遥远的回忆。

   　竜の時代が終わり、巨人と英雄の時代も暮れ始めた頃。

   　龙的时代结束，巨人和英雄的时代也逐渐落幕的时候。

   　不死になりたての人間の若造が、黒い風と共に己の巣にやってきた。

   　刚成为不死者的人类小伙子，随着黑风来到了自己的巢穴。

   　ヒトにはあまりにも過酷な環境と地形、住まう魔物や竜、それらを踏破してその男は竜の神の前に
     
      辿
     たどり着いた。

   　对人类来说过于严酷的环境和地形，栖息的魔物和龙，那个男人克服了这些，到达了龙神的面前。

   『
     
      凶兆
     ベルトール？　フン、おかしな名じゃな』

   『凶兆？哼，真是奇怪的名字』

   　巨大なる黒竜が言う。

   　巨大的黑龙说道。

   『
     
      此処
     ここにヒトが来るのは初めてじゃ。
     
      黒竜山脈
     ベルヴァーを超えて
     
      儂
     わしの前に立っているだけでもヒトの伝説になりうる偉業であろう。勇士ベルトールよ、お主は此処に何をしにきた？』

   『这是第一次有人类来到这里。光是跨越黑龙山脉站在我面前，就是足以成为人类传说的伟业了吧。勇士贝尔多尔啊，你来这里做什么？』

   　物理的にちっぽけな、少し前肢を動かせば潰れるような小さな存在。

   　从物理上来说，他是个渺小的存在，只要稍微动一下前肢就能把他压碎。

   　鼻息で吹き飛びそうなその男は、彼女を前にこう言ったのだ。

   　仿佛一吹气就会飞走的男人，在她面前这样说道。

   「我が軍門に降れ、シルヴァルド」

   「向我投降吧，希瓦尔德」

   　その不遜が、彼女には心地よかった。

   　那傲慢的态度，让她感到很舒服。

   『クハッ』

   『呵』

   　竜が笑った。

   　龙笑了。

   『アッハハハハハハハハハハ！　お主は面白い事を言うなあベルトール！』

   『啊哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈！汝说的话真有趣啊贝尔多尔！』

   　彼女が笑うだけで、風が渦巻き、
     
      霊素
     エーテルが乱れ、男の長い髪がはためく。

   　她只是笑了笑，风就卷起漩涡，灵素紊乱，男人的长发随风飘扬。

   『つまらない事を言えばお主を喰ろうてやろうと思うたが、中々どうして逆鱗に唆るではないか！　儂を前にしても恐れを見せぬその胆力、気に入ったぞ！　
     
      最
     も
     
      早
     はや頂点捕食者たる竜は万物の霊長としての役割を終えた。地上を
     
      闊
     かっ
     
      歩
     ぽする巨人は英雄達に敗北し、一匹残らず駆逐され、やがてヒトの時代が訪れるじゃろう。我等は最早、災厄ではなく、生物に成り下がった。であればヒトに付くのもまた一興かもしれんな』

   『吾本想汝若说些无聊的话就将汝吞噬，没想到汝竟能触吾逆鳞！面对吾也毫不畏惧的胆量，吾甚是中意！作为万物之灵长的职责，早已由身为顶点捕食者的龙终结。在地面上阔步的巨人败给英雄们，一只不剩地被驱逐，不久后人类的时代就会到来吧。吾等早已不是灾厄，而是沦为生物。既然如此，跟随人类或许也别有一番乐趣』

   「ヒトではない」

   「不是人类」

   　男は
     
      真
     まっ
     
      直
     すぐに、恐れなく竜を見据える。

   　男人直直地，毫不畏惧地盯着龙。

   「余の下に付くのだ」

   「跟随余」

   『
     
      益
     ます
     
      々
     ます面白い
     
      奴
     やつよ……それで、
     
      何故
     なぜ儂を引き入れるのじゃ？』

   『汝真是越来越有趣了……那么，为何要拉拢吾？』

   「
     
      其方
     そなたのような強大な存在は、いずれ覇道の妨げとなる。ならば、先んじて味方に引き入れておくのが最良であろう」

   「像你这样强大的存在，总有一天会成为霸道的阻碍。既然如此，先拉拢为同伴才是上策」

   『儂と戦う事を避けるという事か？』

   『汝是想避免与吾战斗吗？』

   「余は己の大願を
     
      成
     じょう
     
      就
     じゅさせると決めたのだ。泥水を
     
      啜
     すすってもな」

   「余已决定成就自己的宏愿。就算要喝泥水」

   『そのような貪欲な姿、儂は嫌いではないぞ』

   『吾并不讨厌汝这般贪欲的姿态』

   　よかろう、と黒竜は言って続ける。

   　『好吧』黑龙说道。

   『但し条件がある。儂の
     
      我
     わが
     
      儘
     ままを三度までは許せ。これは誓約じゃ』

   『但吾有条件。吾的任性最多允许三次。这是誓约』

   「我儘、だと？」

   「任性？」

   　
     
      怪
     け
     
      訝
     げんそうに、男は
     
      訊
     きき返す。

   　男人讶异地反问。

   『何、
     
      赤竜の稲妻
     ヴィルトーザを取ってこいなどと無理難題を吹っ掛けるつもりはない、ただの
     
      戯
     たわむれじゃ』

   『没什么，吾不会提出取来赤龙的闪电这种无理难题，只是想玩玩罢了。』

   「……よかろう。誓約を結ぼう」

   「……好吧，吾与汝缔结誓约。」

   『ではまず一つ目の我儘じゃ。儂をお主の姉として敬え』

   『那么，首先是第一个任性。将吾视为汝之姐姐，敬重吾。』

   「姉……？　それだけでいいのか？」

   「姐姐……？这样就好了吗？」

   『敬えと言うとるじゃろうが』

   『吾说要汝敬重吾。』

   「……承知いたしました、姉上」

   「……遵命，姐姐。」

   　そう言って、男は
     
      恭
     うやうやしく頭を下げる。

   　男人说完，恭敬地低下头。

   『うむうむ。それで、儂を仲間に引き入れて何をするのじゃ？　つまらぬ事なら
     
      丸
     まる
     
      吞
     のみにしてやるぞ』

   『嗯嗯。那么，拉拢吾为同伴后要做什么？若是无聊之事，吾就将汝一口吞下。』

   「まずは一つ、国を滅ぼします」

   「首先，要毁灭一个国家。」

   『国じゃと？　どの国じゃ？』

   『国家？哪个国家？』

   「私の──祖国をです」

   「我的——祖国。」

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   　床に縫いつけるように、銀光の魔剣が竜の逆鱗に突き立っている。

   　银光魔剑仿佛钉在地上般，插在龙的逆鳞上。

   　魂を切り裂く不死用の処刑剣で貫かれて
     
      尚
     なお、シルヴァルドは滅びていなかった。

   　尽管被撕裂灵魂的不死用处刑剑贯穿，希瓦尔德仍未毁灭。

   　
     
      偏
     ひとえに彼女が不死として、尋常ではない魂の強度を持っているからであり、処刑剣を用いたのはベルトールがこの程度ではシルヴァルドは滅びないと確信していたからである。

   　这全是因为她身为不死者，拥有非比寻常的灵魂强度，而贝尔多尔之所以使用处刑剑，是因为他确信这种程度无法毁灭希瓦尔德。

   　ベルトールの腕に抱かれながら、ゆっくりと引き抜かれる。

   　希瓦尔德被贝尔多尔的手臂抱住，缓缓地拔出。

   「これで、全て不問としよう」

   「这样就一笔勾销吧。」

   　罪人の不死を罰する為の処刑剣を不死に使った。

   　将惩罚罪人不死的处刑剑用在不死者身上。

   　という事は、罰は執行されたという事である。罰を受けたのであれば、彼女に
     
      瑕
     か
     
      疵
     しはもうないのだ。

   　也就是说，惩罚执行了。既然受到了惩罚，她已经没有瑕疵了。

   「姉に対して、随分と手荒いのう……」

   「汝对待姐姐还真粗暴……」

   「丁重に扱って欲しいのでしたら、ご要望にお応えしますが？」

   「如果您希望我慎重对待您，我可以满足您的要求哦？」

   「クックック……多少乱暴にされる方が好みじゃな」

   「呵呵呵……老夫比较喜欢稍微粗暴一点。」

   　ベルトールの手を離れ、シルヴァルドはその場に座り込む。

   　希瓦尔德离开贝尔多尔的手，当场瘫坐在地。

   「負けた、か」

   「输了吗……」

   　──余は既に勝ちの絵を描いている。

   　——余已经描绘出胜利的景象。

   　戦いの前、ベルトールとグラムのしていた会話をシルヴァルドは思い出していた。

   　希瓦尔德想起贝尔多尔和古兰在战斗前的对话。

   　もうあの時には、この状況をベルトールは想定していたのだ。

   　当时贝尔多尔就已经预料到这个状况了。

   　魔王ベルトールと勇者グラム。

   　魔王贝尔多尔和勇者古兰。

   　絶頂期の自分であっても、ともすれば負けるかもしれない。

   　即便是全盛期的自己，也有可能会输。

   　何より、ベルトールが隠し持っていた力。竜の頭蓋の仮面、あれは──

   　最重要的是，贝尔多尔隐藏的力量。龙的头盖骨的面具，那是——

   「まるで儂のようじゃったな」

   「简直就像老夫一样。」

   　あの仮面は、シルヴァルドの竜体に似ていた。

   　那个面具和希瓦尔德的龙体很相似。

   　ベルトールの第二の形態はヒトの持つ原初の恐怖を具現化した姿。それ
     
      即
     すなわち、頂点捕食者たる黒竜シルヴァルドに対する被捕食者の魂に刻まれた恐怖である。

   　贝尔多尔的第二形态是将人类拥有的原始恐惧具现化的姿态。那即是，对身为顶点捕食者的黑龙希瓦尔德的被捕食者的灵魂所刻下的恐惧。

   　シルヴァルドの竜体に近しい竜の頭蓋は、ベルトールの最大限の敬意なのだ。

   　与希瓦尔德的龙体相似的龙的头盖骨，是贝尔多尔最大限度的敬意。

   「生命への根源的恐怖の具現であれば、姉上をおいて他にいないでしょう」

   「如果是对生命的根源性恐惧的具现，除了姐姐以外没有别人了吧。」

   （──ああ、そうじゃったか……）

   （——啊啊，是这样吗……）

   　主であり、義弟であるベルトールに抱いていた感情の正体。

   　对既是主人也是义弟的贝尔多尔所抱有的感情的真面目。

   　個への対等な愛なのだと、ようやく気付いたのだ。

   　终于察觉到，那是对个体的对等的爱。

   「そして勇者グラム。見事じゃった。ベルトールを討滅したのも
     
      頷
     うなずける。お主こそ、真の勇者に
     
      違
     たがわぬ」

   「还有勇者古兰。干得漂亮。难怪能讨伐贝尔多尔。你才是真正的勇者。」

   　一人の剣士として、勇者として、伝説の竜から受ける最大限の
     
      讃
     さん
     
      辞
     じ。

   　作为一位剑士，作为勇者，从传说之龙那里得到最大限度的赞赏。

   　これを誉れとせずに何が誉れだろうか。

   　不以此为荣，还能以什么为荣呢。

   　故にグラムもまた、伝説に名高い竜の王に対して敬意を表する。

   　因此古兰也对名扬传说的龙王表示敬意。

   　膝を突き、
     
      頭
     こうべを垂れる。

   　单膝跪地，低头。

   「
     
      勿
     もっ
     
      体
     たいなきお言葉」

   「您过奖了。」

   　まぁあれじゃな、と言いながらシルヴァルドは膝を崩す。

   　不过嘛，希瓦尔德一边说着一边放松了姿势。

   「儂が寝起きじゃなかったらお主ら二人ともボコボコのボコだったんじゃがな」

   「如果不是我刚睡醒的话，你们两个早就被我打得稀巴烂了。」

   「いやいや、姉上は寝覚めがいいですから結果は変わりませんよ」

   「不不不，姐姐大人睡醒后状态很好，结果不会变的。」

   「竜の姿になったら勝ってたんじゃけどなー！　狭いし本気でやったら
     
      可哀
     かわい
     
      想
     そうだからならんかったけども！」

   「要是变成龙的话我就赢了啊！不过这里太窄了，要是我认真起来你们就太可怜了，所以没变！」

   「大人げない……」

   「真幼稚……」

   「似てるなぁ君達……」

   「你们真像啊……」

   　ベルトールは、シルヴァルドに手を伸ばす。

   　贝尔多尔向希瓦尔德伸出手。

   「では、参りましょうか姉上」

   「那么，我们走吧，姐姐大人。」

   「あー、それなんじゃが……」

   「啊——关于这个……」

   　シルヴァルドは気まずそうに片手を挙げた。

   　希瓦尔德尴尬地举起一只手。

   「すごーく言いにくいんじゃけど……負けといてなんなんじゃけど……怒らないで欲しいんじゃけど……絶対怒るなよ？　お主らと
     
      戦
     ヤってみたかったのもあるにはあるんじゃけどお、我儘言ったのには海よりも深い理由があってえ……」

   「虽然非常难以启齿……虽然输了还说这种话……虽然希望你们不要生气……绝对不要生气哦？虽然也是因为想和你们战斗，但之所以提出任性要求，是有比海还要深的理由……」

   　指と指を
     
      身体
     からだの前でつんつんと
     
      突
     つつき合わせながら、上目遣いになり、尻尾の先をぴょこぴょこ動かして言いにくそうにしている。

   　手指在身体前戳来戳去，眼睛向上看，尾巴尖端一动一动的，一副难以启齿的样子。

   「怒らないかどうかは姉上の話す内容によりますが……」

   「会不会生气要看姐姐大人说的话……」

   「そうだね」

   「是啊」

   　気まずそうに、視線を逸らしながらシルヴァルドは小さな声でこう言った。

   　希瓦尔德尴尬地移开视线，小声说道。

   「儂はここから出られないんじゃよね……」

   「老夫离不开这里……」

   「……んん？」

   「……嗯嗯？」

   「……えぇ？」

   「……哎哎？」

   　ベルトールとグラムは、一度顔を合わせてから首を
     
      捻
     ひねる。

   　贝尔多尔和古兰面面相觑，歪着头。

   「それは……どういう事ですか？　姉上」

   「这是……什么意思，姐姐大人？」

   「えーとな、簡単に説明するとな。不死戦争の後ぷらぷら
     
      彷徨
     さまよっとったら、この地に儂の信徒の集落があってな」

   「这个嘛，简单来说，不死战争后老夫四处游荡，发现这个地带有老夫的信徒的聚落。」

   「はい」

   「是」

   「なんだか枯れた土地でな、儂もベルトールがおらんくなって落ち込んどったしな、まだ儂の信徒がおったんじゃーって
     
      嬉
     うれしくなってのう……
     
      霊
     れい
     
      脈
     みゃくを活性化させてこの地を豊かにする
     
      為
     ための
     
      要
     かなめ
     
      石
     いしになったんじゃよ」

   「那是一片干涸的土地，老夫因为贝尔多尔不在而沮丧，发现还有老夫的信徒，老夫很高兴……于是老夫成为让灵脉活性化，使这片土地变得丰饶的要石。」

   「成程……横浜市の
     
      霊素
     エーテルの流れ、大規模な結界、恐らく父祖は姉上が活性化させた
     
      霊脈
     エーテラインを利用したのだろうな」

   「原来如此……横滨市的灵素流动，大规模的结界，恐怕是父亲大人利用了姐姐大人活性化的灵脉吧。」

   「ゴアール市は元々、竜信仰があった豊かな土地だって聞いた事がある。それはシルヴァルドがここで要石になってたからなんだな。ゴアール市の街中に竜の像があったのを見たよ。それが出られないって理由？」

   「我听说过，戈尔市原本就是有龙信仰的丰饶土地。那是因为希瓦尔德在这里成为了要石吧。我看到戈尔市的街上有着龙的雕像。那就是无法离开的理由吗？」

   　グラムの言葉に、シルヴァルドは頷いて、己の胸元にある刻印を指で
     
      叩
     たたく。

   　希瓦尔德点头回应古兰的话，用手指敲了敲自己胸口的刻印。

   「それでいつか儂の加護が不要になった時が来たら、
     
      姫
     ひめ
     
      巫
     み
     
      女
     こが儂を解放すればよいと誓約を結んだ。じゃから姫巫女の血筋でなければ儂の封印は完全には解けんのじゃ」

   「然后老夫和他们缔结了誓约，当老夫的加护不再需要时，姬巫女就解放老夫。所以如果不是姬巫女的血统，就无法完全解除老夫的封印。」

   「今の戦いなんだったんだよぉッッ！」

   「刚才的战斗到底算什么啊！」

   　グラムの突っ込む声が隔離
     
      祭
     さい
     
      祀
     し場にこだました。

   　古兰吐槽的声音在隔离祭祀场回响。

   「やっぱり怒ったのじゃ！　儂だって負けるつもりなかったもん！　勝って色々あやふやにする算段じゃったんじゃもん！」

   「果然生气了！老夫也没打算输啊！本来打算赢了之后再含糊带过的！」

   　シルヴァルドは、やや申し訳なさそうに慌てた様子で言う。

   　希瓦尔德有些抱歉地慌张说道。

   「待て。絶対に出られんわけじゃない。信徒が全て死に絶えていれば
     
      儂
     わしも自由になれるが──そうでないという事はまだ生きておるという事じゃ。そいつを連れて来ればよい」

   「等等。并不是绝对出不去。如果信徒全部死光，老夫也能自由——既然不是那样，就表示他们还活着。把他们带来就行了。」

   「祭祀場を壁で隔離した物理的な封印、それと信徒との誓約の封印って感じかな？　あれ？　でも、鎖の封印は一体？」

   「感觉像是用墙壁隔离祭祀场的物理性封印，以及和信徒的誓约的封印吧？咦？可是锁链的封印到底是？」

   　グラムの言葉に、シルヴァルドが答える。

   　希瓦尔德回答了古兰的问题。

   「
     
      微睡
     まどろんでおったから曖昧じゃが、多分マルキュスの奴じゃな。
     
      彼奴
     あやつが何やらやっとったのは覚えとる」

   「老夫当时在打瞌睡，所以记得不是很清楚，但大概是马尔库斯那家伙吧。老夫记得他做了些什么。」

   　ふむ、とベルトールが唇に人差し指の関節を当てる。

   　贝尔多尔用食指关节抵着嘴唇，嗯了一声。

   「確かにあの封印の術式の癖はマルキュスのものに似ていた……不死炉の薪に使おうには姉上はここから動かせない、ならばせめて自分の邪魔にならないように、更に封印を掛けておいた、という事だろうな。全く、つくづく敵に回ったのが惜しい男よ」

   「那个封印术式的习惯确实和马尔库斯的很像……要用来当作不死炉的薪材，姐姐又不能离开这里，所以至少为了不让她妨碍自己，又加上了封印吧。真是的，和他为敌实在可惜了这个男人。」

   「でもどうするんだ？　
     
      流石
     さすがにシルヴァルドをこのままにしておくわけにもいかないし」

   「可是要怎么办？总不能就这样放着希瓦尔德不管。」

   「どうしようかのう……」

   「该怎么办呢……」

   　うーん、と三人は頭をひねる。

   　三人嗯——地陷入沉思。

   「信徒との誓約……」

   「和信徒的誓约……」

   　考え込んでいたベルトールは、ハッと顔を上げた。

   　陷入沉思的贝尔多尔突然抬起头。

   「グラム、二人の結界を解け」

   「古兰，解除两人的结界。」

   「え？　ああ、わかった」

   「咦？啊啊，知道了。」

   　言われ、グラムは
     
      高
     たか
     
      橋
     はしと
     
      青
     あお
     
      葉
     ばの結界を解き、二人が中央へと歩いてくる。

   　古兰照贝尔多尔说的，解除了高桥和青叶的结界，两人走向中央。

   「どったのー？　なんか勝ち負けは決まったっぽいけど」

   「怎么了——？好像已经分出胜负了。」

   「何かございましたか？」

   「发生什么事了吗？」

   　ベルトールは、青葉の正面に立ち、彼女の手を取った。

   　贝尔多尔站在青叶正面，牵起她的手。

   「青葉」

   「青叶。」

   「は、はいっ」

   「是、是的。」

   　突然手を握られ、青葉は顔を赤らめる。

   　手突然被握住，青叶脸红了。

   


   「
     
      其方
     そなたが最後の鍵だ」

   「你就是最后的钥匙。」

   


   　言葉の意味がわからずに、青葉は困惑するしかない。

   　青叶不明白这句话的意思，只能困惑。

   「え？　え？」

   「咦？咦？」

   「姉上。彼女は
     
      人造人間
     ホムンクルスです」

   「姐姐，她是人造人。」

   「ふむ？　で？」

   「嗯？所以呢？」

   「その魂は、
     
      魂
     こん
     
      魄
     ぱく
     
      複
     ふく
     
      製
     せいによって元の魂の所有者から複製されたもの、つまりは──」

   「她的灵魂是经由魂魄复制，从原本灵魂的持有者复制而来的，也就是说——」

   「……もしや」

   「……难道说。」

   　ベルトールの言葉の意図を、シルヴァルドは読み取る。

   　希瓦尔德明白了贝尔多尔话中的意图。

   「はい。彼女は恐らく、五百年前に姉上と誓約を結んだ黒竜信仰の姫巫女の
     
      末
     まつ
     
      裔
     えい、その肉体と魂を複製した存在です」

   「是的。她恐怕是五百年前和姐姐缔结誓约的黑龙信仰的姬巫女的后裔，肉体和灵魂的复制品。」

   　シルヴァルドの信徒、その姫巫女の血筋でなければ、彼女の封印は完全には解けない。

   　如果不是希瓦尔德的信徒，那个姬巫女的血脉，就无法完全解除她的封印。

   　だが青葉に、シルヴァルドの信徒の魂が複製されていたとすれば、それは魔法学的においてはシルヴァルドの信徒の判定となる。

   　但如果青叶的灵魂是希瓦尔德的信徒的复制品，在魔法学上就等同于希瓦尔德的信徒。

   「青葉嬢の魂の複製元となった人物が、姫巫女の末裔……？」

   「青叶小姐的灵魂复制品，是姬巫女的后裔……？」

   　グラムの言葉に、ベルトールは頷いた。

   　贝尔多尔点头回应古兰的话。

   「その可能性は高い。青葉、余が教えた通りの事をしてくれ」

   「这个可能性很高。青叶，照余教你的做。」

   　言って、ベルトールは二、三青葉にレクチャーをする。

   　贝尔多尔说完，对青叶做了两、三分钟的指导。

   　青葉はベルトールに教えられた通りに、シルヴァルドに手を差し出して言葉を
     
      紡
     つむぐ。

   　青叶照贝尔多尔教的，向希瓦尔德伸出手，编织话语。

   「黒竜シルヴァルドよ、我が魂の下に誓約の履行が完了した事を告げます」

   「黑龙希瓦尔德啊，吾在此宣告，吾之灵魂已履行誓约。」

   　差し出された手が、シルヴァルドの胸元にある刻印に触れた瞬間、青葉の頭の中に記憶が流れ込んできた。

   　青叶伸出的手，触碰到希瓦尔德胸口的刻印的瞬间，记忆流入了青叶的脑海。

   


   　　　　◇

   　　　　◇

   


   　それは一人の少女の記憶。

   　那是一个少女的记忆。

   　青葉の元となった魂、その祖先に脈々と受け継がれて来た五百年にも
     
      亘
     わたる古い記憶。

   　青叶的灵魂原本的主人，其祖先代代相传的，长达五百年的古老记忆。

   　彼女が見ているのは少女の視点。目の前にはヒトの姿をし、胸元に要石の刻印を付けたシルヴァルド。

   　她看到的是少女的视角。眼前是有着人类的外表，胸口有要石刻印的希瓦尔德。

   　記憶の中の少女──装束を
     
      纏
     まとった姫巫女が、美しい祭祀場の中央に座る少女に言う。

   　记忆中的少女——身穿装束的姬巫女，对坐在美丽祭祀场中央的少女说。

   「本当によろしいのですか？　シルヴァルド」

   「真的可以吗？希瓦尔德。」

   「くどいのうお主は……自己満足で
     
      贖
     しょく
     
      罪
     ざいにもならんが、儂を信仰する者に少しでも報いる事ができれば儂の気も紛れると思っての。それに……そうじゃな、少し疲れたんじゃよ……自分で決めた事とはいえ、大事なものを失うのは二度目じゃからな」

   「你很啰嗦啊……虽然这既不是自我满足，也算不上赎罪，但只要能稍微报答信仰我的人，我就能稍微释怀。而且……是啊，我有点累了……虽然是自己决定的，但毕竟这是第二次失去重要的东西了。」

   「まあ！　黒竜シルヴァルドともあろうお方が。お
     
      祖
     ば
     
      母
     あ様のお祖母様のそのまたお祖母様だって黒竜シルヴァルドと言えば勇猛果敢でこの世界で一番強い竜だと言っていましたのに、こんなに小さくて繊細な女の子だったなんて思いませんでした」

   「哎呀！堂堂黑龙希瓦尔德竟然会说这种话。奶奶的奶奶的奶奶的奶奶都说黑龙希瓦尔德是勇猛果敢，这世上最强的龙，没想到竟然是这么娇小纤细的女孩子。」

   「ハッ。儂が竜の姿で降りてきた時には腰を抜かしておったくせによく言うわ」

   「哈！我以龙的姿态降临的时候，你明明吓得腿软，还真敢说。」

   「それはもう、ただの竜だって見るのは初めてだったんですもの。その姿も
     
      可
     か
     
      愛
     わいらしいですけれど、私はあちらの姿も
     
      雄
     お
     
      々
     おしくて好きなのでそっちにしません？」

   「那是因为我第一次看到龙啊。虽然龙的姿态也很可爱，但我更喜欢那边的雄伟模样，所以还是变回那边吧？」

   「あの姿のままではここは狭すぎるじゃろ」

   「但这个模样在这里太小了。」

   「それもそうですね。それで……この本はどうしましょう？」

   「说得也是。那么……这本书要怎么办？」

   「ん？　あー、儂にはもう必要のないものじゃしなぁ」

   「嗯？啊——我已经不需要了。」

   「あ。じゃあこういうのを欲しがる物好きの行商に
     
      伝
     つ
     
      手
     てがありますから、売って日銭にさせて
     
      貰
     もらいますね」

   「啊，那我认识一个喜欢这种东西的怪异商人，就卖给他贴补家用吧。」

   「売るんか！　そこはお主が持っとく感じのやつじゃろ！　まあいいんじゃが……」

   「竟然要卖掉！这种东西应该要由你保管吧！算了，无所谓……」

   　言って、一人と一翼は笑い合う。

   　说完，一人与一翼相视而笑。

   「さて、そろそろお別れじゃな。お主の子孫が儂を起こすより、死に絶えて儂への信仰が途絶える方が先じゃと思うがのう。定命は
     
      脆
     ぜい
     
      弱
     じゃくじゃからな」

   「好了，差不多该道别了。虽然你的子孙会唤醒我，但我想在那之前，你的子孙就会先灭绝，对我的信仰也会断绝吧。因为人的寿命很短暂。」

   　そんな事はありません、と姫巫女は言う。

   　「不会的。」姬巫女说。

   「
     
      貴方
     あなたへの信仰は、たとえ世界が変わっても、きっと続いていますよ」

   「对你的信仰，就算世界改变了，也一定会持续下去。」

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   　──そして意識が戻される。

   　——然后意识恢复了。

   　青葉の目の前には、記憶の中と変わらぬ竜の少女がいる。

   　青叶眼前是与记忆中相同的龙少女。

   「誓約の履行は完了した。これより我が翼、
     
      阻
     はばむものなし」

   「誓约履行完毕。从此刻起，我的翅膀将不再受阻。」

   　美しい薄氷が割れるような高く澄んだ音と共に、シルヴァルドに掛かっていた封印の誓約が解かれ、胸元の刻印が消えた。

   　随着宛如薄冰碎裂的清脆声响，希瓦尔德身上的封印誓约解除，胸口的刻印消失。

   「お主が、儂の最後の鍵じゃったとはな……ヒトの顔など覚えておらぬが……そうじゃな、確かに彼奴に似ている気がする。どのような形であれ、よくぞこの時まで……礼を言おう、姫巫女の末裔、青葉よ」

   「没想到你竟然是老夫最后的钥匙……虽然老夫记不得人的长相……不过，你确实跟那家伙很像。不管过程如何，你终于撑到了这一刻……老夫要向你道谢，姬巫女的后裔，青叶啊。」

   「シルヴァルド」

   「希瓦尔德。」

   　優しい声で、青葉は言う。

   　青叶温柔地说。

   「私はきっと、貴方に会いたかったのですね」

   「我一定是想见你。」

   　模造された生命ではなく、一人の少女としての晴れやかな笑顔を浮かべて。

   　她不是以仿造的生命，而是以一名少女的身份，露出灿烂的笑容。
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    幕間

    幕间

   

   


   


   　みんな死んだ。

   　大家都死了。

   　エルフ、ドワーフ、ゴブリン、オーク、
     
      獣人
     セリアン、オーガ。

   　精灵、矮人、哥布林、半兽人、兽人、食人魔。

   　人間と異なる種族は全員死んだ。

   　与人类不同的种族全都死了。

   　種族が違うという事は、排斥する理由としては十分だ。

   　种族不同，就足以成为排斥的理由。

   　国が、言葉が、肌の色が、信じるものが違うだけで争い合うのに、種族も違えば極限の状況下では圧倒的多数派である人間を優先してしまうのは当然の帰結であった。

   　国家、语言、肤色、信仰不同，人类就会互相争斗。在极限的状况下，人类会优先考虑自己这个压倒性多数派的种族，也是理所当然的结果。

   　人間という
     
      括
     くくりだけで最後まで団結できたのは、異なる種がいたおかげだとも言える。

   　可以说正因为有其他种族，人类才能团结到最后。

   　この島で生き永らえるのも、脱出するのも無理なのであれば、せめて。

   　如果无法在这座岛上存活，也无法逃离，至少——

   　残ったのは彼を含めた十九人の人間だけ。

   　剩下的只有包含他在内的十九名人类。

   　その十九の内、まともに生きている者はほとんどいない。生きるための
     
      資源
     リソースのほとんどを、男を生かすために費やしたからだ。

   　十九人之中，几乎没有人能正常地活着。因为用来生存的资源，几乎都用在让男人活下去这件事上。

   　隣で彼を支え続けた女が言う。

   　在他身旁一直支撑着他的女人说：

   「みんな、
     
      貴方
     あなたの理想に殉じました」

   「大家都为了你的理想而死。」

   　魔法使いの女は、錬金術と
     
      魂
     こん
     
      魄
     ぱく術に
     
      長
     たけていた。

   　身为魔法师的女人擅长炼金术和魂魄术。

   「みんな、貴方の教えに殉じました」

   「大家都为了你的教诲而死。」

   　この島で、人類が生き延びるための方法も決めた。

   　她也决定了人类在这座岛上生存下来的方法。

   「せめて、この世界を……」

   「至少，希望这个世界……」

   　魂の複製、
     
      人造人間
     ホムンクルスの製造。

   　复制灵魂，制造人造人。

   「世界が平和でありますように。そう願って、私も殉じましょう」

   「能永远和平。我也这么希望，所以我也要殉死。」

   　十八人の人間の魂と肉体の情報を持つ
     
      人造人間
     ホムンクルスを二種類ずつ作り、増やして彼の運営するこの最後の楽園の運営を助ける。

   　她制造了十八个人类的灵魂和肉体情报，每种各两个人造人，让他们增加，帮助他经营这个最后的乐园。

   　そして信仰の力を用いて、彼を
     
      唯一
     さいごの
     
      神
     ひとに成り上がらせる。

   　然后利用信仰的力量，让他成为唯一的神。

   　それこそが、楽園計画。

   　这就是乐园计划。

   　
     
      霊脈
     エーテラインを活性化させる要石となった黒竜を封印した
     
      祭
     さい
     
      祀
     し場を発見できたのは
     
      僥
     ぎょう
     
      倖
     こうだった。活性化した
     
      霊脈
     エーテラインの利用は計画の土台。惜しむらくは、もっと早く発見できていれば、犠牲が少なくなっていたであろう事だ。

   　能够发现祭祀场，封印了让灵脉活性化的要石黑龙，纯属侥幸。利用活性化的灵脉是计划的基础。可惜的是，如果能更早发现，牺牲应该会更少。

   　時計の針は戻らない、後悔はない。皆の
     
      想
     おもいを無駄にしないためにも進むしかない。

   　时间不会倒流，他不后悔。为了不让大家的意念白费，他只能前进。

   「ああ、皆の想いを受け継いだ私が、必ず世界を平和にするとも」

   「是啊，继承了大家意念的我，一定会让世界和平。」

  

 
  
   


   
    第五章　そして、男は楽園へと至る

    第五章　于是，男人抵达乐园

   

   


   


   「シルヴァルド
     
      卿
     きょう！　シルヴァルド卿ー！」

   「希瓦尔德卿！希瓦尔德卿——！」

   　声と共に、男が一人、
     
      白骸石
     エスクリアで作られた長い廊下を歩いている。

   　一名男子边喊边走在以白骸石打造的长廊上。

   　背の高い男だ。

   　他身材高挑。

   　
     
      精
     せい
     
      悍
     かんな顔つきで、見た目は一見人間のそれだが、頭頂部に二つの
     
      狼
     おおかみの耳が付いており、腰のあたりから尻尾が伸びている。

   　长相精悍，乍看之下与人类无异，但头顶长着一对狼耳，腰际还长出尾巴。

   　それは彼が
     
      半獣人
     ハーフセリアンである
     
      証
     あかしだ。

   　这是他身为半兽人的证明。

   　
     
      半獣人
     ハーフセリアンの男は儀礼用の
     
      鎧
     よろいを身に纏い、同じく儀礼用の細身の剣を腰に提げている。

   　半兽人男子身穿仪式用铠甲，腰间挂着仪式用的细剑。

   　左手側の窓からは爽やかな陽光が差し込んでおり、
     
      埃
     ほこりが光を受けて
     
      煌
     きらめいている。

   　左手边的窗户射入爽朗的阳光，尘埃在阳光照耀下闪闪发亮。

   「うーむ。姿を消した彼女を見つけ出すのは至難……さりとて陛下からの勅命を投げ出す事など
     
      以
     もっての
     
      外
     ほか……いやはや、
     
      戦
     いくさ
     
      場
     ばで武功を上げる方がいくらか容易であろうなあ」

   「唔嗯……要找出消失的她难如登天……但又不能违背陛下的敕命……唉，上战场立功还比较容易吧。」

   　ぼやく男の正面、廊下の突き当りからふらふらとした足取りでもう一人男が現れた。

   　男子发着牢骚，一名男子踩着摇摇晃晃的脚步从他正前方的走廊尽头现身。

   　銀色の長い髪に
     
      尖
     とがった耳、そして褐色の肌、ダークエルフにして吸血鬼の、赤いローブを纏った神経質そうで気弱そうな男に、
     
      半獣人
     ハーフセリアンの男が声を投げかける。

   　银色长发、尖耳、褐色肌肤，身穿红色长袍的黑暗精灵兼吸血鬼，看起来神经质又懦弱。半兽人男子对这名男子说：

   


   「おや、マルキュス卿」

   「哎呀，马尔库斯卿。」

   


   　マルキュスと呼ばれたダークエルフの男は、
     
      半獣人
     ハーフセリアンの男を見て表情を明るくした。

   　名为马尔库斯的黑暗精灵男子一看到半兽人男子，表情顿时开朗起来。

   「おお！　これはゼノール殿！　丁度いい所に！」

   「哦哦！是泽诺尔阁下！你来得正好！」

   　
     
      半獣人
     ハーフセリアンの男──ゼノールはマルキュスの様子を見て
     
      訝
     いぶかしんだ。

   　半兽人男子——泽诺尔看到马尔库斯的样子，感到很诧异。

   「
     
      不
     ぶ
     
      躾
     しつけだがマルキュス卿。その……貴公は何をされているのだ……？」

   「恕我冒昧，马尔库斯卿。那个……请问你在做什么……？」

   　ゼノールが訝しむのも当然だった。

   　泽诺尔会感到诧异也是理所当然的。

   　マルキュスは鳥籠に似た、縦長の
     
      使い魔の檻
     ファミリア・ケージを頭からすっぽりと
     
      被
     かぶっていたからだ。

   　因为马尔库斯头上戴着一个像鸟笼的纵长型使魔笼子。

   「よくぞ聞いてくれましたゼノール殿！」

   「你问得好，泽诺尔阁下！」

   　ゼノールの言葉に、マルキュスは
     
      格
     こう
     
      子
     しの隙間からにちゃりとした満面の笑みを浮かべ、ゼノールの方へと足早に駆けてくる。

   　听到泽诺尔的话，马尔库斯从笼子的缝隙间露出灿烂的笑容，快步走向泽诺尔。

   　が、その途中でマルキュスは壁から突き出た
     
      燭
     しょく
     
      台
     だいに
     
      使い魔の檻
     ファミリア・ケージをひっかけてすっ転んだ。

   　然而，途中马尔库斯的使魔笼子被墙上突出的烛台勾到，摔了一跤。

   「うぎゃあっ!?」

   「呜呀！？」

   　起き上がったマルキュスは、しかし笑顔のまま駆け寄って言う。

   　马尔库斯爬起来，脸上依然带着笑容，快步跑过来。

   「これは私が新しく開発している魔導具、魔法補助装置の試作品です！　名称は未定ですがな！　オーガやらオークやらと同盟を結ぶ話が出ていましたので、彼らが魔法を容易に扱えるようになれば我らの大きな戦力となる！　しかしながら
     
      流石
     さすがに大きすぎますし、現状では既に魔法を使える者に対する弱い
     
      杖
     つえの役割程度にしかなりませんが……何か魔法そのものに新しい技術的視点を加えられないと何百年
     
      経
     たっても──」

   「这是我正在开发的魔导具，魔法辅助装置的试作品！名称还没决定！因为有和食人魔、半兽人结盟的计划，如果他们能轻易使用魔法，将成为我方强大的战力！不过这个装置实在太大了，目前只能对已经会使用魔法的人发挥辅助魔杖的作用……如果不为魔法本身加入新的技术观点，即使经过几百年也——」

   　ゼノールは魔法には
     
      疎
     うとい。

   　泽诺尔对魔法一窍不通。

   　人並みには使えるが、マルキュスのような天才の話はよくわからないし、マルキュスも関係なしに
     
      捲
     まくし立てるのが常だ。

   　虽然他能使用一般的魔法，但马尔库斯那样的天才说的话他听不懂，而且马尔库斯也经常不顾他的理解，滔滔不绝地说个不停。

   　同僚は説明したがりである。

   　这位同僚很喜欢说明。

   「
     
      某
     それがしには専門的すぎてよくわからないが、貴公の
     
      智
     ち
     
      慧
     えと献身具合は陛下もさぞお喜びになるだろう。だが流石にその格好で陛下の御前に出るのはまずかろう」

   「这话题对在下来说太专业了，所以不是很懂，不过你的智慧和奉献精神想必会让陛下龙心大悦。但你这副打扮出现在陛下面前恐怕不太妥当。」

   「陛下の御前に……？　と言われますと？　私また何かやらかしましたか？」

   「出现在陛下面前……？您的意思是？我又闯祸了吗？」

   「いや。某とマルキュス卿、シルヴァルド卿、ラルシーン卿、マキナ、それと新しく入ったあの、陛下に
     
      見
     み
     
      出
     いだされた──なんと言ったかな」

   「不。陛下召集了在下、马尔库斯卿、希瓦尔德卿、拉尔辛卿、玛姬娜，以及新加入的那位陛下亲自提拔的——叫什么来着？」

   「あー、私も名前を失念しました。でもわかりますわかります。あの追放者ですね」

   「啊——我也忘了他的名字。不过我知道，就是那个被放逐的人对吧？」

   「その六名に陛下から召集が掛けられたのだ。すぐに王宮へ向かわれよ」

   「陛下召集了这六人。你快点去王宫吧。」

   「はて、どういう人選なのでしょうか……以前話に出ていた地下魔王城建設事業の話ではなさそうですね……シルヴァルド卿とゼノール殿のお二方が召集されるとなると穏やかではありませんなぁ……」

   「陛下怎么会选这六个人……应该不是之前提到的地下魔王城建设工程吧……既然希瓦尔德卿和泽诺尔阁下也被召集了，看来事情并不简单……」

   「そこまでは陛下のみぞ知る、という所だな」

   「这只有陛下才知道了。」

   「確かにこのような格好で我が王に謁見するなどとは不敬の極み。早速着替えて──」

   「这副打扮谒见吾王确实有失礼数。我马上去换衣服——」

   　マルキュスは自分の頭から被った
     
      使い魔の檻
     ファミリア・ケージに手を掛ける。

   　马尔库斯把手伸向戴在头上的使魔笼子。

   　上下に揺さぶるも、ガシャガシャと音がするのみで、外れる気配がない。

   　他上下摇晃笼子，但只发出了喀嚓喀嚓的声音，完全拿不下来。

   「……取れない」

   「……拿不下来」

   「……では、取ってから参られよマルキュス卿」

   「……那你就先把它拿下来再走吧，马尔库斯卿」

   　言って、ゼノールはマルキュスの横を通り過ぎようとする。

   　说完，泽诺尔便准备从马尔库斯身边走过。

   「ちょ!?　ちょっとちょっと！　お待ちくだされ！　どどどどどどどうしましょうゼノール殿！　これでは我が王に叱られてしまいます！」

   「等！？等一下等一下！请等一下！怎怎怎怎怎怎怎么办啊泽诺尔阁下！这样我会被吾王责骂的！」

   「冗談だ、少し落ち着きなされマルキュス卿。取れないのであれば壊すしかないが、よろしいか？」

   「开玩笑的，你冷静点，马尔库斯卿。拿不下来的话就只能把它破坏掉了，可以吗？」

   「え、ええ。失敗作ですので」

   「嗯，可以。反正这是失败作」

   「では」

   「那我动手了」

   　ゼノールが腰に提げた儀礼剣に手を掛ける。

   　泽诺尔把手放在了腰间的礼仪剑上。

   「死なずとはいえ、首は落とさないでくだされよ!?」

   「虽说不会死，但请不要把我的头砍下来啊！？」

   「ご安心めされよ」

   「放心吧」

   　三度、音が鳴った。

   　三次声响。

   　風を斬る音。

   　斩风的声音。

   　剣を
     
      鞘
     さやに納める音。

   　收剑入鞘的声音。

   　そして、縦方向に割断された
     
      使い魔の檻
     ファミリア・ケージが廊下に落ちる音だ。

   　以及，被纵向劈开的使魔笼子掉落在走廊上的声音。

   「おお、流石はアルネス一の大剣豪……儀礼用の剣で見事な
     
      白
     しら
     
      抜
     ぬき……私めには目にも留まりませんでしたぞ。いやはや、私、剣術はからっきしで……」

   「哦哦，不愧是阿尔内斯第一的大剑豪……用礼仪剑使出了漂亮的白刃……我连剑都没看到。哎呀，我完全不懂剑术……」

   　驚いた表情のまま、マルキュスは賛辞の声を送る。

   　马尔库斯一脸惊讶地称赞道。

   「なまくらなれど、この程度はな。それにアルネス一など某には恐れ多い。剣聖アルティアには遠く及び申さん」

   「虽然剑钝了，但这种程度还是能做到的。而且阿尔内斯第一什么的，我担当不起。我远远比不上剑圣阿尔缇亚」

   「ハハッ、アルティアは
     
      伽
     とぎ
     
      噺
     ばなしの英雄でしょう。そう謙遜なさるな。いや助かりましたぞゼノール殿！　我が盟友！　それでは私は王の下へと
     
      馳
     はせ参じまする！」

   「哈哈，阿尔缇亚是童话里的英雄吧。请不要这么谦虚。哎呀，真是帮大忙了，泽诺尔阁下！我的盟友！那我就先去觐见吾王了！」

   　落ちた
     
      使い魔の檻
     ファミリア・ケージを小脇に抱えて、マルキュスはそのまま走っていってしまった。

   　马尔库斯把掉在地上的使魔笼子夹在腋下，就这样跑走了。

   「マルキュス卿は技師としては一流なのだが、どうにもそそっかしいのがいかんな。陛下の前では努めて冷静な臣下であらんとしているが──あ……シルヴァルド卿がどこにいるのか
     
      訊
     きくのを忘れていた……」

   「马尔库斯卿作为技师是一流的，但就是太冒失了。虽然他在陛下面前会努力表现得冷静——啊……我忘了问他希瓦尔德卿在哪里了……」

   　どうしたものか、と思案していると、ゼノールの背に
     
      楚
     そ
     
      々
     そとした声を掛ける者がいた。

   　正当泽诺尔思考着该怎么办时，有人从背后楚楚可怜地叫了他一声。

   「ゼノール卿？」

   「泽诺尔卿？」

   　振り返れば、二人の人物がいた。

   　他回头一看，发现有两个人在那里。

   「おや、マキナ。それと──」

   「哎呀，玛姬娜。还有——」

   　赤い
     
      礼装鎧
     ドレスアーマーを身に
     
      纏
     まとい、長く美しい銀髪を普段と違ってサイドの一房を編み込んだマキナと呼ばれた少女は、ゼノールに
     
      恭
     うやうやしく礼をする。

   　身穿红色礼服铠甲，美丽的银发与平时不同，编成一束的少女——玛姬娜，恭敬地向泽诺尔行礼。

   　まだ
     
      侯
     こう
     
      位
     いは授与されていないが、目覚ましい戦働きをしてゼノールも注目している比較的新しい不死だ。

   　虽然还没有被授予侯爵之位，但她出色的战斗表现让泽诺尔也对她印象深刻，是相对较新的不死者。

   　マキナの背後には、小柄なマキナよりも更に小さい、青と白の
     
      礼装鎧
     ドレスアーマーを纏った大人しそうな少女がいた。

   　在玛姬娜背后，有个比娇小的玛姬娜更小，身穿蓝白礼服铠甲，看起来很文静的少女。

   「こーらー、メイ。ゼノール卿にご挨拶を」

   「喂——梅依，快跟泽诺尔卿打招呼。」

   　大人しそうな少女──メイはぴったりとマキナの背中に張り付いて
     
      覗
     のぞくようにゼノールを見ている。

   　看起来很文静的少女——梅依紧紧贴在玛姬娜背后，探出头来窥视泽诺尔。

   　こうしてみると二人は姉妹のように見えるが、不死としてはマキナよりも更に若い。彼の主君
     
      曰
     いわく、ほぼ見た目通りの年齢らしい。

   　这样看起来，两人就像姐妹一样，但梅依作为不死者比玛姬娜更年轻。据她的主君所说，她的年龄几乎与外表相符。

   「……」

   「……」

   　メイはマキナに背中を押されるが、そのままマキナの背後へと回ってしまう。

   　梅依被玛姬娜推着，但还是直接躲到了玛姬娜背后。

   「ああもうっ、メイったら！　申し訳ございませんゼノール卿……作法を教え込んでいる最中ですので……後でよく言っておきます故、どうかお許しを……」

   「啊啊，梅依真是的！非常抱歉，泽诺尔卿……我正在教她礼仪……之后我会好好说说她的，还请您原谅……」

   「ははっ、いや、女性に先に名乗らせる方が無作法だったな」

   「哈哈，不，让女性先报上姓名才更没礼貌。」

   　ゼノールは床に膝を突いて、メイに視線を合わせ、笑みを浮かべる。

   　泽诺尔跪在地上，配合梅依的视线高度，对她露出笑容。

   「某はゼノール、陛下より
     
      剣
     けん
     
      侯
     こうの位を賜っている。お名前をお聞かせ願えるかな？　お嬢さん」

   「在下是泽诺尔，陛下赐予了在下剑侯之位。可以请教你的名字吗？小姐。」

   「……構わないわ」

   「……可以。」

   　メイは意を決したように、ゼノールの前に立つ。

   　梅依下定决心，站到泽诺尔面前。

   「メイよ」

   「我叫梅依。」

   「メイ、よき名だ。同じ主君に仕える身、これから陛下の志の下、共に戦場に立つ事もあるだろう。よろしく頼む」

   「梅依，真是个好名字。我们侍奉着同一个主君，今后应该也会在陛下的志向之下一同上战场吧。请多指教。」

   「……うん」

   「……嗯。」

   　こくり、と
     
      頷
     うなずいてまたメイはマキナの後ろへと隠れてしまった。

   　梅依点点头，又躲到了玛姬娜背后。

   「その格好だと、もう召集の事は聞いているのか？」

   「看你这身打扮，已经听说召集的事了吗？」

   「はい、ラルシーン卿から伺っております。鎧も賜ってしまって……これから宮殿に向かう所です」

   「是的，拉尔辛卿已经告诉过我了。陛下还赐予了我铠甲……我正准备前往宫殿。」

   「そうか。ところで一つ
     
      訊
     たずねたいのだが、シルヴァルド卿を見なかったか？　陛下から呼んでくるように言われていてね」

   「这样啊。对了，我想问你一件事，你有看到希瓦尔德卿吗？陛下要我来叫他。」

   「シルヴァルド卿、ですか？　申し訳ございません、私は見かけていませんね」

   「希瓦尔德卿吗？非常抱歉，我没看到他。」

   「……朝、大笑いしながら大通りを走ってるのを見たわ」

   「……我早上看到他一边大笑一边在大街上奔跑。」

   　マキナの背後から、メイがそうぽつりと言った。

   　玛姬娜背后的梅依喃喃说道。

   「大通りか。となると城下まで出る必要があるな。いや助かった、向かうとするよ」

   「大街吗？那我得去城下町了。哎呀，真是帮了大忙，我这就过去。」

   「あの、私達もシルヴァルド卿を探すの手伝いましょうか？」

   「那个，我们也帮忙找希瓦尔德卿吧？」

   「いや、これは某が陛下から賜った勅命。君達は陛下の下へと先に向かってくれ」

   「不，这是陛下赐予在下的敕命。你们先去陛下那里吧。」

   　かしこまりました、とマキナとメイは
     
      会
     え
     
      釈
     しゃくしてゼノールの下から去っていった。

   　「遵命。」玛姬娜和梅依向泽诺尔行了一礼，便离开了。

   　暖かく優しい
     
      陽
     ひ
     
      射
     ざしが注ぐ窓の外を見ながら、ゼノールは言う。

   　泽诺尔看着窗外温暖和煦的阳光，说道：

   「この泰平の日々を永久とする
     
      為
     ためにも、陛下に尽力せねばな」

   「为了将这太平的日子永远延续下去，我得为陛下尽心尽力才行。」

   


   　それは、遠い昔の話。

   　那是很久以前的事了。

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   　現在ゴアール市のラーメン屋は大まかに三つの派閥に分かれる。

   　现在戈尔市的拉面店大致上分为三个派系。

   《
     
      楼
     ろう》系。

   《楼》系。

   《
     
      家
     いえ》系。

   《家》系。

   　そしてそれ以外──王道中華そば、サンマーメン、タンメン等──だ。

   　以及除此之外的——王道中华面、三丝面、担担面等等。

   　マキナと
     
      緋
     ひ
     
      月
     づきの二人がやってきたのは《家》系に連なるラーメン屋である。

   　玛姬娜和绯月来到一家《家》系拉面店。

   　外まで合成豚骨スープの香りが漂ってくる店の
     
      暖簾
     のれんを
     
      潜
     くぐる。

   　合成猪骨汤的香味飘到店外，两人穿过门帘。

   「らっしゃっせ────────────！」

   「欢迎光临————————！」

   　店員の大きな声が、店内に響いた。

   　店员洪亮的声音在店内响起。

   　店内は非常に混み合っており、店員も忙しそうであった。

   　店里非常拥挤，店员也忙得不可开交。

   　店の隅にある券売機で、ファミリアを通して券を購入。色のついた小さなプレートが発行され、手に取る。

   　两人在店里的售票机通过法米利亚购买餐券，拿到一块带有颜色的小牌子。

   　マキナは並盛り、緋月は大盛りライス付きだ。

   　玛姬娜点的是普通分量，绯月则是大碗加饭。

   「相変わらずいっぱい頼みますねぇ。太りますよ？」

   「你还是一样点这么多啊，会变胖哦？」

   「んー、私食べてもあんま太らないのよね」

   「嗯——我吃再多也不会胖啦。」

   　そんな話をしていると、オークの店員が笑顔で近づいてくる。

   　两人聊着聊着，半兽人店员笑着走了过来。

   「申し訳ございません！　ただいま満席でして、相席でよろしければご案内できますが
     
      如何
     いかが致しましょう！」

   「非常抱歉！现在店里客满，如果两位不介意并桌，我可以帮两位带位，您意下如何！」

   「緋月、どうです？」

   「绯月，你觉得呢？」

   「ん、別にいいわよ。お
     
      腹
     なか減ってるし」

   「嗯，没关系，我肚子也饿了。」

   「じゃあ相席でお願いします」

   「那就麻烦你带位了。」

   　言いながら、二人は店員にプレートを渡す。

   　两人边说边把牌子交给店员。

   「ありがとうございます！　お好みございますか！」

   「谢谢！请问您有什么要求吗！」

   「私硬め濃いめ多めで」

   「我要硬面浓汤多料。」

   「私は全部普通でお願いします」

   「我全部都普通就好。」

   「二名様ご案内で─────────す！」

   「为两位客人带——————————位！」

   「あざ──────────────す！」

   「谢——————————————谢！」

   　店員に案内されたのはそう広くない店の奥の席。四人がけのテーブルの手前左側には人間の女性らしき客が先に座っていた。

   　店员带他们来到店内深处的座位，一张四人桌的左侧已经坐着一位像是人类女性的客人。

   　髪をうなじのあたりで結び、スーツを着た女性だ。

   　那是一位将头发扎在脖子附近，穿着西装的女性。

   「すみません、失礼しまーす」

   「不好意思，打扰了」

   「いえ、お構いなく」

   「没事，不用在意」

   　スーツの女性に会釈し、緋月が一番奥、女性客の対面に座り、マキナは緋月の隣へ。

   　绯月向穿着西装的女性点头示意，然后坐在最里面，也就是女性客人的对面，玛姬娜则坐在绯月旁边。

   　そして、ラーメンを食べながらこちらに視線を向ける女性客と目が合った。

   　然后，他们和一边吃着拉面一边看向这边的女性客人对上了视线。

   「あ」

   「啊」

   「あ」

   「啊」

   　マキナはその女性を知っていた。

   　玛姬娜认识这位女性。

   「あ、あ、あ、
     
      貴方
     あなたは……！」

   「你，你，你，你是……！」

   「んー！　ははふはほふはほうほ！」

   「嗯——！哈喝哈喝哈喝哈喝！」

   「飲み込んでから
     
      喋
     しゃべってください！」

   「请咽下去再说话！」

   　女性はごくり、と飲み込み、卓に置かれているピッチャーから水をコップに注いで口の中へ流し込む。

   　女性咽下嘴里的东西，拿起桌上的水壶往杯子里倒水，然后喝下。

   　それを見届けてから、二人は互いに指を差し合う。

   　等她喝完，两人互相指着对方。

   「あの……マルキュスのとこの……！　なんて名前でしたっけ……」

   「你是……马尔库斯那边的……！叫什么名字来着……」

   「あの……魔王の部下の……！　名前が思い出せない……」

   「你是……魔王的部下……！我想不起来你的名字……」

   　互いに存在を認識しているが、マキナはそもそも名前を知らず、女性の方も名前を覚えていないようだった。

   　虽然彼此认识，但玛姬娜不知道她的名字，女性似乎也不记得她的名字。

   　彼女は新宿市で、不死炉を巡るＩＨＭＩとの戦いでベルトールと、そしてマキナとも争ったＩＨＭＩの社長にして六魔侯の
     
      一
     ひと
     
      柱
     はしら、
     
      血
     けつ
     
      術
     じゅつ
     
      侯
     こうマルキュスの秘書、
     
      木
     き
     
      ノ
     の
     
      原
     はらである。

   　她是贝尔多尔和玛姬娜在新宿市与ＩＨＭＩ围绕着不死炉的战斗中交手过的ＩＨＭＩ的社长，六魔侯之一的血术侯马尔库斯的秘书，木之原。

   　戦闘態勢に入ろうか、いやしかしここはラーメン屋だし、とマキナが
     
      逡
     しゅん
     
      巡
     じゅんしている間に木ノ原が立ち上がり、胸ポケットから名刺を取り出し、お辞儀をしてマキナへと渡す。

   　玛姬娜犹豫着要不要进入战斗状态，但这里是拉面店，她还在犹豫的时候，木之原站起身来，从胸前的口袋里拿出名片，鞠躬递给玛姬娜。

   「木ノ原と申します。よろしくお願いいたします」

   「我叫木之原，请多关照」

   「あ、これはどうもご丁寧に……頂戴いたします。マキナです……」

   「啊，您太客气了……那我就收下了。我是玛姬娜……」

   　完全に毒気を抜かれたマキナは、名刺に目を通す。

   　玛姬娜完全被她的气势压倒，看了看名片。

   　日本語で
     
      苗
     みょう
     
      字
     じと名前、そして社名と連絡先の二次元コードが記載されている。

   　上面用日语写着姓氏和名字，以及公司名和联系方式的二维码。

   　緋月も名刺を受け取り、書かれている社名を読み上げる。

   　绯月也接过名片，念出了上面的公司名。

   「勇者派遣会社《ヴァル原》……？」

   「勇者派遣公司《瓦尔原》……？」

   「ペット探しから潜入捜査、
     
      浮
     うわ
     
      気
     き調査からヤクザ・ギルドの取り潰しまでニッチな分野を問わず様々な業務のアウトソーシングを承っております」

   「从寻找宠物到潜入搜查，从调查出轨到摧毁黑社会组织，我们承接各种各样的外包业务」

   「要するに何でも屋って事なんです？」

   「也就是说，你们是万事屋？」

   「マクロな観点から見ればそうと言えるかもしれません」

   「从宏观角度来看，或许可以这么说」

   「ふーん……ていうかマキナ、この人と知り合いなの？」

   「嗯……话说玛姬娜，你认识这个人吗？」

   「そう！　そうですよ！」

   「对！没错！」

   　急に大声を上げたせいで、周囲の客や店員の視線が集まった事に気が付き、マキナはトーンダウンする。

   　玛姬娜突然大声说话，吸引了周围顾客和店员的视线，她注意到后降低了音量。

   「いや知り合いなのかという問いに対する『そう！』ではなくて話が
     
      逸
     それていたのを戻すための『そう！』です」

   「不，我不是在问你认不认识她，而是为了把话题拉回来才说『没错！』」

   「ああうん、わかったから続けて」

   「啊啊，嗯，我知道了，你继续说吧」

   「知り合いなんて話ではありません。緋月にも前に話したでしょう？　新宿の事件」

   「我们不是认识。绯月，我之前也跟你说过吧？新宿的事件」

   「不死を燃料にしてたってアレね」

   「就是那个以不死为燃料的事件吧」

   「その首謀者の一味なんですよ、この女は！」

   「这个女人就是那件事的主谋之一！」

   　言って、マキナは木ノ原に指を突きつけ、木ノ原もマキナを
     
      睨
     にらみ付ける。

   　玛姬娜说着，用手指着木之原，木之原也瞪着玛姬娜。

   「別に私は貴方や魔王に
     
      然
     さ
     
      程
     ほど恨みはありません。社長には恩がありましたし、失脚して今の生活になってしまった事に思う所がないわけではないです。が──このリザルトに恨み節をぶつけるのは負け犬のする事。
     
      復
     ふく
     
      讐
     しゅうなどというのはクリエイティビティな行為ではありませんからね。
     
      勿
     もち
     
      論
     ろん、貴方がやる気と言うのであれば相手をしますが」

   「我和魔王之间并没有什么深仇大恨。社长对我有恩，我对于自己失势后过着现在的生活也不是没有意见。但是——对结果发牢骚是丧家之犬才会做的事。复仇不是一种有创造力的行为。当然，如果你有干劲的话，我也可以奉陪」

   「……」

   「……」

   　マキナの脳裏にゼノールの顔が浮かぶ、オルナレッドとパームロック、他の不死達も。

   　玛姬娜的脑海中浮现出泽诺尔的脸，还有奥尔纳雷德和帕姆洛克等其他不死者。

   　彼女が直接手を下したわけではないのだろう、あくまでマルキュスが元凶であり主犯である。

   　虽然她并没有直接下手，但马尔库斯是元凶兼主犯。

   　しかし彼と関わっていたのも事実だ。

   　然而，她与马尔库斯有关也是事实。

   　だが今この場で戦闘を自重するくらいには、理性が上回っていた。

   　但她的理性还是战胜了冲动，没有当场与木之原开战。

   「こちら大盛り麵硬め味濃いめ脂多めライス付きと、こちら普通でございまーす！」

   「这位客人是大碗硬面重口味多油加米饭，这位是普通面！」

   　緋月とマキナの前に、ラーメンが運ばれた。

   　拉面被端到了绯月和玛姬娜面前。

   　豚骨
     
      醬
     しょう
     
      油
     ゆベースのスープ、中太縮れ大豆麵、緑色の可食フィルム、合成
     
      海苔
     のり、味付け卵、メルニウス、ごくスタンダードな《家》の系譜ラーメンである。

   　以猪骨酱油为汤底，搭配中粗卷面和大豆，再加上绿色食用膜、合成海苔、卤蛋、梅尔尼乌斯，是极为标准的“家”系拉面。

   　一旦意識を木ノ原からラーメンへと移す。ラーメンに対しては真剣にありたい。

   　玛姬娜暂时将注意力从木之原身上移开，专心面对拉面。她想认真品尝拉面。

   　新しい客が来店したらしく、店員の声が耳に届く。

   　这时似乎有新客人来了，店员的声音传入耳中。

   「申し訳ございません！　ただいま満席でして、相席でよろしければご案内できますが如何致しましょう！」

   「非常抱歉！现在店里客满，如果可以拼桌的话，我可以帮您带位，您意下如何！」

   「構わない」

   「没关系。」

   「あざ────す！　一名様ご案内で───す！」

   「谢谢——！一位客人请进——！」

   　更なる思いがけぬ者がその場に相席した。

   　又有意想不到的人来拼桌了。

   　顔を合わせた瞬間、マキナとその人物は同時に声を漏らす。

   　玛姬娜和那个人一碰面，就同时发出声音。

   「あ」

   「啊。」

   「あ」

   「啊。」

   　ただでさえ木ノ原というイレギュラーがいるのに、それを超えるイレギュラーが来店したのである。

   　原本就有木之原这个意外人物在场，现在又来了个更意外的人物。

   　バイザーを付け、修道女のような衣服を着た黒ずくめの少女。

   　那是一位戴着护目镜，穿着修女服的黑衣少女。

   　剣を抱く竜の紋章、《
     
      救世教会
     ギルド》の構成員、《
     
      天使
     アンゼ》と呼ばれる者。

   　她身上有剑与龙的纹章，是《救世教会》的成员，被称为《天使》。

   　六魔侯の一柱──
     
      天
     てん
     
      忌
     き
     
      侯
     こうメイであった。

   　她是六魔侯之一——天忌侯梅依。

   


   　緋月は斜め向かいに座る人物を見ながら、ラーメンを
     
      啜
     すする。

   　绯月一边看着坐在斜对面的人，一边吃着拉面。

   　背の低い女の子だ。

   　那是一位个子矮小的女孩子。

   　顔の半分がバイザーで隠れているが、自分よりいくらか年下に見える。彼女も不死らしいのでやはり見た目は当てにならない。

   　虽然她半张脸被护目镜遮住，但看起来比自己年幼。不过她似乎也是不死者，所以不能以貌取人。

   　不器用に、小さな口にラーメンを運んでいる。

   　她笨拙地将拉面送进小小的嘴里。

   （この子ってラーメンとか食べるんだ。なんとなくマギノロイドみたいな印象あるけど）

   （这孩子也会吃拉面啊。虽然她给人的印象比较像魔导机神。）

   　目の前にいるのは、自分の
     
      仇
     かたきと同じ組織に所属しており、自分の通っていた学校を占拠したテロリストだ。

   　眼前的人和自己的仇敌属于同一个组织，还是占领了自己就读学校的恐怖分子。

   [image: ]

   （──落ち着け）

   （——冷静点。）

   　深呼吸して麵を啜る作業に集中する。

   　绯月深呼吸，专心吃面。

   　にんにくはたっぷり入れている。別に誰かと会うわけではないからいいだろう。どうせ自分が話す相手なんて限られている。

   　他加了很多大蒜。反正不是要和谁见面，应该没关系吧。反正自己能说话的对象有限。

   　でもにんにく臭い口でベルトールと話すのはちょっと恥ずかしいかな。そんな事を考えながら一心不乱に麵を啜る。

   　不过用大蒜味的嘴和贝尔多尔说话，感觉有点丢脸。绯月一边想着这种事，一边专心吃面。

   　自分の復讐の相手は彼女ではなく、現時点で妨げとなっているわけでもない。

   　自己的复仇对象不是她，而且她目前也没有妨碍自己。

   　マキナに聞いた話によれば、彼女はマキナの古い友人だか同僚だかであり、洗脳だか催眠だかよくわからないがマキナの知る人物とは違う状態で、何やら訳ありらしい。

   　根据玛姬娜的说法，她是玛姬娜的老朋友或同事，不知道是洗脑还是催眠，总之她现在的状态和玛姬娜认识的她不同，似乎有什么隐情。

   　であれば、今ここで実力行使に出ても仕方がない。

   　既然如此，现在在这里动武也没用。

   　マキナに協力し、《
     
      天使
     アンゼ》を捕獲、情報を聞き出すのが一番効率がいい。

   　协助玛姬娜捕获《天使》，问出情报才是最有效率的做法。

   　そう緋月は頭の中で繰り返す。

   　绯月在脑中反复思考着。

   　だが《
     
      無貌
     フェイスレス》に関する情報を今すぐ手に入れられるかもしれないと考えれば、いてもたってもいられなく──

   　但一想到说不定现在就能得到关于《无貌》的情报，他就坐立难安——

   「緋月」

   「绯月」

   　マキナがほうれん草に似せた可食フィルムを合成海苔に巻きながら緋月の名を呼んだ。

   　玛姬娜一边用合成海苔卷着类似菠菜的可食用薄膜，一边叫着绯月的名字。

   「わかっています。ですが今はまだその時ではありません、まずは食べましょう」

   「我知道。但现在还不是时候，先吃饭吧」

   「……うん」

   「……嗯」

   　マキナの言葉で、緋月は煮えたぎっていた思考に冷静さを取り戻した。

   　玛姬娜的话让绯月沸腾的思考恢复了冷静。

   　マキナとて、《
     
      天使
     アンゼ》を、メイを助け出す事が目的である。

   　玛姬娜的目的是救出《天使》——救出芽衣。

   　
     
      緋
     ひ
     
      月
     づきとマキナの到達点は同じだ。

   　绯月和玛姬娜的目标是一致的。

   　マキナがメイを助ける事ができれば、緋月は《
     
      無貌
     フェイスレス》への情報を手に入れられるかもしれない。

   　只要玛姬娜能救出芽衣，绯月说不定就能得到关于《无貌》的情报。

   　ならば、今自分がやる事は腹を満たし、英気を養う事だ。

   　那么，现在自己该做的就是填饱肚子，养精蓄锐。

   　戦う前にお腹いっぱいになるのはパフォーマンスの低下になりやしないかと思ったが、塩分水分食物繊維タンパク質にんにくを摂取できる完全栄養食の《家系》ラーメンを食べてパフォーマンスが低下するはずがない。

   　虽然觉得战斗前吃饱肚子可能会导致表现下降，但吃了能够摄取盐分水分食物纤维蛋白质大蒜的完全营养食品《家系》拉面，不可能导致表现下降。

   　そう信じてスープを飲み込む、スープでひたひたになった合成海苔で可食フィルムと人工米を巻いて口へ運ぶ。

   　绯月如此相信着，喝下汤汁，用吸饱汤汁的合成海苔卷起可食用薄膜和人工米，送入口中。

   　今はもう、どうもこうもない。ラーメンを食べたら米を食べる。食わねば。

   　现在也别无他法了。吃完拉面就吃米饭，不吃不行。

   　ここ数日ラーメン
     
      行
     あん
     
      脚
     ぎゃだが、体重は胸と尻に行くのでまぁいいだろうと緋月は結論づける。そんな話を前にマキナにしたら、無言で胸に頭突きを食らった。

   　虽然这几天都在吃拉面，但绯月认为反正体重会往胸部和屁股上长，所以没关系。之前他对玛姬娜这么说的时候，被她无言地用头槌顶了胸口一下。

   「メイ……」

   「芽衣……」

   　
     
      囁
     ささやくように、あるいは
     
      縋
     すがるように、《
     
      天使
     アンゼ》に向かってマキナが
     
      呟
     つぶやく。

   　玛姬娜像是在低语，又像是在恳求一般，对着《天使》轻声说道。

   　だが《
     
      天使
     アンゼ》は応えない。彼女はメイではないからだ。

   　但《天使》没有回应。因为她并不是芽衣。

   「《
     
      天使
     アンゼ》」

   「《天使》」

   「何？」

   「什么？」

   「一つ、伺ってもいいですか？」

   「我可以问你一个问题吗？」

   「構わない」

   「可以」

   　れんげの上でミニラーメンを作っている《
     
      天使
     アンゼ》に向かって、マキナが問うた。

   　玛姬娜向用勺子做出迷你拉面的《天使》问道。

   「秋葉原で戦ったのにもかかわらず、今の貴方には戦闘の意志がないように見受けられます。何か理由があるのですか？」

   「虽然在秋叶原战斗过，但现在的你看起来没有战斗的意愿。有什么理由吗？」

   「私は今別の任務に就いている。貴方との戦闘は任務に入っていない」

   「我现在正在执行别的任务。和你的战斗不在任务范围内」

   「任務でなければ争うつもりはない、と？」

   「也就是说，如果不是任务，你就不打算战斗？」

   　こくり、と《
     
      天使
     アンゼ》は
     
      頷
     うなずく。

   　《天使》点了点头。

   「私が攻撃するとは思わなかったのですか？」

   「你没想过我会攻击你吗？」

   「出会った時点で想定済み。でも前回の戦闘を
     
      鑑
     かんがみるに、店内で戦闘状態にはならないと判断した。貴方の魔力容量、魔力放出量の予測データから考察するに、貴方は周囲になるべく被害が出ないように戦っていると予想されたから」

   「在遇到你的时候就已经预料到了。但根据上次的战斗来看，我判断店内不会进入战斗状态。从你魔力容量、魔力释放量的预测数据来看，我推测你会尽量避免对周围造成损害」

   「……食べ終わったら顔を貸しなさい、話があります」

   「……吃完后跟我来，我有话要说」

   「了承。それも想定済み。私も『あまり目立つな』と命令されているから、今は栄養補給の時間」

   「了解。这也在我的预料之内。我也被命令“不要太过显眼”，所以现在是补充营养的时间」

   　そのまま二人は沈黙する。

   　两人就此沉默。

   （変な格好のちっちゃい女の子がごついバイザー付けて歩いてたら、めちゃ目立たないかしら……？）

   （穿着奇怪的娇小女孩子戴着头盔走在街上，不会很显眼吗……？）

   　復讐の関係者相手にいらない心配をしてしまうのが、
     
      山
     やま
     
      田
     だ・レイナード゠緋月という女である。

   　山田·雷纳德・绯月这个女人，总是会担心一些不必要的事情。

   「さて」

   「好了」

   　箸を置いて、マキナは立ち上がり、《
     
      天使
     アンゼ》を見下ろすように言った。

   　玛姬娜放下筷子，站起身来，俯视着《天使》说道。

   「こちらの要求、従う気はありますか？」

   「你打算服从我们的要求吗？」

   「内容による」

   「视内容而定」

   「では、港の方へ行きましょう。ここは人が多いですから」

   「那我们去港口吧。这里人太多了」

   「……了承」

   「……了解」

   　付き合いの浅い緋月にもわかる。

   　即使是认识不久的绯月也明白。

   　今マキナの考えている事が。

   　玛姬娜现在在想什么。

   　──今すぐ《
     
      天使
     アンゼ》からメイを取り戻したい。

   　——她想立刻从《天使》手中夺回芽衣。

   　だがすぐに《
     
      天使
     アンゼ》をメイに戻すのは難しいのだろう。だからマキナが考えているのは、《
     
      天使
     アンゼ》の身柄の確保だ。ベルトールさえいれば、《
     
      天使
     アンゼ》をメイに戻す手段があるかもしれないからだ。

   　但要立刻让《天使》恢复成芽衣恐怕很难。所以玛姬娜考虑的是抓住《天使》。因为只要有贝尔多尔在，说不定就有让《天使》恢复成芽衣的手段。

   　微力ながら、
     
      朋
     ほう
     
      友
     ゆうの助けとなるべく緋月も席を立つ。

   　绯月也为了尽自己微薄之力帮助朋友而站起身来。

   　奥のテーブルの張り詰めた空気に気付いていたのは、店内では第二次都市戦争を経験した店主のみであった。

   　店内只有经历过第二次都市战争的店主，注意到了深处桌子旁的紧张气氛。

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   　
     
      木
     き
     
      ノ
     の
     
      原
     はらは自問する。

   　木之原自问。

   （あれ、なんで私ここにいるんでしたっけね）

   （咦，我为什么会在这里啊？）

   　自答するのであれば、その場のノリ。としか言いようがない。

   　要自问自答的话，只能说是一时兴起。

   　もしかしたら
     
      儲
     もうけ話が転がってくる可能性もある。

   　说不定能捡到什么赚大钱的机会。

   　ＩＨＭＩのマスコットキャラクター、イシマルくんの版権を買い取るという野望の
     
      為
     ためには金がいるのだ。

   　为了实现买下ＩＨＭＩ吉祥物角色石丸君的版权的野心，我需要钱。

   　後なんだか面白そうだし。

   　而且感觉好像很有趣。

   　木ノ原は三人の後をくっついて最後尾を歩く。

   　木之原跟在三人后面，走在最后面。

   　先頭をマキナが歩き、その次にバイザーを付けた少女──《
     
      天使
     アンゼ》が続き、その後ろに金髪のハーフエルフの女の子が付いていっている。

   　走在最前面的是玛姬娜，接着是戴着护目镜的少女——《天使》，最后是金发的半精灵女孩。

   　金髪の子はニュースで見た事があった。

   　我曾在新闻上看过金发女孩。

   　秋葉原市で起こった御三家騒動の中心人物、レイナード家の一人娘だ。ファミリアで検索を掛けると山田・レイナード゠緋月という名前が出てきた。

   　她是秋叶原市发生的御三家骚动的中心人物，雷纳德家的独生女。用法米利昂搜索后，出现了山田・雷纳德・绯月这个名字。

   　関連画像に中指をおっ立てた画像と、それをコラージュしたたくさんのネタ画像が出てきた。どうやらネットミームになっているらしい。若い身空で苦労しているのだろう。

   　相关图片中出现了竖起中指的图片，以及许多以此为素材的恶搞图片。看来她似乎在网络上成了一个梗。年纪轻轻的，真是辛苦她了。

   　バイザーの少女はよくわからない。

   　护目镜少女则不太清楚。

   　何やら自分以上にマキナと因縁があるらしい。ラーメン屋で出会ってマキナとバチバチしていたというのに、急に更なる因縁の相手が出てきて自分は
     
      蚊
     か
     
      帳
     やの外となってしまい、木ノ原は少しばかり寂しさを覚えていた。

   　她和玛姬娜之间似乎有着比自己更深的因缘。在拉面店相遇时，玛姬娜和她之间就火花四溅了，现在又突然出现了新的因缘对手，自己却成了局外人，这让木之原感到有些寂寞。

   　それも
     
      些
     さ
     
      末
     まつなことで、今気になっているのは付けているあのバイザーは
     
      何処
     どこ製なのだろうかという事だけだ。

   　不过这都是些琐事，现在他更在意的是她戴着的护目镜是哪里制造的。

   　少なくとも
     
      Ｇ
     グレイテスト
     
      ６
     シックスのカタログで見た記憶がないので、新型かマイナーメーカーの製品だろうと木ノ原は結論づける。

   　至少在Ｇ6的目录上没有见过，木之原得出结论，那应该是新型或小厂商的产品。

   　四人がやってきたのは、
     
      人
     ひと
     
      気
     けのない
     
      埠
     ふ
     
      頭
     とうだ。

   　四人来到的是一个无人的码头。

   　埠頭の先、海を背負うように《
     
      天使
     アンゼ》が立ち、向かい合う形でマキナ、緋月が並び、そしてその後ろに木ノ原が立っている。

   　《天使》站在码头前方，背对着大海，《机械城》和绯月并排着与她对峙，木之原则站在他们身后。

   　消波ブロックに打ち付けられる波が、
     
      寂
     せき
     
      寥
     りょうとした音色を
     
      奏
     かなでている。

   　打在消波块上的海浪奏响了寂寥的音色。

   「《
     
      天使
     アンゼ》」

   「《天使》」

   「何」

   「什么？」

   「黙って、私達と一緒に来る気はありますか」

   「闭嘴，你愿意和我们一起来吗？」

   　マキナの声は冷静そのものだが、木ノ原には縋るように、願うように声を出しているように思えた。

   　玛姬娜的声音很冷静，但木之原觉得她的声音像是在恳求、祈求着什么。

   「どこまで？」

   「去哪里？」

   「いえ、
     
      訊
     きき方が悪かったですね。私達の仲間になる気はありませんか？」

   「不，是我问的方式不对。你愿意成为我们的同伴吗？」

   「ならない」

   「不愿意」

   「
     
      何故
     なぜ？」

   「为什么？」

   「任務にないから。それに──」

   「因为任务没有要求。而且——」

   　続く一言が、決定的であった。

   　接下来的一句话，是决定性的。

   「
     
      貴方
     あなたは敵だから」

   「你是敌人」

   　マキナは深く、深く
     
      溜
     ため
     
      息
     いきを
     
      吐
     つく。

   　玛姬娜深深地，深深地叹了口气。

   　熱。

   　热度。

   　肌がチリつく熱を、木ノ原は感じていた。

   　木之原感受到了肌肤刺痛的热量。

   　マキナの魔力に反応し、彼女の周囲の
     
      霊素
     エーテルが熱を帯びて
     
      燐
     りん
     
      光
     こうを散らしているのだ。

   　玛姬娜的魔力起了反应，她周围的灵素带着热量，散发磷光。

   　マキナが一歩踏み出すと、彼女の足元に焦げた足跡が残っていた。

   　玛姬娜向前踏出一步，脚边留下了烧焦的脚印。

   「警告」

   「警告」

   　冷たく肌を刺すような海風に吹かれ、スカートの裾をはためかせ、《
     
      天使
     アンゼ》が言った。

   　《天使》在冰冷刺骨的海风吹拂下，裙摆飘扬着说道。

   「敵対行動に対しては迎撃措置を行う」

   「对于敌对行动，将采取迎击措施」

   「ええ、話が早くて助かります。貴方をここで拘束します」

   「好，你这么好说话真是帮大忙了。我要在这里拘捕你」

   　マキナと《
     
      天使
     アンゼ》、両者共に敵意
     
      剝
     むき出しだ。

   　玛姬娜和《天使》双方都露出了敌意。

   （ちょっと待ってください、これ戦う感じですか？　そういえば店でもなんか物騒な事言ってたしこうなる事は
     
      予想
     ＦＣＳＴできたはずでは？　何やってるんでしょうか私、好奇心はにゃんにゃんにゃん）

   （等一下，这是要开打的意思吗？说起来她在店里也说了些危险的话，应该能预料到会变成这样才对吧？我到底在干什么啊，好奇心害死猫）

   　木ノ原は混乱していた。

   　木之原陷入了混乱。

   　緋月も止めようとしないどころかやる気満々といった感じで一歩前に出る。

   　绯月不仅没有阻止，反而还干劲十足地向前迈出一步。

   　損得ゲージが損に偏りそうなのでこっそり帰ろうかと木ノ原は考える。

   　由于损益天平偏向了损失，木之原考虑着要不要悄悄回去。

   　マキナと《
     
      天使
     アンゼ》、二人が戦闘に入るその時である。

   　就在玛姬娜和《天使》两人即将进入战斗的时候。

   　それに最初に気付いたのは木ノ原であった。

   　最先注意到的是木之原。

   「上です！」

   「上面！」

   　そう警告してその場から飛び
     
      退
     しさり、一瞬遅れてマキナが
     
      未
     いまだに気付かない緋月を抱えて大きく後退する。

   　他发出警告并从原地跳开，玛姬娜晚了一瞬，抱起还没注意到的绯月大幅后退。

   　高速で空より飛来したそれは、先程までマキナ達が立っていた場所に激突する。

   　高速从空中飞来的物体，狠狠撞在玛姬娜她们刚才站的地方。

   　
     
      轟
     ごう
     
      音
     おんとともに地面が砕け、土煙が舞う。

   　地面随着轰鸣声碎裂，尘土飞扬。

   「な、何よ一体!?」

   「这、这到底是什么啊！？」

   　緋月の疑問の声に応える者はいない。

   　没有人回答绯月的疑问。

   　代わりというように、土煙が晴れていく。

   　取而代之的是，尘土逐渐散去。

   　漆黒の
     
      鎧
     よろいが、そこにはいた。

   　出现在那里的，是一具漆黑的铠甲。

   　地面に黒い大剣を突き立て、《
     
      天使
     アンゼ》に背を向けて膝を突いている。鎧の『目』と共に、回路のような紋様の光が全身に走る。

   　它将黑色大剑插在地上，背对着《天使》跪在地上。铠甲的“眼睛”和回路般的纹样发出光芒，遍布全身。

   　その漆黒の鎧に、木ノ原は見覚えがあった。

   　木之原对那具漆黑的铠甲有印象。

   「《
     
      黒雷
     オルタナティブ》……!?」

   「《黑雷》……！？」

   「《
     
      黒雷
     オルタナティブ》……？」

   「《黑雷》……？」

   　マキナが木ノ原に聞き返す。

   　玛姬娜反问木之原。

   「ＩＨＭＩ製第五世代の試作ＭＧです。が、これは……」

   「那是IＨＭＩ制第五世代的试作MG。但是，这个……」

   《
     
      黒雷
     オルタナティブ》は《
     
      白霞
     ゼロベース》と同時期に作られた試作ＭＧだ。

   《黑雷》是和《白霞》同时期制作的试作MG。

   　堅実な《
     
      白霞
     ゼロベース》とは違い、《
     
      黒雷
     オルタナティブ》は開発現場の
     
      悪ノリ
     おもいつきでスペックを盛りに盛った為に、特殊強化鎧免許持ちのＡ級
     
      搭乗者
     ドライバーである木ノ原や、肉体的に
     
      強
     きょう
     
      靭
     じんなオーガでも
     
      身体
     からだに掛かる負荷が大きく、ヒトに扱える機体ではないとして《
     
      白霞
     ゼロベース》との社内コンペに敗北し、封印処理となったはずである。

   　和坚实的《白霞》不同，《黑雷》由于开发现场的恶搞，规格被大幅提高，因此对于持有特殊强化铠甲驾照的A级搭乘者木之原，以及肉体强韧的食人魔来说，身体负担都很大，所以被认定为人类无法驾驭的机体，在公司内部的竞赛中败给了《白霞》，应该已经被封印处理了才对。

   《
     
      白霞
     ゼロベース》と《
     
      黒雷
     オルタナティブ》、両方をテストした熟練のＭＧ搭乗者である木ノ原だからこそわかる。フルスペックのあれを乗りこなせているとしたら、それは間違いなくヒトではない。

   正因为木之原是测试过《白霞》和《黑雷》的熟练MG搭乘者，所以他很清楚。如果有人能驾驭全规格的《黑雷》，那肯定不是人类。

   （それにしても、大分様変わりしましたね……）

   （话说回来，改变真大啊……）

   　素体はＩＨＭＩの《
     
      黒雷
     オルタナティブ》で間違いない。《
     
      白霞
     ゼロベース》と同じくタイトな形状で、
     
      鎧
     アーマーというよりも
     
      服
     スーツと表現した方が
     
      相応
     ふさわしいかもしれない。

   　素体毫无疑问是IＨＭＩ的《黑雷》。和《白霞》一样是紧身型，与其说是铠甲，说是衣服或许更合适。

   　だが全体のシルエットと装備は彼女の記憶と大きく異なる。

   　但是整体轮廓和装备和她的记忆大相径庭。

   　ＩＨＭＩ製デュアルセンサーの上から
     
      ＭＡＧＴＥＣ
     マギテク製バイザーセンサーを装着し、素体の胸部装甲が増設されている。鎧の上からはフェイノール工房製の黒い攻勢排熱ドラゴンセルコートを羽織り、Ｍ＆Ｂ製の
     
      魔王迫撃
     ゼノ・ランチャーが左右の肩に一基ずつ搭載されている。それらは正規品ではなく、メーカー保証外の改造が施されたものだ。

   　IＨＭＩ制双传感器上装着ＭＡＧＴＥＣ制遮罩传感器，素体的胸部装甲也经过了增设。铠甲上披着菲诺尔工房制的黑色攻势排热龙核大衣，左右肩上各搭载着一具Ｍ＆Ｂ制的魔王迫击炮。这些都不是正规品，而是经过了制造商保修范围外的改造。

   　様々な企業の様々な兵器が搭載されたその姿は、
     
      合成獣
     キメラと呼ぶに相応しい。

   　搭载了各种企业各种兵器的那副姿态，称之为合成兽也不为过。

   《
     
      黒雷
     オルタナティブ》が立ち上がり、地面に突き刺さった大剣を引き抜き、肩に
     
      担
     かつぐ。いや、そもそもそれを剣と呼ぶのかすら疑わしい。砲身に
     
      刃
     やいばが付属したような、そんな武器である。

   《黑雷》站起身，拔出插在地上的大剑，扛在肩上。不，说到底，那东西是否能称之为剑都值得怀疑。那是把炮身附带刀刃的武器。

   　ああいったよくわからない奇っ怪な見た目の武器は、大体『武器屋』製だと木ノ原は思うが、確信はなかった。

   　木之原觉得那种外观莫名其妙的奇怪武器，多半是『武器屋』制的，但他没有确信。

   


   『おいてめえ《
     
      天使
     アンゼ》』

   『喂，《天使》』

   


   　くぐもった機械音声が《
     
      黒雷
     オルタナティブ》から発せられた。

   　《黑雷》发出含混不清的机械音。

   『何でこいつらと一緒にいんだよ。ＦＥＭＵ相手の任務はどうしたんだ？　そもそも戦闘行動は厳禁のはずだろ？　先輩の言う事はちゃんと聞いてくれよ、後輩』

   『你为什么跟这些家伙在一起啊？对付ＦＥＭＵ的任务怎么样了？说到底，你应该被严格禁止战斗行为才对吧？好好听前辈的话啊，后辈』

   「こちらから攻撃はしていない。ラーメン屋で一緒になって、ここで迎撃態勢に入っただけ。それに任務は完了した、もう連盟軍は動き出してる。だから問題ない、先輩」

   「我没有主动攻击。只是在拉面店碰巧遇到他们，然后在这里进入迎击态势而已。而且任务已经完成了，联盟军也已经出动了。所以没问题的，前辈」

   『あっそ。つかお前その格好でラーメン食いに行ったの……？』

   『是吗。话说你穿成这样就去吃拉面了……？』

   「肯定。だけど、何？」

   「肯定。但是，怎么了？」

   『俺らんとこの制服のままで外出歩いてラーメンとか食っていいのか……？』

   『穿着我们这边的制服外出，去吃拉面什么的真的没问题吗……？』

   「この格好で飲食店に行ってはいけないと言われたのは秋葉原市。ゴアール市では言われていない」

   「秋叶原市说过不能穿成这样去餐饮店。但是戈尔市没有说过」

   『この……言われた事の表面しか受け取らない系女子が……！』

   『你这……只听字面意思的女生……！』

   「そもそも規定にないから問題はない」

   「说到底，没有规定就是没问题」

   『規定にないならいいか……いいのか？』

   『没有规定就没问题……是这样吗？』

   　異様な格好の二人が行う気の抜けるようなやり取りに、木ノ原は
     
      呆
     あっ
     
      気
     けにとられていた。

   　木之原呆呆地看着穿着异样服装的两人进行着毫无紧张感的对话。

   　ただわかるのは、話し方から搭乗者は若い男性のようだという事だ。

   　他只知道，从说话方式来看，搭乘者应该是年轻男性。

   「なんですか
     
      貴方
     あなたは、返答次第では──」

   「你是什么人，根据你的回答——」

   『おい、女』

   『喂，女人』

   　マキナの言葉を無視し、しかしマキナを見ながら《
     
      黒雷
     オルタナティブ》は言った。

   　《黑雷》无视玛姬娜的话，看着玛姬娜说道。

   『ベルトールに伝えておけ。お前を殺すのは、この俺──ゼノールだと』

   『告诉贝尔多尔。要杀你的人，是我——泽诺尔』

   「はぁ!?」

   「哈！？」

   　マキナは目を見開き、口を大きく開け、素っ頓狂な声を上げた。

   　玛姬娜瞪大了眼睛，张大了嘴，发出了怪叫。

   　ゼノール。

   　泽诺尔。

   　その名前は木ノ原も知っている。

   　木之原也知道这个名字。

   　五百年前の魔王軍最高幹部である六魔侯の
     
      一
     ひと
     
      柱
     はしら、
     
      業
     ごう
     
      剣
     けん
     
      侯
     こうゼノール。

   　五百年前魔王军最高干部六魔侯之一，业剑侯泽诺尔。

   　勇者グラムの直接の
     
      仇
     かたきであり、不死戦争においてグラムとの一騎打ちで敗北した不死。

   　是勇者古兰的直接仇敌，在不死战争中与古兰单挑败北的不死者。

   　そして新宿にある不死炉の〝薪〟となった不死の名だ。

   　也是成为新宿不死炉“燃料”的不死者之名。

   「ゼノール
     
      卿
     きょう!?　いえ、でもそんなはずは……それにゼノール卿はそんな方では……」

   「泽诺尔卿！？不，这不可能……而且泽诺尔卿不是那种人……」

   　マキナが混乱した様子で問い掛ける。

   　玛姬娜混乱地问道。

   〝薪〟となったはずの人物が目の前にいるとなれば、混乱するのもやむなしである。

   本应成为“燃料”的人出现在眼前，会混乱也是理所当然的。

   『もうすぐ、横浜市で神による楽園計画が発動し、あの島はなくなるだろう』

   『神明马上就会在横滨市发动乐园计划，那座岛应该会消失吧』

   　やはりマキナの言葉には取り合わず、ゼノールと名乗った鎧は自分の
     
      喋
     しゃべりたい事を喋っている。

   　自称泽诺尔的铠甲果然没有理会玛姬娜的话，自顾自地说着想说的话。

   「神……？　楽園？」

   「神……？乐园？」

   　ゼノールの言葉に反応したのは、
     
      緋
     ひ
     
      月
     づきだった。

   　对泽诺尔的话做出反应的是绯月。

   『一応組織に身を置く立場としては神秘に到達する
     
      奴
     やつを直接止めるわけにはいかねえ。だが、俺個人としてはベルトールが敗北するのは可能なら避けてえ。奴を殺すのは俺でなければならねえ理由があるからな』

   『我作为组织的一员，不能直接阻止到达神秘的家伙。但是，我个人希望尽可能避免贝尔多尔的败北。因为有必须由我来杀掉他的理由』

   「あんたさっきから一人で勝手に──」

   「你从刚才开始就一个人自说自——」

   　緋月の言葉など聞こえていないように、言葉に
     
      被
     かぶせてゼノールは続ける。

   　泽诺尔像是没听到绯月的话，继续说道。

   『だから助言しといてやるよ。あの島に助けに行くのならば、早くしたほうがいい』

   『所以我就给你们个建议吧。如果要去那座岛救人，最好快点。』

   「《
     
      剣士
     ソードマン》」

   「《剑士》」

   　後ろに控えていた《
     
      天使
     アンゼ》が、鎧に声を掛ける。

   　在身后待命的《天使》对铠甲说道。

   「先輩の喋っている事は情報管理規定に抵触している。それに、名乗ってしまったらコードの意味もない」

   「学长说的话抵触了情报管理规定。而且，报上名号的话代号就没有意义了」

   『んだよ、
     
      咎
     とがめんのか？』

   『怎么，要责备我吗？』

   「否定。ただの後輩からの忠告。それは任務にないから」

   「否定。只是后辈的忠告。因为这不在任务范围内」

   『じゃあいいだろ。行くぞ』

   『那不就好了。走吧』

   　マキナも、緋月も、
     
      木
     き
     
      ノ
     の
     
      原
     はらも、それぞれ情報を処理するのにいっぱいいっぱいで、口を挟む余裕がなかった。

   　玛姬娜，绯月，木之原，各自都在努力处理得到的情报，没有插嘴的余裕。

   『じゃあな、クソッタレの
     
      不死人
     イモータル』

   『再见了，该死的不死者』

   　二人の足元に魔法陣が展開される。

   　魔法阵在两人脚下展开。

   　木ノ原は知る
     
      由
     よしもないが、それはマキナ達が秋葉原市で見た空間転移の魔法陣だ。

   　木之原无从得知，那是玛姬娜他们在秋叶原市见过的空间转移魔法阵。

   「待っ……！」

   「等……！」

   　言い終わる前に、二人の姿がかき消えた。

   　话还没说完，两人的身影就消失了。

   「どういう……事なんですか……？」

   「这是……怎么回事……？」

   　マキナの視線は遠くを見ている。

   　玛姬娜的视线望向远方。

   　黒い海の向こう、
     
      極東商人連盟
     ＦＥＭＵ軍の飛空艇が飛び交う鉄の島。

   　黑色大海的另一侧，是极东商人联盟军的飞空艇交错飞行的铁之岛。

   　対岸にいても感じる程に、
     
      霊素
     エーテルが不穏に脈動する横浜市を。

   　以及，即使在对岸也能感受到灵素不稳脉动的横滨市。

   　マキナの背中に、木ノ原は語りかける。

   　木之原在玛姬娜背后说道。

   「状況は飲み込めきれていませんが、あの飛空艇を見るに
     
      ＦＥＭＵ
     クライアントがこちらとＭＴＧもなしに強制査察に踏み入る様子。あそこには私の部下がおり、こういった非常事態の時の
     
      為
     ために私にはあそこへ渡る手段が用意してあります」

   「虽然我还没完全理解状况，但看那艘飞空艇，似乎是ＦＥＭＵ在没有ＭＴＧ的情况下，要进行强制检查。我的部下就在那里，为了应对这种紧急情况，我准备了前往那里的手段」

   　言って、木ノ原は内ポケットからカードキーを取り出す。

   　说着，木之原从内袋里取出一张卡片钥匙。

   「そして、ビジネスパートナーとして私達の利害は一致しているとお見受けしました」

   「而且，作为商业伙伴，我认为我们的利害关系是一致的」

   　私物の飛空艇用のキーだ。

   　那是私人飞空艇的钥匙。

   「
     
      ご同行
     アテンドなさいますか？」

   「您要同行吗？」

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   　隔離
     
      祭
     さい
     
      祀
     し場から出たベルトール一行は、細く長い石造りの通路を歩いていた。

   　离开隔离祭祀场的贝尔多尔一行人，走在细长的石造通道上。

   　五人、いや四人と一翼の足音が、
     
      石
     いし
     
      畳
     だたみの上に響いている。

   　五人，不，四人和一翼的脚步声在石板上回响。

   「んで、
     
      儂
     わしらは何するんじゃ？」

   「所以，我们要做什么？」

   　列の最後尾で、シルヴァルドが
     
      吞
     のん
     
      気
     きな声を出しているのを
     
      高
     たか
     
      橋
     はしは背中で聞いていた。

   　高桥在队伍的最后方，听到希瓦尔德悠闲的声音。

   　ベルトールとグラムが前を歩き、その後を高橋と
     
      青
     あお
     
      葉
     ばが付いていき、
     
      殿
     しんがりをシルヴァルドが務めている。

   　贝尔多尔和古兰走在前面，高桥和青叶跟在后面，殿后的是希瓦尔德。

   「その話さっきしたでしょおばあちゃん」

   「刚才不是说过了吗，奶奶」

   　そう言うのは高橋だ。

   　高桥说道。

   「当初の目的は達成したから、次は父祖を打倒してこの島を乗っ取って、青葉達に掛かってる寿命の呪いを解く！」

   「当初的目的已经达成了，接下来就是打倒父祖，夺取这座岛，解除青叶他们身上的寿命诅咒！」

   「後は僕の目的もだね」

   「还有我的目的」

   「……グラさんの目的ってなんだっけ」

   「……古拉的目的是什么来着」

   「えっ……？　あっ、うん……スクリームが横浜市で製造されている可能性があるからその調査……なんだけど……」

   「哎……？啊，嗯……因为scream有可能是在横滨市制造的，所以要调查……」

   「そんな事を言ってたような……言ってなかったような……」

   「好像说过……又好像没说过……」

   「スクリームってどのようなものなのですか？」

   「scream是什么样的东西呢？」

   　そう問う青葉に、どことなくしょんぼりしているグラムが答える。

   　古兰有些沮丧地回答青叶的问题。

   「スクリームは違法な薬物の事なんだ。それの
     
      蔓
     まん
     
      延
     えんが外では問題になっていてね」

   「scream是违法药物。这种药物的蔓延在外边是个问题」

   「……それは、外の世界の方々を苦しめているのでしょうか」

   「……那是在折磨外边的人们吗？」

   「まあ、ね」

   「算是吧」

   　そうですか、と暗い表情になる青葉を見て、
     
      敢
     あえて明るい口調で高橋が言う。

   　青叶露出阴沉的表情，高桥见状，故意用开朗的语气说道。

   「ま、こんな具合だけどちゃんとわかったかなぁ？　ドラゴンちゃんは？」

   「虽然情况是这样，但你明白了吗？小龙？」

   「ふんっ、お主を試しただけじゃ。わかっとったわい。わかっとったわい！　んでその父祖とやらはどこにおるんじゃ？」

   「哼，老朽只是在试探汝。老朽明白，老朽明白！那么那个父祖什么的在哪里？」

   　このドラゴンは……と
     
      呆
     あきれた目で高橋はシルヴァルドを見るも、老竜はどこ吹く風だ。

   　这只龙……高桥用无语的眼神看向希瓦尔德，老龙却一副事不关己的样子。

   「最近まで上層の住民であった青葉も所在がわからない以上、我々では詳細な場所まではわかりません。しかし上層、もしくはそれに類する中枢にいるのは間違いないでしょうから、まずはアトラスの直下へ行ってみるというお話をつい先程姉上にした所です」

   「既然连最近还是上层居民的青叶都不知道，我们也不知道详细的位置。但是肯定是在上层，或者类似中枢的地方，所以刚才我和姐姐说，先去阿特拉斯的正下方看看」

   「そうじゃったかの？」

   「是这样吗？」

   「この属性過積載ドラゴンはさぁ……」

   「这个属性过载的龙……」

   「黙れ小娘！　あれじゃ、神を名乗る
     
      戯
     たわけをぶっ飛ばしてここを乗っ取るって事じゃろ」

   「闭嘴，小丫头！汝的意思是要把那个自称神的蠢货打飞，然后夺取这里吧」

   　シルヴァルドが今回の目的を雑に
     
      纏
     まとめた。

   　希瓦尔德粗略地总结了这次的目的。

   「
     
      概
     おおむね合ってますが、暴力は最終手段です。あちらが話し合いで応じれば、ですが。姉上に置きましては自重していただきますよう」

   「大致上没错，但暴力是最终手段。如果对方愿意坐下来谈的话，就另当别论了。姐姐大人，请您自重」

   「まどろっこしいのう」

   「真是麻烦啊」

   「も、申し訳ございません……お役に立てず……わ、私も父祖さ……父祖の居場所は知らされておりませんでしたから……」

   「非、非常抱歉……没能帮上忙……父、父亲大人……父亲也没有告诉我父亲的所在地……」

   「いいんじゃよぉ、青葉が謝る事ではないからのう」

   「没关系，青叶不需要道歉」

   　しょんぼりする青葉の右腕を、シルヴァルドは
     
      絡
     からめるように手に取る。

   　希瓦尔德搂住青叶的右臂。

   　
     
      姫
     ひめ
     
      巫
     み
     
      女
     この
     
      末
     まつ
     
      裔
     えいの魂の複製を所持し、自身を封印から解放する重要なファクターで恩を感じているからなのか、妙にシルヴァルドは青葉に対して
     
      甘
     あま
     
      々
     あまのデレデレであった。

   　是因为青叶拥有姬巫女后裔的灵魂复制品，是将自己从封印中解放出来的重要因素，所以希瓦尔德对她心怀感激吗？希瓦尔德对青叶莫名地宠溺。

   　まるで愛孫に対する祖母のようである。

   　简直就像祖母对爱孙一样。

   「もー、青葉困ってるじゃーん」

   「真是的，青叶很为难啊」

   　高橋も青葉の左腕に手を絡める。

   　高桥也搂住青叶的左臂。

   「黙れ役立たず小娘！　離れろ！　儂のじゃ！」

   「闭嘴，没用的小丫头！放手！青叶是老朽的！」

   「ふんっ、そのうちこのスーパー美少女天才ハッカーの本領発揮して見返してやるわ！」

   「哼，我这个超级美少女天才黑客迟早会发挥本领，让你刮目相看！」

   　高橋とシルヴァルドは青葉を挟んで互いに火花を散らし、舌を出し合う。

   　高桥和希瓦尔德夹着青叶，彼此之间火花四溅，互相吐舌头。

   　真ん中の青葉はと言うと、
     
      嬉
     うれしいやら恥ずかしいやらできれば仲良くして欲しいやらといった感情が絡み合っているようであった。

   　至于夹在中间的青叶，似乎夹杂着高兴、害羞、希望她们能好好相处等感情。

   「あ、あのっ、今どの辺りとか……わかったり、なんて……」

   「那、那个，现在大概在……哪个位置……」

   　シルヴァルドと高橋の圧に耐えきれなかったのか、助けを求めるように話を振る。

   　大概是承受不住希瓦尔德和高桥的压迫感，青叶向我求助。

   「位置的にはアトラスの下あたりかな」

   「位置上来说，应该在阿特拉斯的下方吧。」

   「グ、グラムは今どの辺りにいるか把握しているのですか？」

   「古、古兰知道现在大概在哪个位置吗？」

   「まあね。建造物とかの三次元的な位置取りを頭の中で描くのは得意というか……得意にならざるを得なかったというか……」

   「算是吧。我擅长在脑中描绘建筑物等物体的三维位置……或者该说不得不擅长……」

   　言いながら、段々とグラムは遠い目になっていった。

   　古兰说着说着，眼神逐渐飘向远方。

   　何かあまり思い出したくない事があるようだ。

   　似乎有什么不太愿意回想起来的事。

   「大変だったのですね……」

   「真是辛苦呢……」

   「僕も昔は色々あったからね……」

   「我以前也发生过很多事……」

   「グラムの昔話も、もっと聞きたいです」

   「我也想多听听古兰以前的事。」

   「ああ、
     
      勿
     もち
     
      論
     ろんさ。これが終わったら嫌ってほど聞かせてあげるよ。一応これでもそれなりにエピソードはある方なんだ」

   「啊啊，当然。等这件事结束之后，我会让你听到不想听。我姑且也算是经历过不少事的人。」

   「フッ、余には負けるがな」

   「呵，不过还是比不上吾。」

   「そりゃそうだろ！　ていうかなんで君が張り合うんだよ！」

   「那是当然的吧！话说你为什么要跟我争啊！」

   「はぁ!?　儂の方が上じゃが!?　お主ら儂以外の他の四竜見たことないじゃろ！　ラースベントとか見たことないじゃろ！　こ───んな大きいんじゃからな！　こ───んなじゃぞ！　小僧共は黙っとれ！　はい残念儂の勝ちー！」

   「哈啊！？当然是老夫更厉害啊！？你们没看过老夫以外的其他四龙吧！没见过拉斯彭特吧！它可———是这么大的！这么———大！小鬼们闭嘴！好，很遗憾，老夫赢了！」

   「……確かに姉上に勝てるエピソード持ちはそうそういないとは思うが……」

   「……确实，能赢过姐姐大人的故事应该没多少……」

   「ほとんど神話の時代の話は反則じゃないか……ていうかこの魔族共なんでこんなに対抗意識が強いんだよ……」

   「几乎都是神话时代的故事，这算犯规吧……话说这群魔族怎么都这么有对抗意识啊……」

   「
     
      大竜気
     おとなげね〜このドラゴン！」

   「真是龙气十足呢～这只龙！」

   「ぷっ、うふふっ」

   「噗，呵呵呵」

   　思わず吹き出してしまう青葉の笑顔を見て、高橋は思う。

   　看着青叶忍不住笑出来的笑容，高桥心想。

   （──ああ、楽しいなー）

   （——啊啊，真开心啊——）

   　青葉と、ベルトールと、グラムと、後ついでにシルヴァルドと一緒にいるのが楽しく、たまらなく愛おしい。

   　和青叶，贝尔多尔，古兰，还有顺便加上希瓦尔德在一起，是如此的开心，如此的令人怜爱。

   　世界を支配する足掛かりに国を創るというのはスケールがデカすぎて高橋にはあまり実感がなかったが、ベルトールならば実現できるだろう。

   　为了支配世界而创建国家，这规模实在太大，高桥没什么实感，但贝尔多尔应该能实现吧。

   　それはきっと、楽しい事だ。

   　那一定会很开心。

   　新しい友達ができて、その子の抱えている悲劇もなんとかなりそうで、きっとこのまま全てが
     
      上手
     うまく行くに違いない。

   　交到了新朋友，而且那孩子所背负的悲剧似乎也能解决，一切一定会顺利进行下去。

   　無根拠に、確信していた。

   　毫无根据地，如此确信。

   　そこで、古い石造りの通路が
     
      綺
     き
     
      麗
     れいに途切れ、リノリウムとコンクリートでできた現代的な通路に変わった。

   　这时，古老的石制通道突然中断，变成了由亚麻油毡和混凝土构成的现代通道。

   　隔離祭祀場でも見た、場違いなものがそこにある異質が、その通路には漂っていた。

   　隔离祭祀场也出现过这种不合时宜的东西，这条通道上也弥漫着同样的异质感。

   　そして五人が
     
      辿
     たどり着いたのは、アトラス直下の一室。

   　五人抵达了阿特拉斯正下方的一间房间。

   　その部屋の前には旧式のマギノロイドが二体、銃火器で武装している。

   　房间前有两台旧型的魔导机，身上配有枪械。

   　通路の陰からマギノロイドを見ているベルトールが静かに口を開いた。

   　贝尔多尔从通道的阴影处看着魔导机，静静地开口。

   「警備がいる……という事はあそこが重要な施設で間違いなさそうだな。港で出会ったマギノロイド、
     
      何故
     なぜ魔導銃で武装していないのかと思ったが、恐らく
     
      霊素
     エーテルの薄い区画を警備する為に通常の火器で武装しているのだろうな。
     
      霊素
     エーテルの薄い場所では有効だ」

   「有警备……看来那里肯定是重要设施。在港口遇到的魔导机为什么没有配备魔导枪，我本来还觉得奇怪，恐怕是为了警备灵素稀薄的区域，才配备了一般的枪械吧。在灵素稀薄的地方，枪械比较有效。」

   「機械人形の類か。儂らの頃はもっと雑な作りじゃったよのう？　こんな所で手をこまねいてないでさっさと行けばいいじゃろ」

   「是机器人偶之类的吗？老夫那个年代的机器人偶做得更粗糙呢。别在这里磨蹭了，快点过去吧。」

   「ええ、ですが発見されれば増援が──」

   「好，不过要是被发现，援军就会——」

   　ベルトールが言い終わる前に、シルヴァルドの姿がかき消えた。

   　贝尔多尔话还没说完，希瓦尔德的身影就消失了。

   　壁を駆けて天井を伝い、その構造上ヒトと同じように頭上が死角となっているマギノロイドの頭部を二体同時に尻尾を
     
      薙
     なぐ事で
     
      捩
     ねじ切り、胴体の中心部にある魔動機を素手で貫き無力化するという一連の動作はほとんど音もなく、まさに一瞬であった。

   　他沿着墙壁冲上天花板，两台魔导机的构造和人类一样，头顶上方是死角，希瓦尔德以尾巴同时扫过两台魔导机的头部，扭断脖子，再徒手贯穿位于躯干中心的魔动机，使其失去机能。这一连串的动作几乎无声无息，只发生在一瞬间。

   「ああ！　さっきのベルトールのように首が……！」

   「啊啊！跟刚才的贝尔多尔一样，头被……！」

   「あれは機械だから大丈夫だよ青葉……ま、ベルちゃんも大丈夫なんだけど」

   「那是机器，没问题的，青叶……不过，小贝尔也没问题就是了。」

   　捩じ切ったマギノロイドの頭を、果物でも
     
      搾
     しぼるように握りつぶしながらシルヴァルドはゆったりとした足取りで戻ってくる。

   　希瓦尔德把魔导机人被扭断的头像水果一样捏碎，踩着悠然的脚步走了回来。

   「増援を呼ばれるなら、目に付く前に壊せばいい話じゃな」

   「既然会呼叫增援，只要在被发现前破坏掉就行了。」

   「迅速で的確な判断だったと思いますが……先程戦った時よりキレがよくなってませんか姉上……」

   「我认为这是迅速且正确的判断……不过姐姐，您是不是比刚才战斗时更犀利了……」

   「コワ〜……」

   「好可怕……」

   　シルヴァルドの動きを見たベルトールとグラムが冷や汗をかいている。

   　贝尔多尔和古兰看着希瓦尔德的动作，冷汗直流。

   　マギノロイドが警備していた部屋の自動扉には、栽培室と書かれた札がついている。

   　魔导机人警备的房间自动门上，挂着写有栽培室的牌子。

   「では、行くぞ」

   「那么，我们走吧。」

   　緊張と共に開いた自動扉を抜けた先にあったのは、広い空間と等間隔に並ぶ大量のスチールラックだ。

   　穿过紧张地打开的自动门，出现在眼前的是宽敞的空间和等间隔排列的大量钢架。

   　五段程のラックにはプランターが載っており、白く強い光を放つ
     
      霊素反応灯
     エーテルネオンがプランターの中を照らしており、その横をアームの付いた自走式の機械が
     
      忙
     せわしなく動いている。

   　五层左右的钢架上放着花盆，发出白色强光的灵素反应灯照亮花盆内部，旁边有附带机械手臂的自走式机器忙碌地动着。

   　プランターの中にあるのは、水耕栽培されている赤い葉を付けた植物だ。

   　花盆里栽培的是水耕栽培的红叶植物。

   「これは……」

   「这是……」

   　グラムは赤い葉を
     
      摑
     つかみ、プランターから一気に引き抜くと、顔と手足のようにも見える形状の赤紫色の根茎が露出した。

   　古兰抓住红叶，一口气从花盆里拔出来，露出形状像脸和手脚的红紫色根茎。

   「間違いない、赤マンドラゴラだ」

   「没错，是红曼德拉草。」

   　ゴアール市を中心に蔓延している薬物、スクリームの原料となる植物だった。

   　这是以戈尔市为中心蔓延的毒品“尖叫”的原料植物。

   「おい
     
      莫迦
     ばか者、不用意にマンドラゴラを引き抜くんじゃない！　叫んだらどうするつもりだったのだ貴様！　常識がないのか？」

   「喂蠢货，不要随便拔曼德拉草！要是它叫了怎么办！你没有常识吗？」

   「マンドラゴラは品種改良が進んでもう百年以上前から叫ばなくなったんだよ。仮に野生ので叫んだのがいてもすぐに口の部分を切れば大丈夫だし」

   「曼德拉草的品种改良已经进行了上百年，早就不会叫了。就算野生的会叫，只要立刻切掉嘴巴的部分就没问题了」

   　指で耳の穴を塞ぎながら抗議をするベルトールにうるさそうにしながらグラムは返す。

   　贝尔多尔用手指塞住耳朵抗议道，古兰则不耐烦地回答。

   　アームの付いた自走式の機械が、マンドラゴラに水や栄養剤を与えたり、花のついたマンドラゴラを収穫したりとシステマティックに動いているのを見ながらグラムは言う。

   　附带机械手臂的自走式机器给曼德拉草浇水施肥，收获开花的曼德拉草，古兰看着它们有条不紊地工作，说道。

   「ここは赤マンドラゴラの栽培プラントなんだな……赤マンドラゴラの栽培だけでもＦＥＭＵが介入できる物的証拠と大義名分になる。環境的にもこれを栽培するのに最適だしね。何よりバレる心配がほとんどない」

   「这里是红曼德拉草的栽培工厂……光是栽培红曼德拉草，就足以成为FEMU介入的物证和正当理由。而且这里也最适合栽培这种植物。最重要的是，几乎不用担心暴露」

   「これを材料にスクリームを製造しているわけか」

   「用这个材料制造尖叫吗」

   　ベルトールの言葉に、グラムが赤マンドラゴラを戻しながら
     
      頷
     うなずく。

   　听到贝尔多尔的话，古兰把红曼德拉草放回去，点了点头。

   「うん。多分どこかにスクリームを製造する
     
      為
     ための設備もあるはずだ」

   「嗯。应该还有制造尖叫的设备」

   「この島の支配者である父祖はそれをこの都市の運営に
     
      充
     あてている、というわけだな」

   「也就是说，这座岛的统治者祖先将它用于运营这座都市了」

   「だろうね。プラントがこの広さだと相当な額になると思う。……なぁ、ベルトール」

   「应该是吧。这么大的工厂，造价肯定不菲……我说，贝尔多尔」

   「どうした」

   「怎么了」

   　ベルトールは、グラムが戻した赤マンドラゴラを手にとってまじまじと見ている。

   　贝尔多尔拿起古兰放回去的红曼德拉草，仔细端详起来。

   「この島を手に入れたとして、この施設はどうするんだ？」

   「得到这座岛之后，这个设施要怎么处理？」

   「すぐにでも処分するに決まっていよう。作るにせよ、使うにせよ、この手のものは為政者には邪魔すぎる」

   「当然是立刻销毁。这种东西无论是制造还是使用，对执政者来说都太碍事了」

   「……そっか」

   「……这样啊」

   　どこか安心したように、グラムは息を吐いた。

   　古兰安心地叹了口气。

   　
     
      青
     あお
     
      葉
     ばがじっと、ベルトールが持つ赤マンドラゴラを見つめている。

   　青叶目不转睛地盯着贝尔多尔手中的红曼德拉草。

   「これが……外の人々を苦しめていた……やはり、私達が今まで信じていたものに、正義などなかったのですね……」

   「就是这个……折磨着外界的人们……我们至今为止所相信的东西，果然不是正义……」

   　自分の信仰していた
     
      存在
     ものの本当の姿を
     
      目
     まの当たりにするというのは、自分の人生そのものを否定されるのにも等しいだろう。

   　亲眼目睹自己信仰的存在真正的模样，无异于否定自己的人生。

   　その姿が消えてなくなるように
     
      儚
     はかなく見えた
     
      高
     たか
     
      橋
     はしは、せめて彼女の支えになってあげようと、青葉の手を力いっぱい握りしめる。離れないように、消えてしまわないように。

   　高桥觉得青叶看起来就像要消失一样虚无缥缈，为了至少能成为她的支柱，用力握紧了青叶的手。为了不让她离开，为了不让她消失。

   「ねえ、あっちにも扉があるよ」

   「喂，那边也有门」

   　高橋が指差すのは、通路の正面だ。

   　高桥指着通道的正面。

   　その部屋の外には隔離
     
      祭
     さい
     
      祀
     し場と同じようにコンソールがあり、やはりプレートが貼られている。

   　房间外和隔离祭祀场一样有控制台，上面也贴着一块金属板。

   　そこに書かれている文字を、高橋は読み上げる。

   　高桥念出了上面的文字。

   


   「再奉仕区画……」

   「再服役区域……」

   


   　都市に対して奉仕できなくなった者が、最後に送られるとされる場所だ。

   　这是无法继续为都市服务的人最后被送到的地方。

   　ベルトールが、指で自分の顎を触りながら言う。

   　贝尔多尔用手指摸着自己的下巴说道。

   「再奉仕区画こそがこの都市の中枢であろうな。赤マンドラゴラの栽培プラントという最重要の秘匿施設を管理するのには中枢に近い方が何かと都合がいい。宝を隠すには竜の巣と言うしな」

   「再服役区域应该就是这座都市的中枢了。管理红曼德拉草的栽培设施这种最重要的机密设施，离中枢越近越方便。毕竟有句话叫藏宝于龙穴嘛」

   「おいベルトール。
     
      儂
     わしの昔の巣に宝隠しとらんよな？」

   「喂贝尔多尔，你没把宝物藏在我以前的巢穴里吧？」

   「……」

   「……」

   「目を
     
      逸
     そらすな！」

   「别移开视线！」

   「ここにみんな送られるんだよね。
     
      泉
     いずみのじーちゃんもここにいるのかな？」

   「大家都会被送到这里吧。泉水爷爷也在这里吗？」

   「ど、どうでしょうか……」

   「这，这可不好说……」

   　そう言う青葉は再奉仕区画を前にして緊張していた。

   　青叶站在再服役区域前，显得很紧张。

   　いや、緊張しているのは青葉だけではない。高橋も、他の全員も大なり小なり何かしら思案や警戒をしているようだった。

   　不，紧张的不止青叶。高桥和其他人也都或多或少在思考着什么，或者警戒着什么。

   　それは多分、道中が順調すぎたからだ。

   　大概是因为一路上太顺利了。

   　警備も対侵入者用のセキュリティもほとんど存在しないのだ。

   　几乎没有警卫和防入侵者系统。

   　ベルトールは、再奉仕区画の扉に触れながら言う。

   　贝尔多尔摸着再服役区域的门说道。

   「この扉も封印処理が掛けられているな。隔離祭祀場程ではないから無理やり壊して進めはするが……」

   「这扇门也施加了封印处理。虽然没有隔离祭祀场那么严密，强行破坏也不是不行……」

   「めんどくさいのう、前に塞がるモノは全部壊して進めば──」

   「真麻烦，把前面挡路的东西全部破坏掉不就行了——」

   　シルヴァルドが言い終わる前に、まるで招き入れるかのように再奉仕区画の扉が自動的に開かれた。

   　希瓦尔德话还没说完，再服役区域的门就自动打开了，仿佛在邀请他们进去。

   「ああ？　なんじゃあ？」

   「啊啊？怎么了？」

   「……どうやら誘われているようだな」

   「……看来是被邀请了呢」

   　五人は再奉仕区画に足を踏み入れる。

   　五人踏入了再服役区域。

   　暗闇に包まれていた。

   　周围一片黑暗。

   「暗いね……」

   「好暗啊……」

   「待て、今
     
      灯
     あかりを──」

   「等等，我这就点灯——」

   　ベルトールが魔法によって灯りを
     
      点
     つけようとしたその時だ。

   　贝尔多尔正要使用魔法点灯的时候。

   　再奉仕区画全体に灯りが
     
      灯
     ともった。

   　再服役区域整体都亮了起来。

   　再奉仕区画は隔離祭祀場の四分の一程の広さがある

   　再服役区域的面积大约是隔离祭祀场的四分之一。

   　その光に照らし出されたものを見て、高橋は目を見開いた。

   　看到被灯光照亮的东西，高桥瞪大了眼睛。

   「何、これ……」

   「这是，什么……」

   　再奉仕区画の壁面には、何かが中に入った瓶のような容器が大量に並べられていた。

   　再服役区域的墙壁上，排列着大量装有某种东西的瓶子。

   


   「あれは……ヒトの脳じゃな」

   「那是……人类的脑吧」

   


   　シルヴァルドの言う通り、容器の中に入っていたのは、ヒトの脳であった。

   　正如希瓦尔德所说，瓶子里装的是人类的脑。

   　赤い液体の中に、幾本ものケーブルの刺さった脳みそと脊髄の一部がぷかぷかと浮かんでいる。

   　在红色的液体中，插着几根电缆的脑和一部分脊髓漂浮着。

   　容器の側面にはラベルが貼られていた。

   　瓶子的侧面贴着标签。

   　ラベルにはこう書いてあった『
     
      神
     か
     
      奈
     な
     
      川
     がわ０３３Ｍ』。

   　标签上写着『神奈川033M』。

   　容器は、区画の壁面を覆うようにびっしりと並んでいる。

   　容器密密麻麻地排列着，几乎覆盖了整个区域的墙面。

   　その中の一つに高橋は視線が引きつけられる。

   　其中一个吸引了高桥的视线。

   　丸みを帯びた脳ではなく、容器の中に海綿状に
     
      萎
     しなびた果実が入っている。似たような状態のものがいくつか点在していた

   　容器里装的不是圆圆的脑，而是海绵状萎缩的果实。类似状态的东西零星散布在各处。

   　それに、高橋は見覚えがあった。

   　高桥对那个有印象。

   　ゴアール市の港で、釣りをしていた老人の
     
      傍
     かたわらに置いてあったものだ。

   　在果阿鲁德市的港口，有个老人在钓鱼，旁边就放着同样的东西。

   　萎びた果実の入った容器には『
     
      磯
     いそ
     
      子
     ご０８５Ｆ』とラベルが貼られており、容器の上部に備え付けられたランプが赤く点灯した。

   　装着萎缩果实的容器上贴着『矶子085F』的标签，容器上部安装的灯亮起了红光。

   　容器は壁面に備えられたアームによって回収され、また新しい容器が補充される。

   　容器被安装在墙面的机械臂回收，然后补充新的容器。

   　その容器の中は果実ではなく、やはりヒトの脳が入っている。

   　新的容器里装的不是果实，而是人类的脑。

   （ああそうか、港で見たアレは萎びた果実なんかじゃなくて、アレはきっと、今みたいにゴミみたいに海に投棄され、海流に乗って流れ着いた──）

   （啊啊，原来如此，在港口看到的那个不是萎缩的果实，那一定是像现在这样被当成垃圾丢弃到海里，顺着海流漂到岸边——）

   　震える声で、高橋は
     
      呟
     つぶやいた。

   　高桥用颤抖的声音喃喃自语。

   「なんなの、ここ……」

   「这里，是什么地方……」

   　高橋の呟きに、答える者がいた。

   　有人回答了高桥的自言自语。

   


   「再奉仕区画、そう書いてあったでしょう？」

   「上面不是写着再服役区域吗？」

   


   　高橋は声の方向へ目を向ける。

   　高桥看向声音传来的方向。

   「え？」

   「咦？」

   　呟きに答えたのは、青葉だった。

   　回答她自言自语的人是青叶。

   　だが様子がおかしい。

   　但是样子很奇怪。

   　
     
      瞬
     まばたきをせず、直立不動で、瞳から薄青い光を放っている。

   　她没有眨眼，直立不动，眼睛发出淡蓝色的光。

   「青葉……？」

   「青叶……？」

   　青葉はゆっくりと、四人の前へと移動し、言った。

   　青叶缓缓地走到四人面前，说道。

   「遅かったですね。待っていましたよ」

   「来得真晚呢。我一直在等你们哦。」

   「ちょっと、どうしちゃったのよ青葉……」

   「等等，青叶你怎么了……」

   「違いますよ、私は青葉１００Ｆではありません」

   「不对，我不是青叶100F。」

   　青葉の口から、青葉の声で。

   　青叶用青叶的声音，从口中说出。

   


   「私がこの都市の管理者、父祖と呼ばれる者です」

   「我是这座都市的管理者，被称为父祖的人。」

   


   　そんな言葉が告げられた。

   　说出这样的话。

   「父祖って……あ、青葉あんた何言って……」

   「父祖……青、青叶你在说什么……」

   「落ち着け小娘」

   「冷静点，小姑娘。」

   　シルヴァルドが、高橋の肩に手を置いて言った。

   　希瓦尔德把手放在高桥的肩上说道。

   　彼女の全身から、空気が
     
      軋
     きしみを上げるような敵意が漏れ出して、青葉を凝視している。

   　高桥全身散发出空气仿佛都要嘎吱作响的敌意，凝视着青叶。

   「今の
     
      彼奴
     あやつは青葉ではない」

   「现在的她不是青叶。」

   「そう。今私は、青葉１００Ｆの肉体を通して
     
      貴方
     あなた
     
      方
     がたに語りかけています」

   「没错。现在我是透过青叶100F的肉体在跟你们说话。」

   「青葉の
     
      身体
     からだを!?　何そんな勝手な事してんだよ！　ふざけんな！　返せよ！」

   「青叶的身体！？你干嘛擅自做这种事！别开玩笑了！还给我！」

   「勝手？　返せ？」

   「擅自？还给我？」

   　
     
      激
     げき
     
      昂
     こうし、口の端から唾を飛ばして
     
      吠
     ほえる高橋に対し、あくまで父祖の声は穏やかだ。まるで、迷い子を導くかのように、あるいは、悪童を正すように。

   　面对激动得口沫横飞的高桥，父祖的声音始终很沉稳。仿佛在引导迷途的孩子，又像是在纠正顽童。

   「人聞きの悪い。この身体も魂も、
     
      父祖
     わたしが造った物であり、所有物なのですから、私が自由に使う事に貴方が文句を言うのはお門違いです。しかし、面白いですよね。同じ
     
      魂
     こん
     
      魄
     ぱくを複製して、同じ器に入れ、同じ教育を受けさせ、同じ環境に置いても
     
      何故
     なぜか少しずつ差異が生じる……快活な者、内気な者、従順な者、反抗心を生み出す者、似通いこそすれ、皆違って皆いい」

   「说的真难听。这副身体和灵魂都是父祖造出来的东西，是我的所有物，我怎么使用，你没资格说三道四。不过，真有意思。复制同样的魂魄，放入同样的容器，接受同样的教育，置身于同样的环境，不知为何还是会产生细微的差异……有人活泼，有人内向，有人顺从，有人叛逆，虽然相似，但各有不同，各有其妙」

   「父祖よ」

   「父祖啊」

   　遮って言ったのは、ベルトールだ。

   　贝尔多尔打断了他的话。

   「待っていた。と言ったな？　まるで余らが
     
      此処
     ここに来る事をわかっていたかのような口ぶりだな」

   「你说，你一直在等我们？听你的口气，仿佛早就知道我们会来到这里」

   「ええ、わかっていました。神は全てを監視しています。その監視システムの名を《大いなる兄弟》。極めて薄い
     
      霊素
     エーテル下でも動作する《大いなる兄弟》によって市民の
     
      眼
     めから直接映像を取り込み、管理システムと視覚情報を共有しているのです」

   「是的，我知道。神监视着一切。监视系统的名字叫《伟大的兄弟》。《伟大的兄弟》能在极其稀薄的灵素下运作，它会直接从市民的眼中获取影像，与管理系统共享视觉信息」

   「全てお見通しだったというわけか。そんなものがあって何故余らを此処まで通した？」

   「也就是说，你早就看穿了一切。既然如此，为何还要放我们来这里？」

   「理由は二つあります」

   「理由有两个」

   「二つ……？」

   「两个……？」

   「一つはシルヴァルドの結界を貴方達に破らせる事。この地の
     
      要
     かなめ
     
      石
     いしであるシルヴァルドは、
     
      霊脈
     エーテラインを活性化させる。彼女が活性化させた
     
      霊脈
     エーテラインから
     
      霊素
     エーテルを吸い上げて都市の運営に利用していましたが、その要石としての力は土地そのものに作用している
     
      為
     ために私の計画に必要な魔法の発動を阻害していた。故に排除すべき存在でした」

   「其一是让你们破坏希瓦尔德的结界。希瓦尔德是此地的要石，能令灵脉活性化。我从她活性化的灵脉中吸取灵素，用于都市的运营，但作为要石的力量作用于土地本身，阻碍了我计划所需的魔法的发动。因此她是必须排除的存在」

   　計画に必要な魔法、その言葉にベルトールの眉が動いた。

   　计划所需的魔法，这句话让贝尔多尔动了动眉毛。

   　ですが、と父祖が続ける。

   　父亲祖继续说道。

   「こちらから封印を解いて彼女を排除するには強大すぎる存在だ。私の計画が破綻する可能性すらあった。だから貴方達を使って封印を解いてもらったのです」

   「但是，她是个过于强大的存在，无法由我主动解除封印排除她，甚至有可能导致我的计划出现破绽。所以才利用你们解除了封印」

   「儂を使っておったとはな……んで、もう一つはなんじゃ？」

   「居然利用了老夫……那么，另一个理由是什么？」

   「二つ目は、それ以外の計画は貴方達がシルヴァルドの封印を解除した時点で達成されたという事です」

   「第二个理由是，除了这个以外的计划，在你们解除希瓦尔德的封印时就已经达成了」

   「何じゃと……？」

   「你说什么……？」

   「シルヴァルドの封印さえ解除してくれれば、貴方達の存在は私の計画になんら影響を与えない。そう判断したからです。だから放っておこうがおくまいが、どうでもよかった。貴方達は初めから、私の
     
      掌
     てのひらの上にいたのです」

   「只要能解除希瓦尔德的封印，你们的存在就不会对我的计划造成任何影响。我是这么判断的。所以不管放着你们不管还是怎么样，都无所谓。你们从一开始就在我的手掌心里」

   　グラムが一歩前に出て、
     
      訊
     たずねる。

   　古兰上前一步，问道。

   「たった一人でこの都市の住民、全員の視覚情報を処理しているのか……？」

   「你一个人处理了这座都市所有居民的视觉情报吗……？」

   「まさか、私とてそこまで万能ではありません。一人でこの都市の視覚情報だけでも処理するのは不可能です。《大いなる兄弟》だけでも相当な処理能力を必要とする。だから皆に任せているのですよ」

   「怎么可能，我并没有那么万能。我一个人不可能处理这个都市的所有视觉情报。光是《伟大的兄弟》就需要相当的处理能力，所以才交给各位处理」

   「皆……？」

   「各位……？」

   　
     
      高
     たか
     
      橋
     はしの言葉に、父祖は
     
      頷
     うなずく。

   　高桥的话让父亲祖点了点头。

   「見えているでしょう？」

   「你们应该看得见吧？」

   　父祖は、
     
      青
     あお
     
      葉
     ばの身体を使って大きく両腕を広げた。

   　父亲祖用青叶的身体大大地张开双臂。

   「この並列化した市民達の脳、これこそがこの都市の統合管理裁定機構《母達》です」

   「这些并列化的市民们的脑，正是这个都市的统合管理裁定机构《母亲们》」

   「これが……全部……都市の……」

   「这些……全部……都是都市的……」

   　高橋は声を絞り出しながら、壁面に大量に並ぶ容器に入った脳を見る。

   　高桥挤出声音，看着并排在墙面上的大量容器中的脑。

   　これらが全て、この都市の住民達のものであると、実感などできるはずもなかった。

   　这些全部都是这个都市的居民们的脑，这种事根本不可能有实感。

   「都市に、そして
     
      父祖
     わたしに奉仕できなくなった者が、肉体を捨て去り再奉仕する為の施設がここ、再奉仕区画なのです。魂の設計上、彼らの老いの進行は非常に早くなっています」

   「无法继续侍奉都市以及父亲祖的人，为了舍弃肉体再次侍奉而存在的设施，就是这里，再侍奉区。在灵魂的设计上，他们的衰老进行得非常快」

   　ですが、と父祖は続ける。

   　父亲祖继续说道。

   「脳の老化だけは違った。脳だけは老化の進行の影響が薄い。だから再利用しているのです、血の一滴まで奉仕するのが義務ですからね。処理の負荷が掛かりすぎると脳が萎縮してしまい、廃棄する事になるのは残念ですが。こうなったら食用にも使えません」

   「但是，只有脑老化不同。只有脑老化进行的影响很浅，所以才再次利用。因为义务就是连一滴血都要奉献。虽然处理的负荷过重会让脑萎缩，只能废弃，这点很遗憾。这样一来，就连食用都不行了」

   「じゃあ……泉のじーちゃんも……？」

   「那么……泉的爷爷也……？」

   「ええ。貴方達と同室だった泉０１２Ｍも
     
      勿
     もち
     
      論
     ろんいますよ。今まさに再奉仕している最中です。みんな喜んで奉仕しているはずです。精神が高揚するスクリーム、その溶液に浸され、常に脳を快感が満たして通常の何倍もその機能を発揮させているのですから。極楽とは、この事を言うのでしょう。スクリーム、素晴らしい薬ですよね。外から資金を得るだけではなく、彼らが死にものぐるいで再奉仕する手伝いまでしてくれるのですから」

   「是的。和你们同室的泉012M当然也在。现在正在再次侍奉。大家应该都很乐意侍奉。因为精神亢奋的尖叫，浸泡在溶液中，脑中总是充满快感，所以机能比平时发挥得更好。所谓极乐，就是指这个吧。尖叫，真是了不起的药呢。不仅从外面获得资金，还帮助他们拼命地再次侍奉。」

   「そ……そんなのって……そんな事って……」

   「这……这种事……这种事……」

   　父祖が語る所業を聞いた高橋は、両の手で顔を覆った。

   　听了父亲祖的所作所为，高桥双手捂住了脸。

   「それで？」

   「然后呢？」

   　そう言ったのはベルトールだ。

   　贝尔多尔说道。

   「一応
     
      訊
     きいておいてやろう。父祖よ。
     
      其方
     そなたの目的とやらをな。よもやこんな小さな島で神を気取るだけではあるまい？」

   「我姑且问一下吧。父亲祖啊。你的目的到底是什么。你该不会只是想在这座小小的岛上当神吧？」

   「私の目的なら、君も知ってるはずですよ。ベルトール」

   「我的目的，你应该也知道吧。贝尔多尔」

   「……何？」

   「……什么？」

   　ベルトールは知っている。

   　贝尔多尔知道。

   　教典の背表紙にも書いてある聖句。

   　写在教典封皮上的圣句。

   　それこそが父祖の計画、大目的。

   　那正是父亲祖的计划，他的大目的。

   


   「世界平和です」

   「世界和平」

   


   　そう、どこかの魔王と同じ事を言い出した。

   　没错，他说出了和某个魔王一样的话。

   「世界平和、か。面白いな」

   「世界和平，吗。有意思」

   　どこか自嘲気味に笑いながら、ベルトールは言葉を重ねる。

   　贝尔多尔带着自嘲的意味笑着，继续说道。

   「どうやって実現するつもりだ？」

   「你打算怎么实现？」

   「世界平和の実現なんて一つしかないでしょう？　完全な存在による支配、それでしか世界平和は実現しません。笑いますか？」

   「实现世界和平的方法只有一个吧？由完美的存在来支配，只有这样才能实现世界和平。你会笑我吗？」

   「笑うまい、余も同じ事を考えているからな」

   「不会，因为我也在想同样的事」

   「そうなのですか。なら私達は同じ目的を持った同志というわけですね、どうですか？　貴方に協力していただければ
     
      尚
     なお早く進みそうだ」

   「是吗。那我们就是拥有相同目的的同志了。怎么样？如果你愿意协助我，我就能更快地前进」

   「……」

   「……」

   　四人の内ただ一人、グラムだけが父祖ではなくベルトールを見ている。

   　四人中只有古兰没有看向父亲祖，而是看着贝尔多尔。

   「
     
      莫迦
     ばか者が」

   「蠢货」

   　とベルトールは吐き捨てた。

   　贝尔多尔唾弃道。

   「余が目指しているのは、余の治世によって
     
      齎
     もたらされる平和だ。神ですらなく、民草を道具としか見ていない
     
      其方
     そなたに、平和な世界など実現できるものか」

   「我的目标是通过我的统治带来的和平。你连神都不是，只把人民当作工具，你这种人怎么可能实现和平的世界」

   「まるで貴方は違うとでも言いたげですが、それはおかしいですね。貴方も同じではないですか？」

   「你好像想说你和我不一样，但那很奇怪。你不也一样吗？」

   「何？」

   「什么？」

   「貴方は、貴方を信仰する者達全てに何か報いましたか？　思いを
     
      馳
     はせた事がありますか？　心から感謝した事はありますか？」

   「你有给信仰你的人们任何回报吗？你有想过吗？你有发自内心感谢过他们吗？」

   「……」

   「……」

   　ベルトールは答えない。

   　贝尔多尔没有回答。

   　あるいは、答えられなかったのかもしれない。

   　或者说，他无法回答。

   「ありませんよね？　当然です。ありがたがりこそすれ、水や酸素に心から感謝する者などいはしない。信仰を受ける事は、食事と同じだ」

   「没有吧？当然了。人们只会感谢，不会发自内心感谢水和氧气。接受信仰和吃饭是一样的」

   　父祖は続ける。

   　父亲祖继续说道。

   「
     
      生
     いけ
     
      贄
     にえの羊に、食われる為に殺されるマガルに、
     
      捧
     ささげられる
     
      供
     く
     
      物
     もつにこれから
     
      戴
     いただく者が特別な感情を抱く事などありはしないのです。信仰を向けられるという事は
     
      寄
     よる
     
      辺
     べになるという事です。存在するだけで成立する互助なのですから、感謝する事などありえません」

   「被当作祭品的羊，被杀来吃掉的马加尔，被献上的供品，被接受的人是不会抱有特别的感情的。被信仰就意味着成为依靠。因为只是存在就能成立的互助，所以不可能会感谢」

   「神を気取って、余に説教か？」

   「你装作神来向我传教吗？」

   「おや、本題と外してきましたね。思う所があるのではないですか？　まあいいでしょう、確かに今の私は霊的上位存在としての神ではない。今の私は人からは信仰力を得る事ができませんからね」

   「哎呀，偏离正题了呢。你是不是有什么想法？算了，现在的我确实不是作为高位灵存在的神。现在的我无法从人类那里得到信仰力」

   「何をする気かは知らんが、
     
      其方
     そなたの
     
      企
     たくらみは余によって
     
      潰
     ついえる。
     
      其方
     そなたを打倒し、この島を全て戴く」

   「虽然不知道你想干什么，但你的企图会被我摧毁。我会打倒你，将这座岛全部得到手」

   「いいでしょう、この島は好きにすればいい。貴方に差し上げましょう。私にはもう必要のないものだ」

   「好吧，这座岛就随你处置。就献给你吧。我已经不需要了」

   「何だと……？」

   「什么……？」

   　父祖の言葉に、ベルトールは眉をひそめる。

   　贝尔多尔听到父亲祖的话，皱起了眉头。

   「だが私の企みが潰える？　それは間違いだ。言ったでしょう。私の計画は既に完了している、と。信仰は満ち、竜は解き放たれた。後は本当に神となるだけなのです」

   「但我的企图会被摧毁？这是错的。我说过了吧。我的计划已经完成了。信仰已经满溢，龙已经得到解放。之后就只剩下成为真正的神了」

   「何を──」

   「你说什么——」

   「我が親愛なる一万の市民よ、静聴なさい」

   「我亲爱的市民们，请静静聆听」

   　宣言する。

   　父亲祖宣言道。

   


   「《エンリエド・ゴングジョード》」

   「《恩里耶德・贡乔德》」

   


   　魔名の宣言により、魔法が発動した。

   　魔法随着魔名的宣言发动了。

   　遠隔で発動するその魔法は、アトラスが上層と下層から吸い込むように集めていた
     
      霊素
     エーテルの解放と共に一瞬で横浜市を駆け巡った。

   　这个远程发动的魔法，随着阿特拉斯从上层和下层吸收聚集的灵素的解放，瞬间传遍了整个横滨市。

   　故に、その効果が表れるのも一瞬である。

   　因此，其效果也瞬间显现。

   　青葉の
     
      身体
     からだが青い光に包まれた。

   　青叶的身体被青色的光芒包裹。

   「えっ」

   「哎」

   　父祖の影響から解放された青葉が、自身の身に起きた異常に気付いた。

   　从父亲祖的影响中解放出来的青叶，察觉到了自己身上发生的异常。

   「タカハシ」

   「高桥」

   　高橋に向かって助けを求めて反射的に手を伸ばし、高橋もそれを
     
      摑
     つかもうと手を伸ばす。

   　青叶反射性地向高桥伸出手寻求帮助，高桥也伸出手想要抓住她。

   「助け──」

   「救——」

   　だがその手は永遠に届く事はない。

   　但是她的手永远无法触及。

   　青葉の身体が光の粒となって消えていく。

   　青叶的身体化为光粒消失。

   　毛髪が消え、
     
      瞼
     まぶたが消えて眼球が露出し、唇が消えて歯が
     
      剝
     むき出しになり、皮膚が消えて筋肉が
     
      晒
     さらされ、それらも消えて内臓がまろび出て、神経と骨だけとなり、支えを失って崩れ、
     
      溢
     あふれ、地に落ちる前に粒子となって消えた。

   　头发消失，眼睑消失，眼球裸露出来，嘴唇消失，牙齿露出来，皮肤消失，肌肉裸露出来，这些也消失，内脏滚出来，只剩下神经和骨头，失去支撑而崩塌，溢出，在掉到地上之前化为粒子消失。

   　着ていた獄衣が床に落ちる。

   　穿在身上的狱服掉在地上。

   　青葉の痕跡がこの世界から一切消失した。

   　青叶的痕迹从这个世界完全消失了。

   　それは、一瞬の出来事だった。

   　这是发生在一瞬间的事。

   「──」

   「——」

   　
     
      最
     さい
     
      期
     ごの言葉を発する事すらできず、青葉の肉体は
     
      霊素
     エーテルと化し、消えた。

   　连最后的话都没能说出来，青叶的肉体化为灵素消失了。

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   　横浜市上層、大教会。

   　横滨市上层，大教堂。

   　父祖の特命により集められた約二千人の市民。

   　约两千名市民在父亲祖的特命下聚集于此。

   　お祈りをしていた全ての人物が、光となって消える。

   　所有祈祷的人都化为光消失了。

   　青葉１００Ｆを己の保身の為に法務局に密告した個体、青葉０２２Ｍは次々に消えていく市民達の中、己の身体と意識の消失を自覚しながら言う。

   　为了保全自己而向法务局告发青叶100F的个体，青叶022M在不断消失的市民中，察觉到自己的身体和意识正在消失，说道。

   「これが他者を蹴落とした罰なのですね……」

   「这就是将他人推下去的惩罚吗……」

   　上層から命が消え去り、鐘の音だけが、鳴り響く。

   　生命从上层消失，只剩下钟声回响。

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   　横浜市下層。

   　横滨市下层。

   　一箇所に集められた下層の全囚人、約八千人と少数の法務官との間で
     
      諍
     いさかいが起きていた。

   　被集中到一个地方的下层所有囚犯，约八千人和少数法务官之间发生了争执。

   　ベルトールという異分子の影響によって、反乱という種が芽吹いた少数の市民のささやかにして初めての反抗。

   　在贝尔多尔这个异分子的影响下，少数市民的反抗之心萌芽，第一次发起了小小的叛乱。

   「父祖の御言葉です！　静まりなさい！　静まれ！」

   「这是父亲祖的旨意！请安静！安静！」

   「ベルトールが事故に遭ったというのは本当なんですか！」

   「贝尔多尔真的出事了吗！」

   「高橋達を懲罰房から解放してください！」

   「请把高桥他们从惩罚房里放出来！」

   「あれ？　身体が──」

   「咦？身体——」

   　だがそれは何の意味もなかった。

   　但是这毫无意义。

   　やはり、下層にいたものも一人残らず消えたからだ。

   　因为下层的人也一个不剩地消失了。

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   「え……？　なんで……？」

   「哎……？为什么……？」

   　たった今、そこにいた
     
      青
     あお
     
      葉
     ばが光となって消えた。

   　刚才还在那里的青叶化为光消失了。

   　
     
      高
     たか
     
      橋
     はしはよろよろと、床に落ちた青葉の獄衣を拾い上げる。

   　高桥摇摇晃晃地捡起青叶掉在地上的狱服。

   　まだ獄衣には青葉の
     
      温
     ぬくもりが残っていた。

   　狱服上还残留着青叶的体温。

   「なに……何が……」

   「什么……什么……」

   　力なく、高橋はそう言った。

   　高桥无力地说道。

   


   『最終奉仕ですよ』

   『这是最后的侍奉』

   


   　高橋の声に応えるように、再奉仕区画内に、どこからともなく男の声が響いた。

   　仿佛在回应高桥的声音一样，再侍奉区域里响起了一个男人的声音。

   「最終……奉仕？」

   「最后……侍奉？」

   『人は
     
      何故
     なぜ争うのでしょうか』

   『人为什么要争斗呢？』

   　男──父祖は教えを説く。

   　男人——父亲祖开始讲道。

   『そこには様々な理由があります。それは飢えであり、他者との差異であり、格差である。それらに対する煩わしい悩みこそが争いの
     
      病
     びょう
     
      巣
     そう。人の持つ
     
      宿
     しゅく
     
      痾
     あ、業。その
     
      煩
     ぼん
     
      悩
     のうが起因する所はつまり、魂が
     
      穢
     え
     
      土
     どに
     
      囚
     とらわれているからです』

   『其中有着各种各样的理由。有饥饿，有与他人的差异，有阶级差距。这些令人烦心的烦恼正是争斗的病灶。是人所持有的宿疾，业障。这些烦恼的起因，是因为灵魂被囚禁在秽土之中。』

   「は？　何？」

   「啊？什么？」

   『ならば、どうすればいいか。そう、
     
      解
     げ
     
      脱
     だつすればいいのです。肉体という
     
      楔
     くさびを捨て去るのです。さすれば穢土に囚われた魂は煩悩から解放され、全てが同じ信仰の下に集い、自他の境界を失い、群は混ざり合って個となれば、世界は平和となる理屈。これこそが人を
     
      大
     だい
     
      悟
     ご
     
      徹
     てっ
     
      底
     ていへと至らせる私の済度にして彼らの最終奉仕。この箱庭はその予行演習なのです』

   『那么，该怎么做才好呢？没错，只要解脱就好了。舍弃名为肉体的枷锁。如此一来，被囚禁在秽土的灵魂就能从烦恼中解放，所有人都在相同的信仰下聚集，失去自我与他人的境界，群体混合为个体，世界就会变得和平。这就是我的济度，让他们大彻大悟的最后侍奉。这个箱庭就是事前演习。』

   「ごちゃごちゃわけわかんねー事言ってねえで！　どういう事だって
     
      訊
     きいてんだよ！」

   「别在那说些乱七八糟莫名其妙的话！我是在问你这是怎么回事！」

   『黒竜シルヴァルドを解き放った事で発動できるようになった魔法によって、彼らの魂に施した呪いを起こし、一万の肉体を
     
      霊素
     エーテルへと変え、魂を抽出し、情報に変換した、という事ですよ』

   『借由解放黑龙希瓦尔德后得以发动的魔法，引发施加在他们灵魂上的诅咒，将一万具肉体转变为灵素，抽出灵魂，转换为情报。就是这么回事。』

   「……はぁ!?　ヒトの魂を情報に変換!?　そんなの──」

   「……啊！？将人的灵魂转换为情报！？那种事——」

   「可能だ」

   「有可能。」

   　
     
      激
     げき
     
      昂
     こうした高橋の声を遮ったのはベルトールであった。

   　贝尔多尔打断了高桥激动的声音。

   　普段と変わらないはずのその声は、聞く者に恐怖を与える程に冷え切っていた。

   　那声音应该和平时一样，却冰冷到让听者感到恐惧。

   「魂を情報へと変換する技術は、既に五百年前に到達している」

   「将灵魂转换为情报的技术，早在五百年前就已经达到了」

   『そう。
     
      貴方
     あなたの友人から教えて
     
      貰
     もらいました。不滅転生の魔法、《
     
      転輪の法
     メテノエル》。そこから着想を得たのです』

   『没错。你的朋友告诉我的。不灭转生的魔法《转轮之法》。我就是从那里得到灵感的』

   「──マルキュスか。復活の儀は伝えてあったが故、
     
      奴
     やつ程の者であれば限定的ながらも余の《
     
      転輪の法
     メテノエル》を解析できるであろうな」

   「——马尔库斯吗？复活仪式已经告诉了他，像他那样的人，应该可以有限地解析我的《转轮之法》」

   『一万の市民の肉体を
     
      霊素
     エーテルへと変え、清廉なるアトラス内部の
     
      六
     りく
     
      道
     どう機関へと収納。そこで魂を情報へと変換し、信仰に強制的な指向性を与えて信仰力を生み続ける燃料とし、それによってアトラスに搭載した私の魂を神の階位へと引き上げたのです』

   『将一万市民的肉体转换为灵素，收纳在清廉的阿特拉斯内部的六道机关。在那里将灵魂转换为情报，强制性地给予信仰指向性，使其成为不断产生信仰力的燃料，从而将搭载在阿特拉斯上的我的灵魂提升到神的等级』

   「アトラスに魂を搭載……
     
      其方
     そなた自身も既に魂を情報化しているという事か」

   「将灵魂搭载在阿特拉斯上……也就是说你自己也已经将灵魂数据化了吗？」

   『はい。アトラスのメインシステムとして搭載された私は、一万の市民の奉仕によって神へと至る。それと同時にアトラス自身も完全不朽の神体となったのです。そしてこれは
     
      予
     あらかじめ決定されていた事。貴方達も、
     
      唆
     そそのかしを受けてこの島を取り囲んでいる極東商人連盟軍も、そして《
     
      救世教会
     ギルド》ですらも、全てが遅きに失している』

   『是的。作为阿特拉斯主系统搭载的我，通过一万市民的侍奉而成为神。与此同时，阿特拉斯本身也成为了完全不朽的神体。而且这是事先决定好的。你们，受到唆使而包围这座岛的极东商人联盟军，还有《救世教会》，一切都已经太迟了』

   「何？　
     
      極東商人連盟
     ＦＥＭＵ軍だって──」

   「什么？极东商人联盟军——」

   　グラムが
     
      訊
     たずねようとしたその時だ。

   　古兰正要问的时候。

   　再奉仕区画が揺れた。

   　再侍区开始摇晃。

   「地震……!?」

   「地震……！？」

   　グラムは高橋の身体を支える。

   　古兰支撑着高桥的身体。

   　揺れは止まらず、それどころかどんどんと大きくなっていく。

   　摇晃没有停止，不仅如此，还变得越来越剧烈。

   『さようなら、我が箱庭の侵入者諸君。そして最後に
     
      言
     こと
     
      祝
     ほぎなさい、この世界に降り立つ、次世代の神の新生を。恐怖と破壊による支配、その先にある、私の管理する完全なる世界平和の実現を』

   『再见了，我箱庭的入侵者们。最后祝福你们，降生于这个世界的下一代神的新生。由恐惧和破坏带来的支配，以及我所管理的完全世界和平的实现』

   　再奉仕区画の天井が崩れ落ちた。

   　再侍区的天花板崩塌了。

   　
     
      轟
     ごう
     
      音
     おんと共に大小の
     
      瓦
     が
     
      礫
     れきが降り注ぎ、震動で脳の入った容器が床に落ちて割れ、中身を
     
      溢
     こぼし、落ちてきた瓦礫に潰された。

   　伴随着轰鸣声，大小瓦砾倾泻而下，震动使得装有大脑的容器掉在地上摔碎，里面的液体溢了出来，被落下的瓦砾压碎。

   　崩れたのは再奉仕区画だけではない。

   　崩塌的不止是再侍区。

   　横浜市全体が崩落した。

   　整个横滨市都崩塌了。

  

 
  
   


   
    幕間

    幕间

   

   


   


   　横浜市下層の中央に
     
      聳
     そびえ立ち、上層プレートを支える二九六メートルの
     
      塔
     ビル。

   　耸立于横滨市下层中央，支撑上层板块的二九六米高塔。

   　その塔の名はアトラス。

   　其名为阿特拉斯。

   　
     
      地球
     アースの神話において、大神に
     
      蒼
     そう
     
      穹
     きゅうを支える罰を与えられた巨神の名である。

   　在地球神话中，是被大神惩罚支撑苍穹的巨神之名。

   　
     
      塔
     アトラスの表面に赤い光が走り、覆っていた外壁が剝がれ、落ちていく。

   　塔的表面窜过红光，覆盖的外墙剥落、坠落。

   　そこから現れたるは、塔と同じ全長二九六メートルの
     
      鉄
     くろがねの機神。

   　从那里出现的是，与塔同样全长二九六米的铁之机神。

   　超巨大
     
      ＭＧ
     マギノ・ギア、機神アトラス。

   　超巨大MG，机神阿特拉斯。

   　外界の目を欺くために
     
      塔
     ビルとして偽装し、違法薬物の原材料を栽培し売り
     
      捌
     さばく事で得た
     
      莫
     ばく
     
      大
     だいな利益を投入して、塔の内部で極秘裏に建造されていた父祖の神体。

   　为了欺瞒外界目光而伪装成塔，投入栽培违法药物的原料并贩售所得的莫大利益，在塔的内部极机密建造的父祖神神体。

   　横浜市民一万の肉体を
     
      霊素
     エーテルとして分解し、魂ごと吸い上げ、己の動力とした事で、機神は
     
      起動
     めざめた。

   　将横滨市民一万的肉体作为灵素分解，连同灵魂一起吸取，化为自己的动力，机神启动了。

   　アトラスの神体が起動した事によって、アトラスを中心に展開されていた『上層を支える結界』が消滅し、上層が半ばから折れ、崩れ、落下していく。

   　由于阿特拉斯的神体启动，以阿特拉斯为中心展开的『支撑上层的结界』消灭，上层从中间折断、崩塌、坠落。

   　崩れた上層は、鉄を積み上げて造られた下層を押し潰し、横浜市という人工島を破壊が飲み込み、箱庭の都市は崩壊した。始まりの願いと共に。

   　崩塌的上层压垮以铁块堆叠建造的下层，破坏吞没横滨市这座人工岛，箱庭都市崩坏了，与最初的愿望一同。

   　一万の
     
      供
     く
     
      物
     もつによって目覚めた機神と意識を同化した男は行く。

   　与以一万的供品觉醒的机神同化的男人前往。

   　己の目的を達成する
     
      為
     ために、世界平和を
     
      成
     じょう
     
      就
     じゅする為に。

   　为了达成自己的目的，为了成就世界和平。

   　誰の為か、何の為か、
     
      最
     も
     
      早
     はやその目的の根幹は忘却の
     
      彼方
     かなた。

   　为了谁，为了什么，那个目的的根源早已在忘却的彼方。

   　ならば進み続けるしかない。男はもう過去の記憶も、目的の理由も失っていた。

   　那么就只能继续前进了。男人已经失去了过去的记忆，失去了目的的理由。

   　自分が何者かすら、最早わかっていないかもしれない。

   　或许连自己是谁都已经不明白了。

   　今男を動かしているのは、狂気にも似た目的意識だけだ。

   　现在驱动男人的，只有近乎疯狂的目的意识。

   　世界平和、それだけが自分を成立させる
     
      存在理由
     レゾンデートル。

   　世界和平，只有这个是让自己成立的存在理由。

   　鋼鉄の
     
      檻
     おりの中、霊的上位存在──
     
      即
     すなわち神と変じた男は
     
      嗤
     わらう。

   　在钢铁的牢笼中，成为高位灵性存在——即神的男人嗤笑。

   


   『それでは始めましょう。世界平和を実現するための楽園計画を』

   『那么就开始吧，实现世界和平的乐园计划。』

   


   　誰かの為のはずだったその言葉は、最早誰に向けられたのかすらわからない。

   　原本应该是为了某人而说的那句话，已经连是对谁说的都不知道了。

   　全ての人類の煩悩を断ち、この不浄な世界から解放する
     
      衆
     しゅ
     
      生
     じょう済度の旅路の始まり。

   　斩断所有人类的烦恼，从这个不净的世界解放众生的济度之旅开始。

   　機神は、鯨の鳴き声に似た
     
      産
     うぶ
     
      声
     ごえを上げた。

   　机神发出类似鲸鱼叫声的初啼。

  

 
  
   


   
    第六章　機械
      
       仕
      じ
      
       掛
      かけの神

    第六章　机械神

   

   


   


   　ゴアール市港湾区。

   　戈尔市港湾区。

   　そこで一人、夜釣りをしているドワーフの老人がいる。

   　一名矮人族老人独自在那里夜钓。

   　横浜市へ向かう飛空艇の数がやけに多いと思っていた矢先であった。

   　就在他觉得前往横滨市的飞空艇数量特别多的时候。

   「あ、ありゃあ……」

   「那、那是……」

   　老人は見た。

   　老人看见了。

   　崩壊する鉄の島の中央で、今まさに
     
      起動
     めざめたものを。

   　在崩坏的铁岛中央，现在正启动的东西。

   　老人は聞いた。

   　老人听见了。

   　
     
      歪
     ゆがんだ夜空の下、鉄の島が崩壊する音と産声を。

   　在扭曲的夜空下，铁岛崩坏的声音与诞生的哭声。

   　脱落し、
     
      水
     みず
     
      飛沫
     しぶきを上げる鉄の島の残骸。

   　铁岛的残骸脱落，溅起水花。

   　その中心で──

   　在它的中心——

   「巨人……？」

   「巨人……？」

   　全長約三百メートルの機械の巨人──
     
      否
     いな、機械の巨神が立っていた。

   　全长约三百米的机械巨人——不，是机械巨神站在那里。

   　ゴアール市と横浜市を隔てる空間
     
      歪
     わい
     
      曲
     きょくの影響でシルエットは
     
      朧
     おぼろげだが、それが巨大なヒト型であるというのははっきりとわかる。

   　由于隔开戈尔市与横滨市的空间扭曲影响，轮廓显得模糊，但可以清楚看出那是巨大的人型。

   　機神は
     
      瘦
     そう
     
      身
     しんで、手足が長く、
     
      隈
     くま
     
      取
     どりのような光の紋様が全身で明滅しており、片手には自身の身長程もある超巨大な剣を携えている。

   　机神身材纤瘦，手脚修长，宛如脸谱的光之纹路在全身闪烁，单手拿着跟自己身高差不多的超巨大剑。

   　その背後には、
     
      禍
     まが
     
      々
     まがしくも
     
      神
     こう
     
      々
     ごうしい赤い放射光が差し込んでおり、それが徐々に勢いを増しながら回転し、光の輪を作り上げる。

   　在它背后，不祥又神圣的红色放射光照射过来，缓缓增强气势旋转，形成光环。

   　次の瞬間。

   　下一个瞬间。

   　機神の
     
      左
     ひだり
     
      眼
     めに当たる部分から、赤い光の線が発射された。

   　从相当于机神左眼的部分发射出红色光线。

   　機神が首を振ると、光線も同じように振り回され、島の周りを旋回している飛空艇を
     
      薙
     なぎ払っていく。

   　机神一摇头，光线也跟着摆动，扫荡在岛屿周围盘旋的飞空艇。

   　十数機あった飛空艇の、そのほとんどが光に
     
      吞
     のまれ、爆発して消えた。

   　十几艘飞空艇几乎全被光线吞没，爆炸消失。

   　残ったのは数機だけ。

   　只剩下几艘。

   　それは機神の撃ち漏らしや慈悲などではない。

   　那并不是机神的慈悲，没有击中。

   　単に機体に武装を積んでいなかったからという理由なだけだ。

   　单纯只是因为那些机体没有装载武装。

   「わ……ぁ……あぁ……」

   「哇……啊……啊啊……」

   　そんな神の事情など、老人は知る
     
      由
     よしもない。

   　老人无从得知神的这些事情。

   　
     
      釣
     つり
     
      竿
     ざおを投げ捨て、容器を蹴り飛ばし、蓋が取れて中身が海に落ち、老人は転がるように逃げる。

   　他扔掉钓竿，踢飞容器，盖子脱落，里面的东西掉进海里，老人连滚带爬地逃走。

   　ただ脳裏を
     
      掠
     かすめるのは、あの島に行きたいと言った黒髪の男の顔だけだ。

   　他脑中闪过的是说想去那座岛的黑发男人的脸。

   　機神が歩みを進める。

   　机神迈步前进。

   　父祖の名の下、人類が一つになる世界平和成就の為に。

   　为了在父祖之名下，成就人类团结一致的世界和平。

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   　横浜市全住人の肉体を
     
      霊素
     エーテル変換し、魂を情報へと変換して取り込んだ機神、アトラスは起動した。

   　将横滨市所有居民的肉体进行灵素转换，将灵魂转换为情报并吸收的机神阿特拉斯启动了。

   　アトラスの支えをなくし、一瞬にして崩れ落ちた横浜市。その大量の瓦礫の下から、ベルトール、グラム、シルヴァルド、そしてグラムに抱えられた
     
      高
     たか
     
      橋
     はしが飛び出した。

   　失去阿特拉斯的支撑，横滨市瞬间崩塌。贝尔多尔、古兰、希瓦尔德以及被古兰抱着的高桥从大量的瓦砾下跳了出来。

   　大量の瓦礫に押し潰される前に、攻撃魔法で上方へ穴を開け、瓦礫を足場にして地上へと出たのだ。

   　他们在被大量的瓦砾压垮之前，用攻击魔法在上方开出一个洞，以瓦砾为立足点来到地上。

   　四人は見た。

   　四人看见了。

   　アトラスの
     
      眼
     めから放たれた赤い光が曇天の下を旋回する飛空艇を飲み込んだのを。

   　阿特拉斯的眼睛射出的红光吞没了在阴天下盘旋的飞空艇。

   　その光には名が付いている。

   　那道光有个名字。

   [image: ]

   　その名は──

   　其名为——

   


   「《
     
      神槍
     グングニル》!?」

   「《神枪》！？」

   


   　グラムが、光の名を叫んだ。

   　古兰喊出了光的名字。

   「《
     
      神槍
     グングニル》？」

   「《神枪》？」

   　シルヴァルドの疑問符を付けた言葉に、ベルトールとグラムが答える。

   　贝尔多尔和古兰回答了希瓦尔德带着疑问的话语。

   「グングニル……聞いた事がある。アースの神話に登場する神が持つ
     
      槍
     やりだったな」

   「昆古尼尔……我听说过。是亚斯神话中登场的神所持有的枪。」

   「ああ、神の槍の名を冠した、第二次都市戦争時に開発された対空防衛魔導兵器だ」

   「是啊，冠以神枪之名，是第二次都市战争时开发的对空防卫魔导兵器。」

   　別名、魔力加速砲。

   　别名，魔力加速炮。

   　超長距離を正確に狙撃できる射程と精度、発射とほぼ同時に着弾する速度、そして破壊力を併せ持ち、都市戦争においては汚染された分厚い雲と共に航空兵器の有用性を低下させ、その発展を遅らせ、第二次都市戦争を泥沼化させた要因でもある。

   　兼具能正确狙击超长距离的射程和精度，以及几乎在发射的同时击中的速度，还有破坏力，在都市战争中，由于污染了厚厚的云层，降低了航空兵器的实用性，导致其发展迟缓，也是让第二次都市战争陷入泥沼化的主要原因。

   「発動には膨大な魔力が必要で、エーテルリアクターと直結しないと運用できない。つまりは移動できず、射角にも制限があるから拠点防衛用の兵器……のはずなんだけど……」

   「发动需要庞大的魔力，不与乙太反应堆直接连接就无法运用。也就是说，是无法移动，射角也有限制的据点防卫用兵器……本来应该是这样的……」

   「今の奴は一万の市民を取り込んだ
     
      六
     りく
     
      道
     どう機関とやらの信仰力によって膨大な魔力を持ち合わせる、動く砲台というわけか」

   「刚才那家伙吸收了吸收了一万市民的六道机关的信仰力，拥有庞大的魔力，所以成了移动炮台吗？」

   　ベルトールの言葉に、グラムは
     
      頷
     うなずいた。

   　古兰点头同意贝尔多尔的话。

   「撃墜されたのは、ＦＥＭＵの飛空艇か……僕の調査結果を待たずに強制査察をするつもりだったんだな」

   「被击坠的是FEMU的飞空艇吗……看来他们不等我的调查结果，打算强制检查啊。」

   　飛空艇はまだ残っているが、それらには《
     
      神槍
     グングニル》を使わず、アトラスは歩みを進める。

   　虽然还有飞空艇，但阿特拉斯没有使用《神枪》，而是继续前进。

   　その足は海中に没しない、《
     
      水上
     ウォーター
     
      歩行
     ウォーキング》のような魔法が掛けられているのか、海面の上を歩いている。

   　他的脚没有沉入海中，似乎是施加了类似《水上步行》的魔法，在海面上行走。

   　進行方向には、ゴアール市があった。

   　他的行进方向是戈尔市。

   「ね、ねえ！　そんな事より！」

   「我、我说！先别管那个了！」

   　言いながら高橋は周囲を見回す。

   　高桥边说边环视四周。

   「だ、誰か……誰か生きてるヒトを……」

   「有、有没有……有没有人还活着……」

   　あるのは土煙、鉄、瓦礫、壊れ尽くし、
     
      粉
     ふん
     
      塵
     じんの舞う荒涼とした景色、それだけ。

   　有的只是尘土、铁块、瓦砾、破坏殆尽、粉尘飞舞的荒凉景色。

   　仮に魂の情報化を逃れた者がいても、この崩落から逃れられた者がいるとは思えない。

   　就算有人逃过灵魂情报化，也不觉得有人能逃过这场崩塌。

   　そんな絶望的な光景が広がっていた。

   　眼前是一片如此绝望的光景。

   　高橋は力なく膝をつく。

   　高桥无力地跪下。

   「あ、あぁ……なんで……こんな……
     
      青
     あお
     
      葉
     ば……青葉……」

   「啊、啊啊……为什么……会这样……青叶……青叶……」

   　
     
      俯
     うつむき、己を襲う無力感、喪失感に
     
      苛
     さいなまれて
     
      瓦
     が
     
      礫
     れきに手を突いて
     
      搔
     かき
     
      毟
     むしる。

   　他低着头，被袭向自己的无力感、丧失感折磨，手撑在瓦砾上抓着。

   　目を閉じれば、消えゆく直前の青葉の
     
      怯
     おびえた表情が
     
      瞼
     まぶたの裏に焼き付いている。

   　只要闭上眼，青叶消失前的恐惧表情便烙印在眼底。

   　出会って数日。

   　相遇不过几天。

   　極短い時間だったが、確かに自分達は友達だった。

   　虽然时间极短，但他们确实是朋友。

   　血が出たわけでも、死体になったわけでもない。

   　没有流血，也没有变成尸体。

   　目の前で光となって消えただけ。

   　只是在眼前化为光芒消失。

   　理解している、でも実感がない。

   　他明白，但没有实感。

   　ただただ、空虚な喪失感だけが胸に去来していた。

   　只有空虚的丧失感在心中萦绕。

   「立て、高橋。まだ何も終わってはいない」

   「站起来，高桥。什么都还没结束。」

   　それは、ともすれば厳しいとも言える叱責にも似た言葉。

   　那句话可说是严厉的斥责。

   　
     
      憔
     しょう
     
      悴
     すいしている十代の少女に向けるには、あまりにも酷である。

   　对憔悴的十几岁少女来说，这番话太过残酷。

   　だがそれは、ベルトールが高橋の事をただの十代の少女ではなく、一人の仲間として認めているが故の言葉だ。

   　但那是因为贝尔多尔认同高桥不是普通的十几岁少女，而是同伴，才说得出的话。

   「神を殺し、
     
      朋友
     ともの──青葉の弔いとする」

   「杀掉神，吊唁朋友——吊唁青叶」

   　高橋は顔を上げ、ベルトールを見る。

   　高桥抬起头，看向贝尔多尔。

   　その瞳は、
     
      真
     まっ
     
      直
     すぐに機械の神を見据えていた。

   　她的眼眸，直直地盯着机械之神。

   　ベルトール以外の二人も、ただ黙ってアトラスを見て、一つの感情を向けている。

   　贝尔多尔以外的两人，也沉默地看着阿特拉斯，心中怀着一种感情。

   　怒り、そして殺意だ。

   　愤怒，以及杀意。

   　
     
      紛
     まがうことのない
     
      剝
     むき出しの怒りが、三人から発せられていた。

   　三人身上散发出的，是无庸置疑的赤裸裸的愤怒。

   　青葉の肉体を
     
      霊素
     エーテルへ、魂を情報へ変換されたとすれば、それは事実上の死である。

   　青叶的肉体被化为灵素，灵魂被化为情报，这已经是事实上的死亡。

   　ベルトールが復活した時の
     
      霊素
     エーテルを肉体として再構成する《
     
      転輪の法
     メテノエル》という魔法については高橋も聞いている。故に《
     
      転輪の法
     メテノエル》を用いて青葉の肉体を再構築し、復活できないかとベルトールに
     
      訊
     ききたい気持ちが高橋に湧いたが、
     
      訊
     たずねなかった。

   　高桥也听说过贝尔多尔复活时，将灵素作为肉体重新构成的《转轮之法》这个魔法。因此高桥心中涌起想问贝尔多尔，能不能用《转轮之法》重新构筑青叶的肉体，让她复活的念头，但没有问出口。

   　
     
      朋友
     あおばを助けられる可能性がゼロコンマ以下でもあれば、この男はどんな手を使っても──たとえ
     
      汚
     お
     
      泥
     でいに
     
      塗
     まみれようと、宿敵に頭を下げようと──助けようとするだろう。その男が『弔う』という言葉を使った意味。

   　只要朋友有万分之一的可能性得救，这个男人不管用什么手段——就算要沾满污泥，就算要向宿敌低头——都会去救她吧。这个男人用了“吊唁”这个词，其意义便是如此。

   　それが何よりも、高橋に青葉が死んだのだと実感させた。

   　这比任何事都让高桥切实感受到，青叶已经死了。

   　高橋は立ち上がり、
     
      睨
     にらみ付ける。

   　高桥站起身，瞪着它。

   　友の
     
      仇
     かたき、機械仕掛けの神を。

   　瞪着朋友的仇人，机械之神。

   　ベルトールが、魔力を起動した。

   　贝尔多尔启动了魔力。

   　周囲の瓦礫と粉塵が吹き飛ぶ程の魔力が
     
      迸
     ほとばしり、彼の
     
      身体
     からだの周囲に黒い電撃が
     
      弾
     はじける。

   　迸发的魔力足以吹飞周围的瓦砾和粉尘，黑色的电击在他身体周围迸发。

   　五指を広げ、天へと伸ばす。

   　他张开五指，伸向天空。

   　発動するは魔王ベルトールが持つ魔法の中で最大規模の広域
     
      殲
     せん
     
      滅
     めつ魔法。

   　发动的是魔王贝尔多尔拥有的魔法中，最大规模的广域歼灭魔法。

   　信仰力の上昇により
     
      解禁
     アンロックされた、見た者を絶望へと
     
      誘
     いざなう滅びの星。

   　是随着信仰力的上升而解禁的，将看到的人引入绝望的毁灭之星。

   　天に広げた五指を閉じ、
     
      虚
     こ
     
      空
     くうを
     
      摑
     つかみ、空を引っ張るように腕を振り下ろしながら、魔名の宣言をする。

   　他合上伸向天空的五指，抓住虚空，仿佛要将天空扯下来一般挥下手臂，同时进行魔名的宣言。

   


   「《
     
      滅星
     デル・ステル》！」

   「《灭星》！」

   


   　星が落ちた。

   　星星坠落了。

   　分厚い曇天を吹き飛ばし、黒い炎を
     
      纏
     まとい、膨大な質量と速度の下で圧縮された大気と
     
      霊素
     エーテルが黒く発光しながら、巨大な岩石が天より落ちてきた。

   　吹飞厚重的阴云，缠绕着黑色的火焰，被庞大的质量和速度压缩的大气和灵素发出黑色的光芒，巨大的岩石从天而降。

   　これこそが魔王ベルトールのみが扱える大魔法、《
     
      滅星
     デル・ステル》。

   　这就是只有魔王贝尔多尔才能使用的大型魔法，《灭星》。

   　膨大な魔力によって作り出した巨大な岩石を成層圏に召喚し、重力制御で加速させつつ落下させ、速度、質量、魔力の相乗効果により広範囲を破壊する魔法である。

   　将庞大的魔力制造出的巨大岩石召唤到平流层，通过控制重力使其加速落下，通过速度，质量和魔力的相乘效果，进行大范围破坏的魔法。

   　大質量の物体を高高度からぶつける。

   　从高空将大质量的物体砸下来。

   　シンプルかつ強力。それ故に防ぐ事は難しい。

   　简单且强力。因此难以防御。

   　だがアトラスは防ぐ事も、避ける事も、
     
      抗
     あらがう事もする素振りはない。

   　但是阿特拉斯没有防御，没有躲避，也没有抵抗的迹象。

   　己の強さを誇示するように、無関心にただ歩みを進めている。

   　仿佛在夸耀自己的强大，漠不关心地向前走着。

   《
     
      滅星
     デル・ステル》がアトラスに直撃した。

   《灭星》直接命中了阿特拉斯。

   　爆発が引き起こってアトラスを包み、衝撃と音がベルトール達を打ち付ける。

   　爆炸将阿特拉斯包裹，冲击和声音击打着贝尔多尔他们。

   　だが──

   　但是——

   「……無傷か」

   「……毫发无伤吗」

   　何もなかったように、爆発の中、ただ悠然と歩みを続けるアトラスの姿があった。

   　阿特拉斯若无其事地在爆炸中悠然地继续走着。

   　ベルトールは膝をつく。

   　贝尔多尔跪在地上。

   　様々な魔法を複合した大魔法である
     
      為
     ために、ベルトールと言えど魔力消費は非常に大きい。限定的にだが第二形態の顕現が可能なくらいに信仰力が高まった今であっても、ほとんどの魔力を持っていかれてしまうのである。

   　由于是复合了各种魔法的大魔法，即便是贝尔多尔，魔力消耗也非常大。即便是在信仰力上升到可以限定性地显现第二形态的现在，也几乎耗尽了所有的魔力。

   「ベルトールの《
     
      滅星
     デル・ステル》で無傷じゃと……？　どうやって防いだのじゃ……？」

   「贝尔多尔的《灭星》竟然毫发无伤……？是怎么防御的……？」

   「あの魔法をまともに受けて無傷だというのはありえない」

   「正面接下那个魔法不可能毫发无伤」

   《
     
      滅星
     デル・ステル》を知るシルヴァルドとグラムの
     
      驚
     きょう
     
      愕
     がくは当然だ。

   知道《灭星》的希瓦尔德和古兰的惊愕也是理所当然的。

   　あれ程の魔力、速度、質量がぶつかって、傷一つ付いていないのはありえない。そこには何か
     
      絡
     から
     
      繰
     くりがあると考えるのはごく自然な事であった。

   　被那么庞大的魔力，速度，质量击中，不可能毫发无伤。认为其中有什么机关是非常自然的。

   「今の一撃で、理解した。あれは防いだのではない、そもそも効いていない」

   「刚才的一击让我理解了。那不是防御，而是根本没起作用」

   　一時的な魔力不足を起こし、肩で息をしながらベルトールは言う。

   　由于暂时性的魔力不足，贝尔多尔喘着粗气说道。

   「効いていない……？　どういう事だベルトール」

   「没起作用……？怎么回事贝尔多尔」

   　グラムの言葉を聞きながら、ベルトールは立ち上がる。

   　一边听着古兰的话，贝尔多尔一边站了起来。

   「
     
      奴
     やつは機械の身で霊的上位存在、つまりは神になったのだ。そして機械の身体でありながらあれは独立し、意思を持った、アトラスという名の生きている魔法とも言える存在だ。見た所、術式規模、論理強度はエーテルネットワークにも匹敵するだろう」

   「那家伙是机械之身的高位灵性存在，也就是成为了神。而且虽然有着机械的身体，但那东西是独立的，拥有自己的意志，可以说是名为阿特拉斯的活魔法。从外表来看，术式规模，逻辑强度应该能匹敌乙太网络」

   　エーテルネットワークという魔法を破壊するには、星を破壊するに等しい力が必要だ。

   　要破坏乙太网络这个魔法，需要等同于破坏星球的力量。

   　それに匹敵する術式規模だとするのならば、それは物理的、魔法的な破壊は不可能である事を意味する。

   　如果术式规模能匹敌乙太网络，那就意味着物理上，魔法上都不可能破坏它。

   「奴の言う六道機関。信仰力を一方向に決定付け、絶え間なく奴に信仰を向けて、信じられん程の信仰力を手に入れているのだろう。五百年前の余、以上にな。それならば、あの規模の術式を維持できているのも説明がつく」

   「那家伙说的六道机关。将信仰力固定在同一个方向，不间断地向那家伙献上信仰，从而获得了难以置信的信仰力吧。比五百年前的我还要强。如果是这样的话，那就能解释为什么能维持那种规模的术式了」

   「よくわからんが、そんなもんどうやって倒すんじゃ？」

   「虽然不太懂，但那种东西要怎么打倒？」

   「どうにも、僕らだけで相手をするには分が悪そうだね」

   「看来，光靠我们对付它很不利啊」

   「ではどうする？　尻尾を巻いて逃げるか？」

   「那怎么办？夹着尾巴逃走吗？」

   「大丈夫……」

   「没问题……」

   　そう言ったのは
     
      高
     たか
     
      橋
     はしだった。

   　高桥说道。

   「ベルちゃん……あいつは、あたしが」

   「小贝尔……那家伙，就由我来」

   　
     
      淀
     よどみなく、言葉を続ける。

   　她流畅地继续说道。

   「殺すから」

   「杀掉」

   　その声は、
     
      酷
     ひどく冷えたものだった。

   　她的声音非常冰冷。

   「勝算はあるのか？」

   「有胜算吗？」

   「うん。でもあたしだけじゃ無理。あいつに近づけないし、ファミリアも──」

   「嗯。但只靠我一个人不行。我没法接近那家伙，法米利昂也——」

   　その時だ。

   　就在这时。

   　一機の飛空艇が、ゴアール市から空間
     
      歪
     わい
     
      曲
     きょくを飛び越えてくる。

   　一艘飞空艇从戈尔市穿越空间扭曲飞来。

   　そして、その飛空艇から声と共に落下するものがあった。

   　然后，有东西随着声音从飞空艇上掉了下来。

   


   「きゃああああああああああああああああああああああああああああ！」

   「呀啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！」

   


   　それは二つの人影。

   　那是两个人影。

   　
     
      即
     すなわち、
     
      緋
     ひ
     
      月
     づきを抱きかかえたマキナが、上空から落下してきたのである。

   　也就是抱着绯月的玛姬娜从上空掉了下来。

   　マキナが魔法で落下の衝撃を消し、着地する。

   　玛姬娜用魔法抵消了坠落的冲击，平安着地。

   「し、死ぬかと思った……」

   「我、我还以为死定了……」

   「
     
      木
     き
     
      ノ
     の
     
      原
     はらが飛空艇を手配してくれて助かりましたね。あのヒト器用ですね、飛空艇の操縦もできるなんて」

   「幸好木之原帮忙准备了飞空艇。那个人真灵巧，居然还会操纵飞空艇。」

   「だからって飛び降りる事ないじゃない！」

   「就算这样也不用跳下来吧！」

   「仕方ないじゃないですか……急に島が崩落して着陸する場所なんてないんですから。木ノ原にも待機していてもらわないといけませんし」

   「没办法啊……因为岛屿突然崩塌，没有地方可以降落。而且还得让木之原在那边待命。」

   「てかあのデカイのなんなの？　ほとんどの機体撃ち落とされちゃってたし、うちらも死にそうだったし、後知らない顔がちらほらあるけどどちら様？」

   「话说那个大块头是什么？大部分的机体都被击落了，我们差点也死掉，而且还有几个不认识的人，他们是谁啊？」

   「ベルトール様！　それにシルヴァルド
     
      卿
     きょう！　よくぞご無事で──」

   「贝尔多尔大人！还有希瓦尔德卿！幸好你们平安无事——」

   　その場に漂う、ベルトール達四人が放つ張り詰めた空気が、再会の喜びと驚き、そして
     
      安
     あん
     
      堵
     どを上回り、マキナと緋月、二人の言葉が途切れた。

   　贝尔多尔等四人散发出的紧张气氛，盖过了重逢的喜悦、惊讶与安心，玛姬娜和绯月两人都说不出话来。

   　シルヴァルドへの挨拶も、自分達が
     
      何故
     なぜここに来たのかも、何が起こったのかも聞かず、言えず、マキナは
     
      己
     おのが主の前に
     
      跪
     ひざまずき、緋月は自然と直立不動の体勢になっていた。

   　玛姬娜没有向希瓦尔德打招呼，也没有问他们为何来到这里，以及发生了什么事，只是跪在自己的主人面前，绯月则自然地立正不动。

   「ご命令を、ベルトール様」

   「请下令，贝尔多尔大人。」

   「……ああ」

   「……好。」

   　機械
     
      仕
     じ
     
      掛
     かけの神を見ながら、ベルトールは言う。

   　贝尔多尔看着机械神说：

   「神を殺す」

   「杀神。」

   


   　　　　◇

   　　　　◇

   


   「あの巨体で、飛行能力はない。海面は渡れるが移動は
     
      徒歩
     かちだ。空間歪曲を突破するのはアトラスにとっても時間が掛かると信じよう」

   「那个巨大的身体没有飞行能力。虽然能渡海，但移动只能靠步行。相信对阿特拉斯来说，要突破空间扭曲也需要花上一段时间。」

   　ベルトールの言葉に、グラムは
     
      頷
     うなずく。

   　古兰点头同意贝尔多尔的话。

   「アトラスの《
     
      神槍
     グングニル》は砲口を起点にし、
     
      霊素
     エーテルを媒介とする魔導兵器。正確無比かつ長射程、超火力。アトラスに接近するにはまずあの《
     
      神槍
     グングニル》を攻略する必要がある」

   「阿特拉斯的《神枪》是以炮口为起点，以灵素为媒介的魔导兵器。准确无比且射程长，火力超群。要接近阿特拉斯，首先必须攻略那把《神枪》。」

   「
     
      霊素
     エーテルを使う兵器であれば、対処は可能だ。マキナ」

   「如果是使用灵素的兵器，就有办法应对。玛姬娜。」

   「はっ」

   「是。」

   「
     
      其方
     そなたの〝矢〟の解放を許可する」

   「我允许你解放你的『箭矢』。」

   「承知致しました、ベルトール様」

   「遵命，贝尔多尔大人。」

   「矢？」

   「箭矢？」

   　そう問うたのは緋月だ。

   　绯月问道。

   「それがマキナの奥の手って事？」

   「那是玛姬娜的杀手锏吗？」

   「はい」

   「是的。」

   　と、マキナは頷く。

   　玛姬娜点头。

   「過去の戦いでは、抑止力として扱われていました」

   「在过去的战斗中，它被当作抑制力。」

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   　マキナは、神殺しの作戦会議に行われた会話を静かに思い出していた。

   　玛姬娜静静地回想起在弑神作战会议上的对话。

   　マキナが腕を振るうと、儀式動作によって魂に格納されていた武装が召喚され、全身が炎に包まれ、黒い
     
      鎧
     よろいが
     
      纏
     まとわれた。

   　玛姬娜挥动手臂，召唤出仪式动作中收纳于灵魂中的武装，全身被火焰包围，穿上黑色铠甲。

   　魔力を起動、白銀の髪と薄紅色の瞳に魔力が通り、燃えるような鮮やかな真紅へと変貌する。

   　她启动魔力，魔力通过银白头发和淡红色眼瞳，变成燃烧般的鲜艳深红。

   　マキナは敵を見据える。

   　玛姬娜盯着敌人。

   　巨大な鉄のヒト型だ。

   　巨大的钢铁人型。

   　ただ
     
      真
     まっ
     
      直
     すぐに、金属の
     
      軋
     きしむ音を立てながらゴアール市に向かって海上を歩いている。

   　它笔直地发出金属摩擦声，朝戈尔市在海上步行。

   　あれがなんなのか、マキナは知らない。

   　玛姬娜不知道那是什么。

   　敬愛すべき己の師であり、畏怖すべき不死としての
     
      先
     せん
     
      達
     だつであり、仲間であり、友でもあるシルヴァルドとの再会を喜ぶ暇もない。

   　她没有时间为了与自己敬爱的老师、畏惧的不死族前辈、伙伴、朋友希瓦尔德重逢而感到喜悦。

   　何故勇者グラムが主と共にいるのか、マキナは知らない。

   　玛姬娜不知道勇者古兰为何与主人在一起。

   　何故主と親友達が、怒りの炎を燃やしているのか、マキナは知らない。

   　玛姬娜不知道主人和朋友们为何燃烧着愤怒的火焰。

   　あの島で彼ら、彼女らに何があったのかマキナは知らない。

   　玛姬娜不知道他们在那座岛上发生了什么事。

   　今は知る必要はない。

   　现在没有知道的必要。

   「主命であれば、是非も無し」

   「既然是主人的命令，那就没办法了。」

   　故に彼女は己に与えられた命を実行する。

   　因此她执行自己被赋予的命令。

   「黒天に満ちよ──」

   「充满黑天——」

   　マキナは短文詠唱の後に己の
     
      魂
     こん
     
      魄
     ぱく兵装を呼び出す。

   　玛姬娜在短文咏唱后，召唤出自己的魂魄武装。

   


   「《ベルソレージア》」

   「《贝索雷吉亚》。」

   


   　彼女の左手に現れたのは己の身の丈よりも長く、
     
      弦
     つるのない漆黒の大弓だ。

   　出现在她左手的是比自己身高还长、没有弓弦的漆黑大弓。

   　マキナの魂から鍛造された魂魄兵装、
     
      魔
     ま
     
      杖
     じょう
     
      弓
     きゅう《ベルソレージア》。

   　那是从玛姬娜的灵魂锻造出来的魂魄武装，魔杖弓《贝索雷吉亚》。

   　ベルトールの《ベルナル》やマキナの《ベルソレージア》といった特殊な兵装は、儀式動作だけで呼び出せる鎧と違って短文詠唱が必要となる。

   　贝尔多尔的《贝纳尔》和玛姬娜的《贝索雷吉亚》这类特殊武装，和只需仪式动作就能召唤的铠甲不同，需要短文咏唱。

   　弓の下部に接続されている
     
      弭
     はず
     
      槍
     やりを地面に突き立て、固定すると、魔力で生成された赤い弦が張られる。

   　她将连接在弓下部的弭枪插在地上固定，然后拉起魔力生成的红色弓弦。

   　そこには
     
      番
     つがえるはずの矢は存在しない。

   　弓上并没有应该搭上的箭。

   「《灰と
     
      煤
     すす》《骨と土》《燃殻を
     
      搔
     かき出し》《赤い鉄靴で踊り狂う》」

   「《灰烬与煤》《骨头与土》《挖出燃壳》《以赤铁靴狂舞》」

   　マキナは詠唱しながら弦を引くと、その手の内に炎の矢が出現した。

   　玛姬娜一边咏唱一边拉弓弦，手中出现了火焰箭。

   　ファミリアを付けているが、無詠唱機能をオフにして魔法の制御に処理能力を回している。

   　虽然她戴着法米利亚，但无咏唱功能是关闭的，处理能力都用在控制魔法上。

   　彼女の魂魄兵装は、ただ一つの魔法を矢として放つ専用の武器。

   　她的魂魄武装，是将一种魔法作为箭矢射出的专用武器。

   　弓の形をした杖である。

   　是有着弓形的魔杖。

   「《焼けた鋼は
     
      涸
     かれ》《
     
      滾
     たぎる空は果て》《燃えた海は朽ちよ》」

   「《烧钢干涸》《滚空尽头》《燃海腐朽》」

   　構築された術式を片っ端から展開していき、即座に補助詠唱にて存在を確立、安定化させていく。

   　她将构筑的术式从头展开，立刻用辅助咏唱确立其存在，使其稳定化。

   　そうしないと術式が暴走、崩壊し、最悪の場合周囲を吹き飛ばす爆弾と化す。

   　不这样做的话术式会失控、崩坏，最坏的情况会变成将周围全部炸飞的炸弹。

   　本来ならばこの魔法は一人で行使するものではない。

   　本来这个魔法不是一个人能行使的。

   　マキナの他に構築、展開、詠唱を補助する補佐官を付けて発動する大魔法であり、それを担当していた彼女の部下であるオルナレッドとパームロックはこの世にはいない。

   　这是需要玛姬娜以外的术式构筑、展开、咏唱辅助的辅佐官来发动的大魔法，而负责这些的她的部下欧尔纳雷德和帕姆洛克已经不在人世。

   「《
     
      煌
     きらめき》《
     
      灼
     やき付き》《日輪
     
      喰
     くらう》」

   「《闪耀》《烙印》《吞食日轮》」

   　番える炎の矢に魔力が集束していき、熱量と光量の上昇と共に、その色が赤から白へと変わっていく。

   　魔力聚集在搭在弦上的火焰箭矢上，随着热量和光量的上升，箭矢的颜色从红色变成了白色。

   　呼応するかのように、マキナの炎色の髪と
     
      眼
     めも、白く輝きを増していく。

   　玛姬娜的炎色头发和眼睛也呼应着箭矢，闪耀着白色的光芒。

   　同時、彼女の黒い鎧が
     
      解
     ほぐれていき、排熱を補助する
     
      為
     ために白く光るドレスに変化する。

   　同时，她身上的黑色铠甲也分解开来，变成散发白光的礼服，以辅助散热。

   「《我が敵》《
     
      悉
     ことごとく》《
     
      燼
     じん
     
      滅
     めつせん》」

   「《吾之敌人》《悉数》《灰烬》」

   　詠唱を進める度に矢を番えている腕、その肘から先が詠唱によって生じる熱で炭化し、それを不死の力で再生するという行為を繰り返し、ひび割れ、傷口から炎が燃え上がる。

   　随着咏唱的进行，她搭箭的手臂从手肘开始被咏唱产生的热量碳化，然后又用不死之力再生，不断重复这个过程，手臂上出现裂痕，伤口处燃起火焰。

   「……ッ」

   「……」

   　痛みが鈍化する不死の身であっても、脳をかき回し、神経を焼き付けるような熱と痛みを覚える。

   　即使是痛觉钝化的不死之身，也会感受到搅动大脑、灼烧神经般的热量和疼痛。

   「《
     
      灰
     かい
     
      燼
     じん》《再誕》《死への
     
      飛
     ひ
     
      翔
     しょう》」

   「《灰烬》《再诞》《飞向死亡》」

   　それはつまり、この魔法を使う事それ自体が彼女の不死性を
     
      脅
     おびやかす程の力があるという証左である。

   　这证明了使用这个魔法本身，就是对她的不死性的一种威胁。

   　常人であれば正気を失いかねない程の苦痛に耐えきれるのは、彼女の主に対する忠義に裏打ちされた精神力に他ならない。

   　她之所以能忍受常人可能会失去理智的痛苦，无疑是她对主人的忠诚所支撑的精神力。

   「《命の果てまで逆巻いて》！」

   「《直至生命尽头逆卷》！」

   　詠唱が終わり、彼女の魔法を発動させるよりも速く。

   　咏唱结束，就在她的魔法即将发动之前。

   《
     
      滅星
     デル・ステル》にさえ関心を示さなかったアトラスが、マキナの方へと振り浮いた。

   对《灭星》毫不关心的阿特拉斯，突然转向了玛姬娜。

   　アトラスの全身に、《
     
      神槍
     グングニル》を発射する前兆である
     
      隈
     くま
     
      取
     どりのような光の紋様が浮かび上がり、その眼の砲塔に向かって集まっていく。

   　阿特拉斯全身浮现出像是发射《神枪》前兆的花纹，花纹逐渐聚集到他眼睛的炮塔上。

   　彼女の魔法の特異性に気付いたのか、はたまた神に弓引く愚か者を
     
      誅
     ちゅうする為か。

   　不知是察觉到玛姬娜魔法的特异性，还是为了诛杀反抗神的愚蠢之人。

   　マキナの魔法はまだ完成しておらず、間に合わない。

   　玛姬娜的魔法尚未完成，来不及发动。

   　アトラスの眼に赤い光が集束していく。

   　阿特拉斯的眼睛聚集起红色的光芒。

   　マキナの魔法が発動するよりも先に《
     
      神槍
     グングニル》がマキナに発射されてしまえば、作戦は失敗する。

   　如果《神枪》在玛姬娜的魔法发动前射向她，作战就会失败。

   　だから──

   　所以——

   「任せましたよ」

   「交给你了。」

   　男の背中が、彼女の前に立った。

   　男人的背影站在她面前。

   「勇者グラム」

   「勇者古兰。」

   


   　　　　◇

   　　　　◇

   


   「マキナの矢が防がれれば、その時点で接近は非常に難しいものになる。しかし発動まで時間が掛かり、その間は完全に無防備になる。万が一狙われれば手の打ちようがない」

   「如果玛姬娜的箭被挡下，届时要接近阿特拉斯就会变得非常困难。不过她的魔法需要时间发动，期间会毫无防备。万一被盯上就无计可施了。」

   　故に。

   　因此。

   「グラム、貴様がマキナの援護に入れ。あれを見ている貴様であれば任せられる。神の
     
      槍
     やりとやら、見事止めてみせよ」

   「古兰，你去掩护玛姬娜。如果是你，我就能放心交给她。好好挡下那什么神枪吧。」

   「ああ」

   「好。」

   　静かに、そして怒りに震える冷たい声で勇者は言う。

   　勇者用平静且愤怒颤抖的冰冷声音说道。

   「わかっているさ」

   「我知道。」

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   　グラムはその背中に熱を感じていた。

   　古兰从背后感受到热度。

   　魔王と共に戦い、その家臣である六魔侯を今こうして守ろうとしている。

   　与魔王并肩作战，现在又像这样守护魔王的家臣六魔侯。

   　つくづく、運命とはわからないものだ。

   　命运真是难以捉摸。

   　だが今は、そんな思い出に浸っている場合ではない。

   　但现在不是沉浸在回忆中的时候。

   「来い──《イクサソルデ》！」

   「来吧——《伊古扎索德》！」

   　召喚に応じ、雲を貫いて銀の太陽の名を持つ
     
      錆
     さびた聖剣が光の尾を引き、天より飛来し、勇者の前に突き刺さった。

   　呼应召唤，拥有银色太阳之名的生锈圣剑贯穿云层，拖着光尾从天而降，刺在勇者面前。

   　アトラスの眼に光が
     
      灯
     ともる。

   　阿特拉斯的眼睛亮起。

   　発射される神の槍は即座に勇者と
     
      煌
     こう
     
      灼
     しゃく
     
      侯
     こうを蒸発させる事だろう。

   　神枪一发射，想必立刻就能将勇者和煌灼侯蒸发。

   　だがそれらの事象が起きるよりも前に、聖剣の柄尻に手を載せて、勇者は一つの言葉を発する。

   　但在那之前，勇者将手放在圣剑剑柄上，说出一句话。

   「《
     
      封
     イクサソルデ
     
      剣
     ・シグナリア》！」

   「《封剑》！」

   　言葉と共に、
     
      瓦
     が
     
      礫
     れきの地面に突き刺さった聖剣が光を放つ。

   　刺在瓦砾地面的圣剑随着这句话发出光芒。

   　光は円形に広がり、同時、前方に
     
      幾
     き
     
      何
     か
     
      学
     がく的な紋様が描かれた障壁が展開される。

   　光芒呈圆形扩散，同时前方出现描绘几何学纹路的屏障。

   　アトラスから発射された赤い《
     
      神槍
     グングニル》はその障壁に
     
      阻
     はばまれ、大きな爆発を引き起こすが、瓦礫を吹き飛ばしただけでグラムもマキナも傷一つ付いていない。

   　阿特拉斯发射的红色《神枪》被屏障阻挡，引发剧烈爆炸，但只吹飞了瓦砾，古兰和玛姬娜毫发无伤。

   《
     
      封
     イクサソルデ
     
      剣
     ・シグナリア》。

   《封剑》。

   　それは《イクサソルデ》を封印状態にする聖剣に備わっている機能である。

   　这是将《伊古扎索德》封印的圣剑所具备的功能。

   　封印状態となった聖剣は、周囲一帯を不可侵の聖域と化し、聖剣と聖域はあらゆる物理的、魔法的、概念的、
     
      神
     しん
     
      威
     いですら一切の干渉を受け付けなくなる。

   　进入封印状态的圣剑，会将周围一带化为不可侵犯的圣域，圣剑和圣域将不受任何物理、魔法、概念、神威的干涉。

   　そして聖域化の際に一時的に生じる障壁もまた同様の効果を持ち、それを用いてグラムは《
     
      神槍
     グングニル》を防いだのだ。

   　圣域化时产生的屏障也具有相同效果，古兰就是用它挡下了《神枪》。

   　まずは一発。

   　先挡下一发。

   　だがこれで終わりではない、アトラスは即座に、そして容赦なく二撃目の準備に入る。

   　但事情并没有就此结束，阿特拉斯立刻毫不留情地准备第二发。

   　グラムは柄を握りしめる。

   　古兰握紧剑柄。

   「今僕は……友を失った怒りだけで剣を振るおう……！」

   「现在我……只因失去朋友的愤怒而挥剑……！」

   　自身の眼前に突き刺さった聖剣を引き抜き、封印を解除する。

   　他拔出刺在自己眼前的圣剑，解除封印。

   『
     
      勇者認証
     ディノア・ルス』

   『勇者认证』

   『
     
      救世聖剣機
     ア・ストラ・
     
      構限定解除
     ロス・アラン』

   『救世圣剑机构限定解除』

   　聖剣を解放する為の太古の文字が剣身に浮かび上がる。

   　剑身浮现用来解放圣剑的太古文字。

   『
     
      抜剣拒絶
     ディス』

   『拔剑拒绝』

   　しかし、文字は赤のエラーメッセージへと変化する。

   　然而，文字变成了红色的错误信息。

   　聖剣の承認に拒絶される。

   　圣剑拒绝了古兰的认证。

   　失敗理由はわかっている。個人的義憤だ。

   　他知道失败的理由，因为这是个人的义愤。

   　聖剣、《イクサソルデ》は真の勇者のみを選ぶ。最も選定条件が厳しい聖剣だ。

   　圣剑《伊古扎索德》只会选择真正的勇者，是选定条件最严格的圣剑。

   　真の勇者は、個人的な怒りで戦ってはならない。

   　真正的勇者不能因个人的愤怒而战。

   　新宿では、他者を助けるという理由に聖剣が応えた。

   　在新宿，圣剑回应了帮助他人的理由。

   　アトラスを倒せなければ、世界は父祖の管理化に置かれる。それは聖剣を抜くのに十分な理由である。

   　如果不能打倒阿特拉斯，世界就会被父祖管理化。这是足以拔出圣剑的理由。

   「だけど、今はそれ以上に──」

   「但是，现在更重要的是——」

   　友を失った怒りの方が勝っていた。

   　失去朋友的愤怒更胜一筹。

   　聖剣という認証システムの都合上、
     
      聖剣
     イクサソルデの定義する『勇者』と『正義』に反しては抜剣できない。

   　由于圣剑的认证系统，违反圣剑定义的『勇者』和『正义』无法拔剑。

   　個人的義憤では、《イクサソルデ》の
     
      機構
     システムが聖剣を使う事を拒絶する。

   　《伊古扎索德》的机构拒绝了个人的义愤。

   『
     
      抜剣拒絶
     ディス』『
     
      抜剣拒絶
     ディス』『
     
      抜剣拒絶
     ディス』『
     
      抜剣拒絶
     ディス』『
     
      抜剣拒絶
     ディス』『
     
      抜剣拒絶
     ディス』『
     
      抜剣拒絶
     ディス』『
     
      抜剣拒絶
     ディス』『
     
      抜剣拒絶
     ディス』『
     
      抜剣拒絶
     ディス』『
     
      抜剣拒絶
     ディス』『
     
      抜剣拒絶
     ディス』『
     
      抜剣拒絶
     ディス』『
     
      抜剣拒絶
     ディス』『
     
      抜剣拒絶
     ディス』『
     
      抜剣拒絶
     ディス』『
     
      抜剣拒絶
     ディス』『
     
      抜剣拒絶
     ディス』『
     
      抜剣拒絶
     ディス』『
     
      抜剣拒絶
     ディス』『
     
      抜剣
     ディ──

   『拔剑拒绝』『拔剑拒绝』『拔剑拒绝』『拔剑拒绝』『拔剑拒绝』『拔剑拒绝』『拔剑拒绝』『拔剑拒绝』『拔剑拒绝』『拔剑拒绝』『拔剑拒绝』『拔剑拒绝』『拔剑拒绝』『拔剑拒绝』『拔剑拒绝』『拔剑拒绝』『拔剑拒绝』『拔剑拒绝』『拔剑拒绝』『拔剑拒绝』『拔剑——

   　永遠に吐き続けると思われた拒絶の文字が止まった。

   　本以为会永远持续下去的拒绝文字停了下来。

   　赤の拒絶する文字が消え去り、別の文字が浮かび上がる。

   　红色的拒绝文字消失，浮现出别的文字。

   


   『
     
      抜剣承認
     レス・イクサソルデ』

   『拔剑认可』

   


   　怒りは消えていない。

   　愤怒没有消失。

   　
     
      未
     いまだに彼の中で燃え続けている。

   　仍在他的心中熊熊燃烧。

   　だが、抜剣は承認された。

   　但是，拔剑被认可了。

   『上位権限で救世聖剣機構強制解除。抜剣を許可します』

   『以高阶权限强制解除救世圣剑机构。允许拔剑』

   　グラムの頭に直接響くのは、何度も聞いて──そしていつしか聞こえなくなっていた
     
      聖剣
     イクサソルデの声。

   　直接在古兰的脑海中响起的是，听过无数次——然后不知何时听不见的圣剑的声音。

   「ありがとう、相棒」

   「谢谢你，搭档」

   　どこまでも甘い己の剣に、勇者は感謝の言葉を掛ける。

   　勇者对无比温柔的自己的剑表达了感谢。

   『特別です。あの
     
      黒天魔桜
     なまくらよりも私の方が優れている証明を。そして
     
      貴方
     あなたの信ずる正義の遂行を』

   『这是特别的。证明我比那黑天魔樱更优秀。然后执行你所相信的正义』

   「ああ、
     
      勿
     もち
     
      論
     ろんだ」

   「嗯，当然」

   　勇者が聖剣を下段に構え、機神が
     
      神槍
     グングニルの狙いを定める。

   　勇者将圣剑置于下段，机神用神枪瞄准。

   「我が声に応え、輝け──《イクサソルデ》！」

   「回应我的声音，闪耀吧——《伊古扎索德》！」

   　声に応えるように、錆びた剣に
     
      罅
     ひびが入り、罅から光が漏れ出す。

   　仿佛回应着声音一般，生锈的剑上出现裂缝，光芒从裂缝中漏出。

   　罅は広がり、
     
      錆
     さびが砕け、落ちていき、輝く白銀の剣身が姿を現す。

   　裂缝扩大，锈迹碎裂，掉落，闪耀的白银剑身出现了。

   「知るがいい、偽りの神よ！　己の非道と悪逆を！　そしてその目に焼き付けろ！　この輝きは、友を
     
      喪
     うしなった我が怒りである……！」

   「伪神啊，好好见识一下吧！你自己的残暴与罪恶！然后将这道光辉烙印在眼中！这是失去朋友的我所发出的愤怒……！」

   　アトラスから二撃目の《
     
      神槍
     グングニル》が発射された。破滅の槍が敵を撃滅せんと一瞬で大気を裂いて目標へと向かう。

   　阿特拉斯射出第二发《神枪》。破灭之枪为了消灭敌人，瞬间划破空气朝目标飞去。

   《
     
      神槍
     グングニル》の発射と命中はほぼ同時。

   《神枪》几乎在发射的同时命中。

   　だがそれだけだ、そんなものも斬れない勇者ではない。

   　但勇者不会连这种攻击都砍不了。

   　聖剣《イクサソルデ》が持つ能力、あらゆる事象を両断する《絶対斬撃》。その輝きの名を、グラムは叫ぶ。

   　圣剑《伊古札索德》的能力是将一切事物一刀两断的《绝对斩击》。古兰喊出其光辉之名。

   


   「《
     
      白天極光
     アルウィング》！」

   「《白天极光》！」

   


   　下段の構えから
     
      掬
     すくい上げるように、弧を描く銀の斬撃が赤い神の槍と激突する。

   　他从下段的架式往上捞，银色斩击画出弧线，与红色神枪激烈碰撞。

   「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

   「哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦！」

   　気合と共に、怒りと共に、聖剣を振り抜いた。

   　他带着气势、带着愤怒，挥出圣剑。

   　概念すら斬り裂く銀光。

   　银光连概念都能斩断。

   　ただ強力で刹那に満たぬ超速度で飛来する光槍など、その聖剣の前には何の妨げにもならず、その勇者の前では造作もなく斬り捨てられた。

   　光枪只是以强大的超高速飞来，但在圣剑面前根本不成阻碍，被勇者轻而易举地斩断。

   　新宿市で振るった時の何倍も強い光を放つ斬撃の軌道上にある
     
      霊素
     エーテルと共に、赤い光が断たれ、霧散した。

   　斩击的轨迹上，红色光芒连同灵素一起被斩断、消散，其光芒比在新宿市挥剑时还要强上好几倍。

   「お見事です」

   「漂亮。」

   　そうしてマキナの魔法が完成する。

   　玛姬娜的魔法也完成了。

   　六魔侯の最大戦力がシルヴァルドであるならば、六魔侯で最も高い魔力放出量から繰り出される最高火力がマキナである。

   　如果说希瓦尔德是六魔公中最强的战力，那么玛姬娜就是六魔公中魔力释放量最高，火力最强的。

   　これこそがマキナの秘密──奥の手。

   　这就是玛姬娜的秘密——杀手锏。

   　グラムは
     
      懐
     なつかしさにも似た感覚と共に思い出す。〝
     
      国
     くに
     
      灼
     やき〟の煌灼侯。

   　古兰带着一种类似怀念的感觉，回想起“灼国”煌灼侯。

   　個人では高すぎる火力を持つ彼女が最もそのポテンシャルを発揮させられる状況、それは周囲の被害を気にしなくていい時である。

   　她个人拥有过于强大的火力，而最能发挥其潜力的状况，就是不必在意周围损害的时候。

   〝鉄壁〟、城塞都市ヴァン・ヴェルンをただの一撃で陥落せしめた破滅の具現。

   仅仅一击就攻陷了“铁壁”城塞都市梵・维尔的毁灭具现。

   　五百年前の不死戦争においてベルトールの《
     
      滅星
     デル・ステル》と並び、定命の軍が撃たせない事に最も注力した魔法。

   　在五百年前的不死战争中，与贝尔多尔的《灭星》齐名，是不死军最致力于不让其击发的魔法。

   　撃たれた時点で、敗北が確定する滅びの炎。

   　一旦被击中，就确定败北的毁灭之炎。

   　彼女が不死として歴史に登場してから、三度しか観測されていない、
     
      魂
     こん
     
      魄
     ぱく兵装《ベルソレージア》に
     
      番
     つがえられた矢。

   　自从她作为不死者在历史上登场以来，只被观测到过三次，装在魂魄兵装《贝尔索雷札》上的箭矢。

   　それこそ──

   　那正是——

   


   「《
     
      滅火
     デル・ソレージュ》！」

   「《灭火》！」

   


   　白い矢が放たれた。

   　白色箭矢射出。

   　矢を放つと同時、番えていたマキナの炭化した腕が反動で火花を散らして砕け
     
      爆
     はぜ、腕の中で熱せられた余剰魔力が
     
      血
     ち
     
      飛沫
     しぶきのように、あるいは溶岩のように傷口から飛び散り、そして焼けた石に打った水のように彼女のドレスが蒸発し、その姿が元に戻り、膝をつく。

   　在射出的同时，玛姬娜那被箭矢烧成炭的手臂因反作用力而迸溅出火花，碎裂炸开，手臂中加热的剩余魔力像血沫一样，又或者说是像熔岩一样从伤口中飞溅而出，然后她的礼服就像浇在烧红石头上的水一样蒸发，她的身体恢复原状，跪倒在地。

   　夜の闇を切り裂きながら、白い炎の矢が飛んでいく。

   　白色火焰箭矢划破夜色，飞了出去。

   　この
     
      赫
     かく
     
      々
     かくたる白炎の前に、何人の勇士が
     
      吞
     のまれていったのか。

   　在这辉煌的白炎面前，有多少勇士被吞噬了呢？

   　しかしアトラスも動く。信仰心によって回転する
     
      六
     りく
     
      道
     どう機関の魔力供給による《
     
      神槍
     グングニル》は、冷却も再充塡も必要としない。何度でも連発が可能である。

   　但阿特拉斯也行动了。由信仰心驱动的六道机关的魔力供给，使《神枪》不需要冷却和重新填充，可以无限连发。

   　幾度目か、機神の
     
      眼
     めに光が集まり、白の矢を撃ち落とす
     
      為
     ために神の槍が発射される。

   　不知是第几次，机神的眼睛聚集起光芒，为了击落白色箭矢而发射神枪。

   「無駄です。その程度では私の矢は止められない」

   「没用的。这种程度是无法阻止我的箭的。」

   《
     
      滅火
     デル・ソレージュ》と《
     
      神槍
     グングニル》が激突する。

   《灭火》和《神枪》激烈碰撞。

   　だが
     
      拮
     きっ
     
      抗
     こうする事もなく、赤い光は白い炎の矢に吞み込まれた。

   　但并没有形成抗衡，红色的光芒被白色的火焰箭矢吞噬了。

   　そのまま矢はアトラスに直進し、滅びの火が巨神に直撃する。

   　箭矢就这样直直地朝阿特拉斯飞去，毁灭之火直接击中了巨神。

   　爆発。

   　爆炸。

   　上空を覆う分厚い雲も吹き飛ばし、直接見たら目が潰れてしまうような
     
      莫
     ばく
     
      大
     だいな光量と共に、三百メートル近いアトラスの全身を炎の花弁が包み込んだ。

   　覆盖上空的厚厚云层也被吹散，伴随着直接看到的话会烧坏眼睛的庞大光量，三百米高的阿特拉斯全身被火焰花瓣包裹。

   [image: ]

   　その光量、その熱、地上に現れた恒星のようだ。

   　那光量，那热量，就像出现在地上的恒星一样。

   　同時。

   　同时。

   　
     
      轟
     ごう
     
      音
     おんと衝撃波が到達するより前に、《
     
      水上
     ウォーター
     
      歩行
     ウォーキング》を掛けたグラムが、アトラスに向かって極寒の海を疾駆する。

   　在轰鸣声和冲击波到达之前，施加了《水上步行》的古兰在极寒的海面上朝阿特拉斯疾驰。

   「ありがとうございました」

   「谢谢你。」

   　その背に向けて、片腕を失って膝をついたマキナが一礼をして見送る。

   　失去一只手跪在地上的玛姬娜向他的背影行了一礼，目送他离去。

   　それは彼女を《
     
      神槍
     グングニル》から守った事への礼か、あるいは新宿市でベルトールに助力し、彼女を助けた事への礼か、もしくは──その両方か。

   　这是为了感谢他保护自己不受《神枪》伤害，还是为了感谢他在新宿市帮助贝尔多尔，救了自己，又或者——两者皆是呢？

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   《
     
      滅火
     デル・ソレージュ》の爆発の影響で海面が沸き立ち、上昇気流が発生、衝撃波は
     
      水
     みな
     
      面
     もを大きく揺らし、きのこ雲が発生、分厚い頭上の雲を吹き飛ばして夜明け前の空をあらわにする。

   《灭火》的爆炸使海面沸腾，产生上升气流，冲击波使水面剧烈摇晃，蘑菇云升起，吹散了头顶厚厚的云层，露出黎明前的天空。

   　瞬間的に加熱された大気と
     
      霊素
     エーテルがプラズマ化し、マキナの魔力属性に当てられて赤い
     
      閃
     せん
     
      光
     こうが
     
      瞬
     またたく。

   　瞬间被加热的大气和灵素化为电浆，被玛姬娜的魔力属性影响，闪烁着红色的闪光。

   『素晴らしい力です』

   『真是了不起的力量。』

   　機械の神が素直に称賛する。

   　机械之神坦率地称赞道。

   　それ程までの熱量、それ程までの破壊力。

   　如此庞大的热量，如此巨大的破坏力。

   『それでも……我が神体を傷つけるのは不可能なのです。ああ残念だ、その決死の一撃すら、何の意味も成さなかった。全てが無意味なのです。なべて世は事もなし』

   『即便如此……要伤害我的神体也是不可能的。啊啊，真是遗憾，就连你拼死的一击也没有任何意义。一切都是无意义的。世间万物皆无常。』

   　だがアトラスには通じない。

   　但对阿特拉斯不起作用。

   　元は金属であり、機械の
     
      身体
     からだ。《
     
      滅火
     デル・ソレージュ》の熱量に耐えられるはずもないのにもかかわらず、その装甲には傷一つ付いていない。

   　它原本就是金属，是机械的身体。明明应该无法承受《灭火》的热量，但它的装甲却毫发无伤。

   　六道機関による信仰力の取得で、その構成はほぼ魔法と化している。故に物理的なダメージはその一切が通らず、
     
      世
     エーテルネ
     
      界
     ットワークと同等の規模と論理強度を誇る故に魔法的な効果もその一切が通用しない。

   　通过六道机关获得信仰力，其构成几乎已经化为魔法。因此物理伤害完全不起作用，由于其规模和逻辑强度与世界同等，所以魔法效果也完全不起作用。

   　それは大魔法である《
     
      滅星
     デル・ステル》や《
     
      滅火
     デル・ソレージュ》であっても例外ではない。

   　即使是大魔法《灭星》和《灭火》也不例外。

   　六道機関の中に格納された一万の横浜市民の魂は、父祖に対して常に指向された信仰を強制させられ、通常の四三億二〇〇〇万倍の速度で魂の誕生から滅びを繰り返し、滅びからまた転生する際に生じる信仰力を魔力へと変換しつつ、観測させられ続け、アトラスという
     
      存在
     まほうを確立している。

   　收纳在六道机关中的一万横滨市民的灵魂，被强制朝向父祖进行信仰，以通常的四三亿二〇〇〇万倍的速度重复着灵魂的诞生和毁灭，从毁灭到转生时产生的信仰力被转换为魔力，同时持续进行观测，确立了名为阿特拉斯的存在。

   　転生を繰り返す全ての魂が全て擦り切れ、完全に情報としての価値を消失するまで──
     
      即
     すなわち六道機関が停止するまでの概算は約三一一兆四〇〇億年。

   　直到所有重复转生的灵魂全部磨灭，完全丧失作为情报的价值为止——即六道机关停止为止，概算约三一一兆四〇〇亿年。

   　平和な世界を作り上げるには十分な時間がある。

   　这段时间足够创造一个和平的世界。

   　神の論理とは世界の論理である。

   　神的逻辑就是世界的逻辑。

   　個によって
     
      覆
     くつがえされるものではない。

   　不是个体能够颠覆的。

   『神罰を』

   『神罚』

   　神に弓を引いた愚か者に今度こそ神罰を下す。

   　这次一定要对反抗神的愚蠢之人降下神罚。

   　全身に光の紋様が浮かび上がる。

   　全身浮现出光之纹样。

   　だが《
     
      神槍
     グングニル》は発動しなかった。

   　但是《神枪》没有发动。

   『……なんだと？』

   『……什么？』

   　六道機関も、アトラスの
     
      眼
     がん
     
      窩
     かに搭載された《
     
      神槍
     グングニル》の発射装置も正常に
     
      稼
     か
     
      働
     どうしている。

   　六道机关和搭载在阿特拉斯眼窝中的《神枪》发射装置都在正常运转。

   　すぐに走査が入り、状況が判明する。

   　立刻进行扫描，查明了状况。

   　問題があるのは神体ではない。

   　有问题的不是神体。

   　問題があるのは──周囲の
     
      霊素
     エーテルだ。

   　有问题的是——周围的灵素。

   　横浜市上層や下層のように
     
      霊素
     エーテルが薄いのではない。

   　不是像横滨市上层和下层那样灵素稀薄。

   　完全にゼロになっていた。

   　而是完全归零。

   　それこそが《
     
      滅火
     デル・ソレージュ》の付随効果にして、ベルトールが
     
      目論
     もくろんだ作戦。

   　这就是《灭火》的附加效果，也是贝尔多尔的作战计划。

   　それ即ち、
     
      霊素
     エーテルの焼却である。

   　也就是，烧毁灵素。

   《
     
      滅火
     デル・ソレージュ》が着弾した瞬間、半径数キロメートルに及ぶ範囲に存在する大気中の
     
      霊素
     エーテルは連鎖的に焼却され、瞬間的にではあるが周囲の
     
      霊素
     エーテルが完全にゼロの状態になる。

   《灭火》击中的瞬间，半径数公里范围内大气中的灵素被连锁烧毁，虽然只是瞬间，但周围的灵素完全归零。

   《
     
      神槍
     グングニル》は直線上の
     
      霊素
     エーテルを媒介して発動する魔法。アトラスの周囲から
     
      霊素
     エーテルがなくなれば、当然発動する事はない。

   《神枪》是通过直线上的灵素作为媒介发动的魔法。阿特拉斯周围的灵素消失的话，当然无法发动。

   《
     
      滅火
     デル・ソレージュ》はアトラスを倒す為ではなく、初めから《
     
      神槍
     グングニル》を発動不能にさせる為の布石。

   《灭火》不是为了打倒阿特拉斯，而是从一开始就是为了不让《神枪》发动的布局。

   　一時的に周囲の
     
      霊素
     エーテルがなくなった事で無効化されていた魔力探知機能が、
     
      霊素
     エーテルが戻ってきた事で再び動き出す。

   　由于周围暂时没有了灵素，魔力探知机能被无效化，随着灵素的恢复，再次开始运作。

   　表示されるのは、無数の魔力反応。

   　显示的是无数的魔力反应。

   『なんだ……？』

   『什么……？』

   　反応があった場所は上空。

   　反应来自上空。

   　アトラスが天を仰ぎ、そして見た。

   　阿特拉斯仰望天空，然后看到了。

   『無駄な事を……』

   『白费功夫……』

   　滅びの炎によって吹き飛ばされ、穴の空いた空から落ちてくる黒い流星群を。

   　被毁灭之炎炸飞，从开了个洞的天空中落下的黑色流星群。

   　それは、いくつも分割された《
     
      滅星
     デル・ステル》だった。

   　那是被分割成好几块的《灭星》。

   　そしてその流星群に紛れるものがある。

   　然后，流星群中混杂着某个东西。

   　竜だ。

   　是龙。

   　一翼の巨竜が三人のヒトを乗せ、機神に向かって落ちていく。

   　一只翅膀的巨龙载着三个人，向机神落下。

   　神を殺す為に。

   　为了杀死神。

   


   　　　　◇

   　　　　◇

   


   「《
     
      神槍
     グングニル》の発動を防いでもあの剣はどうする？」

   「就算防止了《神枪》的发动，那把剑要怎么办？」

   　そう言ったのはグラムだ。

   　古兰这么说。

   「アトラスの持つ剣……剣と言っていいかは疑問が残るけど……あれは多分ただの剣じゃない、なんらかの魔法が付与されていると考えた方がいいだろう」

   「阿特拉斯的剑……虽然我怀疑那到底算不算剑……但那多半不是普通的剑，最好认为它被赋予了某种魔法。」

   「
     
      儂
     わしが
     
      身体
     からだで止めるか？」

   「老夫用身体挡下如何？」

   「いや、それでは駄目でしょう」

   「不，那样不行。」

   　シルヴァルドの提案を止めるのはベルトールだ。

   　贝尔多尔否决了希瓦尔德的提议。

   「何が付与されているかわからない以上、まともに受けるのは悪手。それに姉上には万全の状態であってもらいたい」

   「既然不知道被赋予了什么，正面接下不是好办法。而且我希望姐姐能保持万全的状态。」

   「じゃあやっぱり僕が止めるしかないか？」

   「那果然只能由我来挡了吗？」

   「勇者グラムは私が魔法を発動するまでの護衛の任があるでしょう」

   「勇者古兰在魔法发动前有护卫姐姐的职责吧？」

   「マキナの言う通りだ。姉上の突撃を《
     
      滅星
     デル・ステル》の魔力に紛れ込ませる以上、余もクールタイムが必要となる。その隙を埋めねばならんが……」

   「玛姬娜说得对。既然要让姐姐的突击混入《灭星》的魔力，老夫也需要冷却时间。必须填补这个空档……」

   　勇者、魔王、
     
      黒
     こく
     
      竜
     りゅう
     
      侯
     こう、
     
      煌
     こう
     
      灼
     しゃく
     
      侯
     こうといった面々が論を交わす中。

   　勇者、魔王、黑龙侯、煌灼侯等人议论纷纷。

   　一人自信なげに、そして控えめに手を挙げる者がいた。

   　这时，有个人自信缺缺，拘谨地举起了手。

   「あのー……」

   「那个……」

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   　竜が落ちる。

   　龙落下。

   　滅びの炎によって空けた空から、黒い星々と共に黒い巨竜が落ちてくる。

   　从被毁灭之炎炸开的天空，黑色的星星与黑色巨龙一同落下。

   　分割した《
     
      滅星
     デル・ステル》をデコイとして、巨大な黒竜が、機械の神に向かって上空から
     
      下降
     ダイブしてくる。

   　将分割的《灭星》作为诱饵，巨大的黑龙从上空朝机械神下降。

   　その鼻先、長い金の髪をはためかせた少女が立っている。

   　在它的鼻尖，站着一名金色长发飘扬的少女。

   　少女──
     
      緋
     ひ
     
      月
     づきはただまっすぐに鉄の巨神を見据えており、その後ろにはベルトールと
     
      高
     たか
     
      橋
     はしがいる。

   　少女——绯月只是笔直地凝视着钢铁巨神，贝尔多尔和高桥则在她身后。

   　ベルトールによって掛けられた魔法により、シルヴァルドに接触している限りは中空に投げ出されるという事はない。

   　在贝尔多尔施加的魔法效果下，只要绯月与希瓦尔德接触，就不会被抛到半空中。

   「さて……」

   「那么……」

   　言いながら彼女ははためく髪をかきあげて、自身のうなじを指でなぞる。そこにファミリアはない、彼女のファミリアは現在高橋に貸し与えているからだ。

   　绯月边说边撩起飘扬的头发，用手指轻抚自己的后颈。那里没有法米利亚，因为她的法米利亚现在借给了高桥。

   　彼女の任務は、シルヴァルドが急接近する際に振るわれると予想される、三百メートル近い
     
      鉄
     くろがねの機神アトラスの一撃を防ぐ事。

   　她的任务是，在希瓦尔德急速接近时，挡下铁机神阿特拉斯挥出的，将近三百米长的巨剑。

   　緋月は作戦会議の会話を思い返す。

   　绯月回想起作战会议的对话。

   


   「あのー……」

   「那个……」

   　緋月は自信なげに、控えめに片手を挙げた。

   　绯月没什么自信地举起一只手。

   「あのでかい剣を止めればいいのよね？　それなら私、多分できるけど……」

   「只要挡下那把大剑就行了吧？那我应该办得到……」

   「……大丈夫なのですか？」

   「……没问题吗？」

   　控えめに手を挙げる緋月に対し、そう
     
      訊
     たずねたのはマキナだ。

   　玛姬娜对举手发言的绯月这么问。

   　この中で、一番緋月の力量をわかっているのはマキナである。であればその彼女が、この無理難題を可能と言う緋月に対して問うのは当然である。

   　在这些人之中，最了解绯月实力的就是玛姬娜。因此，她会问说要达成这个难题应该没问题的绯月也是理所当然。

   「う、うん。多分、きっと……いや」

   「嗯、嗯。大概、一定……不。」

   　最初は言葉を濁した緋月だったが、しっかりとした意志を持った声でこう言った。

   　绯月起初还说得含糊，但随即以坚定的语气说：

   「できるわ。私を信じて、全部任せて」

   「我办得到。相信我，全部交给我吧。」

   　色の異なるその
     
      双
     そう
     
      眸
     ぼうには、不安と
     
      怯
     おびえ、そして自信があった。

   　她那双异色的双眸中，有着不安和怯懦，以及自信。

   「わかった」

   「我知道了。」

   　それを聞いたベルトールは静かに首肯する。

   　听到绯月的话，贝尔多尔静静点头。

   「では緋月、
     
      其方
     そなたに任せたぞ」

   「那么绯月，就交给你了。」

   


   　そこからはマキナも口を挟まずに、即決だった。

   　玛姬娜没有插嘴，当场就决定了。

   　主であるベルトールが
     
      是
     ぜとするならば、臣下である彼女がそれ以上口を挟む事はない。

   　既然主人贝尔多尔同意了，身为臣下的她就不会再多说什么。

   　疑いも協議もない即決。異議を唱える者も、手段を問う者もいなかった。

   　没有怀疑也没有商议，当场就决定了。没有人提出异议，也没有人询问手段。

   　ただそこには、信頼だけがあった。

   　在场的，只有信赖。

   　冷静に考えれば、十代の少女がどうこうできる話ではない。

   　冷静想想，这不是十几岁的少女能办到的事。

   　戦闘経験の浅い緋月でも、視界に捉えた巨神が規格外の存在である事くらいはわかる。

   　即使是战斗经验尚浅的绯月，也能看出视野中的巨神是超乎常规的存在。

   　勝つとか倒すとか、そういう次元の相手ではないのだ。

   　它不是能战胜或打倒的对手。

   　だが、『三百メートル近い巨人の持つ、ビルのように大きな剣を防ぐ』という事一点に
     
      於
     おいてだけは、緋月は無理だとは全く思わなかった。

   　但是，『挡下三百米高的巨人手中那把大楼般巨大的剑』，绯月完全不认为自己做不到。

   　やれる。多分、きっと、恐らく、できるはず。

   　能行。大概，一定，恐怕，应该能行。

   　無理だとは思わないが、確証もない。ただ漠然とした、できるという感覚だけが彼女の中にあった。

   　虽然不认为做不到，但也没有确证。她心中只有模糊的，能行的感觉。

   　だがあの中の、誰一人として彼女がそんな大それた事をやってのけると言った事を疑っていない。

   　但是，在场的每个人，都相信她能办到如此夸张的事。

   　
     
      何故
     なぜ、どうやって、そんな事を誰も緋月に問わない。

   　为什么，要怎么做，没有人问绯月。

   「何よりも
     
      ベルトール
     あいつに任せたなんて言われたら、失敗するわけにはいかないわよね……」

   「最重要的是，既然被托付给贝尔多尔了，就不能失败呢……」

   　事情はわからないし聞く余裕もない。なんかでかい竜に乗っているというのも今は
     
      些
     さ
     
      末
     まつな事だ。

   　绯月不知道事情缘由，也没有余裕去问。自己正骑在巨龙身上这件事，现在也显得微不足道。

   　だけど
     
      朋友
     とも達の怒りが伝わってくる。

   　但是，她感受到了朋友们的愤怒。

   　それは彼女が命を張るに、
     
      些
     いささかの不足もない理由である。

   　那是足以让她赌上性命的理由。

   　自分の中の〝力〟が叫んでいる。

   　自己体内的“力量”在呐喊。

   　可能だ、と。できる、と。

   　呐喊着，可能。呐喊着，能行。

   　何故だろう、自分の内なる〝力〟が好きな男の前で良い所を見せたいからすごく張り切っているというやけに具体的な理由がわかってしまう。

   　为什么呢，她知道自己的“力量”因为想在喜欢的男人面前好好表现而非常努力，非常具体的原因。

   「《禍福、我が手中に収め
     
      給
     たまえ》──」

   「《祸福，尽在我掌中》——」

   　短い
     
      祝
     えい
     
      詞
     しょう。

   　简短的祝词。

   　幸運と不運を
     
      司
     つかさどる、己の内に住まう〝力〟の名を呼ぶ。

   　呼唤着司掌幸运和不幸，寄宿于自己体内的“力量”的名字。

   「《
     
      女神
     メルディア・
     
      天生
     インストール》！」

   「《女神天生》！」

   　頭上に
     
      王冠
     クラウンが
     
      戴
     いただかれ、右眼窩に収められた
     
      王珠
     オーブが金色の輝きを放ち、手に
     
      王剣
     ブレイドが握られる。

   　头上戴起王冠，右眼窝中的王珠放出金色的光辉，手中握着王剑。

   「あれって……」

   「那是……」

   「メルディアの力の
     
      残
     ざん
     
      滓
     し、か」

   「梅尔迪亚的力量残渣吗」

   　背後から、高橋とベルトールの声が聞こえる。

   　背后传来高桥和贝尔多尔的声音。

   　それらは女神の
     
      分霊
     コピー。緋月の魂に格納された三種の神器を同時に顕現する事で、禍福の女神の力をその身に宿す降霊術。

   　那是女神的分灵。通过同时显现绯月灵魂中的三种神器，让祸福女神的力量寄宿于身的降灵术。

   　緋月の内に僅かに残った女神メルディアの力を自らの肉体に一時的に降霊させた影響で、
     
      緋
     ひ
     
      色
     いろの瞳が金色に変わる。

   　绯月体内仅存的梅尔迪亚女神之力暂时降临于绯月的肉体，绯色的瞳孔变成了金色。

   「さて──やるか」

   「那么——上吧」

   　黒竜の接近に気付いたアトラスが、デコイの《
     
      滅星
     デル・ステル》を受けながらその手に持つ大剣を振りかぶる。

   　注意到黑龙接近的阿特拉斯，一边承受着诱饵的《灭星》，一边挥舞手中的大剑。

   「
     
      アトラス
     あれの一撃は単なる斬撃ではないな」

   「阿特拉斯的一击并非单纯的斩击呢。」

   　緋月はぽつりと
     
      呟
     つぶやいた。その声は普段よりも
     
      凛
     りんとした音を
     
      奏
     かなでている。

   　绯月喃喃自语。她的声音比平时更加凛然。

   　彼女の金色の
     
      右
     みぎ
     
      眼
     めに映すものは、尋常では見えないものまで
     
      詳
     つまびらかにする。

   　她金色的右眼，连寻常人看不见的东西都能看得一清二楚。

   　振るった剣の切っ先から、扇状に膨大な魔力を放出する機能が付与されている。

   　挥舞的剑尖，被赋予了释放扇状庞大魔力的功能。

   　直線上の
     
      霊素
     エーテルを媒介する《
     
      神槍
     グングニル》と違い、単純に魔力を放出するだけなので
     
      霊素
     エーテル焼却の影響は少なく、《
     
      神槍
     グングニル》に射程と精度で劣るが破壊力で勝る。

   　与以直线上的灵素为媒介的《神枪》不同，因为只是单纯释放魔力，所以受到灵素焚化的影响较小。虽然在射程和精度上不如《神枪》，但破坏力更胜一筹。

   　だが、彼女にはそんなものは無関係だ。

   　但是，这些对她来说都无所谓。

   「新参の神が、どうして
     
      我
     わたしに勝てようか……！」

   「新来的神，怎么可能赢得了我……！」

   　その言葉は、緋月が意識せず自然と
     
      零
     こぼれ出ていた。

   　这句话，是绯月下意识自然脱口而出的。

   　秋葉原の時のように緋月の着ている服に変化はなく、彼女の自意識も女神に塗り潰されるような事はない。彼女の内にあるのは女神の残滓、だがそれでも、緋月に影響を与える程の力を持っていた。

   　绯月身上的衣服没有像秋叶原那时一样发生变化，她的自我意识也没有被女神覆盖。她体内的是女神的残渣，但即便如此，也拥有足以影响绯月的力量。

   　少女の持つ黄金の剣──
     
      王剣
     ブレイドが、更にその輝きを増す。

   　少女手中的黄金剑——王剑，光芒更加耀眼。

   　そして起こったのは
     
      王剣
     ブレイドの
     
      刃
     やいばの巨大化である。正確には薄い黄金の巨大な刃が、
     
      王剣
     ブレイドを覆うように出現したのだ。

   　接着，王剑的剑刃开始巨大化。正确来说，是出现了一把巨大的黄金薄刃，覆盖在王剑上。

   　この戦場にいる者、そして遠巻きに事態を眺めていたゴアール市の人々は巨大な黄金の剣を幻視した。

   　在这个战场上的人，以及在远处观望事态发展的戈尔市居民，都看到了巨大的黄金剑。

   「どぅおりゃああああああああああああああああああ！」

   「喝啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！」

   　夜空の下、アトラスの大剣にも劣らぬ巨大で
     
      燦
     さん
     
      然
     ぜんと輝く黄金剣を、緋月は振るった。

   　在夜空之下，绯月挥舞着不逊于阿特拉斯大剑的巨大黄金剑。

   　女神メルディアの
     
      分霊
     コピーたる
     
      王剣
     ブレイドと、アトラスの大剣が激突する。

   　女神梅尔迪亚的分灵王剑，与阿特拉斯的大剑激烈碰撞。

   　大気が
     
      弾
     はじける音が
     
      轟
     とどろく。

   　大气被震得轰鸣作响。

   　
     
      其
     そは運命を
     
      歪
     ゆがめる
     
      神威
     ちから。

   　那是扭曲命运的神威。

   　幸運と不運の絶対論。

   　幸运与不幸的绝对论。

   　対象の
     
      賽
     さいの目を一番低い出目に、自分の出目を自由に操作する力。あるいは相手の賽を一つに、己の賽を十とする
     
      ズル
     チートの押し付け。

   　将对象的骰子点数变为最低，自由操作自己骰子点数的力量。或者将对手的骰子变为一个，自己的骰子变为十个的作弊。

   　どのような攻撃力を持っていようと、同じ盤上では敗北するという概念。

   　无论拥有怎样的攻击力，在同一盘棋上都会败北的概念。

   　兵器であればいざしらず、神の格は
     
      新型
     あたらしいよりも
     
      旧式
     ふるい方が上なのは道理。

   　如果是兵器的话姑且不论，神的等级是旧式比新型更高，这是理所当然的。

   　結果として引き起こったのは、アトラスの大剣から発動するはずの魔力による破壊攻撃が、不発となった事。

   　结果，阿特拉斯的大剑本应发动的魔力破坏攻击，没有发动。

   　剣と剣のぶつかり合いで、質量的にも魔力の出力的にも負けるはずのないアトラスの方が弾き飛ばされた事だ。

   　在剑与剑的碰撞中，无论是质量还是魔力输出都不应该落败的阿特拉斯被弹飞了。

   　ヒトがぶつかった壁をすり抜けるのと同等の
     
      確率
     りろん。それを現実に引き起こしたのである。

   　这与人撞到墙壁后穿过去是同等的概率。而它在现实中发生了。

   　それは魔法ではなく
     
      神
     しん
     
      威
     いと呼ばれるもの。神性が持つ超常の力である。

   　这不是魔法，而是被称为神威的东西。是神性所拥有的超常力量。

   　馬鹿な、と。機械の神が驚いているのが緋月には手に取るようにわかる。

   　绯月很清楚，机械之神正为这荒唐的结果感到惊讶。

   　だからこう思う。

   　所以，他这么想。

   「ざまみろ」

   「活该。」

   　秋葉原にいた頃はメルディアを封印していた事によって緋月が持つ魔力の大部分が抑えられていたが、彼女本来の魔力容量だけでいえば六魔侯にも匹敵し、そこに
     
      女神
     メルディアを
     
      降霊
     うわのせする事で六魔侯をも
     
      凌
     りょう
     
      駕
     がする魔力を獲得できるのである。

   　在秋叶原时，由于梅尔迪亚被封印，绯月的魔力大部分都受到抑制，但光是她原本的魔力容量就足以匹敌六魔侯，再加上降灵女神，便能获得凌驾六魔侯的魔力。

   　秋葉原で完全に顕現した時程には至らない。が、緋月は日に一度だけではあるが、己の魂の奥底に眠っていた女神の
     
      神
     しん
     
      威
     いの一端を引き出す事に成功していたのだ。

   　虽然还不到在秋叶原完全显现的程度，但绯月成功地在一天之内，引出沉睡于自己灵魂深处的女神神威的一部分。

   「さて……」

   「接下来……」

   　ただ一つ、緋月が未熟故にこの
     
      神
     しん
     
      威
     いには
     
      欠点
     デメリットが存在していた。

   　由于绯月还不成熟，因此这股神威存在一个缺点。

   　受けた幸運に対し、同規模の不運でバランスを取ろうとする欠点だ。

   　那就是，女神会以同等规模的不幸，来平衡自己所受的幸运。

   「ふー……この後どうしようかしらね……」

   「呼……之后该怎么办呢……」

   　降霊が解け、神器が消え、
     
      神
     しん
     
      威
     いを失った浮遊感が彼女を襲う。

   　降灵解除，神器消失，失去神威的飘浮感袭向她。

   　そして自由落下が開始した。

   　接着，她开始自由落体。

   　アトラスの一撃を防いだ代償として、緋月は竜の背中から足を滑らせて落下する不運が発動した。

   　为了抵挡阿特拉斯的一击，绯月发动了从龙背上滑落的不幸。

   　下は極寒の海。

   　下方是极寒的海洋。

   「し、死ぬかも〜……！」

   「会、会死掉啦～……！」

   　旧式の神を宿す少女が、墜落していく。

   　寄宿着旧式之神的少女，坠落而下。

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   　シルヴァルドは飛ぶ。

   　希瓦尔德飞翔。

   　重力に逆らわず、方向は下向きに。

   　不抵抗重力，方向朝下。

   　しかし落下ではない、下に向かって、海に向かって飛んでいるのだ。

   　但那并非坠落，而是朝下方、朝海面飞翔。

   　天を
     
      衝
     つく捻じくれた二本の角を戴く竜が、巨体を飛ばす。

   　头上长着两根冲天的扭曲犄角的龙，驱使着巨大的身躯飞翔。

   　漆黒の
     
      鱗
     うろこと甲殻、巨大な両翼、鋭い
     
      鉤
     かぎ
     
      爪
     づめ、
     
      強
     きょう
     
      靭
     じんな
     
      顎
     あぎと、太く長い尻尾、金色の竜眼。

   　漆黑的鳞片与甲壳、巨大的双翼、锐利的钩爪、强韧的下颚、粗长的尾巴、金色的龙眼。

   　この
     
      猛
     たけ
     
      々
     だけしい姿こそ、
     
      黒
     こく
     
      竜
     りゅう
     
      侯
     こうシルヴァルド。

   　这威猛的身姿，正是黑龙侯希瓦尔德。

   　そこにあるのは少女の姿ではなく、ヒト化を解いたシルヴァルド本来の竜の姿だ。

   　在那里的是少女的身姿，而是解除人化后的希瓦尔德原本的龙之身姿。

   　この惑星の重力と大気の密度では、彼女の竜体の形状で飛行するのは不可能である。

   　以这颗星球的重力与大气密度，以她的龙体形状飞行是不可能的。

   　彼女の質量が、骨格が、翼の形状が、この世界に君臨する物理の法則が、竜という存在の飛行という現象を否定する。

   　她的质量、骨骼、翅膀的形状，君临这世界的物理法则，都否定了龙这种存在的飞行现象。

   　飛べるはずがない。だが事実として飛んでいるという矛盾。

   　不可能飞得起来。但事实上她却在飞，这是矛盾。

   　それが物理法則を無視している行為であるとすれば、竜の飛行とは真に魔法である。

   　如果这是无视物理法则的行为，那么龙的飞行就是真正的魔法。

   　
     
      曰
     いわく、竜は竜だから飛べるのだ。

   　据说，龙是因为是龙所以才飞得起来。

   　
     
      羽撃
     はばたくだけで周囲の
     
      霊素
     エーテルが揚力を生み、飛行魔法と同等の働きをし、彼女を重力の呪縛から解き放ち、空へと
     
      誘
     いざなう。竜が空を飛ぶのではない、空が竜を飛ばすのだ。

   　只是拍动翅膀就能使周围的灵素产生升力，发挥与飞行魔法同等的效果，将她从重力的咒缚中解放，引诱至空中。不是龙在空中飞，而是天空让龙飞。

   　ヒトはそれを──竜翼効果と呼んだ。

   　人类将之称为——龙翼效果。

   『──見事』

   『——漂亮。』

   　シルヴァルドは何やら悲鳴を上げながら落下していく金髪の少女を視界の端に収めながら内心で称賛を送っていた。

   　希瓦尔德将发出某种惨叫坠落的金发少女纳入视野一角，同时在内心称赞。

   　空中で拾うタイミングがないが、あれだけの事をやってのけた少女ならばきっと大丈夫だろうと信用していた。

   　虽然没有机会在空中接住她，但相信那个少女一定能平安着陆。

   　
     
      緋
     ひ
     
      月
     づきの功績は大きかった。

   　绯月的功劳很大。

   　彼女以外でアトラスの大剣を防ぐには、勇者の聖剣かシルヴァルドがその身を
     
      挺
     ていするかしかなかった。

   　除了她以外，能挡住阿特拉斯的大剑的，就只有勇者的圣剑或希瓦尔德挺身而出。

   　グラムはマキナの護衛につく必要があったし、仮にシルヴァルドが受けていれば、乗っている
     
      高
     たか
     
      橋
     はしとベルトールが大剣の巻き添えを食らって作戦は失敗していた事だろう。

   　古兰必须保护玛姬娜，而如果由希瓦尔德来挡，坐在上面的高桥和贝尔多尔就会被大剑波及，作战也会失败。

   　ヒトの女は好きだ。その上強く美しければもはや何も言うことはない。

   　他喜欢人类女性。如果还强大美丽的话，那就无可挑剔了。

   　シルヴァルドにとって、彼女が好ましいと思っているヒトという存在に抱く感情は、ヒトがペットや小動物に抱く感覚に近い。

   　对希瓦尔德来说，他对喜欢的人类所抱持的感情，近似于人类对宠物或小动物所抱持的感情。

   　毛並みがいい、利口である、強い、だから気に入る。

   　毛色漂亮、聪明、强大，所以中意。

   　
     
      庇
     ひ
     
      護
     ご、もしくは捕食の対象でしかない。

   　只是庇护，或是捕食的对象。

   　ただ一人を除いては、竜とヒトは決して対等の存在ではない。

   　除了一个人以外，龙和人类绝非对等的存在。

   　
     
      青
     あお
     
      葉
     ばも、そうだ。

   　青叶也是。

   『であっても、だ』

   『即使如此。』

   　自身を信仰した者の魂を受け継いでいてくれた、己の信徒には違いない。

   　继承了信仰自己的人的灵魂，毫无疑问是自己的信徒。

   『
     
      彼奴
     あやつを殺した報いは受けてもらうぞ、神
     
      擬
     もどき』

   『我要你为杀了那家伙付出代价，伪神。』

   　己の目的はアトラスに取り付く、ただそれだけ。

   　自己的目的只是附身在阿特拉斯身上。

   　翼を羽撃かせ、音を置き去りにして加速する。

   　拍动翅膀，将声音抛在身后加速。

   　そのまま勢いを殺さずに、機神に激突した。

   　就这样不减缓势头，猛烈撞上机神。

   『ゴ』

   『咕。』

   　前肢、後肢、爪、尾、牙、全てを使って機神に襲いかかる。

   　前肢、后肢、爪子、尾巴、牙齿，用上全身袭向机神。

   『アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！』

   『啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！』

   　黒竜は
     
      咆
     ほう
     
      哮
     こうと共に、
     
      顎
     あぎとで
     
      喰
     くらいつき、鉤爪で引き
     
      摑
     つかむ。

   　黑龙咆哮着，用下颚咬住，用钩爪抓住。

   　鋼を引き裂く甲高い音が、海上に鳴り響いた。

   　撕裂钢铁的尖锐声音在海上响起。

   　滅びの星と滅びの火でも傷が付かなかったアトラスの
     
      身体
     からだに、初めて裂傷が生まれた。

   　连毁灭之星和毁灭之火都无法伤到的阿特拉斯的身体，第一次出现了裂伤。

   　
     
      遥
     はるか太古の時代に竜の神として
     
      祀
     まつられたモノの爪と牙は、
     
      神
     せかいの
     
      理
     ことわりにすら傷をつけた。

   　在遥远的太古时代被当作龙神祭祀的生物的爪子和牙齿，甚至伤到了神之理。

   　だがしかし、神体に傷を付けるとも、機神を倒すまでは至らない。

   　但是，即使伤到了神体，也不至于打倒机神。

   　振り
     
      解
     ほどかれるのは時間の問題だ。

   　被甩开只是时间问题。

   　だから──

   　所以——

   『
     
      征
     いけ！』

   『去吧！』

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   『征け！』

   『去吧！』

   　姉の声に背中を押されながら、ベルトールは片手に魔剣を持ち、片手に高橋を抱きかかえてシルヴァルドからアトラスの頭部に飛び移る。

   　在姐姐的声音的推动下，贝尔多尔单手拿着魔剑，单手抱着高桥，从希瓦尔德跳到阿特拉斯的头上。

   　アトラスからすればベルトールと高橋は
     
      蝿
     はえのような存在だ。無視してもいいが、周りを蝿が飛んでいるのは鬱陶しい。

   　对阿特拉斯来说，贝尔多尔和高桥就像苍蝇一样。虽然可以无视，但苍蝇在周围飞来飞去还是很烦人。

   　だから機神は振り払おうとするも、巨竜が組み付いて思うように動けない。

   　所以机神想要挥开，但巨龙缠着不放，无法随心所欲地行动。

   　焼却されたアトラスの周囲の
     
      霊素
     エーテルはほぼ戻っており、蝿を撃ち抜こうと《
     
      神槍
     グングニル》を起動する。

   　阿特拉斯周围被烧毁的灵素几乎都恢复了，他启动《神枪》想要击穿苍蝇。

   『させるか……！』

   『休想……！』

   　竜が握った巨大な拳がアトラスの顎を捉え、その頭部を上方に
     
      撥
     はね上げる。発射された《
     
      神槍
     グングニル》が、シルヴァルドの一部を焼き切りながら天を貫いた。

   　龙握着的巨大拳头击中了阿特拉斯的下颚，将它的头部向上拨起。发射的《神枪》烧断了希瓦尔德的一部分，贯穿了天空。

   　空で風を感じながら、ベルトールは思う。

   　贝尔多尔在空中感受着风，心想。

   　全員が全員、完璧に作戦をこなしている。

   　所有人都完美地完成了作战。

   　作戦はそう複雑なものではない。

   　作战并不复杂。

   　アトラスの攻撃を全て
     
      搔
     かい潜り、高橋をアトラスに取り付かせ、アトラスを構成している魔法を内側から破壊する。

   　躲过阿特拉斯的所有攻击，让高桥附着在阿特拉斯身上，从内侧破坏构成阿特拉斯的魔法。

   　それだけだ。

   　仅此而已。

   　ベルトールはこの戦いに、大した意義を感じていない。

   　贝尔多尔并不觉得这场战斗有什么重大意义。

   　この神によって世界が支配される事を止めるという目的でもない。

   　也不是为了阻止这个神支配世界。

   　青葉という
     
      朋
     ほう
     
      友
     ゆうの
     
      仇
     あだ
     
      討
     うちという極めて個人的な感情だけが、彼を突き動かしていた。

   　只是想为名为青叶的朋友报仇的极其个人的感情，驱使着他行动。

   「銀天に誇れ──《ベルナル・ディル》」

   「以银天为傲——《贝尔纳尔・迪尔》」

   　手に持つ黒の魔剣が、銀の光を放つ
     
      霊素
     エーテルの刃へと変貌する。

   　手中的黑色魔剑，变成了散发银光的灵素之刃。

   　そして着地と同時、その刃をアトラスの頭へと突き立てる。隔離
     
      祭
     さい
     
      祀
     し場の封印を解除した時と同じように、魔剣を接続の媒介として利用するのだ。

   　然后在着地的同时，将那把剑刺入阿特拉斯的头部。和解除隔离祭祀场的封印时一样，将魔剑作为连接的媒介来利用。

   　不死のように身体の構成を変えた上でエーテルネットワーク規模の論理強度を手に入れ、物理的にも、魔法的にも一切の攻撃が通らない身体に、
     
      霊素
     エーテルの刃が突き立った。

   　灵素之刃刺入了像不死一样改变了身体构成，获得了以太网络规模的逻辑强度，无论在物理上还是魔法上，任何攻击都无效的身体。

   　仮に、生きている魔法であるアトラスに
     
      霊素
     エーテルで干渉できないのであれば、アトラスもまた
     
      霊素
     エーテルに干渉できないはず。つまりは
     
      霊素
     エーテルを媒介とする《
     
      神槍
     グングニル》等も使えない事となる。

   　假设灵素无法干涉活着的魔法阿特拉斯，那么阿特拉斯应该也无法干涉灵素。也就是说，以灵素为媒介的《神枪》等魔法应该也无法使用。

   　だがそれらを使えていた以上、
     
      霊素
     エーテルで干渉できるのは道理。魔法という共通規格に存在する、『魔法は
     
      霊素
     エーテルによって干渉できる』というセキュリティホールを突いたのだ。

   　但是既然能使用这些魔法，那么灵素能够干涉它也是理所当然的。这是存在于魔法这个共通规格中的“魔法能够被灵素干涉”的安全漏洞。

   　ベルトールは
     
      歯
     は
     
      嚙
     がみする。自分が最も楽な仕事だ、と。

   　贝尔多尔咬紧牙关。自己负责的工作是最轻松的。

   　自分の
     
      会
     え
     
      得
     とくした
     
      霊
     れい
     
      竄
     ざんの技術など
     
      側
     そばにいる少女の持つ技術と比べれば児戯に等しい。だからここから先は高橋にしかできない、この天賦の才を持つ
     
      魔導士
     ウィザードに任せるしかない。

   　自己掌握的灵窜技术，和身旁的少女拥有的技术相比，简直就像儿戏一样。所以接下来只有高桥才能做到，只能交给拥有这个天赋的魔导士了。

   　それらの
     
      想
     おもいを全て
     
      吞
     のみ込んで、託す。

   　他将这些想法全部吞下，托付给高桥。

   「高橋。後は
     
      其方
     そなたの独壇場だ」

   「高桥。接下来就是你的独角戏了」

   「うん」

   「嗯」

   　ベルトールの言葉に、高橋は
     
      頷
     うなずきで応える。

   　高桥点头回应贝尔多尔的话。

   　高橋が、魔剣の柄尻に触れた。

   　高桥触碰魔剑的剑柄。

   　制御を間違えたら死の代償のある魔剣だが、その制御は全てベルトールが
     
      担
     になっている。

   　这是一把控制失误就会付出死亡代价的魔剑，但控制权完全掌握在贝尔多尔手中。

   　魔剣を介し、高橋は
     
      神
     アトラスと接続する。

   　高桥通过魔剑，与神连接。

   


   「任せたぞ」

   「交给你了」

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   　落下する時に感じるような、一瞬の浮遊感。

   　仿佛坠落时的瞬间的漂浮感。

   　高橋は、緋月に借りたファミリアを使い、《ベルナル・ディル》によって接続されたアトラスの術式に
     
      没入
     ダイブした。

   　高桥使用从绯月那里借来的法米利亚，潜入了通过《贝尔纳尔・迪尔》连接的阿特拉斯的术式。

   　接続し、没入する際に
     
      対侵入防壁
     ブラックアイスを含めた論理防壁の一切が存在せず、すんなりと術式の中枢へと
     
      辿
     たどり着いた。

   　连接，潜入的时候，没有包含防入侵屏障在内的任何逻辑屏障，顺利到达了术式的中枢。

   　命の危険が伴う没入を行う際には、《スケープゴート》や《石ころ
     
      蓑
     みの》と言った防御用アディショナルユニットを装着するのが常識である。だが、そんな物を用意している時間はなかったので、このセキュリティのザルっぷりは高橋にとっては好都合だった。

   　进行伴随生命危险的潜入时，装备《替身》和《石蓑》等防御用追加单元是常识。但是，没有时间准备这些，所以这种漏洞百出的安全措施对高桥来说正好。

   　アトラスの構成する術式を視覚情報として落とし込み、ファミリアが表示した仮想の空間が広がる。

   　将阿特拉斯构成的术式作为视觉信息下载，法米利亚显示的虚拟空间展开。

   　エーテルネットワークが
     
      混
     こん
     
      沌
     とんとした星の海とするならば、アトラスの術式は海の中にできた人工的な渦だ。

   　如果以太网络是混沌的星海，那么阿特拉斯的术式就是海中形成的人工漩涡。

   　低速度撮影された天体のように、
     
      虚
     うつろの海の中で光が混ざり合って高速で回転し、渦を形成している。

   　就像低速拍摄的天体一样，虚之海中的光混合在一起高速旋转，形成漩涡。

   　アトラスの術式がエーテルネットワーク並みの規模であるならば、エーテルネットワークという術式を視覚化できるソフトウェアに互換性がある事は予想済みだった。

   　如果阿特拉斯的术式规模与以太网络相当，那么以太网络这个术式与能够将其视觉化的软件具有互换性，这是可以预料的。

   　エーテルネットワークと異なるのは、その光の渦は機械同士の通信によるものではなく、強制的に指向された信仰──
     
      即
     すなわち情報化された横浜市民の魂であるという事だ。

   　与以太网络不同的是，这个光之漩涡不是由机器之间的通信形成的，而是强制指向的信仰——即横滨市民的信息化灵魂。

   『何だ……お前は……どうやって入ってきた』

   『什么……你……是怎么进来的』

   　姿のない父祖の、驚いたような声が高橋の頭に響く。

   　无形的父祖惊讶的声音在高桥的脑海中响起。

   　困惑は当然だ。完璧だと思っていた自分の中に異物が入り込んでいるのだ。

   　困惑是当然的。因为认为完美的自己体内被异物入侵了。

   『私の中に……入ってくるな！』

   『不要……进入我的体内！』

   　言葉と共に光の渦の一部が波となって高橋の全身を飲み込む。

   　伴随着话语，光之漩涡的一部分化为波浪，吞噬了高桥的全身。

   　それは脳が焼け切れそうな程の膨大な量の
     
      情報嵐
     データストーム。論理防壁を持たない父祖の持つ唯一の
     
      免疫機能
     セキュリティ。

   　那是足以烧断大脑的庞大信息风暴。这是没有逻辑防壁的父祖拥有的唯一免疫机能。

   　常人であれば脳が焼き切れるであろう情報の暴風の中で、だが高橋自身の持つ処理能力はそれらを受け流す。それは魔法戦の才能を持たぬ少女が持ち得た才能であった。

   　在常人的话大脑会被烧断的信息暴风中，高桥自身拥有的处理能力将其化解。这是没有魔法战才能的少女拥有的才能。

   『何をするつもりだ！　
     
      止
     やめろ！　お前は罪を犯そうとしている！　世界平和
     
      成
     じょう
     
      就
     じゅの邪魔を！　悲願達成を！　この残酷で混沌とした世界を正す事、それは正義だ！』

   『你打算做什么！住手！你打算犯罪！妨碍世界和平的成就！妨碍夙愿的达成！纠正这个残酷而混沌的世界，这是正义！』

   「黙れよ」

   「闭嘴。」

   　それは本人ですら今まで聞いた事のない、冷たい殺意を
     
      孕
     はらんだ声だった。

   　那是连本人至今为止都没听过，蕴含着冰冷杀意的声音。

   「あんたの説教なんざ、金
     
      貰
     もらっても聞きたかないね。あたしはあんたを殺しに来てて、あんたは大人しく殺される。それだけのシンプルな話なんだよ」

   「你的说教，就算给我钱我也不想听。我是来杀你的，你就老老实实被杀。只是这么简单的事。」

   「ま、待て！　私を殺せば一万の市民も──」

   「等、等等！杀了我的话，一万市民也——」

   　高橋は父祖の声をシャットアウトし、
     
      情報嵐
     データストームから自身を守るプロテクト用の術式を瞬時に構築する。

   　高桥屏蔽父祖的声音，瞬间构筑保护自己不受信息风暴伤害的术式。

   　高橋は
     
      彼
     ひ
     
      我
     がの実力差を完全に把握していた。父祖は
     
      霊竄戦
     れいざんせんにおいてはズブの
     
      素人
     しろうとだ。基本的なデコイもマスクもスプーフィングもウィッカーマンも、駆け引きすら必要ない。

   　高桥完全掌握了敌我之间的实力差距。父祖在灵窜战上是彻头彻尾的外行。基本的诱饵，伪装，欺骗，巫师，都不需要任何策略。

   　高橋のやる事はシンプル。

   　高桥要做的事很简单。

   「殺す」

   「杀掉。」

   　たくさんの他人と、少しの顔見知りと、一人の友人を殺す事。

   　杀掉许多陌生人，一些熟人，和一个朋友。

   　横浜市という都市の一万の
     
      人造人間
     ホムンクルス達の魂を皆殺しにする事。

   　杀掉横滨市这个都市里的一万个造人灵魂。

   　即ちは、この渦の破壊だ。

   　也就是破坏这个漩涡。

   「殺してやる……あんたを殺す事なんて簡単なんだ。神だのなんだの言って偉そうにヒトの命弄んでいたけど、あんたはただのクソッタレな
     
      下種
     げす野郎でしかない。センスのない
     
      汚
     きたねえ術式組みやがって、ぶっ殺してやる……！」

   「我要杀了你……要杀掉你很简单。虽然你自以为是神，玩弄他人的生命，但你只是个混账下三滥。竟然组成了没有品味的肮脏术式，我要杀了你……！」

   　
     
      高
     たか
     
      橋
     はしは３Ｄキーボードと思考キーボードを同時操作し、何枚もウィンドウを表示する。

   　高桥同时操作3D键盘和思考键盘，显示了多个窗口。

   　実行するのは、即興で組み上げた神殺しの毒、術式改変ウイルス。

   　执行的是即兴组成的弑神之毒，术式改变病毒。

   　術式を構成している呪文の一部を削除、変更
     
      等
     などの
     
      改
     かい
     
      竄
     ざんを行って魔法というプログラムに
     
      論理破綻
     エラーを起こさせるマルウェアであり、魔法という事象であるならば全てに対応する汎用性の高さを持つ。

   　这是删除，变更构成术式的部分咒文，让魔法这个程序产生逻辑错误的恶意软件，只要是魔法这个现象，就能对应所有情况，具有高度通用性。

   　横浜市の外ではありふれた、
     
      霊竄士
     エーテルハッカーにとっては
     
      玩具
     おもちゃのような代物で、ファミリアに標準搭載されているセキュリティ対策ソフトでも容易に防ぐ事が可能だ。

   　这是在横滨市外很常见，对灵窜士来说是玩具一样的东西，法米利亚的标准搭载安全对策软件也能轻易防御。

   「でも
     
      父祖
     あんたは別でしょ。この程度の玩具すら防ぐ事はできない……！　こんなくだらない、つまらない玩具で殺されるんだよ！」

   「但是父祖不一样吧。连这种程度的玩具都防不住……！你会被这种无聊，无趣的玩具杀掉！」

   　これが矛盾を容認する第一法を踏破したエーテルネットワークであるならば、ウイルスを流し込んでも大海に小石を投げ入れるような無意味な行為である。エーテルネットワーク自体が自動的に術式を修復してしまうからだ。

   　如果是通过了容许矛盾的第一法的乙太网络，就算注入病毒，也是像在大海里丢小石头一样毫无意义的行为。因为乙太网络本身会自动修复术式。

   　だが、信仰によって作られた頑健だが画一的な論理強度を得たアトラスの完璧な術式は、第一法を踏破していない。矛盾を許さない。

   　但是，通过信仰制作的，虽然坚固但获得了一致的理论强度的阿特拉斯的完美术式，并没有通过第一法。不允许矛盾。

   　接続して確信した。エーテルネットワークと同規模でありながら、エーテルネットワークの混沌を獲得できていない。

   　连接之后高桥确信了。虽然和乙太网络同规模，但没有获得乙太网络的混沌。

   　たった一文の呪文を書き換えられた魔法は
     
      論理破綻
     エラーを起こし、それはドミノを倒すように連鎖的に破綻し、渦は消滅するだろう。

   　仅仅一句咒文被改写，魔法就会发生逻辑错误，然后像推倒多米诺骨牌一样连锁性地发生错误，漩涡就会消灭吧。

   　結果として引き起こるのは、この渦の信仰力によって動いている
     
      六
     りく
     
      道
     どう機関が停止し、魔力の供給がなくなり、アトラスという魔法が消滅するという事である。

   　结果引发的，是通过这个漩涡的信仰力运作的六道机关停止，没有了魔力的供给，阿特拉斯这个魔法就会消灭。

   　父祖、信仰、そしてエーテルネットワークと同規模の巨大な術式というワードを聞いた時点で、高橋には神の殺し方が頭で構築できていた。

   　在听到父祖，信仰，以及和乙太网络同规模的巨大术式这些单词的时候，高桥的头脑里就构筑了杀死神的方法。

   　外部からの攻撃に対しては無敵に近い力を保持するアトラスも、内部は無防備同然。それを見抜く事ができたのは、恐らくこの世界で高橋ただ一人だけだ。

   　阿特拉斯面对外部攻击，拥有近乎无敌的力量，但内部却毫无防备。能看穿这一点的，恐怕只有高桥一人。

   　後は術式改変ウイルスを実行する。ただそれだけ。彼女が生き残った時点で、勝利は確定していたのだ。

   　之后只要执行术式改写病毒。仅此而已。在她活下来的时候，就已经确定胜利了。

   　３Ｄキーボードの実行キーを押せば、全てが終わる。

   　只要按下3D键盘的执行键，一切就结束了。

   「押せ……」

   「按下去……」

   　後悔、無理、やだ、もしかしたら、救けられる、奇跡が起きるかも、殺したくない、
     
      青
     あお
     
      葉
     ば、青葉、青葉。言葉の断片が思考を巡る。

   　后悔，不行，不要，说不定，能得救，说不定会发生奇迹，不想杀她，青叶，青叶，青叶。话语的碎片在脑中盘旋。

   　もしかしたら、青葉の肉体が戻るかも。

   　说不定，青叶的肉体能恢复。

   　もしかしたら、他の器に魂を入れられるかも。

   　说不定，灵魂能进入其他容器。

   　もしかしたら、何か都合のいい奇跡が起きるかも。

   　说不定，会发生什么美好的奇迹。

   　もしかしたら、全部
     
      上手
     うまくいくかも。

   　说不定，一切都会顺利。

   　もしかしたら、もしかしたら、もしかしたら、もしかしたら、もしかしたら。

   　说不定，说不定，说不定，说不定，说不定。

   　だがこの渦を見た高橋は、感情とは裏腹に冷静に頭で理解してしまっていた。

   　但是，看到这个漩涡的高桥，和感情相反，头脑冷静地理解了。

   　一万の果実で作ったミックスジュースから、一つの果実を抽出するのは不可能だという事を。

   　从一万颗果实做成的混合果汁中，不可能抽出一颗果实。

   　もう青葉は、助からない事を。

   　青叶已经没救了。

   　青葉は死んだのだ。皮膚が、肉が、骨が目の前で消え去って光となって死んだのだ。

   　青叶已经死了。皮肤、肉、骨头在眼前消失，化为光死去。

   　だからせめて、自分の手で。

   　所以至少，要亲手。

   「押せよぉ……！」

   「按下去啊……！」

   　
     
      創作
     フィクションでこういう場面で
     
      躊躇
     ためらう登場人物を見て、その度に
     
      憤
     いきどおってきただろう。

   　在创作中看到这种场面时，她总会对犹豫不决的登场人物感到愤慨。

   　自分なら
     
      躊
     ちゅう
     
      躇
     ちょなくやると、自分なら打算や情に押し流されず、効率だけ考えてできると、そう信じていただろう。

   　她相信，如果是自己就会毫不犹豫地动手，不会被算计和感情左右，只会考虑效率。

   　化け物になった仲間、意思をなくした家族、殺さねばならない恋人をその手に掛ける事に葛藤する主人公や登場人物を冷笑していた。

   　她曾对变成怪物的同伴、失去意识的家人、不得不杀死恋人而陷入纠结的主人公和登场人物嗤之以鼻。

   　所詮は創作なのだから、と。

   　她觉得，那不过是创作罢了。

   　自分はすぐにやるのに、と。

   　她觉得，自己马上就能做到。

   　ただ自分がその立場に回ってきた。それだけのこと。

   　而现在，她自己也陷入了同样的境地。仅此而已。

   　たった数日、寝食を共にしただけの言ってしまえば他人だ。ただそれだけの関係。

   　只不过是一起生活了几天的外人，仅此而已。

   　ならば、できるはずだ。躊躇わずに。

   　那么，她应该能做到。毫不犹豫地。

   　高橋は言わなかったし、他の皆も
     
      訊
     きかなかったが、機神を止めるという事は青葉を、横浜市の住民を殺すという事はみんなわかっていたはずだ。

   　高桥没有说，其他人也没有问，但大家应该都知道，阻止机神就意味着要杀死青叶和横滨市的居民。

   　皆、無条件に高橋の言葉を信じてくれたし、彼女自身も無理だとは思わなかった。

   　大家都无条件地相信了高桥的话，她自己也不觉得做不到。

   　そして実際、こうして目的達成目前に来ている。

   　实际上，他们也即将达成目的。

   　だが──

   　但是——

   「できないよ……」

   「做不到……」

   　無理だった。

   　她做不到。

   「友達を殺すなんて、できないよ……」

   「我做不到，杀死朋友这种事……」

   　なんて格好悪い。

   　多么难看。

   　なんて無様。

   　多么丢人。

   　あの日、狭い中華料理屋でマキナと
     
      緋
     ひ
     
      月
     づきに言った言葉が跳ね返ってくる。

   　那一天，在狭窄的中华料理店里对玛姬娜和绯月说的话，如今原封不动地回到自己身上。

   　──マジー？　あたしあそこさっさと
     
      殺
     やれや！　って気分で
     
      観
     みてたけど。

   　——真的假的？我可是抱着“快点去杀了他！”的心情看的。

   　──そもそもさー、あたしなんつーの？　リアリストだからああいう殺すだの殺さないだの葛藤する展開って好きじゃないんだよね。さっさと殺れやっつー、ぬるい事してんじゃねーよってね。

   　——说到底啊，我啊，怎么说呢？我是现实主义者，所以不喜欢那种纠结于杀不杀的展开。快点杀了他啊，别磨磨蹭蹭的。

   　──殺すね！　もしあたしがそういう場面になったとしたら
     
      潔
     いさぎよく
     
      介
     かい
     
      錯
     しゃくしてやるね！　そりゃもうノータイムよ。

   　——我会杀的！如果我遇到那种场面，我会果断地帮他介错的！当然不会犹豫。

   　こういう場面で迷わずバシッと決めるのが格好いいと思っていたのに。

   　她一直觉得在这种情况下毫不犹豫地做出决定很帅。

   　そんなんだから自分は何者にもなれはしないのだ。

   　就是因为这样，她才成不了任何人物。

   　勇者にも魔王にもなれない。きっと小悪党にもなれはしない。

   　既当不了勇者也当不了魔王。肯定也当不了小恶党。

   　いろんな世界を見せると言った。

   　她说过要带他去各种各样的世界。

   　外に行こうと約束した。

   　约好了要带他出去。

   　色んなものを見て、遊び、一緒に生きようと思った。

   　想和他一起看各种各样的东西，一起玩，一起生活。

   　あの笑顔が思い浮かんでしまい、手が震え、止まる。

   　她的脑海中浮现出那张笑脸，手颤抖着停了下来。

   　だって、あの子はまだ二歳なのだ。

   　因为，那孩子才两岁。

   『タカハシ』

   『高桥』

   　声が聞こえる。

   　她听到了声音。

   　知っている声が。

   　是她熟悉的声音。

   　群体が溶け合い、個となった情報の渦の中から。

   　从群体融合在一起，成为个体的情报漩涡中传来。

   『私、ね』

   『我啊』

   　顔を上げると、よく知った少女の姿があった。

   　她抬起头，看到了熟悉的少女。

   　それはこの仮想の空間の中で、過剰なまでの
     
      情報嵐
     データストームが見せた幻か。

   　这是这个虚拟空间中，过剩的情报风暴让她看到的幻觉吗？

   　
     
      輪
     りん
     
      廻
     ねする魂の情報から累積したキャッシュが作り出したバグか。

   　还是从轮回的灵魂情报中累积的缓存中产生的错误呢？

   　精神的に追い詰められた高橋の脳が見せる都合のいい妄想か。

   　还是被逼到绝境的高桥的脑中产生的妄想呢？

   　あるいは──古き竜の
     
      姫
     ひめ
     
      巫
     み
     
      女
     この魂を原型に持ち、
     
      人造人間
     ホムンクルス達の中で最も確立した個を獲得したイレギュラー故に起きた奇跡か。

   　又或者是——以古龙的姬巫女的灵魂为原型，在人造人中获得最明确的个体的异常者所引发的奇迹呢？

   　それは誰にもわからない。きっと、神にすらわからない。

   　谁也不知道。就连神也不知道。

   　ただ高橋だけは理論ではなく感覚でわかっていた。これはきっと、奇跡ではないと。

   　只有高桥不是用理论，而是用感觉知道。这肯定不是奇迹。

   『
     
      貴方
     あなたの事が嫌いでした』

   『我讨厌你』

   「……」

   「……」

   『明るくて、なんでも知っていて、優しくて、そんな貴方が妬ましかった、羨ましかった……貴方を近くで見ていると、自分がどれだけちっぽけで、何もない人間かはっきりと自覚させられるようで……そんな私の手を取って、希望を見せてくれた貴方が、私は……心底恨めしい。貴方と一緒に外に行けなくて、私は本当に、悔しい』

   『开朗，无所不知，温柔，我嫉妒你，羡慕你……在你身边看着你，让我清楚地意识到自己是多么渺小，多么一无是处的人……我打从心底憎恨着牵起我的手，让我看到希望的你。不能和你一起出去，我真的好不甘心』

   　その言葉は本心なんかではない。

   　这些话不是真心的。

   　この子は、わざと自分に嫌われようとしているんだと高橋にはわかっていた。

   　高桥知道，这孩子是故意让自己讨厌的。

   　高橋の背中を押すために、覚悟を決めさせるために、迷わぬように、彼女に罪悪感を抱かせぬように。

   　为了推高桥一把，为了让她下定决心，为了不让她犹豫，为了不让她有罪恶感。

   　慣れない憎まれ口をきいて、でもいい子なのが隠せてなくて。

   　她说了不习惯的坏话，但还是藏不住她是个好孩子。

   　最後の最後まで、他人を
     
      慮
     おもんぱかるなと、そう高橋は憤る。

   　直到最后的最后，她都想着别人，高桥对此感到愤怒。

   　だから、と言って少女が続ける。

   　所以，少女继续说道。

   『ねえ。そんな大嫌いな貴方にしか頼めないのです。貴方が、私達を……私を終わらせてください。他の誰でもなく──タカハシ、貴方の手で』

   『呐，我只能拜托最讨厌的你了。请你……结束我们的生命。不是其他人——高桥，而是由你亲手。』

   　頭の中に、少女と過ごした時の言葉が駆け巡る。

   　脑海中闪过和少女一起度过的时光。

   　──私も外の世界に行きたいです。

   　——我也想去外面的世界。

   　──タカハシがお姉さんになってくれるなら……
     
      嬉
     うれしい……です……。

   　——如果高桥能当我的姐姐……我会……很高兴……

   　妹が欲しかった。

   　我想要一个妹妹。

   　というよりは、お姉ちゃんになりたかった。

   　应该说，我想当姐姐。

   　自分は一人っ子だから、年下の家族が欲しかった。

   　因为我是独生女，所以想要一个年纪比我小的家人。

   　
     
      嗚呼
     ああ、だから──青葉が本当の妹のように感じられて、嬉しかったのだ。

   　啊，所以——我才会觉得青叶就像亲妹妹一样，让我很开心。

   「あ……」

   「啊……」

   　本当に短い時間だったけれど、確かに心を通わせた女の子がいたのだ。

   　虽然时间很短，但确实有一个女孩和我心灵相通。

   


   「うわあああああああああああああああああああああああああああああああ！」

   「呜哇啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！」

   


   　未練、後悔、もしかしたら助かる道があるのではないかという都合のいい奇跡を期待する
     
      一
     いち
     
      縷
     るの希望。
     
      或
     あるいは絶望。

   　留恋、后悔，以及期待奇迹发生，期待或许还有得救方法的一缕希望。又或者是绝望。

   　奇跡など、この世界にはないのだから。

   　因为这个世界没有奇迹。

   　それらを全て振り切って、断ち切って、高橋は３Ｄキーボードの実行キーを押し、術式改変ウイルス、《アイコノクラスト》を発動した。

   　高桥甩开、斩断这一切，按下3D键盘的执行键，发动了改变术式的病毒《Iconoclast》。

   　ウイルスによってたった一文、アトラスを構成する完璧な術式の呪文が消えた。

   　病毒删除了构成阿特拉斯的完美术式咒语。

   　それにより、魔法における六つの大法則の一つ、第一法と呼ばれる法則が顕在化する。

   　魔法的六大法则之一，被称为第一法则的法则因此显现。

   『魔法は矛盾を許容しない』。

   『魔法不承认矛盾』。

   　並べたドミノが倒れていくように、積んだブロックタワーが崩れていくように、論理的矛盾を引き起こした術式は、連鎖反応で破綻していく。

   　就像推倒的骨牌，就像倒塌的积木，引发逻辑矛盾的术式，会因为连锁反应而出现破绽。

   　消える。

   　消失。

   　消えていく。

   　逐渐消失。

   　光の渦が、消えていく。

   　光之漩涡逐渐消失。

   　一万の市民の魂が、
     
      霊素
     エーテルの海に
     
      還
     かえっていく。

   　一万名市民的灵魂，逐渐回归灵素之海。

   　その魂の情報が全て消失する瞬間。

   　在灵魂情报全部消失的瞬间。

   　確かに、
     
      高
     たか
     
      橋
     はしに声が届いた。

   　高桥确实听见了声音。

   


   　──ありがとう、お姉ちゃん。

   　——谢谢你，姐姐。

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   　鋼鉄の神が崩れ落ちる。

   　钢铁之神崩塌了。

   「ありえない」

   「不可能。」

   　自身を構築する術式が破綻した事で
     
      鉄
     てつ
     
      屑
     くずと化したアトラスは、その自重を支えられず、神体を構成するパーツが脱落していく。

   　因为构筑自身的术式出现破绽而化为铁屑的阿特拉斯，无法支撑自身的重量，构成神体的零件逐渐脱落。

   　海面に落ちた鋼鉄の残骸が、自身の壊した都市と同じように
     
      飛沫
     しぶきを上げる。

   　掉落在海面的钢铁残骸，和自己破坏的都市一样溅起水花。

   「──ありえない」

   「——不可能。」

   　たった一人の、ちっぽけな子供が神の法を解いたのだ。

   　仅仅一名渺小的孩子，破解了神之法。

   「──ありえない！」

   「——不可能！」

   　そんな事はありえない。

   　不可能有这种事。

   「神が！　完全な存在が！　負ける事などありえない！　一万の市民の信仰を背負ったこの自分が！　負けるなんて、許されるはずがないだろう!?」

   「神！完美的存在！不可能会输！背负一万名市民信仰的我！不可能会输，不可能被允许输掉！」

   　まだ死ぬわけにはいかない。

   　我还不能死。

   「ヒヒヒハハ……か、神は死なない」

   「嘻嘻嘻哈哈……神、神不会死。」

   　神体が崩壊する前に、〝真体〟へと情報化された魂をアップロード。

   　在神体崩坏之前，将化为『真体』的情报化灵魂上传。

   　真体を保護する装甲がパージされ、ケーブルを引きちぎりながら、液体
     
      霊素
     エーテルに包まれた真体が──人間の肉体が露出される。

   　保护真体的装甲分离，被缆线扯断，包覆在液体灵素中的真体——人类的肉体暴露出来。

   　生まれたての
     
      仔
     こ
     
      鹿
     じかのような、瘦せこけた老年の男性。

   　那是宛如刚出生的小鹿般瘦弱的年老男性。

   「私が死んだら！　誰が……誰が平和へと導くというんだ！」

   「我死了的话！谁……谁来引导大家走向和平！」

   　今は逃げよう。

   　现在先逃吧。

   　この広大で、何もない海の上を。

   　逃到这片宽广无垠、空无一物的海上。

   　またやり直せるさ、
     
      何故
     なぜなら自分は神なのだから。

   　还能重来的，因为自己是神。

   「この間違った世界から、元の世界を取り戻して、行こう！　楽園に！」

   「从这个错误的世界，取回原本的世界，走吧！前往乐园！」

   　その野望は永遠に閉ざされた。

   　那个野心永远被封闭了。

   　
     
      水
     みな
     
      面
     もを駆けてきた勇者の聖剣が。

   　勇者的圣剑奔驰于水面。

   　ヒトの身に変わった黒竜の蹴撃が。

   　化为人类的黑龙的踢击。

   　そして、魔王の魔剣が。

   　以及魔王的魔剑。

   　首を
     
      刎
     はね、頭を砕き、心臓を貫いた。

   　斩首、碎头、贯穿心脏。

   　その意識が途切れる直前、まるで時間が止まったかのように思考が高速で回転する。

   　在意识中断之前，他的思考宛如时间停止般高速运转。

   　思い出せない、■い出せない、■い■せない。

   　想不起来、■不起来、■不■来。

   　──私は、俺は誰の
     
      為
     ためにこんな事をしたんだっけ。

   　——我、我是为了谁才做这种事的？

   　平和になれば、食糧を巡って■し合いをする必要もない。

   　只要和平，就不必为了争夺食粮而■斗。

   　平和になれば、隣人や友人、■■■を■べる必■もない。

   　只要和平，就没有必要■害邻人、朋友、■■■。

   　平和になれば、■■■■■■■■■■■■■■■■■■。

   　只要和平，■■■■■■■■■■■■■■■■■。

   　──そうだ、だから俺は皆の為に。

   　——没错，所以我是为了大家。

   　残り少ない資源を切り詰める為に友人を海に落とした。

   　为了节省所剩不多的资源，将朋友推落海中。

   　子供を生かす為に、親を■■にした。

   　为了让孩子活下去，将父母■■。

   　多数を生かす為に、少数を■■■■た。

   　为了多数人，■■■■少数人。

   　地球人、異世界人を含めた十八人の魂と肉体の情報を保存し、生かそうと
     
      抗
     あらがった。

   　保存包含地球人、异世界人在内的十八人的灵魂与肉体的情报，为了让他们活下去而抵抗。

   　それも全て、この土地を守る為、この世界を守る為、皆に報いる為だ。

   　那全都是为了保护这片土地、保护这个世界、为了报答大家。

   　──そうだ、私は、俺は……皆の為に……彼女の為に、世界を、平和に。

   　——没错，我、我……为了大家……为了她，让世界和平。

   　寒さと飢えで死んでいった皆の遺志を継ぎ、人々を導き、救い、世界を平和にするという大業を成すには神になるしかなく、神に成ろうとした男は手を伸ばす。

   　为了继承因寒冷与饥饿而死的大家的遗志，为了引导、拯救人们，为了成就让世界和平的大业，只能成为神，想要成为神的男人伸出手。

   　何も
     
      摑
     つかめぬ、
     
      虚
     こ
     
      空
     くうへ向かって。

   　伸向什么也抓不到的虚空。

   　事切れて力なく、崩れ落ちた。

   　他断气，无力地倒下。

   　その男に向かって、魔王は
     
      憐
     れん
     
      憫
     びんの瞳を向け、言った。

   　魔王对那个男人投以怜悯的眼神，说道：

   「安心して眠れ、
     
      其方
     そなたも言ったであろう。余と
     
      其方
     そなたの行く道は同じだと。余が必ず、世界平和を実現してやろう」

   「安心地睡吧，你也说过吧，你和朕走的是同一条路。朕一定会实现世界和平。」

  

 
  
   


   
    エピローグ　
      
       痕
      きずあと、なぞって

    尾声　抚过伤痕

   

   


   


   　管理された箱庭、人工島横浜市が崩落し、アトラスが倒れた後。

   　在受到管理的箱庭，人工岛横滨市崩塌，亚特拉斯倒下之后。

   　
     
      木
     き
     
      ノ
     の
     
      原
     はらの操縦する飛空艇に回収されて、
     
      緋
     ひ
     
      月
     づき達はゴアール市へと戻ってきていた。

   　绯月等人被木原操纵的飞空艇回收，回到了戈尔市。

   　時刻は夜明け頃。

   　时间是黎明时分。

   　だが当然ながら、曇天が
     
      陽
     ひの光を隠している。

   　不过理所当然地，阴天遮住了阳光。

   　戦闘の余波で大穴が空いていた空も、今は既に元通りだ。

   　因战斗余波而开了个大洞的天空，如今也已经恢复原状。

   　アトラスの大剣を防いだ代償として、シルヴァルドの背から落下した緋月は、ファミリアも高橋に貸していたせいでなく、そのまま海に落ちる他なかった。

   　为了抵挡亚特拉斯的大剑，绯月从希瓦尔德的背上落下，由于法米利昂也借给了高桥，他只能直接掉进海里。

   　が、偶然にもアトラスに向かって海上を疾走しているグラムに受け止められ、そのまま《
     
      水上
     ウォーター
     
      歩行
     ウォーキング》を掛けてもらい、歩いてマキナのいる横浜市跡まで戻ったのである。

   　不过，古兰碰巧在海上朝亚特拉斯疾驰，接住了绯月，直接对他施加《水上步行》，走回玛姬娜所在的横滨市遗址。

   　アトラスによる
     
      蹂
     じゅう
     
      躙
     りんという最悪の事態を未然に防いだとはいえ、ゴアール市は蜂の巣をつついたような騒ぎとなっていた。

   　虽说防范了亚特拉斯蹂躏的最坏情况于未然，戈尔市却像捅了蜂窝般骚动不已。

   「んー、そりゃ騒ぎになるわよね」

   「嗯～当然会骚动了。」

   　戦いの後、高橋から返してもらったファミリアでニュースサイトを巡る。

   　战斗后，绯月用高桥还给他的法米利昂浏览新闻网站。

   　横浜市の崩落、ＦＥＭＵ軍の飛空艇が謎の光によって撃墜、巨人の出現、おまけに
     
      隕
     いん
     
      石
     せきだの大爆発だのドラゴンだのドでかい剣だのと、短時間に色々な事が起こりすぎてネット上でも話題が渋滞しており、様々な憶測や陰謀論が飛び交っていた。

   　横滨市的崩塌，ＦＥＭＵ军的飞空艇被神秘的光击落，巨人的出现，再加上陨石，大爆炸，龙，巨大的剑，短时间内发生了太多事情，网络上的话题也堵车了，各种各样的猜测和阴谋论满天飞。

   「まぁあの場にいた私も、
     
      未
     いまだに何が起きたのかよくわかっていないんだけど……」

   「不过，当时在场的我，到现在也还不清楚发生了什么……」

   　話を聞こうにも、そんな空気ではなかった。

   　就算想问，也不是问话的气氛。

   　宿が相部屋の高橋も疲弊していたし、今は一人にしてあげた方がいいと判断したので、新宿市に帰る時間になるまで緋月は一人でゴアール市を散策していた。

   　和她住同一间房的高桥也累了，绯月判断现在还是让她一个人静一静比较好，所以在回到新宿市之前，绯月一个人在戈尔市散步。

   　港湾区に足を踏み入れた彼女の背中に、声を掛ける者がいた。

   　正当她踏入港湾区时，有人从背后叫住了她。

   「あ、君……」

   「啊，你……」

   「はい？」

   「嗯？」

   　振り返ってぎょっとした。

   　绯月回头一看，吓了一跳。

   　光のイケメンがいたからだ。

   　因为眼前站着一个光之帅哥。

   　極寒の海に落下する緋月を助けた男、グラムだ。

   　是救了掉进极寒之海的绯月的男人，古兰。

   　あの時とは違い、青いマントに
     
      軽
     けい
     
      装
     そう
     
      鎧
     よろいといった
     
      出
     いで立ちで、その腰には
     
      錆
     さびた剣が鎖からぶら下がっている。

   　和那时不同，他穿着蓝色的斗篷和轻装铠甲，腰上挂着一把锈剑，用锁链吊着。

   　ちなみに闇のイケメンはベルトールである。

   　顺便一提，暗之帅哥是贝尔多尔。

   　そして、その隣にいるのはラーメン屋で出会ったスーツ姿の美女、木ノ原だ。

   　然后，站在他旁边的是在拉面店遇到的，穿着套装的美女，木之原。

   「あ。あの時はどうも……助けて
     
      貰
     もらっちゃって……」

   「啊，那个时候真是……谢谢你救了我……」

   「あれくらいなんて事ないよ。ごめん社長。ちょっと彼女と話がしたいんだけど……」

   「那点小事不算什么。抱歉社长，我想和她聊一聊……」

   　グラムは隣の木ノ原にそう言った。

   　古兰对旁边的木之原说道。

   「女学生をナンパするのはコンプライアンス的に問題があるかと思いますが……」

   「我觉得搭讪女学生在合规性上存在问题……」

   「人聞きが悪いなぁ!?　そんなんじゃないって。ちょっと、ね」

   「说得太难听了！？不是你想的那样，只是稍微聊一聊」

   「……わかりました。仕事が山積していますから、『なるはや』でお願いします」

   「……我明白了。工作堆积如山，还请『尽快』」

   　そう言って木ノ原は緋月に軽く
     
      会
     え
     
      釈
     しゃくをし、その場から去っていった。

   　说完，木之原向绯月轻轻点头，离开了。

   「少し、歩こうか」

   「稍微走走吧」

   「あ、はい……」

   「啊，好的……」

   　グラムの言葉に促され、その横について歩く。

   　在古兰的催促下，绯月跟在他身边。

   （き、気まずい……）

   （好，好尴尬……）

   　緋月は陰と陽で言えば陰、光と闇でいえば闇である。

   　绯月是阴，是暗。

   　秋葉原市では陰にして闇の学生生活を送っていた緋月は、陰やら陽やらといった事柄には敏感だ。

   　在秋叶原市过着阴暗的学生生活的绯月，对阴暗和光明之类的事物很敏感。

   　そして隣にいる金髪の男は、圧倒的陽にして光のオーラを放っている。

   　而身旁的金发男人，散发着压倒性的光明气息。

   　緋月の歩速にごく自然と合わせているのが良い証拠だ。

   　他很自然地配合着绯月的步速，就是最好的证据。

   　逆に闇のイケメン代表であるベルトールは我関せず自分のペースで歩いていくタイプである。

   　相反，暗之帅哥代表贝尔多尔则是我行我素，自顾自地走着。

   　こういう光の相手と一緒にいると、自己肯定感の低い陰にして闇の女としてはどうにも萎縮してしまうのだ。

   　和这种光明的人在一起，作为自我肯定感低下的阴暗女性，绯月不由得畏缩起来。

   　そして何よりも──

   　而且最重要的是——

   （メルディアの、好きな人なのよね）

   （他是梅尔蒂亚喜欢的人）

   　緋月は己の胸元に手を当てる。

   　绯月把手放在自己的胸口。

   　あれだけ張り切っていた内なる力は、今は完全に鳴りを潜めている。

   　刚才还那么活跃的内在力量，现在已经完全销声匿迹了。

   　一日一度だけの力を行使した為か、あるいは恥ずかしいからか。

   　是因为用了一天只能使用一次的力量，还是因为害羞呢。

   　緋月の勘では後者だ。

   　绯月的直觉告诉她，是后者。

   （んん〜、そもそも他人と話すのがそんな得意じゃないのに、ほぼ初対面の相手と何話せばいいのかしらね……）

   （嗯嗯～说到底，我本来就不擅长和别人说话，面对几乎算是初次见面的人，我该说什么好呢……）

   　彼と話してみたい気持ちはあったが、現在地雷にならなそうな手持ちの会話用デッキは『メビウスプロトコル』しかない。だがなんとなくこの男は『メビウスプロトコル』を
     
      観
     みていない。そんな気がする。

   　虽然想和他聊一聊，但绯月现在手头上的对话牌组中，感觉不会踩到地雷的只有『梅比乌斯协议』。但绯月总觉得这个男人没有看过『梅比乌斯协议』。

   　一か八か、努めて明るい営業スマイルと声で、緋月は話を振る。

   　绯月决定孤注一掷，努力用开朗的营业式笑容和声音，向古兰搭话。

   「あ、あのー！　メビ──」

   「那，那个！梅比——」

   　裏返った声で言いかけた所で、グラムの足が止まった。

   　就在绯月用拔高的声音说到一半时，古兰停下了脚步。

   　そして海の向こう、一点を見つめている。

   　然后他注视着大海的另一端。

   　崩壊した横浜市の跡地だ。

   　是崩坏的横滨市的遗址。

   　跡地を調査する為に、ゴアール市とＦＥＭＵの飛空艇が数多く飛び交っている。

   　为了调查遗址，有许多戈尔市和FEMU的飞空艇在空中交错。

   　横浜市を見るグラムの視線は、やや暗い陰りが見えた。

   　古兰看着横滨市的视线，显得有些阴暗。

   「ごめん、自己紹介がまだだったね。僕はグラム、今はしがない会社員をやってる」

   「抱歉，我还没自我介绍呢。我是古兰，现在在一家小公司上班」

   「あ、えと、知って、いや伺って？　ます。あ、緋月です。
     
      山
     やま
     
      田
     だ・レイナード゠緋月」

   「啊，那个，我知道，不对，我听说过。啊，我是绯月。山田・雷纳德・绯月」

   　緋月の言葉を聞いたグラムは、口の中でレイナードという言葉を
     
      反
     はん
     
      芻
     すうする。

   　听到绯月的话，古兰在口中反复念着雷纳德这个名字。

   「レイナード嬢と呼べばいいかな？　それとも山田嬢？」

   「我应该称呼你为雷纳德小姐吗？还是山田小姐？」

   「あ、いや、緋月でいいです！」

   「啊，不，叫我绯月就行了！」

   　言って、即座に後悔した。

   　说完，绯月立刻后悔了。

   （いやいや緋月でいいですって何よ。距離感がキモいって思われてないか私）

   （不对不对，什么叫绯月就行了啊。他会不会觉得我太自来熟了）

   「ねえ、緋月」

   「我说，绯月」

   　そんな考えはいざしらずといった風に、グラムは言葉を
     
      紡
     つむぐ。

   　古兰仿佛没有注意到绯月的想法，继续说道。

   「君の力……あれは、女神メルディアのものだよね」

   「你的力量……是女神梅尔迪亚的吧」

   「え、あ、はい」

   「诶，啊，是的」

   「……そうか」

   「……这样啊」

   　と言って、グラムは緋月に向き直る。

   　说完，古兰转身面向绯月。

   「ごめん」

   「对不起」

   　そして、そう言ってグラムは深々と頭を下げた。

   　然后，古兰深深地低下了头。

   「え、何がごめんなんですか!?」

   「诶，为什么要道歉啊！？」

   「秋葉原市であった事件の内容は、僕も少し聞いてる。君がその力を手に入れた事、そして秋葉原市がああなってしまったのは、昔僕が自分の責任から逃げてしまったからだ。謝って許されるような事じゃないだろうけど、ごめん」

   「我也稍微听说过秋叶原市事件的内容。你之所以会得到那股力量，秋叶原市之所以会变成那样，都是因为我逃避了责任。虽然这不是道歉就能得到原谅的事，但我还是要说，对不起」

   　緋月も、過去に勇者グラムがル・クセルの領主であった事は知っている。そして彼がその役目を放棄した事も。

   　绯月也知道，古兰曾经是路・奇尔赛领的领主，也知道他放弃了那个职责。

   　だがそれは、緋月からすればもう遠い過去の話。

   　但对绯月来说，那已经是很久以前的事了。

   　言うなれば歴史の一部であり、遠因であったとしても直接の原因ではないという認識になっている。

   　说白了，那已经是历史的一部分，绯月认为那只是间接原因，而不是直接原因。

   　そもそも緋月には、目の前にいる人物がその当事者であるという実感もない『割とどうでもいい』事なのだが、本人としてはそう簡単に割り切れないのだろう。

   　说到底，对绯月来说，眼前的人就是当事人这件事本身就很不现实，所以绯月觉得这“其实无所谓”。

   　不器用で実直なヒトなんだなぁ、と緋月は思う。

   　真是个耿直又笨拙的人啊，绯月心想。

   「あ、いや、私全然気にしてないんで。そんな謝る事ないですって。ほんとに」

   「啊，没事，我完全不在意的。不用这么道歉啦。真的」

   　慰め方が雑で下手くそな自覚は緋月にもあった。

   　绯月也知道自己安慰人的方式很笨拙。

   「そう、か……」

   「是，吗……」

   　グラムは頭を上げ、視線を緋月に向ける。

   　古兰抬起头，看向绯月。

   「それと……君に
     
      訊
     きいても仕方のない事かもしれないけど」

   「还有……虽然问你这个可能也没用」

   「あ、はい」

   「啊，嗯」

   「彼女は……メルディアは……」

   「她……梅尔迪亚她……」

   　絞り出すように、己の古傷に触れるように、グラムは言葉を紡ぐ。

   　古兰像是在挤出话语，像是在触碰自己的旧伤一样，组织着语言。

   「僕の事を恨んでいただろうか」

   「她恨我吗」

   　それは、『割とどうでもいい』事ではない。

   　这并不是“其实无所谓”的事。

   　こればかりは、緋月の口から伝える義務がある。

   　只有这件事，绯月有义务亲口告诉他。

   「大丈夫ですよ。どうしようもなく独善的で、嫉妬深くて、バカな子だけど──」

   「没事的。虽然她是个无可救药的自以为是，嫉妒心又强的笨蛋——」

   　勇者を愛した女神、その
     
      依
     より
     
      代
     しろとなった少女は、心の底から笑顔で言う。

   　爱着勇者的女神，成为了其附体的少女，打心底里笑着说道。

   「あの子は、いつまでも
     
      貴方
     あなたを大切に
     
      想
     おもっていますから」

   「那孩子，永远都把你放在心里的」

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   「──以上が、ベルトール様が横浜市へと行っておられた時の
     
      顚
     てん
     
      末
     まつでございます」

   「——以上就是贝尔多尔大人前往横滨市时的来龙去脉」

   　横浜市は崩壊し、ゴアール市に留まる理由もない。

   　横滨市已经崩坏，没有理由再留在戈尔市。

   　シルヴァルドを救出できたし、ベルトールの当初の目的は
     
      概
     おおむね達成できたと言える──国を
     
      興
     おこすという事以外は。

   　救出了希瓦尔德，贝尔多尔当初的目的可以说大致上都达成了——除了建国以外。

   　ゴアール市から新宿市に帰ってきたマキナは、ベルトールの配信部屋で、彼がいない間に起きた出来事を報告した。

   　从戈尔市回到新宿市的玛姬娜，在贝尔多尔的直播房间向他报告了他不在时发生的事。

   《
     
      天使
     アンゼ》との偶然の再会、そしてゼノールを名乗る黒いＭＧ乗りとの
     
      邂
     かい
     
      逅
     こう。

   与《天使》的偶然再会，以及与自称泽诺尔的黑色MG驾驶的邂逅。

   　本当はもっと早くにするべきだったのだが、一旦落ち着いてから話すべきだとマキナは判断したのだ。

   　其实应该更早报告的，但玛姬娜判断应该等事情告一段落再报告。

   　大魔法の行使の反動で失われたマキナの片腕は、新宿市に着く頃には生活に支障ないほどに回復していた。

   　行使大魔法的反作用力导致玛姬娜失去了一只手，不过在抵达新宿市时，已经恢复到不会影响生活的程度了。

   「そう、か」

   「这样啊。」

   　真ん中に魔王と書かれたＴシャツに、黒いジャージといういつもの格好のベルトールはゲーミングチェアの背もたれを
     
      軋
     きしませ、目を閉じて
     
      瞼
     まぶたの上を
     
      揉
     もむ仕草をする。

   　贝尔多尔穿着中间写着魔王的T恤，以及黑色运动服，一如往常的打扮。他靠在电竞椅的椅背上，闭上眼睛揉了揉眼皮。

   「メイに続いて、ゼノールもか……」

   「继梅依之后，连泽诺尔也……」

   　ベルトールはやや疲れ気味にそう言った。

   　贝尔多尔略显疲惫地说道。

   　横浜市での出来事の概要だけはマキナも聞いている。

   　玛姬娜也听说了横滨市发生的事。

   　管理された箱庭の都市、神を名乗る管理者。

   　受到管理的箱庭都市，自称神的管理者。

   　そして、そこでできた友の死。

   　以及在那里结交的朋友之死。

   　アトラスは倒せたが、それはイコールでベルトール達の勝利ではない。

   　虽然打倒了阿特拉斯，但这并不等于贝尔多尔他们的胜利。

   　友を救えなかった事が、重くのしかかっているのだろう。

   　没能拯救朋友，这件事想必令他感到沉重吧。

   　ベルトールだけではない。

   　不只贝尔多尔。

   　
     
      高
     たか
     
      橋
     はしも、シルヴァルドも、そして勇者グラムもだ。

   　高桥、希瓦尔德，以及勇者古兰都是。

   「その事なのですが……あれは本物のゼノール
     
      卿
     きょうではないのかもしれません」

   「关于这件事……我认为那可能不是真正的泽诺尔卿。」

   「……どういう事だ？」

   「……什么意思？」

   　ベルトールが顔を上げる。

   　贝尔多尔抬起头。

   「《
     
      天使
     アンゼ》に関しては、初めて会った時にメイの魔力の
     
      残
     ざん
     
      滓
     しが
     
      微
     かすかに感じられました。ですがゼノールを名乗る者に対しては、ゼノール卿の魔力の残滓を感じる事もなく、また《
     
      天使
     アンゼ》と違い記憶や人格を操作されていたようにも見えませんでした。
     
      喋
     しゃべり方というか、雰囲気も全然違いましたし……何より、ベルトール様への明確な敵意──忠臣ゼノール卿ではありえません」

   「第一次见到《天使》时，我隐约感觉到梅依的魔力残渣。可是自称泽诺尔的人身上没有泽诺尔卿的魔力残渣，而且他不像《天使》那样被操纵了记忆或人格。说话方式和给人的感觉也截然不同……最重要的是，他对贝尔多尔大人的敌意非常明显——忠臣泽诺尔卿不可能是那样的人。」

   「……そこに関しては前例があるからな。余の人望は疑わしい」

   「……关于这点，其实有前例可循。朕的人望令人怀疑。」

   「もうっ、ベルトール様！　マルキュスのスカポンタンはともかく、ゼノール卿の忠誠心をお疑いになるのはベルトール様であっても怒りますよ！」

   「真是的，贝尔多尔大人！马尔库斯的蠢事就算了，您居然怀疑泽诺尔卿的忠诚心，就算是您，我也会生气的！」

   　自嘲気味に笑うベルトールに対し、マキナはぷりぷりと頰を膨らませる。

   　贝尔多尔自嘲地笑着，玛姬娜气得鼓起脸颊。

   　マキナにとって、ゼノールは尊敬すべき──時にその忠誠心が過ぎる事もあったが──忠義の男だ。

   　对玛姬娜来说，泽诺尔是值得尊敬的——虽然有时忠诚心过头——忠义之士。

   　マキナもベルトールに対する忠誠心の高さは自負している。が、六魔侯の中で、ベルトールに一番の忠節を誓っていたのは誰かと問われれば満場一致でゼノールだろう。

   　玛姬娜也对自己对贝尔多尔的忠诚心之高感到自豪。但是，若问六魔侯中谁对贝尔多尔最忠心，那肯定是泽诺尔，这点是全场一致公认的。

   「冗談だ、許せ。余とてゼノールの忠心は疑ってはおらぬ。しかし……ゼノールはマルキュスによって〝薪〟となったはず。マルキュスが
     
      噓
     うそを言っていたというのも可能性としてはなくはないが、恐らく真実であろう。メイの救出、そしてゼノールを名乗る者の調査、当面はこの二つを次なる目標に据える」

   「开玩笑的，原谅朕。朕也不怀疑泽诺尔的忠心。但是……泽诺尔应该已经被马尔库斯当成“柴薪”了。虽然也有可能是马尔库斯说谎，但恐怕是事实吧。当前的目标是救出梅依，以及调查自称泽诺尔的人。」

   「承知いたしました。それで、ベルトール様。シルヴァルド卿は今どちらに……？」

   「明白了。那么贝尔多尔大人，希瓦尔德卿现在在哪……？」

   　シルヴァルドは共に新宿市まで来ており、ベルトールのマンションで寝泊まりする事になっている。

   　希瓦尔德也一起来到了新宿市，住在贝尔多尔的公寓里。

   　必要あるかは疑問だったが、一応彼女の生活用品を買い出しする
     
      為
     ために付き合って貰おうと思ったのだ。

   　虽然不知道有没有必要，但为了买她的生活用品，贝尔多尔打算陪她一起去。

   「何やら先程高橋の所へ行ったが」

   「刚才她好像去了高桥那里。」

   「高橋の？　そうですか……色々とお話したい事があったのですが、まあこれからたくさん喋れると思いますからよしとしますか」

   「高桥？这样啊……虽然有很多话想和她说，不过以后有的是时间，现在就算了吧。」

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   「……」

   「……」

   　マキナとの話が終わり、彼女が部屋を出た後、ベルトールはＰＤＡを無言で起動し、配信ソフトを立ち上げる。

   　和玛姬娜说完话，她离开房间后，贝尔多尔默默地启动PDA，打开直播软件。

   　マイクの感度チェック、音声ミキサーの調整、カメラの画角チェック、普段なら配信を開始する前に一度として欠かさなかった工程も、この日は全てスキップした。

   　麦克风灵敏度检查，音量平衡调整，摄像头角度检查，平时直播前必不可少的步骤，今天全部跳过了。

   　配信タイトルは
     
      共通語
     エルフごで『何かする』。

   　直播标题是共通语『做点什么』。

   　興が乗らない時には配信はしない、それがベルトールなりのルールであった。だが、明らかに興が乗っていないにもかかわらず配信を開始した。

   　没兴致的时候就不直播，这是贝尔多尔的规矩。但是，今天他明显没兴致却还是开始了直播。

   「うむ……」

   「唔……」

   　配信開始の挨拶すらそこそこに、横スクロールアクションゲームを開始する。

   　连直播开始的问候都草草了事，就开始玩横版动作游戏。

   　当然、配信を見に来ている視聴者は何があったのかと困惑し、そして案の定、普段の配信よりも精彩を欠いているというのは火を見るより明らかだった。

   　当然，来看直播的观众都疑惑发生了什么，然后不出所料，今天的直播明显比平时要逊色。

   　
     
      痺
     しびれを切らした視聴者の一人が、こう言った。

   　一名观众看不下去了，说道。

   


   『やる気ないならやめろ』

   『没兴致的话就别播了』

   


   　そのコメントは、ベルトールの目に留まった。

   　这条评论吸引了贝尔多尔的目光。

   　普段なら無視しているか、あるいは
     
      嚙
     かみ付いて、視聴者と
     
      喧
     けん
     
      嘩
     かする所だ。

   　平时他要么无视，要么和观众吵起来。

   「こっ……」

   「我……」

   　だが何かを言い掛けて、ベルトールはその言葉を飲み込んだ。

   　但是贝尔多尔刚想说些什么，又把话咽了回去。

   「いや、なんでもない」

   「不，没什么」

   　ベルトールの胸中にあるのは、救えなかった
     
      朋
     ほう
     
      友
     ゆうの事。そして、信仰とそれを
     
      捧
     ささげる者に対する父祖の言葉だった。

   　贝尔多尔心中想着的是没能拯救的朋友，以及祖先对信仰和献身信仰之人的教诲。

   「皆の者」

   「各位」

   　今回の一件において、
     
      青
     あお
     
      葉
     ばという少女の存在、そして狭く閉じた島で見た〝信仰〟という概念は、ベルトールの心境に確かな変化を与えていた。

   　这次的事件，名为青叶的少女的存在，以及在狭小封闭的岛上看到的“信仰”这一概念，确实地改变了贝尔多尔的心境。

   　自分に信仰を向けてくれる者達に対しての、心境の変化だ。

   　对于那些信仰自己的人们，他的心境发生了变化。

   「あー、そのー、なんだ。皆の者にはいつも、なんというか……言っておくことがだな」

   「啊，那个，怎么说呢。我总是，该怎么说……有句话想对大家说」

   　歯切れの悪い言葉を断片的に紡ぐ。

   　他断断续续地组织着语言。

   　名前も顔も知らない相手に対する敬意など、ほとんど持ち合わせていなかった。

   　对于那些连名字和长相都不知道的人，他几乎不抱有敬意。

   　捧げられる
     
      供
     く
     
      物
     もつにこれから
     
      戴
     いただく者が特別な感情を抱く事などありはしないと、父祖は言っていた。

   　父亲和祖先说过，献给自己的供品，今后接受供品的人是不会抱有特殊感情的。

   　その言葉は、否定されなければならない。否定しなければならない。

   　这句话，必须否定。必须否定。

   　だからベルトールはこう言ったのだ。

   　所以贝尔多尔这么说了。

   　自らに信仰力を捧げる供物に向かって。

   　对着献给自己信仰力的供品。

   


   「ありがとう」

   「谢谢」

   


   　その短い言葉の真意を視聴者の大半が理解した。

   　大部分观众都理解了这短短的一句话的真意。

   　いつもの営業的な感謝の言葉ではなく、ベルトールが心の底から出した言葉なのだと。

   　这不是平时那种营业式的感谢，而是贝尔多尔发自内心的感谢。

   


   　　　　◆

   　　　　◆

   


   　夜の新宿市。

   　夜晚的新宿市。

   　横浜市で起きた全てが終わった後。

   　横滨市发生的一切都结束后。

   　とあるビルの屋上に、高橋はいた。

   　高桥在某栋大楼的屋顶上。

   　そこは以前、ベルトールの信仰力を一時的に上昇させる為に、彼女が新宿市内のホログラム・ディスプレイをハッキングした場所でもある。

   　那里是以前为了暂时提升贝尔多尔的信仰力，她黑进新宿市内的全息显示屏的地方。

   「はぁ……」

   「唉……」

   　手すりにもたれかかり、夜の
     
      灯
     あかりを眺めながら
     
      溜
     ため
     
      息
     いきを
     
      吐
     つく。

   　她靠在栏杆上，眺望着夜晚的灯火，叹了一口气。

   　新宿に帰ってきてからずっとこうだ。

   　回到新宿后，她一直是这样。

   　何もせず、ただぼーっと新宿の街を眺めている。

   　什么都不做，只是呆呆地眺望着新宿的街道。

   　羽音と共に、高橋の背中に声をかける者がいた。

   　随着振翅声，有人从背后向高桥搭话。

   「こんな所におったのか」

   「原来你在这里啊。」

   　ゆっくりと高橋は振り返る。

   　高桥缓缓地转过身。

   「ん、シル姉じゃん」

   「嗯，是希尔姐啊。」

   　そこにいたのは
     
      黒
     こく
     
      竜
     りゅう
     
      侯
     こう、少女の姿をしたシルヴァルドであった。

   　站在那里的是黑龙侯，化身为少女的希瓦尔德。

   　翼をゆったりと
     
      羽撃
     はばたかせて滞空している。

   　他缓缓地拍打着翅膀，滞空在空中。

   　屋上に降り立ち、翼を折りたたみ、仕舞う。

   　然后降落到屋顶上，收起翅膀。

   　ジャージと「ドラゴン」と書かれたシャツという格好だ。

   　他穿着运动服和写着「龙」字的T恤。

   　どこで売っているのだろうか、あの翼って伸縮自在なのかと色々な事を高橋は思う。

   　高桥想着，那对翅膀是从哪里买的，而且还能伸缩自如。

   「
     
      儂
     わしをそんな風に呼ぶのは後にも先にもお主だけじゃろうな……まあよいわ、シル姉呼びを許してやろう」

   「会这样称呼我的，前无古人后无来者，只有你了……算了，就允许你叫我希尔姐吧。」

   「ありがと」

   「谢谢。」

   　言って、高橋は笑う。

   　高桥说完，笑了。

   　乾いた笑顔だ、声もいつものような張りがない。

   　那是干笑，声音也缺乏平时的活力。

   「で、どったん」

   「所以，怎么了？」

   「ん、いや、そのーなんじゃ……ベルトールからここにおると聞いての」

   「嗯，不，那个……我听贝尔多尔说你在这里。」

   「そうなんだ」

   「这样啊。」

   「もー、なんじゃなんじゃ、覇気がないのう。そう露骨に覇気がないのが目の前におると儂まで気が
     
      滅
     め
     
      入
     いるからせめて儂の前では空元気を出しておれ」

   「真是的，怎么了怎么了，一点霸气都没有。这么露骨地毫无霸气的人站在眼前，连我都觉得郁闷了，至少在我面前打起精神来。」

   「ええ、別に元気なくないよ」

   「咦，我并没有没精神啊。」

   　へへ、と力なく笑う。

   　嘿嘿，她无力地笑着。

   「ごめん」

   「对不起。」

   　高橋の顔から、笑みが落ちた。

   　高桥脸上的笑容消失了。

   「やっぱほんとは元気ない」

   「果然还是没精神啊。」

   　シルヴァルドは彼女の隣に立ち、手すりから頭だけ覗かせ新宿の街を見下ろす。

   　希瓦尔德站在她身旁，从栏杆探出头，俯瞰新宿的街道。

   「地上から見れば醜悪で薄汚く、馬鹿共しかおらん場所じゃが、こうして見下ろせば中々どうして、ヒトの営みの光、美しいものじゃな。時代が移ろう度に認識を改めるが、世界が変わったのじゃと実感する」

   「从地上看，这里是个丑恶肮脏，只有蠢货的地方，但像这样俯瞰，人类生活的光芒，还挺美丽的。随着时代变迁，认知也会改变，让人实际感受到世界在改变。」

   　シルヴァルドは、高橋の方を見る。

   　希瓦尔德看向高桥。

   「儂は竜じゃ、それなりに長い事ヒトと交わって来たが……
     
      未
     いまだにヒトの気持ちの全てを理解できてはおらん。じゃがな、一人で抱え込むのがよくないのは儂だってわかる。誰かに胸の内を明かす事で、多少は楽になるかもしれんぞ。それが解決にはならずともな」

   「我是龙，和人类来往了很长一段时间……但还是无法完全理解人类的心情。不过，我也知道一个人闷在心里不是好事。向别人倾诉心事，多少会轻松一点。就算无法解决问题也一样。」

   「……別に──」

   「……我——」

   　言葉を止め、少し考えむ。

   　高桥停顿了一下，稍微思考。

   「うん……」

   「嗯……」

   　とだけ言った。

   　只说了这两个字。

   「あの時の事、考えてた。青葉を……友達を殺した事。横浜の皆の魂を殺した事を……」

   「我在想那时候的事。杀了青叶……杀了朋友的事。杀了横滨所有人灵魂的事……」

   　
     
      俯
     うつむき、ぽつりぽつりと
     
      呟
     つぶやくように喋り始める。

   　她低着头，断断续续地开始说。

   「友達を殺して、大勢のヒトを殺したのに後悔とか湧かないし、涙も出ない。あの子の事大切に思ってなかったのかな、ヒトの心がないのかな、情報として見てたのかな、友達じゃなかったのかな、マキナとか
     
      緋
     ひ
     
      月
     づきがもし同じような事になった時、やっぱりあたしは同じような選択をするのかな、その時もやっぱり泣けないのかな」

   「明明杀了朋友，杀了那么多人，我却没有后悔，也流不出眼泪。我是不是没有把那孩子放在心上？是不是没有人心？是不是只把她当作情报看待？是不是没有把她当作朋友？如果玛姬娜和绯月遇到同样的事，我是不是也会做出同样的选择？到时我是不是也哭不出来？」

   　無理やり笑顔を作る。

   　她硬是挤出笑容。

   「とかまあ、そんな
     
      諸
     もろ
     
      々
     もろの事を考えてたわけよ」

   「我一直在想这些事。」

   「はぁ？」

   「啊？」

   　黙って話を聞いていた隣のシルヴァルドが、眉を
     
      顰
     ひそめて
     
      怪
     け
     
      訝
     げんそうな顔をする。

   　在一旁默默听着的希瓦尔德皱起眉头，一脸讶异。

   「何を言っとるんじゃお主は」

   「你在说什么啊？」

   「え、何が？」

   「咦，什么？」

   「お主は青葉を殺しとらんじゃろ」

   「你没有杀青叶吧？」

   「え……？　でもあの中に──」

   「咦……？可是那里面——」

   「お主はあの神を名乗る不届き者から、青葉や他の者共を救ったんじゃろ？」

   「你不是从那个自称神的无礼之徒手中，救出了青叶和其他人吗？」

   　
     
      高
     たか
     
      橋
     はしの全身を、まるで雷に打たれたような衝撃が走った。

   　高桥全身窜过一阵仿佛被雷劈中的冲击。

   「お主が殺す手伝いをしたのはあの
     
      邪
     じゃ
     
      智
     ち
     
      暴
     ぼう
     
      虐
     ぎゃくなるくず鉄の神じゃ。そして友を救ったのは高橋、間違いなくお主じゃぞ。そこを履き違えるでない。そりゃあベルトールもわざわざ来んわ、まさかそんな勘違いをしておったとはの」

   「你帮忙杀掉的是那个邪智暴虐的废铁之神。而救出朋友的，毫无疑问就是你啊，高桥。别搞错了。难怪贝尔多尔会特地跑来，没想到你竟然会这么误会。」

   「……」

   「……」

   「はーやれやれ、何を悩んでいるのかと思ったら、そんな
     
      些
     さ
     
      細
     さいな事で悩んでおったとは。誇りこそすれ、涙が出るわけなかろうが。神殺しの上に友殺しまで背負うのは欲張りすぎじゃろ。殺しと救いの違いもわからぬとは、案外やりおる小娘と思っとったが、やはりまだまだガキじゃのう」

   「唉唉，还以为你在烦恼什么，没想到是为了这种小事。你该感到骄傲才对，怎么可能哭出来。弑神者再背负弑友的罪孽，未免太贪心了。竟然连杀与救的区别都不懂，还以为你这小姑娘意外地能干，果然还是个小鬼啊。」

   　シルヴァルドは肩をすくめる。

   　希瓦尔德耸了耸肩。

   「胸を張れ高橋。邪神を滅し、
     
      囚
     とらわれた友の魂を救済したお主は紛れもなく勇士じゃ。この儂が認めたのじゃ、間違いない」

   「抬头挺胸吧，高桥。消灭邪神，拯救被囚禁的朋友灵魂，你毫无疑问是勇士。老夫都这么说了，不会有错。」

   　それは、彼女にとっての救いの言葉。わだかまっていたものが解消し、決壊していく。

   　这句话对她来说是救赎。消除了她心中的芥蒂，使她溃堤。

   　ようやく、高橋の目から涙が
     
      溢
     あふれた。

   　高桥的眼中终于溢出泪水。

   　彼女自身の心も、今救われたのだ。

   　她的心灵也终于得到救赎。

   「うん、うんっ……！」

   「呜、呜……！」

   　シルヴァルドは高橋を優しく抱き寄せる。

   　希瓦尔德温柔地抱住高桥。

   　竜の腕の中、少女は声を上げて、泣いた。

   　在龙的臂弯中，少女放声大哭。

   　せめて安らかにと、友の魂の安寧を願いながら。

   　同时祈祷朋友的灵魂能够安息。
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    あとがき

    后　记

   

   


   


   　ごめんなさ──────────────い！

   　非常抱歉————————————！

   


   　三巻遅くなってごめんなさ───────い！

   　第三集拖了这么久才出版，非常抱歉——————！

   　とても
     
      嬉
     うれしいお知らせがあるのですが、その前にお待たせしてしまった事を謝るのが先かな。と思って、すみません初手謝罪から入ってしまいました。

   　虽然有非常值得高兴的消息要宣布，不过在那之前，应该先为让各位读者久等一事道歉才对。因此，非常抱歉，我一开头就先谢罪了。

   　最近この作品の事を知った方は何謝ってんだこいつ。と思うかもしれませんが、実は二巻と三巻の間がちょっと……いや結構空いてしまったのです。

   　最近才得知这部作品的读者，或许会想「这家伙在谢什么啊」，其实第二集和第三集之间隔了一点……不，是隔了满长一段时间。

   　ラノベの続刊が出ないというのは（誠に嫌な）あるあるですし、僕も学生時代は「まだかよ」と待つ側でした。

   　轻小说的续集出不了，是（真的很讨厌的）常有的事，我在学生时代也是等待续集的那一方，会想「还没好吗」。

   　が、まさか僕自身が待たせる側になるとは思ってもいませんでした……。本当に申し訳ございませんでした……。

   　但是，我万万没想到自己会变成让读者等待的那一方……真的非常抱歉……

   　えー、一つ言い訳させていただくと、決してサボっていたとか執筆活動や作品に対するモチベーションが下がっていたとかそういうわけではありませんので！　ご理解いただけると幸いです！

   　呃——请容我辩解一下，我绝对不是在偷懒，也不是对写作活动或作品失去热情！希望各位读者能够谅解！

   　とはいえお待たせしてしまったのは疑いようのない事実なので、精進します。

   　话虽如此，让各位读者久等是无庸置疑的事实，我会继续精进。

   　本当にごめんね。

   　真的很抱歉。

   


   　というわけで、嬉しいお知らせです！　もしかしたら帯にも掲載されているかもしれませんが僕の口から言わせてください！

   　所以，接下来是值得高兴的消息！说不定书腰上也有写，不过请让我亲口宣布！

   　なんと、『
     
      魔
     ま
     
      王
     おう２０９９』のアニメ化が、先日『AnimeJapan 2023』で発表されました！

   　《魔王2099》的动画化，已经在前几天的『AnimeJapan 2023』上发表了！

   　クレタさんが描いてくださったベルトールのティザービジュアルが超かっこいいぜ！

   　克蕾塔老师画的贝尔多尔的预告图超帅的！

   　アニメですよ！　アニメになっちゃうんですって！

   　动画哦！要动画化了哦！

   　すごくないですか!?　すごいですよね!?　びっくりしましたか!?　びっくりしましたよね!?　僕が一番びっくりしています！

   　很厉害吧！？很厉害对吧！？吓了一跳吧！？吓了一跳对吧！？我才是最吓一跳的！

   　やはりこういった創作をする身としてはアニメ化というのに憧れはありました。好きな音楽聞きながら頭の中でＯＰ映像流すとか僕もやってました。やるよね？

   　身为创作者，果然还是对动画化有所憧憬。我也会一边听着喜欢的音乐一边在脑中播放OP影像。大家也会这么做吧？

   　僕の口からはまだあまりお伝えできる事は多くないのですが、素晴らしい映像作品になると思いますので、是非とも皆様応援の程よろしくお願いします！

   　虽然我这边能说的还不多，但我想这会是一部很棒的影像作品，还请各位务必支持！

   　アニメの情報は、アニメ『魔王２０９９』の公式サイトや『魔王２０９９』ＳＮＳ公式アカウントで適宜発表されていくと思いますので、是非チェック＆フォローよろしくお願いします！

   　动画的情报，应该会在动画《魔王2099》的官方网站和《魔王2099》SNS官方账号上陆续发表，还请各位务必关注并追踪！

   　なんと言っても皆様のお力添えが必要不可欠ですので、是非僕と一緒に『魔王２０９９』というコンテンツを盛り上げていただけたらな、と思っております。

   　不管怎么说，各位的支持都是不可或缺的，希望各位能和我一起让《魔王2099》这个作品更加热闹。

   　そして！　まだ発表があります！　『魔王２０９９』のコミカライズが「少年エースplus」にて始まっております！

   　然后！还有另一个消息！《魔王2099》的漫画版已经在《少年ACE Plus》上开始连载了！

   　素晴らしいコミカライズとなっておりますので、こちらも
     
      何
     なに
     
      卒
     とぞよろしくお願いします！

   　漫画版非常精彩，还请各位多多支持！

   　後新作の『
     
      断
     だん
     
      頭
     とう
     
      台
     だいの
     
      花
     はな
     
      嫁
     よめ』も発売中です！　面白いので書店等で見かけた際は是非手に取ってみてください！

   　另外新作《断头台新娘》也正在发售中！因为很有趣，如果在书店等地方看到的话请务必拿起来看看！

   　今日「！」が多いな。

   　今天「！」好多啊。

   　めでたい日だからいいでしょう。

   　因为是值得庆祝的日子，所以没关系吧。

   


   　最後に謝辞で締めさせていただきます。

   　最后请让我用谢词来收尾。

   　イラストレーターのクレタ様。また一緒にお仕事ができて光栄です。三巻のカバーイラストも超最高です、いつもありがとうございます。

   　插画家クレタ老師。能再次一起工作是我的荣幸。第三集的封面插画也超棒的，一直以来都非常感谢您。

   　担当編集者様。僕も海鮮丼にすればよかったとこれ書いている時に思い出したので、また今度あのお店連れて行ってください。

   　责任编辑大人。我在写这个的时候才想到，早知道我也点海鲜盖浇饭就好了，下次请再带我去那家店。

   　サブ担当編集者様。著者校正の時にお土産を買ってくるつもりだったのですが、
     
      鶏
     とり
     
      白
     パイ
     
      湯
     タンラーメンで頭が一杯で当日買い忘れていました。すんません。

   　副责任编辑大人。我本来打算在作者校对的时候买土产回来的，但满脑子都是鸡汤拉面，结果当天忘了买。对不起。

   　最後に、この本を手に取ってくれた
     
      貴方
     あなた様。

   　最后，拿起这本书的您。

   　僕の存在というのは貴方様がいなければ成り立ちません。

   　如果没有您，我的存在就无法成立。

   　読み手あっての書き手なのだと、切に思います。

   　我深切地认为，有读者才有作者。

   　ファンレターとかいただいちゃったりして、励みになります。ありがとうございます。

   　收到粉丝信之类的东西，会成为我的鼓励。非常感谢。

   　改めて、本当に様々な幸運によって成立している作品だなーとしみじみしております。

   　我再次深切地感受到，这部作品真的是在各种各样的幸运下才得以成立。

   　今後とも、『魔王２０９９』をよろしくお願いいたします。

   　今后也请各位多多关照《魔王2099》。

   
    
      
       紫
      むらさき
      
       大
      だい
      
       悟
      ご

    紫大悟
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